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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　動乱のブラッキアリ父子






　チェザーレとの乾けん坤こん一いつ擲てきの会戦を乗り越こえたあと、リノたちはフォルセスの街に凱がい旋せんした。

　ただし会戦では間かん一いつ髪ぱつのところでなんとか勝利を収めることができたが、戦果は小さく、戦略要地を押さえたわけでも領土を拡大したわけでもないので、華はな々ばなしい帰き還かんではなかった。首都に足を踏ふみ入れた兵士たちはホッと胸をなで下ろしていたし、エリザもリノもようやく一息つけた気分だった。

　軍を解散するために街の広場へ向けて隊列を作って行軍していた際、沿道で見守る市民たちのなかに、フレンツェ共和国元首相アルテロ・ブラッキアリの姿を発見した。会戦の直前に護衛を一人付けてブラッキアリを逃にがしていたが、無事に首都まで辿たどり着いてくれたようだった。エリザとリノはすぐさま馬を下り、ブラッキアリの下もとへと駆かけ寄った。

　ブラッキアリは感極きわまった様子で、両手を広げて迎むかえてくる。

「おおエリザ様。あの状じよう況きようから、よくぞ無事に帰還なさいましたな。さすがにフォルセス軍は、近きん隣りん諸国に鳴り響ひびくイタリナ最強の軍隊だけのことはある」

「ブラッキアリ様のほうこそ、お怪け我がもなくて何よりでした。フレンツェは混乱の渦か中ちゆうでありましょうから、しばらくは我が国に滞たい在ざいし、情勢を窺うかがうようにしてください」

　エリザが丁てい重ちように挨あい拶さつし、リノも続く。

「宿舎を割り当てましょう。滞在に当たっての費用などは一いつ切さい心配しないでください。また、必要なものや、特別なご用命がありましたら、遠えん慮りよせずぼくまで相談してください」

　ブラッキアリは微び妙みような立場の人間だ。フレンツェという中ちゆう堅けん国の首相まで務めていたこともあり、欧おう州しゆう政治のなかではそこそこ重要な人物だった。しかしフレンツェを追放されたような形になっており、今では単なる一亡命者でしかないとも言えた。

　ただしフォルセス公国にとっては、フレンツェ動乱の際の軍事行動について、フォルセス軍の正当性を保障する数少ない人物でもあったので、丁重に匿かくまわねばならない相手でもあった。

「私のような素す浪ろう人にんのために、フォルセス公国の丁重なもてなしは恐きよう縮しゆくするばかりだ。心より感謝している。いずれ何らかの形で恩返しできるといい。恐縮ついでに、どうか一つだけお願いさせて頂いてもよいだろうか？」

　ブラッキアリの言葉に、リノがうなずく。

「もちろん。何なりと」

「私の娘むすめのことだ。ボローチェに、私の娘が住んでいる。妻を亡なくした私にとっては唯ゆい一いつの家族なんだ。娘はいちおう、ボローチェ大学で学ぶ身だ。フレンツェの要職に就ついていたわけでもないし、危害を加えられていることはないだろうが、念のためここに避ひ難なんさせておきたい」

　ボローチェは、フレンツェ共和国内にある大きな街だ。フォルセス公国領から比ひ較かく的すぐのところにあり、欧州最古の総合大学──ボローチェ大学が所在する。神学以外の学問──数学や哲てつ学がく、歴史学や天文学などを扱あつかう珍めずらしい大学だった。欧州中から学生が集まる学術都市としても名を馳はせている。

「大学に？　娘さんなんですよね？　女性を受け入れる大学とは初めて聞いたのですが……」

「いやもちろん、規則により女は大学には所属できない。だから形式上は学生という身分ではないのだが、大学の友人たちに頼たのみ込み、ほとんど学生と同じように講義に出入りさせ学ばせているところなんだ。私もフレンツェの首相を務める前は、ボローチェ大学で教きよう鞭べんを執とっていたからね。多少の無理は利きく」

　たしかに首相から頼まれたら、大学のほうも受け入れざるを得なかっただろう。

　エリザが応じる。

「そういうことでしたら、今すぐボローチェに数人の騎き兵へいを派は遣けんして保護させましょう。ブラッキアリ様の手紙を持たせてください。昼夜を駆ければ、明日あしたの朝までにはボローチェに到とう着ちやくできるでしょう」

　そしてすぐにブラッキアリに娘への手紙をしたためさせ、騎兵二人に娘を探し出してここまで連れて来るよう申し渡わたしたのだった。




　　　　◆




「チェザーレ様、お帰りなさいませ。不ふ埒らちな侵しん略りやく軍の者どもを、よくぞ押し返してくださいました」

　ラディスは大おお仰ぎように両手を広げ、さも感動したかのように、フレンツェ庁舎に入ったチェザーレとミケロットを迎えてきた。

　だが、真っ先に逃とう亡ぼうしてしまったフレンツェ傭よう兵へい隊の口伝えで、チェザーレ率いる教皇軍は、フォルセス軍に敗勢を喫きつしたことはラディスとて聞いているはずだ。致ち命めい的な敗北ではなかったが、危あやうく殲せん滅めつされかかったのは教皇軍の側だった。

　そのような状況を知っていても、のうのうと笑え顔がおでお世辞を言えるのが、ラディスという政治家なのだ。たとえフォルセスに一つの戦いで敗勢を喰くらったとしても、総合力としては遥はるかに教皇軍やチェザーレの威い光こうのほうが強いことをラディスは知っている。

「苦しい戦いだったが、フォルセス軍を国境線の向こうに押し込むことはできたようだ。これでしばらくは、フォルセス軍が再び侵略してくる可能性はあるまい」

　チェザーレが重々しく口にした。

　ミケロットが吐はき捨てる。

「それにしても、フレンツェが雇やとった傭兵どもは役に立たない雑魚ざこばかりだな。右う翼よくのあいつらがとっとと逃げたせいで、ディオニージが戦死することになったんだ」

　忠実な幕下の一人であったディオニージ・ディ・ナルドが討うち取られたのは惜おしい損失だった。それにしても、教皇軍有数の武勇を誇ほこっていたはずのディ・ナルドをあっさり打だ倒とうするとは、フォルセス軍には実に屈くつ強きような将がいたものだ。加えてあの女将軍は中央突とつ破ぱを成功させ、会戦の勝因を創つくり出している。フォルセス軍は、エリザ・ファウネルの動向だけを追っていれば勝てる相手ではないようだ。

「これは誠まことに申し訳ございません。たしかに、ブラッキアリが搔かき集めた傭兵はクズどもです。チェザーレ様やミケロット様と並んで戦うなど無理な弱兵ばかりでしょう。ですが今後は、フレンツェの傭兵隊長をチェザーレ様が引き受けてくださるわけで、これで我が共和国も末永く安あん泰たいというものです」

　ラディスが真しん摯しな表情で応じた。

　あれら傭兵たちはそこそこのベテラン揃ぞろいで、ラディスが言うほど弱兵集団ではなかった。しかし最初はフォルセス軍の傘さん下かに入り、そしてクーデターの直後には教皇軍に編入され、指示に翻ほん弄ろうされるなかで命令されるがまま戦った集団だった。それゆえ、欧州有数の精強を誇るフォルセス軍と向き合えば、とても対たい抗こうできるような気力を保持し得るはずもなかった。

　チェザーレが言う。

「わずか二日出で払はらっているうちに、フレンツェの政局はだいぶ落ち着いたようだな。よく混乱した市民らを抑え、議員団を押さえつけたものだ。これも貴君の政治力の賜たま物ものか？」

「なに、ブラッキアリという悪あく魔まのような裏切り者さえ追い払はらえば、フレンツェ市民にとっての脅きよう威いはありません。それにチェザーレ様を傭兵隊長に迎え、新しい首相は国会での決議により私に決まり、懸け念ねんするようなことは何もなくなりました。フレンツェ共和国は、かつての平へい穏おんを取り戻もどすことでありましょう。チェザーレ様、傭兵隊長として引き続き治安の維い持じと、各国の脅威から我が共和国を守る責務を、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

「承知した。私が率いる軍団が、フレンツェの末永い繁はん栄えいを約束しよう。我々の間には永遠の友情がある」

　ラディスが政治家として有能な男であるのはチェザーレも認めるところだった。よく混乱したフレンツェを押さえ込んだものである。

　ただしラディスは究極的には自分の利権しか考えていない男だから、アメとムチを駆く使しして操あやつるのは容易たやすいだろう。いずれ国際情勢が落ち着けば、そのときこそラディスを軍の力を以もつて脅おどし付け、教皇軍がフレンツェを吞のみ込むことになるのだ。




　　　　◆




　フォルセスに帰還して二日後、ボローチェに派遣していた騎兵が戻ってきたという連れん絡らくが入り、リノは宿舎に滞在していたブラッキアリに声を掛かけて西門へと急いだ。

　西門に着くと、派遣した騎兵二名と共に少女の姿があった。少女は腰こしから剣けんをつり下げているが、軍関係者でもない女性が大っぴらに護身用具を身に着けている姿は珍しい。意志の強そうな顔立ちだ。

「お父さん！」

　少女はこちらに視線を向けるなり、駆け寄ってきた。

「ナタリア！　無事な姿を見られてよかった……。万が一のことを考えて保護してもらったんだ」

　ブラッキアリは娘に呼び掛け、顔を綻ほころばせた。

「保護って……私は別に大だい丈じよう夫ぶ。ボローチェはいつもと変わらず落ち着いたものだった。私は、お父さんがここに亡命してるっていうから来てみたの。元気そうでホッとした。いつもの厳いかつい顔も見られたし、私は大学に戻ろうと思う」

　そんなナタリアの話に、ブラッキアリが慌あわてる。

「ダメだ！　フレンツェは今、大変な騒そう動どうの渦中にある。一見ボローチェが平穏に見えるのは、クーデターの火の手がまだ周辺の街に飛び火していないだけだ。戻れば、万が一という事態がないとは断定できない」

　父と娘の間には温度差があった。フレンツェ動乱を体験し、切せつ迫ぱくしたブラッキアリと、安全で変わらぬボローチェに滞在していたナタリアでは、意識に差があるのは当然だろう。

「万が一の事態って何？　ボローチェに入ってくる断だん片ぺん的な情報だと、お父さんがフレンツェでクーデターを企たくらんだって話になってるけど。お父さん被ひ害がい者しやでしょ。どんな陰いん謀ぼうに巻き込まれたの？　いかにもフレンツェ政界らしい話よ」

　ふとリノは、冷静に陰謀だと断定したナタリアは、なかなかの鋭するどさを持った女の子であると感じた。父がクーデターで追われて亡命したとなれば、普ふ通つうなら平静さを保てなくなるはずだ。
















　ナタリアは続ける。

「お父さんの不安は杞き憂ゆうだってば。首相であるお父さんを追放した以上、クーデター政府が家族にまで危害を及およぼすメリットは何もない。もし無実かつ無関係の私をわざわざボローチェで捕とらえて晒さらし首にしようものなら、フレンツェ市民は恐おそれをなして、クーデター政府を支持しなくなるでしょう。クーデター政府を握にぎっているのは誰だれ？　チェザーレ・ボルジアなの？　それともお父さんの政敵ルカ・ラディスあたりかな？」

「よくそこまで読み切れるものだな……。察しの通り、今はルカ・ラディスだ」

「なら、やっぱり大丈夫。ラディスはバカ面づらで強ごう欲よくだけど、無む駄だなことをする男じゃない。政治的な勘かんに秀ひいでた男だから」

「たしかに私の心配のしすぎかもしれないが、頼むからしばらくクーデターが落ち着くまではここに留とどまってもらえないか」

「私はもっと、ありとあらゆる学問を学びたいの。学ぶ時間が足りなすぎて困っているくらい。フォルセスじゃ、欲ほしい本がすぐには手に入らない。それに図書館がないと、いちいち本を買わなくちゃいけなくて、すぐにお金が足りなくなるし」

　親子の会話に、リノが口をはさむ。

「必要ならヴェザニアからいくらでも本を取り寄せてあげるよ。ボローチェより最新の本を入手しやすいはずだ。屋や敷しきの書庫の本も自由に持ち出してくれていい。フォルセス公国が国家として所蔵している本だから、決してボローチェ大学には劣おとらないと思うよ」

「あら……？　気が利きくのね……。えっと、どちら様？」

　ナタリアは視線をリノに向けてきた。その瞳ひとみには、強い意志が宿っているようにリノには思えた。

　ブラッキアリが言う。

「積もる話はあるが、まずは紹しよう介かいさせてくれ。こちらの方はフォルセス公国の宰さい相しよう──リノ・バルダート殿どのだ。私がフレンツェから逃のがれる際はずいぶんと世話になったし、フォルセスで匿かくまってもらっている」

「宰相！　ずいぶんお若く見える宰相なのねー。私は一六歳、ナタリア・ブラッキアリよ。こちらのお父さんの娘むすめで、ボローチェ大学で学んでいるところなの。今は天文学と航海術に興味がある。お父さんを匿ってくれてありがとう」

　ナタリアは手を差し出してきた。

　上から目線に聞こえないこともないナタリアの応答だったが、曲がりなりにも中ちゆう堅けん国の首相まで務めた人物の娘だ。弱小国であるフォルセスの宰相など、普通なら目に掛けるような相手ではあるまい。ボローチェ大学には欧おう州しゆう中の名門貴族が集まっているが、ブラッキアリが首相を追い落とされる前であれば、ナタリアも決して彼らに劣らぬ立場であったろう。

　手を握り返しながらリノは言葉を掛ける。

「若いといっても君よりは年上だよ。先日一八歳になったばかりだ。君の察しの通り、お父さんはハメられたんだ」

「お父さんより、リノさんのほうが事情に詳くわしそう。それに、それだけの若さで台頭著いちじるしいフォルセス公国の宰相を引き受けているなんて只ただ者ものじゃないでしょ？」

　さも、あなたを見み透すかしているとでも言わんばかりに、ナタリアはペロリと舌を出した。

「台頭なんてしてないよ。周囲を強国に囲まれて、いつ消えるとも知らない状じよう況きように翻弄されてばかりだ。そんな運命に必死で抗あらがっているっていうのが、包み隠かくさない公国の実態さ」

「その謙けん虚きよさも完かん璧ぺき。大学の男どもは自じ慢まんばかりで嫌いやになっちゃうの。家いえ柄がら自じ慢まん、腕うでっ節ぷし自慢……本当にバカばっかり。それに比べて、実際の政治に携たずさわっているリノさんみたいな男性のほうが、よほど有能だと素す直なおに思う。よかったらお父さんに、政治の基き礎そを手ほどきしてあげて。ほら、お父さんって学者出身だから保守的だし、少しおっちょこちょいなところがあるでしょう？　首相まで務めていたくせに、本当の政治ってものがわかってないの」

　遠えん慮りよのないナタリアの言葉の数々に、ブラッキアリは顔をゆがめる。

「なんて失敬な娘だ。私はボローチェ大学では政治学を教えていたんだぞ。各国の王室に招かれて講義をしたことまである。その私を素人しろうと呼ばわりとは、まったくけしからん。ありうべからざる話だ」

「なのにこの体ていたらく。お父さんが教えていたのは共和制や君主制の定義や仕組み、成り立ちでしょう。お父さんは、きちんと現実政治レアルポリテイークに目を向けるべきだったのよ」

「ふぬうう……」

　ぐうの音もでないのか、ブラッキアリは押し黙だまってしまった。

　リノが助け船を出す。

「だがブラッキアリさんの相手は、悪名高きチェザーレ・ボルジアだった。あの男は稀き代だいの謀ぼう略りやく家かだよ。まさしく天才の部類……魔ま王おうのようなものだ。こればかりはお父さんを責めるのは酷こくだよ。相手が悪かった」

「フォルセス公国がチェザーレ・ボルジアに何度も侵しん略りやくされたことは有名な話。でも、なぜ生き残ってるの？　世間では、君主エリザ・ファウネル様の類たぐい希まれなる軍事的能力のおかげだとされているけれど、軍務だけでは国は絶対に成立しえない」

　覗のぞき込むようにリノを見やってきたナタリアは続ける。

「私は今日初めて知った。それはきっと、リノさん、あなたがフォルセス公国を支えていたから」

　以前、マキャベリにもずばり指し摘てきされたことだった。マキャベリも、エリザの軍事的能力を、リノが裏方として活いかしているからフォルセス公国が保っていると指摘した。

　ただしリノとしては、マキャベリやナタリアが指摘した前後の文脈を逆さまに考えていた。リノの着々とした努力の積み上げを、エリザが完璧な形で活かしてくれているのだ。政治力や内政だけで国を存続させるなど、流されるまま運命に身を委ゆだねているようなもので、周囲の強国に付け狙ねらわれる弱小国には、どうしても軍事的な奇き跡せきが要求される。その奇跡の演出ができるのは、世界広しと言えどもエリザのようなごくごく一部の、宿命を背負った将軍だけに許されたものだ。一軍を率いさせたときのエリザの能力は、まさしく天の導きのようなものだとリノは思っていた。一方で裏方の仕事なら、努力しさえすれば誰でも一定レベルでこなせることだ。

「うーん……一口では答えられない難しい問いだな……。実は前に、似たような指摘を俺にしてきた男がいた。そいつは極きわめて有能な外交官だった」

　悩なやましげにリノが言うと、ふとブラッキアリが口にする。

「さては、マキャベリくんのことだね？」

「その通りです。だけど俺に言わせれば……マキャベリさんも、ナタリアも、やはり今一歩、全ぜん般ぱん的な実務に関する経験が不足しているように思う」

　ナタリアがムカッとした表情をしたので、リノは穏おだやかに言い聞かす。

「誤解しないで欲しい。マキャベリさんもナタリアも、稀まれに見る才能や閃ひらめきを持ち合わせた人間だと俺は思うよ。だけど実務となればまた別なんだ。マキャベリさんの場合は外交や内政での実務経験は十分に積んでいたんだろうけど、戦場をその目で見てきた男じゃなかった。彼の戦場に関する知識は、本を読み込んだり、人から聞いたものばかりの受け売りだった。惜おしいところで不完全なんだ。ナタリアも、実地で軍務を経験し、戦場で将軍たちの息づかいに直接触ふれてみれば、また違ちがう意見を持つことになるだろう」

　ナタリアが不満げに口にする。

「ニコロのことを、よくもまぁそこまで言えたものね。まだ一〇歳だった私をナンパしてくるような下品なニコロのことを、別に私は好ましく思っているわけじゃないけれど……あの男の際きわ立だつ才気には時々度ど肝ぎもを抜ぬかれることがあったわ。それをさも見下すように言うのね」

「いいや、それも完全な誤解だよ。俺はマキャベリさんの有能さを否定したつもりは少しもない。むしろマキャベリさんは、俺よりも優ゆう秀しゆうであることを全面的に認めたいくらいだ。ただ、ナタリアも現実政治レアルポリテイークを口にするのならわかるだろう。事実として君もマキャベリさんも戦場で命のやり取りをした経験はない。そんな人間たちが戦争を語れば、どうしても空論にならざるを得ないと言いたいんだ」

「……リノさんは戦場で命のやり取りをしてきたの？」

「一度死にかけたよ。生き長らえたのは奇跡か、それとも何かの間ま違ちがいだった。意識が回復したのは四日後だったらしい」

　リノとしては事実を語っただけだった。

　しかしナタリアは何か思うところがあったのだろうか、睨にらみつけるようにリノを見やり、重々しく口にする。

「……決めた。私はボローチェには帰らない。ここに残る」

「わかった。公国にとっては賓ひん客かくだ。宿舎は提供しよう。また、生活費などの面めん倒どうも見るつもりだ」

「ううん、生活費はいらない。自分で稼かせぐから」

「職探しは結構だけど……フォルセスは職人の街だ。大学で学んでいた学生には、望みの職は見つからないかもしれない」

「フォルセス公国に仕官したい。これでも歴史学から数学まで、時間の許す限りありとあらゆる講義に出席して学んできたつもり。馬術や剣けん技ぎも、街の退役軍人に習ってきた。役に立てる自信がある」

　リノは肩かたをすくめる。

「見よう見まねの剣けん術じゆつでは、実じつ践せんではあまり役には立たないはずだ。ましてやエリートを気取る人間ほど、本物の戦場では屁へっ放ぴり腰ごしになるからな」

「だったら、試ためしてみてみる？」

　言いながら、ナタリアはサッと剣を抜いた。そして細身の剣を、リノに向けて突つき立ててきた。

　これに面めん喰くらったのはブラッキアリだった。取り乱したようにリノの前に立ちふさがり、娘を叱しかりつける。

「こらっ！　やめんかナタリア！　恩義を受けている国の宰相に対して、剣を向けるとは言語道断！　なんて娘だ、まったく！」

「ちょっと煽あおられただけでそうやって軽々しく剣を抜くところは、自ら三流を証明しているようなものだぞ」

　リノは少しも動じず、半ばせせら笑うように言った。

「ふむぅぅ～……」

　うなったナタリアは、恨うらめしそうな表情で静かに剣を収めた。落ち着き払はらったリノに対して、威い嚇かくで剣を突き立てても無む駄だだと悟さとったのだろう。

　引き下がったナタリアに、リノは満足してうなずく。

「結構だ。ならば試しに使ってみよう。ただし君が口ほどの人材かどうかは、試用期間を設けて見み極きわめさせてもらう。明日あしたから政府庁舎まで登庁して欲しい」

「……わかった。あなたはきっと、私を認めることになる」

　そう言って、ナタリアは眉まゆをひそめてリノを睨みつけてきたのだった。




　　　　◆




　割り当てられた宿舎にて、ブラッキアリ親子はテーブルを挟はさんで向かい合っていた。

　ブラッキアリが心配げに訊きく。

「ナタリアは本当にフォルセス公国に仕官するつもりなのか？」

「ええ、そうよ。考えてみれば渡わたりに船ふねの話だったかも。大学での講義は一通り聴きいたし、ボローチェでは毎日蔵書を読み込んでいただけだった。だったら次はここで、国家運営の実務とやらを学んでみるのも悪くない。あの宰さい相しようを見返してやる。若いくせに生意気よ……」

　ナタリアの強気に、ブラッキアリは呆あきれたように首を振ふる。

「若いって、ナタリアのほうが若いじゃないか。私から見ても、リノ殿どのは十分すぎるほど優秀な宰相だぞ。とてもナタリアでは敵かなうまい。あまり意地を張って無理なことはせず、しばらく大学で見識を広めたらどうだ？」

「あのね、だったら聞くけど、ボローチェでの今後の私の生活保障はどうするつもりだったの？」

「生活保障？」

　ブラッキアリは声を上ずらせた。

　ナタリアは一言一言、子どもに言い聞かすように口にする。

「生、活、費」

「ふぬう……。それはまだ私も考えて──」

　ダン、とナタリアはテーブルを叩たたく。

「考えていない、じゃないでしょ!?　だいたいお父さん、着の身着のまま亡命してきたんでしょう！　偉えらそうに言うなら、今までみたいに私に仕送りするつもりなんでしょうね？　それにお父さん自身のこれからの生活は？　いつまでフォルセス公国に居い候そうろうするつもりなの？」

「ふ、ふぬううう……。そこまでは……」

「だーかーらー！　渡りに船の話だって言ったの！　ねぇお父さん、本当に首相まで務めた政治家だったの？　こんなんじゃ、フレンツェがチェザーレに蹂じゆう躙りんされるのは当然ね。ラディスに追い落とされるのも確定的に明らかだった」

「ふぬううううう……」

　ブラッキアリは涙なみだ目めになっていた。

「現実問題として私は働かないと暮らしていけなくなったわけ。最初はボローチェに戻もどって知り合いの花屋さんとかパン屋さんとかで仕事をもらって大学に通おうかとも考えた。だけどそんな生活何年も続けられないよ。大貴族のボンクラ学生たちにもバカにされてしまう。私が男どものなかで、どれだけの努力を積み重ねてやってきたか知ってるの？」

　シュンとしてしまったブラッキアリに、ナタリアは切々と続ける。

「それにね、せっかく得たこの学識や能力を持っていても、女だとまともな仕官先なんて見み出いだせない。だけど、本当にフォルセス公国が私を雇やとってくれるなら、これほど良い話はないわけ。なんといっても女性君主が統治する国だし、女性の将軍までいるっていうじゃない？　私にはここがまさしく新天地なのよ」

「……だがくれぐれも、戦争にだけは従軍するようなことはしないでくれよ……。ナタリアは無む鉄てつ砲ぽうすぎて──」

　ダン、と再びテーブルに音を響ひびかせると、ブラッキアリは黙だまりこくってしまった。

「大学では、正式な学生にはしてもらえなかった。他の男どもと同じ講義を聴いて、私のほうがずっと勉強していたのに。それに女だからとバカにされて悔くやしくて、馬術や剣技まで習ったの。今では大学に集まってる貴族の男どもにだって負けやしない。あんな若造の宰相にバカにされて、黙っていられるわけがないでしょ」

「そんな……。心配する私の身にも──」

　またもテーブルを叩く音が部屋に響いた。そのせいでナタリアの手は真っ赤になっていたが、それに構った様子もなかった。

「それよりお父さん、今後の自分の生活はどうするつもり？」

　その根本的な問い掛かけに、ブラッキアリはしょげかえってしまった。人は誰だれでも、その日の糧かてを得ないと生きてはいけない。

　身の回りであまりに多くのショッキングなことが起こりすぎ、ブラッキアリはまだ考えたくなかっただけなのだ。だがそれでも、いつまでもこの生活に甘んじているわけにはいかないことは明らかだった。

「……私もナタリアと一いつ緒しよにフォルセス公国に仕官させてくれないかと、明日、リノ殿に頼たのんでみることにしよう……」

　しばらく悩みに悩んだブラッキアリは、やがて小さくそう言った。




　　　　◆




　リノは執しつ務む室で、エリザに内政の進展状じよう況きようを報告していた。毎週一回開いている定例の打ち合わせだ。

　主要な題目についての報告や議論が終わると、リノは執務室のドアを開け、廊ろう下かに用意されてある椅い子すに神しん妙みような顔つきで座っていた二人に声を掛ける。

「入ってくれ」

　ナタリアとブラッキアリはすぐさま立ち上がり、恭うやうやしく執務室に入ってきた。

　エリザの前に進み出てきた二人に手をかざし、リノは言う。

「エリザ、紹しよう介かいしたい。今度、フォルセス公国で官かん吏りとして雇こ用ようすることになったナタリアだ。ブラッキアリ様の娘むすめさんで、ボローチェ大学に通っていたらしい」

「ファウネル様。お初はつにお目にかかります。ナタリア・ブラッキアリです。フレンツェ動乱にあたり父の亡命の手助けをしてくださったこと、感謝の念に堪たえません」

　リノに対してはぞんざいな言葉遣づかいだったナタリアだが、さすがに君主エリザに対しての礼れい儀ぎはまともだった。

　エリザが微笑ほほえむ。

「ようこそナタリア。リノからお話は聞いています。女性であることで、大学ではずいぶん肩かた身みの狭せまい思いをしたでしょう。ここフォルセスでは性別による登用の区別はありません。その力を、この国で存分に発揮してください」

「嬉うれしいお言葉です。これでも私は、あらゆる学問の研けん鑽さんに取り組んで参りました。科学や芸術の素養も身に付けてきました。また剣技でも、誰にも負けないつもりです。官かん僚りようとしても、将官としても、エリザ様の身の回りの補ほ佐さ役としても活かつ躍やくできるよう最善を尽つくします」

　リノが苦笑いを浮うかべる。

「びっくりするほどの自信家だろ？　戦争にも従軍するつもりがあるらしい。ものは試しだ。使ってみて判断しようと思ってな」

「あなたほどの自信家ではないけどね」

　急に馴なれ馴なれしい口調になったナタリアは、キッとリノを睨みつけてきた。

　ソワソワした表情のブラッキアリが叱る。

「こら、ナタリア！　リノ殿に向かってなんてことを……！」

「ははは、いいんですよ。いずれ実力はわかります。その言葉が事実でなければ、恥はじをかくのは本人ですからね」

　余よ裕ゆうのリノに、バカにされたと思ったのかナタリアはうなる。

「ふむぅぅ～。いずれ見返してやるから……」

「ずいぶん仲がいいのね～。すっかり打ち解けているように見えるよ」

　エリザが興きよう味み津しん々しんで訊いてきた。

　リノは肩をすくめる。

「会ったのは今日で二回目なんだけどな。チンピラに絡からまれている気分だよ」

「こんなヤンチャな娘だが、どうか面めん倒どうをみてやってほしい。ときにリノ殿に相談があったのだが、エリザ様もいるこの場所で申し上げてよろしいだろうか」

　おそるおそるといった様子でブラッキアリが訊いてきた。

　リノは促うながす。

「もちろんです。どうぞ」

「残念ながら今の私には行くアテがない。故郷フレンツェに戻ること叶かなわず、しばらく流る浪ろうの身を甘かん受じゆせねばならぬ立場だろう。だが、いつまでもフォルセス公国に匿かくまわれたままでは申し訳が立たない。そこで私も、娘共々、フォルセス公国に仕えさせてもらうことはできないだろうか？」

「ブラッキアリ様を!?　予想外の申し出ね……」

　エリザが声を上ずらせた。

「ふーむ……」

　アゴに手をやったリノは思案を巡めぐらせた。

　ナタリアはともかく、ブラッキアリは大物の亡命者であるため、正式に雇用した場合、国家にそぐわないからといって軽々しく解かい雇こするようなことはしづらい。

　ただしブラッキアリは政治学者としても知名度のある人物だし、フレンツェ元首相が仕えているとなれば、フォルセス公国の格式も上がるというものだ。存在しているだけで利用用よう途とはある。フレンツェ動乱を許してしまったブラッキアリが飛び抜ぬけて優ゆう秀しゆうだとは思わないが、かといって落ち目の共和国をなんとか治めていた行政手しゆ腕わんには昔から一定の定評があった。

「リノ殿が、フレンツェ元首相でありずいぶん年長者でもある私のことを使し役えきしづらいと悩なやむ気持ちはわかる。だが、もしリノ殿が私を役立たずと判断し、去れと言うのなら潔いさぎよく去ろう。今の私はただの素す浪ろう人にんにすぎない。これから生きていくために職が必要なんだ。必死で働き、フォルセス公国の役に立とうと思っている」

「使いづらいと思っているわけではありません。もう老体である私の父親──ワルター・バルダートにも頻ひん繁ぱんにぼくの仕事を手伝わせています。王族だろうが蛮ばん族ぞくだろうが異教徒だろうが少女だろうが年長者だろうが、利用価値があるのであれば、それでいい。……わかりました。ブラッキアリ様には、その行政手腕をお貸し願いましょう。国家機構の整備を急がねばなりません」

「仕官を受けてくれたことに感謝する。最善を尽くしてみよう」

　ブラッキアリは安あん堵どした面おも持もちだった。

　リノは意味深に声をひそめる。

「……いずれ……いずれはの話です。公国としては、どうにかしてチェザーレを打ち破り、フレンツェ領まで手を伸のばせないかという密ひそかな野心を持っています。もちろんチェザーレは強大な敵ですから慎しん重ちように機を読まねばなりませんが……その際は、フレンツェ領への侵しん攻こうにあたり、ブラッキアリ様の力をお借りするかと思います」

「だが教皇軍は、ヴェザニア共和国と並ぶほどの、イタリナ最大規模の軍を持ちますぞ。それを率いるチェザーレがフレンツェまで吞のみ込めば、あまりに国家規模が違ちがいすぎ……もはや対たい抗こうするのは難しい……」

「そうでしょうね。それでも、です」

　リノは力強く、そして端たん的てきに言い切った。

「……」

　ブラッキアリは息を吞んだが、代わりにナタリアがニヤッと笑う。

「ならば先手を打たねばならないよね」

「ナタリアには何か策があるか？」

「……いきなりね」

「もう君は今日から俺の部下だ」

「……チェザーレが、ラディスが治めるフレンツェを吞み込むのは時間の問題。だから私なら、チェザーレの国が大国化する危険性を各国に喧けん伝でんし、ヴェザニアを煽あおり立てて、この二つを争わせる。フレンツェ領の統治が行き渡わたらないうちなら、ヴェザニアが勝ちきるでしょう」

　自信ありといった表情でナタリアは言ったが、フッとリノが笑う。

「四五点。悪くはないんだが、素人しろうとが考えそうな案だ。ヴェザニアは共和国であっても、フレンツェと同じような国だと考えてはいけない。俺やチェザーレの扇せん動どうに軽々しく乗るような国じゃないのさ。俺たちが考えているようなことは、ヴェザニアならとっくに想定済みで、先回りして動いていると考えなくちゃいけない」

　リノとしては全面否定したつもりはなかったが、ナタリアは頭ごなしに拒きよ絶ぜつされたと受け取ったのだろう、顔を真っ赤にしてうなる。

「ふむぅぅぅぅ～……。だっていきなりそんな質問……」

「敵が剣けんを振ふり下ろすのを待ってくるとは思うな。戦争も外交も、一いつ瞬しゆんの決断によって命のやり取りをするんだ。いきなりだろうが何だろうが、勝負に勝ち残らなければ明日あしたは来ない」

　ナタリアが心底から悔しがっている様子を見かねたのか、エリザが優やさしく声を掛ける。

「ナタリア。リノは本当に優秀な政治家よ。欧おう州しゆう有数の手腕を持つ宰さい相しようだとも思う。だからね、時々リノに厳しい言葉を掛けられても、それは今後に繫つなげるための糧になると思って受け止めて」

　リノが言い聞かす。

「経験だ。実務を積み重ね、ときには失敗を繰くり返しながら物事の機き微びがわかってくれば、即そく断だん即そつ決けつで物事に対応できるようになるだろう。俺もまだまだ学ばなくてはならない身だし、チェザーレのような異才にはとうてい敵かなわないが、それでも決断の一つ一つを命いのち懸がけで取り組んでいるつもりだ」

「ふむぅぅぅぅぅぅ～」

　ナタリアはあまりに悔くやしかったのだろう、まともな言葉も出せず、ジワッと目には光るものがにじんだ。だが懸けん命めいに堪えているようで、涙なみだを流すことまではしなかった。

　ブラッキアリが切々と頼んでくる。

「リノ殿どの。こんな娘だが、勝ち気だけはあるんだ。どうか鍛きたえてやってほしい」

「畏かしこまりました。気力は旺おう盛せいみたいなんで、遠えん慮りよせずいきますよ」

「ついでに私のことも遠慮せずに使ってくれ。親子共々、よろしく頼む」

　一定の信しん頼らいがおける官吏が二名も仕官してくれたのは、これから必死で官僚機構の拡かく充じゆうを図はかろうとしていたフォルセス公国にとっては大いに望ましいことだった。背景や経歴が不明の人間を雇やとうよりは遥はるかにいい。

　父親のほうは存在するだけで価値があるし、政治家としての経験も豊富で、行政手腕に長たけている。娘のほうは能力面で未知数だが、短いなりに交かわした会話を振り返れば、決して無能ではないことは確かだった。




　　　　◆




　リノは官舎の一室で、打ち合わせのためルチアを招き、ナタリアに財政状況の説明をさせていた。ナタリアは紙面をめくりながら事細かに報告している。上司であるリノや、財界人であるルチアの前でも、ナタリアには緊きん張ちようした様子もなく、自信に満ちて与あたえられた業務に勤いそしんでいた。

　ルチアはチェスティ銀行フォルセス支店の開業を済ませており、すでに公国に根を張って経済活動に取り組んでいる。今では公国の産業構造の整備に欠かせない、最重要の民間人だ。

「──そして次に、フレンツェ政府から受け取った三〇万シリングのうち、一〇万五九七〇シリングを、フレンツェ戦での経費と、兵士へのボーナス、負傷兵への給付金、戦死者の家族への遺族年金として使用する。詳くわしい内訳は、兵士の給きゆう与よとしてまずは一人につき──」

　ナタリアは資金の使用用途を細こま々ごまと読み込んでいった。

　さまざまな仕事を任せてみれば、ナタリアは想定していた以上に事務能力が高いことがすぐにハッキリした。しかも仕事が細かく、間違いがない。名のある職人が作った機械式時計のような正確さをもって業務をこなしてくれる。

　父親のブラッキアリにも、新たに編入した新領地の徴ちよう税ぜいシステムの構築作業を任せていたし、滞とどこおりなく仕事をこなしてくれていた。だが、その父親よりもナタリアのほうが官かん吏りとして有能だった。ナタリアは負けず嫌ぎらいのためか、父親にすら劣おとりたくないようで、見えないところで相当の努力をしていることをリノは察していた。

　それゆえリノは、ナタリアに幅はば広ひろく仕事を与え、内政面の自分の片かた腕うでとして育て上げようと考え始めていた。ナタリアを雇こ用ようできたことは、予想外に良い買い物だった。

「──そして残りは一九万四〇三〇シリングになる。これを何に投入するか決めてる？」

「ひとまず産業政策だろう。そのためにルチアを呼んだんだ」

　リノは、ルチアに話を振った。

「首都フォルセスの東門と一体化している港こう湾わんを整備すれば、もっと大型のヴェザニア船が寄港できるようになるわ。そうすれば今までの数倍規模で鉄鋼製品を輸出していけるでしょうね。寄港料も徴ちよう収しゆうできるし、一挙両得な政策よ」

　手て振ぶりを交えながらルチアが説明した。

「投資額はどのくらいになりそうだ？」

「おおよそ二五万シリング。一九万シリングだと足りないから、不足分は私の銀行が補ってもいいわよ」

「ありがたい。業務の発注までルチアに任せるよ。職人の手配を急いでくれ」

「任せて。南門の新設工場街のおかげでフォルセスの生産力はずいぶん上がっているけれど、肝かん心じんの流りゆう通つう網もうの整備が追いついていなかったのよね。荷者を各国に往き来させるのには限度がある。やはり海から、物流網の強化を図る必要があるわ。港湾設備が新しくなれば、輸出による利益を一気に増大させることができるはず」

　以心伝心で通じ合うリノとルチアの会話だったが、唐とう突とつにナタリアが口をはさんでくる。

「そんなの曖あい昧まいすぎるでしょう。リノもルチアさんも」

「何……？　銀行家の私にイチャモンを付けるの？」

　ルチアは鋭するどい視線をナタリアに向けた。

「だいたい、ルチアさんの銀行が、不足分についてどのくらいの金利を設定するのかも決めてない。すごく重大なことよ。数万シリングの貸し借りなら、金利が一％違うだけで、どれほどの財政負担になるかわかってるの？」

「私とリノの関係があるのに、チェスティ銀行が暴利を貪むさぼるわけがないでしょ！　不安なら、私の銀行の帳ちよう簿ぼを逐ちく一いちチェックしにくればいいじゃないの！」

　心外だと言わんばかりにルチアが声を荒あららげた。

　リノが注意する。

「ナタリア。ルチアさんとはそういう関係なんだ。お互たがい持ちつ持たれつでやってきてる。運命共同体なんだよ。それが証しよう拠こに、俺たちはチェスティ銀行フォルセス支店には出入り自由で、数字のチェックも自由にさせてもらっている」
















「わかった。ならば、ルチアさんが仰おつしやったように、しばらくチェスティ銀行に帳簿をチェックしに行かせて頂くことになる。よろしく、ルチアさん」

「勝手にしなさい！」

　怒ど気きを含ふくんだ声でルチアが言った。

　ドロテアも他人に厳しく口うるさいが、ナタリアとは方向性がまるで違う。ドロテアの場合、相手の誠意や努力や根こん性じようなど精神的な要素を強く求めるので、いつも仕事相手を辟へき易えきさせてしまうのだ。

　一方でナタリアはといえば、数字の細かさや論理性を仕事相手に求める。仕事となれば任せて安心であり、それが好ましく左右する場面も少なくはないが、身内同士の馴なれ合い関係を正そうとしてしまう側面がある。育ちがいいせいか、親しき仲にも礼れい儀ぎありと考えてしまうのかもしれない。今回はそれが悪く作用し、ルチアを怒おこらせてしまったのだ。

「リノ。この小生意気な官吏も打ち合わせに同席させなくちゃならないの？」

　ルチアの意向を察したリノは、うなずいて口にする。

「今回の財政支出については、ナタリアに担当してもらおうと思ったからな。だけど、わかった。ナタリア、ここはもういい。朝に任せたばかりの街かい道どうの補修計画について進めておいてくれ」

　ルチアを取るか、ナタリアを取るかを天てん秤びんに掛かければ、答えは考えるまでもない。巨きよ額がくの財産と欧州を結ぶ銀行・通商ネットワークを持つルチアは欠かすことができない貴重な人材だ。一方でナタリアは確かに非常に優ゆう秀しゆうではあっても、あくまで一官吏でしかなく、五人の熱心な官吏を雇うことができれば代用が利きかないわけではなかった。ただしそのくらいのことは、頭のいいナタリアは百も承知であろう。

　神しん妙みような顔つきでナタリアは席を立つ。

「失礼します。それからルチアさん、うるさく言っちゃってごめんなさい。こういう性分なの」

　やや面めん喰くらった様子のルチアは、大きく息を吐はいて言う。

「……。……今度ゆっくりチェスティ銀行に遊びに来なさい。ヴェザニアが東洋から輸入した多種多様な種類のお茶を、特別に淹いれて差し上げましょう」

「……ありがとう。訪ねるのを楽しみにしてる」

　そして静かに、ナタリアは部屋を去っていった。

「……ふう」

　ルチアが肩かたを落としたので、リノが謝罪する。

「気分を悪くさせちまって済まなかった。この俺も、いつもナタリアからは突つっ掛かられていてさ」

「いいのよ。最後に素す直なおに謝られるとは思ってなかった。ただの石頭じゃないみたいね」

「新米だけど仕事にキメ細かいから、フォルセスの金庫番を任せようと思うんだ」

「金庫番を？　素す姓じようは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ほら、公国に亡命してきているフレンツェ元首相アルテロ・ブラッキアリ……その一人ひとり娘むすめだよ。行くアテもないから、うちが引き取ることにしたって感じか。思っていた以上に良質な拾いものだった。国庫を任せるにあたっては、有能であることに加えて、もちろん素姓は最重要視しているよ」

「ブラッキアリ様の……なるほどね。有名な政治学者から教育を受けた娘なら、わからなくもない。頭の回転は速いし、教養もありそうで、きっと有能な子なんでしょう」

　そこまで言ったルチアは、うんざり気味に続ける。

「ただし、相当の自信家。自らの能力を過信しているが故ゆえに、周りを認めないところがある。一度痛い目を見ないと、大きな成長は望めないでしょうね」

「さすがルチアさん。見るべきところを見ているな」

「だって、五年前の自分を見ているみたいだもの」

　苦々しい表情のルチアに、リノはつい噴ふき出す。

「ははは。なるほど、そうきたか。じゃあルチアさんは痛い目を見てきたってこと？」

「私はいつか、チェスティ銀行をどうしても自分の手で経営してみたかった。だけど性別のせいでお父様に拒きよ絶ぜつされ、その夢が幻まぼろしだったんだって知ったのよ。私にとって最大の挫ざ折せつ。泣きたいくらい悔しくて、この運命に甘んじるくらいなら死んじゃったほうがいいかもってくらいに思い詰つめたこともあるわ」

「だがそのおかげで成長したと」

「成長というか……自分が考えてもいなかった方向から世界を見ることになって、視野が広くなったようには思う。もし私が男に生まれて、何のトラブルもなくチェスティ銀行を引き継ついでいたら、きっとどこかで大失態をやらかしたでしょうね。今ならそれがわかる。だから、早いうちに挫折を知ったのは良かった」

「俺も戦場で死にかけたり、何度も謀ぼう略りやく戦で完敗を喫きつしたりしながら、ようやく今の自分に辿たどり着いた。いいや、まだまだこれから何度も挫折は味わうんだろう。こんな時代だ、その途と上じようで死ぬかもしれない。だけどリスクを恐おそれて戦わないと、成長した自分には出会えない。俺だけじゃなく、エリザもドロテアも、まだ子どものロザリアでさえ、そんな死線を三度も四度も越こえてきた」

「あの子は、まだまだ夢から醒さめてない。漲みなぎる自信で、世界を手に入れられると思ってる」

「口では、現実政治レアルポリテイークを尤もつともらしく語るんだけどな」

「重じゆう症しようね。おそらく頭がいいだけに、知ち恵えだけが先走ってるんでしょう。もっと厳しく教育してやったほうがナタリアのためよ」

「かなり厳しくしつけているつもりなんだけど……いつも自信家の顔が邪じや魔まをする。それがナタリアの味だと思って、しばらく鍛きたえてみることにするよ」

　ナタリアは相当な努力家だから、一歩一歩着実に成長し、いずれは公国にとって欠かせない人材に育ってくれるはずだとリノは期待していた。あとはナタリア自身がどこかの時点で現実の壁かべにぶち当たり、世の中の無常や、有う為い転てん変ぺんする儚はかなさを知ることが、さらなる飛ひ躍やくを遂とげるためには不可欠なことだろう。




　　　　◆




　拷ごう問もん官が薄うす暗ぐらい地ち下か牢ろうに降りてくると、マキャベリは怯おびえた。

「わたくしをこれ以上責めても、何も得られはしませんぞ……。端はなっから陰いん謀ぼうなど存在しなかったのです……！」

　ラディスの命で囚とらわれの身となったマキャベリは、地下牢に閉じ込められていた。そこで拷問を受けながら、フレンツェを君主国にしようと画策していた陰謀の罪を吐かされようとしていた。元首相ブラッキアリを陥おとしいれるためのありもしない陰謀であり、完全な潔白だった。

　クーデター勢力に一気に押し込まれたブラッキアリはたちまち亡命を余よ儀ぎなくされ、腹心のマキャベリが代わりに実在しない陰謀を告白することを迫せまられていたのである。

「ひょっ、ひょええええ……。ですから何度も説明したように……！」

　拷問官は無言で牢ろう屋やに鍵かぎを差し込んだので、マキャベリは震ふるえ上がった。拷問の時間だ。

　マキャベリへの拷問は、縄なわで縛しばられ、天てん井じようから吊つり下げられるというものだった。拷問のなかでは比ひ較かく的てき軽い部類のものといわれていたが、それを受ける当のマキャベリとしては堪たまったものではなかった。縄からすり抜ぬけられないようにきつく縛られるから、身体からだの節々が痛む。

　そして何と言っても一番辛つらいのが、小便を催もよおしたりすると、垂れ流しにならざるを得ないことだ。プライドがズタズタに引き裂さかれ、心は暗くうち沈しずむ。こんなことが続けば、ありもしない罪でも告白し、一日でも早く解放されたい気分になってくる。たとえ解放が絞こう首しゆ台だとしてもだ。政治家や官かん吏りに罪を吐かせるための、よく考えられた拷問だった。

「もう止やめてくれー！　わたくしは本当に……！」

　マキャベリは涙なみだ声ごえで叫さけんだ。

　拷問官は、面めん倒どうくさそうに言う。

「出ろ。恩おん赦しやだ」

「何でも告白いたします！　わたくしは子どものころ、見ず知らずの他人に壮そう絶ぜつなカンチョーを喰くらわせては、猛もうダッシュで逃にげるという犯行を幾いくたびも繰くり返しておりました！　若気の至りなどと看過できないほど、悪質極きわまる残ざん虐ぎやくな犯罪であることを自じ認にんしております！　そうです、私が犯人です！」

「ルカ・ラディス様が正式に首相に就任し、政治犯には恩赦が与あたえられることになった。あんたにもだ」

「わたくしは何ということを……！　嗚呼ああ、子どものころに戻もどれるなら戻って謝りたいッッ……！」

　マキャベリは両りよう腕うでで頭を抱かかえるようにして慟どう哭こくした。

　拷問官は舌打ちする。

「だから解放されるんだよ。いいから、そのまま牢ろうの外に出ろ！」

「……は？　はへ？」

「もう一度言うぞ。フレンツェの政権が一新されたことを祝い、政治犯には恩赦が与えられることが国会で決議された。あんたも晴れて自由の身だ」

「やった……！　やったぞ……！　わたくしの内に灯ともる正義の炎ほのおが、あくどいクーデター政権に打ち勝ったのです！」

　みるみる自信が漲ってきたマキャベリは、勝ち誇ほこったように跳とび上がった。

「ただし、決して喜べるような話でもない。恩赦が与えられる政治犯には、フレンツェ市内からの追放刑けいが加えられることになる。二日以内にフレンツェの城じよう壁へきの外へと出ろというお達しだ。でなければ、再び収しゆう監かんされることになるだろうよ」

「そんな！　わたくしの官職は!?　今後の生活はどうすれば……！」

　マキャベリが縋すがり付くと、拷問官が振ふり払はらう。

「知らないよ。自由なんだから、勝手に生きろということだ」

　こうして地下牢から出ることができたマキャベリだったが、一週間ぶりに日の光を浴びても、しばし呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　追放刑ということは、フレンツェの街で働くことができず、官吏の道が絶たれてしまったのは明らかだ。国家フレンツェを、そして政治を心根から愛して止まない自分が、官職を追われて市し井せいの一市民となってしまえば、果たして生きる意義を見み出いだすことができるだろうか。いや、それ以前に、これからどうやって食いつないでいけというのだろう……。




　　　　◆




　親兄弟や友人からなけなしの金を借り、急いでマキャベリはフレンツェ郊こう外がいの一いつ軒けん家やを買い求めた。畑付きだ。城壁から出て一時間以上も歩かなくてはならない山林地帯で、眼下にはまばらに小麦畑が点在し、三、四分ほど歩くとようやく隣となりの家の農家が見えた。手持ちの金で買える格安の家となれば、フレンツェからかなり離はなれるしかなかったのである。

　そしてマキャベリはわずかな家財道具を荷車に詰め込んで、その一軒家へと腰こしを落ち着けることになったのだった。

　ただし、職はない。周囲は山林と田園のため、仕事を探し求めるような環かん境きようでもない。仕方なくマキャベリは、一軒家の裏手にある畑で野菜を育て、鶏にわとりを飼い、山に入って山菜を採り、ときには慣れない手つきで弓矢を担かついでイノシシ狩がりに勤いそしんだりして、四苦八苦しながら生活を安定させることに全力を尽つくしていた。

　夜など、蠟ろう燭そくの灯あかりの下もと、友人らが差し入れてくれた本を読んだり、物を書いてみたりする。だがしばらくすると真まっ暗くら闇やみのなかに独り放ほうり出された気分になり、惨みじめな現状と相まって、意味もなく泣いてしまいたくなった。

　習ったこともない農作業に勤しむのは辛いし、このまま乞こ食じき一歩手前の生活では結けつ婚こんすらもままならない。フレンツェで官職にあったときは、たまに女性にちょっかいを出すこともあったマキャベリだったが、今では金もなく、哀あわれな身分である。

　このまま人生が朽くちていくのかという絶望感に恐きよう怖ふし、マキャベリは独り藻も搔がき苦しんでいた。

　そんな折、ある日の昼下がりのことだ。マキャベリが鶏の世話をしていたところ、見知らぬ男が一人、マキャベリを訪ねてきた。

　家の裏手にまで回ってきたその男は、安あん堵どしたように声を掛かけてくる。

「失礼ですが、あなたがニコロ・マキャベリさんでいらっしゃいますか？」

「そうですけど」

　マキャベリは腰を上げ、鳥のエサに塗まみれた手を払った。

「こちらでしたか。フレンツェ市内で、あなたの所在をずいぶん探しました。ようやく辿り着いて、ホッとしています」

「ええと、どのような御ご用ようでしょうか？」

「私はフォルセス公国の伝達官です。アルテロ・ブラッキアリ様からお預かりした手紙をお持ちしました。どうぞ」

　懐なつかしい名前だ。フレンツェ動乱はつい一ヶ月前の話でしかないのに、環境が激変し、日々の生活に追われていたマキャベリには、遠い日の記き憶おくになってしまっていた。

　マキャベリはつぶやく。

「首相から……。わかりました、わざわざフォルセス公国からご苦労さまです」

「もし返答の書状などがありましたら、よろしかったら私が持ち帰っても構いません。あとでフレンツェの街の配達人に頼たのんでもいいかもしれませんが、私のほうが確実ですよ。お金も掛かりませんし」

「なるほど、それは助かります。二、三時間ばかりお待ち頂くことになるやもしれませんが、それでもよろしいので？」

「お待ちしましょう。私は馬の世話をしていますので、ごゆっくりどうぞ」

　伝達官の好意に甘え、マキャベリは返書を頼むことにした。

　マキャベリは足早に家のなかへと駆かけ戻り、机に座ってブラッキアリの書状を広げた。






前略

　マキャベリ君、その身は健すこやかでいるだろうか。

　フレンツェ動乱の際、君にはずいぶんと苦労を掛けてしまった。私の政治力が劣おとっていたせいで、ラディスにクーデターを許し、チェザーレにも付け入る隙すきを与えることになってしまった。もはやこの身は死んだようなものだ。

　目下、国際秩ちつ序じよは大きく乱れ、世界情勢は激変の姿を露あらわにしている。北西からは巨大なフランク王国がイタリナを我が物顔で侵しん略りやくし、西には新興スペンス王国がイタリナに野心を燃やし、北のロクス帝てい国こくはイタリナへの介かい入にゆうを絶やさない。そしてまた東のオスマニア帝国はマムラーク朝を打ち破り、地中海世界を支配する専制的な大帝国へと進化を遂げた。

　これらの超ちよう大たい国こくに周囲を囲まれた我々イタリナ諸国は、未いまだに争いを繰り広げ、平へい穏おんな日々など歴史の彼方かなたの出来事だ。かつて栄光あるローマ帝国を生んだ子孫である我々は、別の人間にでも生まれ変わってしまったかのような恥ち辱じよくを受け入れている。今やイタリナの運命は風前の灯ともし火びであると言えよう。

　だが残念なことに、今の私には何の力もない。故国を追われた一人の亡命者として、娘むすめともども今ではフォルセス公国に仕える身だ。宰さい相しようリノ・バルダート殿どのに頼み込み、親子二人を雇やとってもらうことができた。もしマキャベリ君が仕事に困るようなことがあれば、私からリノ殿に、君の仕官の道を確かく認にんしてみてもいい。

　今では細々と生計を立てるこの身だが、かつて国際政局に多少なりとも絡からむことができた一人として、そして政治学者の一人として、今後の世界の激動を老おいの遊すさびとしながら、フォルセス公国の片かた隅すみで人間世界の行く末を見守っていこうと思う。

　末筆ながら、いつの日か君の才能が開花することを心よりお祈いのり申し上げる。


草々　










　マキャベリは、ブラッキアリの手紙を三度にわたって読み直した。政治学者然とした見識と語り口はいかにもブラッキアリらしい。激動する国際情勢を亡命の慰なぐさめにしようとする意中は、マキャベリにとっても身につまされるものがあった。

　しばらく思案したのち、マキャベリは筆を執とる。






拝復

　本日は空がどこまでも蒼あおく澄すみ渡わたった日和ひよりで、家か畜ちくの世話に追われていたところブラッキアリ様の手紙を受け取りました。わたくしはフレンツェから離れた田園に引きこもり、食いつなぐための糧かてを得ようと追われる日々です。

　さて、ブラッキアリ様がフォルセス公国に仕えられたとのこと、そしてナタリアも無事であられることは、わたくしも嬉うれしく思います。

　また、フォルセス公国への仕官の斡あつ旋せんについては、丁てい重ちようにお断りさせて頂きたく存じます。わたくしの心は未だに、故国フレンツェを熱ねつ烈れつに愛して止みません。追放された身の上ではありますが、それでも故国フレンツェのために、このわたくしが何事かを成し遂とげることができないか、いつも深く思し慮りよしています。




　包つつみ隠かくさず申し上げますと、この無む為いで無様な生活は辛つらすぎる。時おり、身を切られるような寂さびしさと孤こ独どくで呆然とし、無意味に涙なみだに暮れる夜もあります。そしてこの世に何物をも成し遂げられず死に行くかもしれない己おのれの情けなさを思えば、ただただ無念で、血肉が削そぎ落とされるような思いに駆られます。

　ですが同時に、そんな苦く渋じゆうの日々だからこそ見えてきたものもあるのです。わたくしは今、日々の生計を懸けん命めいに立てつつも、農作業や狩かりができなくなる夕方以降からずっと、わずかな蠟燭の灯りを頼たよりに創作活動に埋まい没ぼつしています。創作は孤独な宇宙を彷徨さまよう作業の連続ですが、わたくしの身の上に降りかかった恨こん事じと未練のすべてが、創作の原動力になっていることを認めねばなりません。この世に偉い大だいな物事を生み出す原動力は、痛切な孤独と絶望から発せられるものであるのだと、今のわたくしには思い至ることができます。

　この道でならば、わたくしは世界に偉大な痕こん跡せきを残すことができるかもしれない。この暗闇の遥はるか彼方に、小さく、そして微かすかに霞かすむ光を見出した今、わたくしは身が震えるような思いです。もうしばらく、わたくしはこの苛か酷こくな運命に甘んじることで自身を痛めつけ、創作の原動力にしてみたく考えているところでございます。

　ブラッキアリ様とナタリアに、神の恩おん寵ちようがありますように。


敬具　










　書類をしたためたマキャベリは、家のそばで馬の世話に勤しんでいた伝達官に手紙を託たくした。

　そして自宅の庭に取って返し、再び黙もく々もくと鶏の世話に勤しんだのだった。




　　　　◆




　新市街に建設した、新しい公こう邸ていに設置した謁えつ見けんの間。

　リノは立ったまま、君主の椅い子すに腰かけるエリザの側そばで、ブラッキアリの仕事の報告を聞いていた。ブラッキアリは新領地の行政機構を整える作業に従事しており、こういった仕事から解放されたリノは大いに助かっていた。内政全ぜん般ぱんについてはブラッキアリが担当し、国庫の管理や財政全般についてはナタリアが担当してくれるようになったおかげで、リノは軍事行政や外交政策など、積極的な対外施し策さくに専念することができるようになっていたのだった。

　その代わり、今まではリノがエリザに対して行っていた報告を、今度は受ける側に回ることが多くなっていた。返す返すも、有能で名が通り、素す姓じようも明確で、安心して任せられる二人が手元に転がり込んできたのは幸運な出来事だった。

「──ここまでで、手を加えている施策については以上だ」

　一通りの説明を追えたブラッキアリは、畏かしこまって口にした。

　リノが応じる。

「おつかれさまです。引き続き、新領地の整備に全力を挙げてください」

「別件で、もう一つ報告がある。実は、マキャベリ君の下もとに伝達官を派は遣けんしていたんだ。手紙を渡したくてね。その返信があったから、エリザ様とリノ殿に見てもらいたくて現物を持参した」

　言いながら、ブラッキアリは書状をエリザに向けて差し出した。

　受け取って、エリザは手紙を広げる。

「ニコロさんの手紙……」

　リノはエリザの後ろに回り込み、一いつ緒しよに手紙を黙もく読どくし始めた。

　読み込んでいくと、淡たん々たんとした語り口のなかに、マキャベリの煌きらめく鬼き才さいの片へん鱗りんが見え隠れしているようにリノには感じられた。やはりあの男は、単なる官かん吏りとして終わらせるには惜おしいと思っていた。このまま山奥で朽ち果てさせるわけにはいかない。

　読み終わると、リノはうなる。

「ふぅむ……。マキャベリさんがフォルセス公国への仕官に興味を示してくれれば良かったんだが……」

「残念だが、マキャベリくんはこの手のことに関してだけは頑がん固こなんだ。外交や内政では柔じゆう軟なんな手しゆ腕わんを発揮するものの、事が自分のことになるとテコでも動かなくなる」

　エリザが意外そうに口にする。

「ニコロさんがこれほどの愛国者だったとは思わなかったよ。いつもふざけているように見えたから、ちょっと予想外ね……」

「こういう厳しい状じよう況きようでこそ、その人間の本ほん性しようが明らかになるものだ。ますますマキャベリさんに敬意を払はらいたくなったよ」

「へぇ。リノはニコロさんをそんなに尊敬していたの？」

「ああ、びっくりするほど有能な男だったからな。そして信念に準じようとする男なら、尚なお更さらだ。なんとかフォルセス公国に来てもらうことはできないだろうか……」
















　ブラッキアリが提案してくる。

「もう一度、強く説得する手紙を送ってみるというのはどうだろうか？　そのなかでリノ殿が、マキャベリくんを高く評価していたとも付け加えておこう。さすれば少しは興味を持ってくれると思うのだが」

「いや、ここまでキッパリと拒きよ絶ぜつを書いてくる男です。手紙でいくら説得しても動かないでしょう。となれば、今度はぼく自らがマキャベリさんの下に出向いてみますよ」

「リノ殿が自ら……？」

　ブラッキアリは声を上ずらせた。

　エリザが心配そうに言う。

「でもフレンツェはまだ、クーデターの余波が落ち着いてないよ。チェザーレを新しい傭よう兵へい隊長に雇ったって話だし、少なくとも警備は厳しくなっていると思う。万が一リノの身分がばれたら、捕つかまって殺されるかもしれない。まだ足を踏ふみ入れないで」

「どちらにせよ、今日明日に出向くというわけにはいかない。フォルセスでの仕事が山積しているからな。ただ、フレンツェの方面へ出向く仕事は確実にあるだろうから、そのときに寄ってみることにしよう。その際、マキャベリさんをなんとしてもフォルセス公国に雇い入れてしまうつもりで話に臨のぞむが、エリザはそれでいいか？」

「私？　人事もすべてリノが決めていいよ。私は事後に報告だけしてもらえれば十分だし」

「だがエリザは、マキャベリさんを苦手としているみたいだったろ？　いちおう断っておかないと」

「そりゃ苦手だけど……嫌きらっているというわけじゃないかも……たぶん……」

　あまり自信がないのか、エリザは少し言葉を濁にごした。

　リノは念を押す。

「それなら、雇こ用ようしても構わないな？」

「リノがそうすべきだと判断したなら、それでいいよ」

　最終決断をすべてリノに一任することについては、エリザには一点の迷いもなさそうだった。

「了りよう解かいした。いい話になってくれるといいんだが」

　こうして、いずれリノ本人がマキャベリ宅を訪ねてみることに決まったのだった。雇用が叶かなうかどうかはそのときの天運次し第だいだが、あのような逸いつ材ざいを在野に埋うもれさせておいていいはずがないと、リノは強く思っていた。富国強兵をさらに強力に推おし進めるために、あの男の力が必要だ。








第二章　外交チェスゲーム






　チェザーレは深々と椅子に座り、机に地中海世界の地図を広げて次の戦略を構想していた。自身の野望のためにも、まずはイタリナ中北部に確固とした基き盤ばんを打ち立てることだ。

　ここには、多くの先せん鋭えい的な産業が集積し、目新しい芸術が姿を現し、世界中の物品が行き交い、市民階級が徐じよ々じよに勃ぼつ興こうして富の蓄ちく積せきが進みつつある。世界でも珍めずらしいことに共和制を採用する国家が少なくないため、一いつ般ぱん市民の経済活動や文化活動が盛り上がり、この地域を豊かにしているのだろう。また君主制の国でも支配領域が狭せまいため効率的な国家経営を可能にしており、周辺の共和国から有能な人材を積極的に吸収してもいる。この地域を押さえずして、地中海世界の制せい覇はは叶わない。

　思考を深く沈しずめていたところ、扉とびらがノックされてミケロットが部屋に入ってきた。

　挨あい拶さつもなしに、ミケロットが用件を告げてくる。

「情報官の報告では、フォルセス公国は軍を解散したようだ。市民生活に戻もどった兵士らを時おり集めて教練を施ほどこす程度のことはしているようだが、数千の兵を編制してすぐさま軍事行動に移ることは難しいだろう」

「ならば、しばらく攻こう勢せいに出ることを放ほう棄きしたと見ていいだろうな」

　チェザーレは広げた地図の上に両りよう肘ひじをつき、ミケロットを見み据すえた。

「出られるわけがない。リクレア丘きゆう陵りようの会戦で俺たちは敗勢を喫きつしたが、それほどの損そん耗もうを強しいられたわけではない。俺たちのほうが未いまだ兵力が段だん違ちがいで上なんだぞ」

「いや、あの外交官……今は宰さい相しようだったか……リノ・バルダートならば、寡か兵へいでも侵しん略りやく行動を採り、こちらの動きを牽けん制せいするくらいのことはするやもしれぬと思ったが……」

「報告によれば、フォルセス公国は軍事行動の代わりに、街や港の拡張、街道の整備、工場の建設などを急いでいるようだ。それに加えて、欧おう州しゆう全土から職人や科学者を招しよう聘へいしているという。フォルセスの港こう湾わんに出入りするヴェザニア船の数は、一年前の一〇倍以上にまで膨ふくれあがっているらしいぞ」

　チェザーレはほくそ笑えむ。

「フフ……。イタリナ最強の狂きよう犬けんが、たまには頭を働かせて富国強兵に重点を絞しぼってきているということか。ならば急いだほうがいいかもしれぬな。時間は我々の味方ではないやもしれない」

「いくら富国強兵に血ち眼まなこになったところで、もともと小さい国でしかない。勢力を強くするにも限度があるだろうよ」

「いいや、そうとも限らんぞ。ヴェザニアのように、たとえわずかな領土でも、欧州に名を轟とどろかすほどの豊かな国もある。君主エリザ・ファウネルや宰相リノ・バルダートがまだ若いのもフォルセスの強みだ。かの国の君主制は安定し、半世紀にも及およぶエリザ・ファウネルの治世が続くやもしれぬ。このままフォルセスを放置すれば、いずれヴェザニアに取って代わるような大国になったとしても……俺はそれほど驚おどろかないだろう」

「……。以前の俺なら反論の一つもしていた。だが、あの女には大軍を以もつてしてさえ、どうしても勝てない……。俺たちが覇は権けんを手に入れるには、フォルセスと早いうちに雌し雄ゆうを決するのを避さけることはできないんだろう。急がねばな……」

　珍しくミケロットは弱気な側面を垣かい間ま見みせた。だが無理もない。本来なら勝って当然なはずの戦いに勝てなかったのだから、何を言っても負け惜しみにしかならないからだ。

　重々しく立ち上がりながら、チェザーレが命じる。

「ミケロット、仕事だ。可能な限りの兵士を編制し、フレンツェ南方の街リームに待機させよ」

「兵はどのくらい必要だ？」

「最低七〇〇〇もあるといい。ただし市民の暴動を押さえ込む役割が中心だから、統制が取りやすい兵だけで固め、無法な連中はできるだけ排はい除じよせよ」

「了解した。今すぐに取りかかろう」

　早くもミケロットは身を翻ひるがえし、部屋を出て行った。

「フフフ……。想定より早いが、いよいよ事を起こすべき刻ときか──」

　チェザーレは窓まど際ぎわに寄り、曇どん天てんの空を眺ながめやりながら口元を歪ゆがめたのだった。




　　　　◆




「撃うてッ！」

　騎上のドロテアが叫さけぶと、火ひ縄なわ銃じゆうが一いつ斉せいに火を噴ふく。ダダダダダッ、と連続した発はつ砲ぽう音が周囲一帯に響ひびき渡わたった。

　ドロテアが剣けんを振ふるいながら命じる。

「槍やり隊、押し出すのです！」

『うおおおおおお！』

　雄お叫たけびを上げた兵士たちは槍を突つき立て一挙に突とつ撃げきした。

「火縄銃隊は弾たまを込こめよ！」

　続けざまにドロテアが号令すると、火縄銃を抱かかえた兵士たちはしゃがみ込み、銃の砲ほう塔とうを上にして弾込めを始めた。

　そんな演習の様子を、ワルターがマントをはためかせ、剣の柄つかに両手をのせて、立ったまま眺めやっていた。

　リノはナタリアを引き連れ、真しん剣けんな面おも持もちのワルターのそばへと近づいて声を掛かける。

「どうだ、火縄銃の扱あつかいは？」

「……倅せがれか。なんとも運用が難しいんじゃ。正直、弓隊のほうが使いやすい。それに命中率も、クロスボウや弓のほうがずっと高いやもしれぬ」

　溜ため息いき混じりにワルターが言った。

　ドロテアが命じる声が響く。

「火縄を付けーッ！　槍隊、戻りなさい！」

　槍を持つ歩兵と、火縄銃を持つ歩兵を同時に操あやつるのは、なかなか難しそうではあった。だがドロテアはすでに何度も練習を重ねているのか、流れるように指示を出している。火縄銃部隊の前方一〇メートルほどまで突撃した槍部隊は、整然と先ほどの位置にまで駆かけ戻った。

　その模様を眺めつつ、リノは訊きく。

「ならば実際の戦せん闘とうじゃ使えないってことか？」

「いいや、そういうわけでもない。突撃してくる敵兵に向けて、最初の一発をぶちかますなら有用だろう。戦闘力が低い徴ちよう集しゆう兵に任せるには最適じゃ」
















　ドロテアが剣を振り上げて叫ぶ。

「火ひ蓋ぶたを切れ！」

　なんとも動作が多いのが、火縄銃の運用が面めん倒どうなところだ。

　そしてドロテアは剣を振り下ろす。

「撃て──────！」

　ダダダダダッと発砲音がこだました。鉄てつ砲ぽうの先からは白はく煙えんが霞かすみ、銃じゆう撃げきは地面の土を舞まい上げた。

　リノは肩かたをすくめる。

「開幕の合図みたいなもんか。なんとも盛せい大だいな合図だな。それだけじゃ戦いくさの流れを変えるほどのものにはならないか」

「あとは拠きよ点てん防衛じゃな。ミトの要よう塞さいのような場所にこもって防衛用として使うなら、大きな力となるに違いない」

　そんなワルターとリノのやり取りに、やや後ろに控ひかえていたナタリアが口をはさんでくる。

「会戦に用いる際は、火縄銃隊と槍隊の混成にし、それを一つの歩兵隊として組織しては？　つまり極きよく端たんに聞こえるかもしれませんが、ほぼ全兵士に火縄銃を与あたえて、予備武器として槍や剣を持つ……」

「つまり、火縄銃を戦の主しゆ軸じくにするということか？」

　ワルターが確かく認にんすると、ナタリアは考えながら応じる。

「そうですね……。もちろん装そう塡てんがもっとスムーズに済む火縄銃の開発が必要不可欠ですが……」

　リノが言う。

「目下、火縄銃の火力では、まだまだプレートを確実に貫かん通つうできるという信しん頼らい性せいがない。当たり所がよければ、フルプレートの騎き士しを倒たおせるかもしれないという程度だな。火縄銃兵だけで軍を組織すれば、重装騎兵の突撃を防ぐことは難しいだろう」

「ふむぅぅぅ……」

　ナタリアはうなった。

「いや、アイデアはどんどん出して欲しいものじゃ。ワシらも運用方法を試し行こう錯さく誤ごしておるところじゃから、思いついたことはどんどん言うてみて欲しい」

　三人で議論を続けていたところ、兵士に休きゆう憩けいを命じたドロテアが、騎き馬ばに乗ったままこちらにやってきた。

　馬上からリノとナタリアを見下ろし、ドロテアは問うてくる。

「リノ。こんなところに何をしに来たのです？」

「ナタリアが軍の仕事にも携たずさわりたいそうだ。軍関係のことは、ドロテアに付けて学ばせようかと考えてな」

「軍の仕事？　ナタリア、あなたはすでに軍政の仕事に携わっているはずですが？」

　ドロテアの指し摘てき通り、兵士への給料の支し払はらいや兵器の調達など、実際にナタリアは軍政にも深く関かかわるようになっていた。そのおかげで、もともと給料の遅ち配はいなどが少なかったフォルセス軍の兵士や傭よう兵へいには、さらに確実に、そしてきっちり指定日に合わせて、滞とどこおりなく支払いが行われるようになっていた。

　信じられないことだが、多くの君主国においては、傭兵や兵士らに三ヶ月や半年も給料支払いが遅おくれるのはザラであり、また意図して支払おうとしない君主までいる始末だった。

　フォルセス公国の軍政がきっちり行き届いているのは稀まれな状じよう況きようであり、それがフォルセス軍の精強さに繫つながっているという事情もあった。なぜフォルセス公国の軍政が他国に比べて健全だったかと言えば、事実は単純であり、少し以前までフォルセス公国は極きわめて弱小な国家だったからである。兵士に裏切られるようなことがあれば、それが国の存亡に直結していた。そういった切実な事情があるが故ゆえに、フォルセス公国は健全な軍運営に心血を注いでおり、今では他国の兵士たちにまで鳴り響くほどの厳格な体制となっているのである。

　リノとしても、多少は国が強くなったくらいで、今さら他国の君主のように兵士たちを無下に扱う理由などまったくなかった。むしろ軍政をさらに厳格化して、エリザに高い忠誠心を持つ兵士らで構成される正規軍を保有するのが今後の公国の安あん泰たいに繫がると堅かたく信じていた。

　ドロテアを見上げたナタリアは力強く口にする。

「いえ、ストラデルラ将軍。私は将としても活動したいのです。自信があります」

「参考までに聞くが、その自信はどこから湧わいてくるのじゃ？」

　微笑ほほえみながらワルターが訊いてきた。

「過去の経験則からです。私には、本気で取り組めばこなせないことはありませんでした」

「ふぉっふぉっ。これは頼たのもしい将軍じゃて。これでフォルセス公国も安泰かのう」

　冗じよう談だんか本気か、そう言ってワルターは破顔した。

　颯さつ爽そうと馬を飛び下りたドロテアは、鋭するどい視線でナタリアを見やる。

「……ナタリアは本当に戦場に出られるのですか？」

「そのつもりです。ボローチェ大学にいたとき、大貴族の男どもに混じって、模も擬ぎ戦には幾いく度どか出場したことがあります」

「人を殺したことは？」

「……まだ、ありません」

「では、その覚かく悟ごは？」

「もちろんあります。ストラデルラ将軍、どうか私に役割をお与えください」

　ドロテアの前では殊しゆ勝しようなナタリアだった。リノを前にしたときとは対応が違う。

　ワルターは助け船を出す。

「こんな時代じゃ。生きていれば、嫌いやでも殺し合いをせねばならないときはある。戦争に出れば、すぐに慣れるじゃろう」

「……。リノはそのつもりなんですか？」

　ドロテアは、リノに視線を向けてきた。

「ワガママな部下でな。もっとも国家としちゃ、将軍の層が厚くなるのは悪いことではないだろう。万が一の場合の予備、それから街や砦とりでの防衛……いざ戦争となれば、いくら将軍がいても足りないくらいだ」

「わかりました。兵士たちは日々市民生活を営んでいますが、持ち回りで訓練に集まる義務を課しています。私やワルター様はほぼ毎日、何らかの訓練に出ていますので、これからはナタリアも参加してください。その際、戦争に行くのと同様の自分の装備も身に着けてくるように」

「ありがとうございます。少しでも早くストラデルラ将軍やエリザ様に追いつけるよう、精せい一いつ杯ぱい取り組むつもりです」

「私はともかく、姫ひめ様さまには追いつけないと思います」

　キッパリと言い切ったドロテアは、この話題は終しゆう了りようとでも言わんばかりに話を切り替かえる。

「ときにワルター様、火縄銃兵の扱いについてです。私としては、火縄銃隊は側面からの支し援えん攻こう撃げきを中心に運用し、戦いの全面にはやはり既き存そんの歩兵隊を据すえるべきかと考えます。ただし手慣れた火縄銃兵を大量に配備できるのでしたら、時には火縄銃隊を戦いの基点にして、歩兵隊がそれを守るような応用もできるのではないでしょうか」

　ワルターが応じる。

「先ほどナタリアが、会戦においては、全兵士に火縄銃を持たせてみてはどうかという案に触ふれたばかりじゃ。ワシのような老体の考えなど気にせず、若い者たちで話し合ってはどうかのう」

「いえ、私や姫様が意見を出し合っても、最終的にはワルター様のアイデアに落ち着くことが多いです。どうか今後とも訓練に参加頂き、有用なご意見を頂ちよう戴だいできますと幸いです」

「そこまで頼たよられては仕方ないのう。どれ、一丁ワシが、火ひ縄なわ銃じゆうを用いた新戦術を考案し、世界の戦史に残るほどの偉い業ぎようを打ち立ててみようとするか」

　ワルターは満まん更ざらでもなさそうだったが、リノがクギを指す。

「その偉業を証明するためには、幾度かの大会戦をこなして勝利を以もつて語らなくてはならない。残念だがオヤジの場合、その前に死ぬだろうな。寿じゆ命みようで」

「おお、なんという息子むすこじゃ……。ワシは気力だけは三〇代の将軍に負けんつもりじゃぞ。まだまだ大戦もやれるじゃろうて」

「だったら政治の仕事も手伝えよ。ブラッキアリ様やナタリアが手伝ってくれているからいいものの、国を強くするためにまだまだやりたい施し策さくがあるんだ」

「ワシはもう歳としじゃからのう……。最近は耄もう碌ろくし、物忘れも激しいんじゃ……。はて、ワシはいま何歳……」

　急に爺じいさんのような口調になったワルターは、目をしばたたかせた。

「ったく、七五だよ。要はオヤジは単に政治の仕事が好きじゃなくて、戦争してりゃ満足ってだけなんだろ。どんだけ戦争狂きようだよ……。オヤジの場合、政治的手しゆ腕わんがないわけじゃないから、目の前で好きなことばかりされてると余計に苛いら立だたしいんだよな」

　リノは肩を落とした。

　ドロテアが口にする。

「そうは言いますが、ワルター様の手腕は戦争でこそ用いられるべきものです。姫様が主力を率いて最前線に赴おもむくならば、どうしてもワルター様のような手て堅がたい将軍に拠点を守ってもらわなくてはなりません。後背地の安全が保障されずして、姫様も私も、自由な軍事行動など採りようがないでしょう」

「いや、戦争はいいんだけど……元宰さい相しようで手腕もあるんだから、たまには政治も手伝って欲しいというだけでさ……」

「宰相は引退し、もう老おい先も長くないんじゃ。好きなことだけに没ぼつ頭とうして余生を送らせて欲しいもんじゃのう」

　爺然とした寂さみしげな口調はまだ変わっていなかった。

「はあ……。宰相を引き継ついで苦労してる息子の手伝いなんてしたくないってことか……」

「それは違うぞ。そもそもワシの政治力など、とうていリノに及およぶところではない。適材適所、すべての施策をリノが担当すべきじゃろう。ならばこそ、ワシには政治方面から引退する以外の選せん択たく肢しなどないということじゃ」

　ここぞとばかりにナタリアが主張する。

「不ふ肖しようながら私も、宰相をサポートさせて頂きます。徐じよ々じよに実務面についての理解を深めて参りましたので、今後はさらに一層、お役に立てるものと思います。もちろん戦争の方面においても活かつ躍やくできるよう努めます」

「ふぉっふぉっふぉっ、なんとも万ばん能のうな部下を手に入れたものよのう」

「自信家すぎるだけだ。だいたい、まだ戦場に出てないんだから、万能も何もないだろう」

「失敬ね。いつか見返してやるから……」

　ナタリアは小声で、リノを恨うらみがましく見やってきた。

　ドロテアが言う。

「ナタリア、今後は将校として扱あつかいます。訓練の際には騎き乗じようし、常に帯たい剣けんしてください。しばらくは私に付いて、兵を指揮するための勘かん所どころを押さえることから始めましょう」

「はい。よろしくお願いします、ストラデルラ将軍」

「ビシバシ鍛きたえてくれていいぞ。早いうちに自信家の鼻をへし折ってやってくれ」

「ふむぅぅぅぅぅ……」

　キッとナタリアは睨にらんできたが、リノは素知らぬ顔で受け流したのだった。




　　　　◆




　リームの街から進発した教皇軍の軍勢九〇〇〇は、数時間でフレンツェの城じよう壁へき前まで到とう着ちやくした。

　大たい砲ほうを一六門も装備したこの軍は、チェザーレの指揮の下もと、南側の城壁になぞるように展開した。もちろん大砲の砲ほう塔とうは、すべてフレンツェの城壁を向いている。

　唐とう突とつにフレンツェの城壁前に押し寄せてきた軍勢の姿に、フレンツェ市民らの間には動どう揺ようが広がった。フレンツェ共和国は、チェザーレに傭兵隊長を依い頼らいしているため、本来ならばフレンツェを守る傭兵軍だ。しかし当のフレンツェ傭兵軍──教皇軍は、今にもフレンツェの城壁に押し寄せそうな構えを取っていた。

　展開した九〇〇〇のうち、騎き兵へいを中心にしたおよそ一五〇〇ほどの軍を率いたチェザーレが、南側にある城門の一つまでやってきた。残留した七五〇〇の指揮は、ミケロットに任せてある。

　その城門を守っていた六人の兵士たちは訳もわからず、慌あわてて城門を閉めることしかできなかった。この兵士たちもフレンツェが雇やとって門番を任せている傭よう兵へいたちである。しかし教皇軍とはまったく別の、昔からフレンツェ近きん郊こうに住み城門の守備に就つく傭兵隊であり、職業的良心から門を閉とざしたのである。

　守備兵六人を率いていた小隊長が、城壁下からこちらを見上げてくるチェザーレに向けて声を投げかける。

「ボルジア殿どの、いったい何用か！　なぜ軍勢を率いてくるのだ!?」

「門を開けよ！　安心せよ、私はフレンツェに雇われた傭兵隊長だ！　貴君らに危害を加えるつもりはない！」

　チェザーレは真しん摯しな面おも持もちで応じた。だがチェザーレは、小隊長の質問にはまったく答えていなかった。

　意を決したような表情で、再び小隊長は叫さけび返す。

「我が問いに応じられよ！　これほどの軍を展開するのはなぜだ！」

「そう問う貴様は何者か！　繰くり返す、私はフレンツェ共和国に正式に任命された傭兵隊長である！　謂いわば、貴君ら守備兵の上官だ！　我が命に従うか、それとも裁判に掛かけられることを望むか、選ぶがいい！」

　しばらく小隊長とチェザーレは無言で睨み合った。

　だが、折れたのは小隊長の側だった。なぜなら、チェザーレの言い分が正しかったからである。チェザーレはフレンツェ軍を任せられた実質上の最高司令官であり、昔から門を守る傭兵隊は直接の指揮下にはないものの、いざ有事となればチェザーレの下で共きよう闘とうする立場になるからであった。

「ボルジア殿が通る！　開門せよ！」

　小隊長は部下たちに命じ、門を開けさせた。

　チェザーレは門が開ききるまで待ち、そして悠ゆう々ゆうと傘さん下かの一五〇〇を率いて門をくぐったのだった。

　城壁から下りてきた先ほどの小隊長が、直立不動の姿勢になり、チェザーレに声を掛けてくる。

「先ほどは失礼致いたしました！」

「ご苦労。引き続き、職務に励はげむように」

「はっ！」

　そしてチェザーレ率いる一五〇〇は、フレンツェの大通りを我が物顔で行軍してゆく。

　市民たちは誰だれもが恐きよう怖ふを隠かくそうともしていなかった。フレンツェ動乱で混乱したばかりの街は、疑ぎ心しん暗あん鬼きが市民感情に暗い影かげを落としているのだろう。

　そんな市民たちの不安などに構いもせず、やがて軍勢は市庁舎の前に到着した。

　馬を下りたチェザーレは、一〇名ほどの近この衛え兵を従えて市庁舎の門をくぐった。

　するとフレンツェの官かん吏りたちが色めき立ち、チェザーレに怒いかりと失望が入り交じったような視線を向けてくる。城壁に沿って軍勢を展開している情報は、すでに伝わっていたようだ。

　チェザーレがずかずかと上がり込み、自分を睨みつける官吏らを平然と見回した。官吏たちはこの手の切った張ったの闘とう争そうには慣れていないためか、チェザーレと目が合うと、視線を逸そらしたり、顔を伏ふせたりする者が多かった。彼らは怒りに打ち震ふるえてはいるものの、闘争心を剝むき出しにしてチェザーレに挑いどみ掛かってくるほどではないのだ。ましてやチェザーレは、近衛兵を引き連れている。

「チェザーレ様！　何事です！　軍勢を展開していると聞き及びましたが？」

　慌てた様子で階段を下りてきたラディスが、チェザーレと向き合って口にした。

　チェザーレは荘そう厳ごんに告げる。

「伊達だてや酔すい狂きようで軍勢を動かしているわけではない。私も重大な決意をもってやってきたつもりだ」

「はて……どこかと戦争でもやるおつもりですかな？　フレンツェとしては、チェザーレ様に傭兵隊長を引き受けて頂いているわけですから、できる限りの支し援えんを約束したいと思うところです」

　言いながらも、不信感で一いつ杯ぱいになったかのようにラディスは眉まゆをひそめた。

「まさにその傭兵隊長の仕事のことで私は来たのだ。フレンツェを狙ねらう勢力は数多く、今まさに滅めつ亡ぼうの間ま際ぎわにある。そんなフレンツェを防衛するため、私は命を懸かけてきた。最近ではフォルセス公国の侵しん略りやくを許し、ジェリバ共和国やヴェザニア共和国は介かい入にゆうする機をうかがい、フランク王国は虎こ視し眈たん々たんとフレンツェ領の併へい合ごうを目もく論ろんでいるなかで、私は懸けん命めいに兵を養い、抑よく止し力りよくを強化するために躍やつ起きになってきた。そんな私の営々とした努力を、フレンツェ政府は嘲あざ笑わらっている」

　熱を込めてチェザーレは主張した。

「まさか。いったいなぜ、我々がチェザーレ様を嘲笑う必要があるというのですか。フレンツェが今あるのは、チェザーレ様のご活躍のおかげ……」

「嘲笑っているのは明らかだ。フレンツェ防衛のために私が養っている兵は一万を優に超こえている。にもかかわらず、フレンツェ政府は私への傭兵料に、わずか月三万シリングしか払はらっていない。貴君らは一万以上もの軍を維い持じするのに、どれだけの資金が必要だと考えているのか!?」

　チェザーレは声を荒あららげ、怒りを漲みなぎらせているように装よそおった。

　本当のところ、別にフレンツェを守るため兵を養っているわけではまったくなかった。物は言い様である。だがそんなことはチェザーレだけでなく、ラディスも官吏たちも百も承知であろう。

「は？　ですが月三万シリングの傭兵料で構わないと、最初に言い出したのはチェザーレ様ですぞ？」

　ラディスは目が点といった表情だ。

　ついに堪こらえきれなくなったのか、官吏たちも口々に叫ぶ。

「あなたが兵を養っているのは自分のためで、フレンツェのためじゃないだろう！」

「永遠の友情と言っていたのはどこの誰だ!?」

　チェザーレは少しも構わず、滔とう々とうと演説を繰り広げる。

「あれだけフレンツェのために尽つくそうと考えていた私なのに、貴国には裏切られた思いでいっぱいだ。これ以上の屈くつ辱じよくに耐たえ続けるのはもはや我が慢まんならない。たとえ私が許しても、私が寝しん食しよくを共にする兵たちは決してこの侮ぶ辱じよくを許さないだろう。ゆえに通告する。貴国はこれから私への傭兵料として月三〇〇万シリングを支し払はらうか、それとも政府を私に明け渡わたすか……選べる道は二つに一つだ」

「毎月三〇〇万……ですと？」

　ラディスは息を吞のんだ。

　さしもの官吏たちもざわめきたち、チェザーレから目を逸らしていた者さえ怒りの声を上げる。

「バカな！　これほど邪じや道どうな話は聞いたことがない！」

「帰れ！　もうおまえなんぞ傭兵隊長には雇わない！」

　チェザーレが目くばせすると、近衛兵たちは鎧よろいの音を響ひびかせ一歩進み出て、剣けんに手をやり官吏たちを威い嚇かくした。官吏たちは怒り心しん頭とうな様子だったが、誰もが重武装の兵士らに威い圧あつされ、押し黙だまってしまった。

　チェザーレは冷たく声を響かせる。

「ラディス、答えを聞こう。知っての通り、フレンツェの城壁は私の兵たちが取り囲んでいる。兵たちは皆みな、フレンツェの侮辱にいきり立っているところだ。今日中にこの通告への返答がない場合、兵たちは怒りで我を忘れることになるだろう」

「チェザーレ様、これは重大な話です。それゆえ執しつ務む室にて、二人だけで話そうではありませんか。国家機密にも関わる問題です」

　ふいにラディスが身を乗り出すようにして提案してきた。

　その提案に、チェザーレはやや逡しゆん巡じゆんした。この政府庁舎の執務室は三階である。二人だけで話すということは、つまり近衛兵たちをここに置いていくということだ。だが、ラディスは兵を隠すような準備ができなかったはずだし、仮にラディスがいきなり剣を向けてくるようなことがあったとしても、自分ならば軽く討うち果たすことができるだろう。

　そこまで思案し、チェザーレはうなずく。

「よかろう。なぜ我々をここまで侮辱したのか、話を聞こうではないか」

「ではこちらへ」

　ラディスが階段を指し示した。

　官吏の一人が口にする。

「ラディス様、我々は？」

「私とチェザーレ様、二人だけの話し合いだ。それが終わるまで、ここで待つように」

　その後、チェザーレも近衛兵に待機命令を出し、官吏たちを監かん視しさせておくことにした。

　そしてラディスに付いて、チェザーレも階段を上っていく。先ほどまでは呆ぼう然ぜんとしていたラディスだったが、どういうわけか顔には精気が戻もどっているようにチェザーレには感じられた。自分に対たい抗こうするための何らかの作戦を、急きゆう遽きよ練ったとでもいうのだろうか。

　執務室に入り、テーブルを挟はさんでチェザーレはラディスと向き合った。

　するとラディスは意味深に顔を近づけてきて、ささやき声で口にする。

「これで邪じや魔ま者ものどもはいなくなりました。ここでの会話は、我々だけのものです」

　ラディスの言う邪魔者というのは、官吏たちのことだろうか。

　その真意を見み極きわめようとチェザーレが押し黙ると、ラディスは続ける。

「チェザーレ様の手て際ぎわ、実に見事なものです。私も見み倣ならいたいもの……。何をお望みになっているか、私にはわかりましたぞ。もはや説明など不要です」

「ほう。それでは貴君はどのようにするつもりだ？　傭兵を雇やとい、私に対抗でもするか？」

「滅めつ相そうもございません。私は、チェザーレ様のお味方でございます」

　ラディスは最も味方にはしたくないタイプの男だが、そういう自分も人のことは言えぬと、チェザーレは一人苦笑いを浮うかべた。

　さも陰いん謀ぼうを巡めぐらすかのように、ラディスは声を潜ひそめて続けてゆく。

「フレンツェの首相の座、チェザーレ様にお譲ゆずりしましょう。いいや、チェザーレ様は君主国を目指しているとお見受けしました。とすれば、このフレンツェは教皇庁の支配下になると考えるべきでありましょうか？　それともチェザーレ様個人の王国ですかな？」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、大それたことをラディスは口にした。首相自らが共和国の解体を口にするなど、市民に聞かれれば八やつ裂ざきにされても文句は言えない。フレンツェの経済的、文化的な隆りゆう盛せいは、共和国という市民に立りつ脚きやくした政治体制によって支えられているのは明らかだったからだ。

「貴君は何を望まんとする？」

「チェザーレ様は、早くもフレンツェ首相を引退する私に、何を施ほどこしてくださいますかな？」

　余よ裕ゆうぶったラディスの、オウム返しの応答だった。ラディスなど斬きり捨てるのも一考だが、利用価値が高い男であるのも確かだ。

　考えながらチェザーレは口にしていく。

「二〇万シリング、ローマには豪ごう邸てい、そしてスペンス王国の貴族の地位を進しん呈ていしよう」

「それらに加えまして、チェザーレ様の行政官の一人としてピノに赴おもむき、その一帯の統治を任せてはくださいませんか？」

　チェザーレはしばし悩なやんだ。ラディスの行政官としての能力は評価できそうだが、人間としての信用性には大いに劣おとる。経済的に豊かなピノ一帯を任せれば、無法の限りを尽くし、私腹ばかりを肥やすことは目に見えていた。

　そこでチェザーレは別の提案を持ちかける。

「貴君のような大物が、単なる行政官に甘んじるなど勿もつ体たいない限りだ。私がさらに高い地位に推挙しよう。リスティア教会における大司教ではどうか？」

　大司教ならば、教皇軍の一行政官となるよりもずっと高い地位である。場合によってはフレンツェ首相より尊敬を受ける立場かもしれなかった。ただし教皇庁の強い監かん督とく下におかれるから、軽々しく無法に振ふる舞まうようなことはできなくなる。

　ラディスは思うところがあったのだろう、すぐには返事をしてこなかった。しばらく真しん剣けんな面おも持もちで悩んでいたラディスは、やがて深くうなずく。

「……チェザーレ様には敵かないません。畏かしこまりました、それでは大司教の地位を頂ちよう戴だいしましょう。教皇には、どうぞよろしくお伝えください」

　そう言って、ラディスはニヤリと笑った。

　双そう方ほう合意の上で、素す晴ばらしい取引がこれにて成立だ。




　　　　◆




　緊きん急きゆうでフレンツェ共和国議会が招集されることになり、官かん吏りたちが議員の家々に派は遣けんされた。議場に足を運ぶよう強要された議員たちが意味もわからず赴くと、由ゆい緒しよある共和国議会の建物をチェザーレ率いる一五〇〇の兵が取り囲んでいた。議員たちは誰だれもが驚おどろき、教皇軍の兵士らに威嚇されるなかを、逃にげるように議会に走り込んでいく。

　議場には、緊急事態だと急せき立てたのが功を奏したのか、ほとんどの議員が集まるまでになっていた。この議会の招集は今日決めたばかりだったが、既き成せい事じ実じつを積み重ねていく舞ぶ台たいは整ってくれていた。

　議員たちが集まった頃ころ合あいを見届けて、チェザーレとラディスは議場に登とう壇だんした。議員たちから怒いかりの声が乱れ飛ぶが、そんな騒そう然ぜんとした状じよう況きようなどお構いなしで、ラディスは両りよう腕うでを大きく広げて切り出していく。

「親愛なるフレンツェ共和国議員諸君！　緊急で議会を招集することになったのは他でもない。我が国にとって極めて重大な決断を行わなくてはならなくなったのだ」

　議員たちは口々にヤジを叫さけぶ。

「おいラディス、なんで軍がいるんだよ！　フレンツェ市民を冒ぼう瀆とくした行こう為いだ！」

「チェザーレは帰れ！　単なる雇われ傭よう兵へい隊長が、何の権限で登壇しているんだ！」

　二五〇人の議員のほとんどすべてが、憤いきどおりに満ちた顔でヤジを飛ばしたので、議会の喧けん騒そうはさらに酷ひどくなった。

　しばらく冷静な顔で議場を眺ながめやっていたラディスが、ヤジがいくらか落ち着いた頃合いを見計らい、さらに続けてゆく。

「フレンツェ市民や議員一同が一丸となって協力してくれたことで、我々は悪あつ鬼きブラッキアリをこの国から追い払はらうことができた。それは我々フレンツェ人の偉い大だいなる勝利の証あかしだ。その後、皆の期待を一身に背負って新首相に就任したばかりの私だが、フレンツェが陥おちいる様々な危機に対処するために、私は首相の座を引退せねばならないと決断した」

　議員たちにはあまりに唐とう突とつな話だったために、ヤジが乱れ飛んでいた議場は一転して、水を打ったように静まりかえった。

「皆もよく知っての通り、こちらのチェザーレ・ボルジア様は、フレンツェの傭兵隊長として外敵を追い払うための重大な防ぼう波は堤ていとなってくれている。そこで私は考えた。フレンツェの新しい首相を担になう人物は、この方しかいないのではないかと！」

　その途と端たん、沈ちん黙もくしていた議員たちの怒りが爆ばく発はつした。まさに暴発したのだ。

　これ以上ないほど議員たちは激げつ昂こうし、議場の狂きよう騒そうは天をつく。

「ラディスを殺せー！」

「裏切り者が！　ボルジアと結けつ託たくして、最初からこのつもりだったんだな!?」

「ラディスとチェザーレを、内乱罪でこの場で処しよ刑けいしろ───！」

「陰謀だ！　フレンツェ共和国を破は壊かいしようとする陰謀だ！」

「あの二人を引きずり下ろして誅ちゆう殺さつしろ───！」

　誰も彼もが青筋を立てて叫び、喚わめきながらラディスとチェザーレがいる壇だん上じようにまで殺さつ到とうしてきた。議員たちは手を伸のばし、ラディスとチェザーレに摑つかみかかり、雄お叫たけびを上げながら殴なぐりつけてくる者までいた。武勇に優すぐれるチェザーレは議員たちに取り巻かれてもなんとか抗こうしきれていたが、ラディスはなすがままになり、怒りくるった議員たちから引き倒たおされ、服は引きちぎられ、殴る蹴けるの暴行に合い始めていた。

　すぐさまチェザーレが議場の奥に手て振ぶりを送ると、重武装した数十人の兵士たちが、甲かつ冑ちゆうの音を響かせて壇上へと乱入してきた。そして兵士たちはチェザーレを取り囲むようにしながら、議員たちと入り乱れての格かく闘とうを始めた。重武装の兵士たちは議員らを剣で斬りつけこそしなかったものの、暴れる議員を押さえつけ、殴りつけ、壇上では激しい乱らん闘とうが展開されることになった。

　そして闘とう争そうの結果は、すぐに明らかになった。議員たちでは、歴戦の兵士たちに敵うわけもない。壇上には四〇～五〇人もの議員が血を流して倒れ込むほどの惨さん状じようとなっていた。流血の事態だ。パッと見る限り、すっかり動かなくなり、死んだ者もいるように思われた。

　兵士に圧あつ倒とうされた残り二〇〇人を超こえる議員たちは、押されるがまま壇上を追いやられ、恨うらめしそうな視線をチェザーレに投げてくるだけだった。

　ふとチェザーレは、壇上で倒れている血まみれの議員たちを見やった。その議員たちの中央にはラディスも転がり、頭から血を流しているようだった。

　チェザーレとしては、ここでラディスが死んでも構わなかった。すでにラディスの決定が発せられたあとだから、自分の軍勢を以もつてすれば何とでも料理のしようがあると踏ふんでいた。

　ただ、もちろんラディスが生きていたほうが、その後の進展はスムーズに違ちがいない。チェザーレは倒れ伏ふしているラディスのそばへと近づき、膝ひざをついて引き起こす。

「ラディス、大だい丈じよう夫ぶか？」

　どうやらラディスは意い識しき朦もう朧ろうとしているようだった。チェザーレが間近で視線を向けても、目の焦しよう点てんが合っていない。だがチェザーレが身体からだを強く揺ゆすってやると、ようやく意識を取り戻した様子で、頭から血を流しながら応じてくる。

「……これはチェザーレ様……。なに、私の命なぞ、いくらでもくれてやりましょう。それだけの地位と金さえ頂けるなら」

　チェザーレは、ラディスを大いに見直した。楽しげにチェザーレが言う。

「フフ、貴君が無事で何よりだ。俺はその悪運の強さを買うことにしたぞ。そのしぶとさ、したたかさ、俺の下もとで発揮するといい。貴君が当初望んでいたように、ピノ一帯の統治を任せよう。もちろん、大司教の地位もくれてやる」

「これは……思いの外ほかの好条件ですな。殴られてみるものでございます。畏まりました、チェザーレ様。このルカ・ラディス、教皇軍の行政官としてこの腕うでを振るい、地の果てまでもお供致いたしましょうぞ」

　もちろんチェザーレは、ラディスの忠誠の言葉などまるで信じなかった。だが、そんなラディスのことを、チェザーレは大いに気に入ったのだった。

　壇上でうめき、倒れ伏している議員たちなどお構いなしで、チェザーレと、流血のラディスは、怒りのこもった視線を投げかけてくる二〇〇の議員たちに向き直った。間を兵士たちが阻はばんでいるがため、議員たちはこちらに手も足も出せなくなっていた。

　チェザーレは拳こぶしを握にぎりしめ、熱を込こめて語る。

「この騒そう乱らんを見過ごすことはできない！　私はフレンツェの治安を預かる傭兵隊長として、秩ちつ序じよを乱さんとする議員たちを容よう赦しやなく取り締しまるつもりだ！　不満のあるものは前へ出よ！」

　当然、議員たちは誰も進み出てこなかった。

　ラディスが言う。

「やはりこのような事態に陥るフレンツェの政局には、偉大な首相が求められている！　私はフレンツェの首相を引退し、こちらのチェザーレ・ボルジア様を新首相に迎むかえ入れることを決議したい！　この決議に賛成の者はその場に留とどまり、反対の者は壇上まで進み出よ！」

　さすがに押し黙だまっていた議員たちの間から、不満の声が続出した。

　だが、いくら反対だからといって、兵士を押し分けて壇上まで進み出ることはそもそも不可能だった。それを理解していて、ラディスは反対なら進み出よと命じたのだ。

　ここぞとばかりにラディスは畳たたみ掛かける。

「ここに決議は成った！　フレンツェ共和国の新しい首相は、ここにおられるチェザーレ・ボルジア様となる！　諸君、我が国の新しい時代を祝おうではないか！」

　さすがに議員たちの一部が雄叫びを上げて、再び壇上に躍おどり込もうとしてきた。しかし今度ばかりは兵士らにあっさりと制圧され、叩たたきのめされ、苦しげにうめき声を上げるだけだった。

　進み出たチェザーレは、決意に満ちた様子で語りかける。

「只ただ今いま、フレンツェ共和国首相を仰おおせつかったチェザーレ・ボルジアだ！　私はこの大任を、重大な決意を以て受け止めるつもりだ！」

　そして感極きわまった面持ちでチェザーレは先を続けてゆく。

「フレンツェは今まさに、重大な危機の渦か中ちゆうにある！　周辺諸国からありとあらゆる圧力を受け、侵しん略りやく者しやとも戦わなくてはならない！　とりわけ、フォルセス公国の者どもは何の正当性もなく我がフレンツェを侵略し、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくしてきた！」

　チェザーレは「我がフレンツェ」という言葉を協調した。

「そこで私はフレンツェ共和国法に則のつとり、フォルセス公国との戦いのために非常大権を発動する！　本日を以て議会を解散し、あらゆる権力を私に集め、我々フレンツェ共和国市民はこの重大なる危機を乗り越えてゆかねばならない！　我がフレンツェのために、私は身を犠ぎ牲せいにしてでも戦い続けることを、ここに高らかに宣言する！」

　チェザーレのフレンツェ共和国首相就任、首相権限による非常大権の発動、そして議会の解散と立て続けにチェザーレは布告を宣言した。そして目の前の議員たちを一息にねじ伏せるようにしながら、チェザーレはたちまちフレンツェの実権を掌しよう握あくしていった。

　同時に、壇上で昏こん倒とうしている数十人の議員と、その場で反論を口にした議員たちの全員を、問答無用でその場で逮たい捕ほした。およそ一三〇人近くの議員が兵士たちの手によって牢ろう屋やへと連行されるという異常事態となり、フレンツェ動乱は第二幕を迎えることになったのである。

　だが、もちろんフレンツェ市民は承しよう伏ふくしなかった。元来、政治談義好きな共和国市民たちである。ラディスの卑ひ劣れつで売国的な行為と、傭兵隊長チェザーレの背徳的な振る舞いがたちまち市民の間に伝わっていき、市内は怒りの声で満ちあふれた。やがて市民たちは、逮捕を免まぬかれた議員と共に立ち上がり、市内は内乱へと突とつ入にゆうしていったのだった。




　　　　◆




　リノは公国科学院の設立準備に本格的に取りかかるため、ロザリアと城じよう壁へきの上で打ち合わせをしていた。城壁の上での話し合いなのは、単にロザリアがここで砲ほう弾だんの飛ひ距きよ離りを計測するための研究活動をしていたからだった。

「──やはりダ・ヴィンチ様を招しよう聘へいすることはできないか」

　リノが残念そうに口にすると、ロザリアが応じてくる。

「ちゃんと見合った報ほう酬しゆうを積めば、時々なら手伝ってくれるはずだよ。今だって教皇庁から地図作成の仕事を受けたり、フランク王国から絵画の仕事を発注されたりしてるし。だけど公国科学院の院長みたいな、どこか特定の国に深く責任を負うような立場は嫌きらうと思う。お師し匠しようは気まぐれなんだよね」

「ただなぁ……やはり公国科学院の院長には、相当な格式が求められる。並み居る科学者たちが、自分より上だと認めるクラスの人じゃないと困るんだよ。でなければ、本当に招きたい超ちよう一いち流りゆうの科学者が招聘に応じてくれなくなるからな」

　ロザリアは申し分なしに有能な科学者だが、公国科学院の院長だけは務まらない。なぜならあまりに子どもだからだし、世間を啞あ然ぜんとさせるような経歴を持ち合わせてもいないからだ。リノとて、ロザリアを雇こ用ようしたのは、あくまでダ・ヴィンチという保証人がいたからだった。院長の椅い子すだけは、どうあっても秀ひいでた業績を認められる人物でなくてはならない。

「だからやっぱり、ヴェザニアに住むタルタリア様だって。今なら在野の人だよ。なんでどこの国も雇やとっていないのか知らないけど、声を掛けないなんて勿もつ体たいないよ」

　ロザリアは先日、しきりにニコロ・フォンタナ・タルタリアの名前を口にしていた。だがリノは首をかしげる。

「ロザリアがそこまで認める人なら優ゆう秀しゆうな科学者なんだろうけど、俺は名前を聞いたことなんてなかったぞ。本当に知られた人なのか？」

「もちろんだって！　そりゃ私と同じように、芸術方面はまったく携たずさわらない人だから、お師匠やミケランジェロ様みたいにブランドがあるわけじゃないよ。だけど科学者の間では知る人ぞ知るってタイプの人。本物の天才なんだから」

「天才ということなら、ロザリアだって同じはずだけどな。どういう風に認められてる人なんだ？」
















「数学世界の頂点の一人だよ。科学者なら必ず目を通しているテキストブックが何冊かあるんだけどね、そういった主要な本は、実はほとんどタルタリア様が編へん纂さんしたものなんだよね。とっても質が高くて、あらゆる点で正確さを期している本ばかりなの。だから、そんな人が院長を務めているなんてことになれば、一気に格が高まるよ」

「なるほど……！　科学者たちが普ふ段だん用いているテキストを編纂している人か！　道理で俺なんかが知らない人のはずだ。そいつは、なかなかの目の付け所だぞ」

「でしょ！　私も会ってみたいし」

「わかった。なんとか仕事の合間を見計らって、声を掛けてみたいものだな。マキャベリさんといい、タルタリア様といい、雇うべき在野の人間が多くて、身体がいくらあっても足りないよ」

　そのとき、西門の先へと続く大通りの向こうから、情報官の一人が騎き馬ばで駆かけてくるのが見えた。かなり慌あわてている様子だった。

　ただ、城壁の上から会話を交かわすのは大変なので、リノはあとで報告を聞こうかと考えた。しかし騎上の情報官がふとこちらを見やり、視線が合った。

　情報官は馬を止め、こちらに向けて叫さけぶ。

「リノ様、こちらにおられましたか！　緊きん急きゆう事態です！」

「どうした！」

　大声で、リノは問い返した。

「フレンツェにてクーデター発生！　深刻な状じよう況きようへと突入しております！」

　リノは一いつ瞬しゆん、デジャブを感じた。しかしタイミングを考えれば、自分たちが当事者となったフレンツェ動乱とは、また別のクーデターに違いない。

　リノは押し留める。

「待て！　報告は執しつ務む室で聞こう！　俺も急いで戻もどるから、エリザやオヤジにも声を掛けて集めておいてくれ！」

「はっ！　ではお先に！」

　情報官は馬を蹴けり、城門を駆け抜ぬけていった。

　リノは、ロザリアに視線を戻す。

「と、いうことだ。ロザリア、公国科学院については後回しにしてくれ。フレンツェの動向は、公国の存亡にも関かかわりかねない重大事だからな」

「いいよー。私は私の好きな研究に取り組んでるからね」

　ロザリアは笑え顔がおで軽く応じてきた。

　挨あい拶さつもそこそこにリノは城壁の階段を駆け下りて、公こう邸ていへと急いだのだった。




　　　　◆




　執務室に集まった六人──エリザ、リノ、ドロテア、ワルター、ナタリア、ブラッキアリは、フォルセス公国政府の主要メンバーだ。

　主に軍事面をメインで担当するのが、エリザとドロテア、そしてワルターだ。戦いくさに出るときはエリザとドロテアが分担し、老将ワルターはあまり苛か酷こくな運動をさせられないので拠きよ点てん防衛が中心ということになるだろうか。

　そして内政や外交を重点的に担当するのが宰さい相しようのリノに、官かん吏りとしてナタリアとブラッキアリ。リノやナタリアは従軍するし、必要に応じて将にもなるが、あくまで富国強兵を推進するのが最重要の仕事である。

　また政府内のメンバーではないのでここにはいないが、民間人として産業政策に協力する銀行家ルチア、兵器の改良や導入を担当する科学者ロザリアといった面々もいる。ひと頃ころと比べれば、ずいぶん顔ぶれが充じゆう実じつしてきたのは明らかだった。富国強兵政策が順当に進展していることの証あかしと捉とらえてもいいだろう。

　執務室に揃そろったメンバーに向けて情報官は報告を続けていく。

「──そのためルカ・ラディスは引退し、チェザーレ・ボルジアがフレンツェ共和国の首相に就任いたしました。その直後、すぐさまチェザーレはフォルセス公国との戦争に決着をつけるべく非常大権を発動し、議会を解散してしまったとのこと」

「フォルセス公国との戦争……」

　エリザが呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやいた。

　ブラッキアリが確かく認にんする。

「ラディスは素す直なおに退たい陣じんしたというのか？」

「そのようです。むしろラディスが積極的にチェザーレに協力しているという情報もあるようでして、はじめから何もかもが仕組まれていたという見方が市民らの間では有力になってきております」

「ふぬう……」

　ブラッキアリがうなった。

「実態は、チェザーレの君主国の様相を呈ていしてきたといってもいいと思われます。ただし、これに憤いきどおった市民らが立ち上がり、市内は流血の事態へと発展しています」

　その報告に、ナタリアまでがうなる。

「ふむぅぅぅ……」

「チェザーレ指揮下の教皇軍の総数、およそ九〇〇〇。もともと市内に入り込んでいた教皇軍一五〇〇、そして城じよう壁へき外に展開していた教皇軍七五〇〇で構成されています。対するフレンツェ市民軍の規模は不明。幾いく人にんかの議員が率いる市民軍に分かれ、さらにフレンツェが独自に雇っていた傭よう兵へい隊も加わり、市内の各所において火の手が上がっている状況です」

「こんな……フレンツェ動乱で私たちが追い落とされたばかりなのに……まさかこんなに早くチェザーレが行動を起こすなんて……」

　エリザは困こん惑わくの色を強くした。

　ドロテアが気き丈じように言う。

「だからフレンツェ市民は我々に組みするべきだったのです。チェザーレを信じれば、このような結果になることなど火を見るよりも明らかでした」

「まさに風雲急を告げてきたな……。想定していたよりもチェザーレの行動が早すぎる……」

　リノが思考を巡めぐらせながら腕うでを組んだ。

　ワルターが顔をしかめる。

「まずいことになりおったぞ……。ここでフレンツェの吸収を許せば、チェザーレは教皇領とフレンツェ共和国とピノ共和国までをも支配下に治めることになる。イタリナ中北部に急に大国が出現するかのような、国際秩ちつ序じよを乱す巨きよ大だいなインパクトになるじゃろうて」

「だが逆の見方をすれば、このタイミングで早くもチェザーレが行動を起こしてくれたなら、俺たちにも付け入る隙すきがあるということだ」

「どういうことじゃ？」

　ワルターの疑問に、リノが説明していく。

「チェザーレがいずれフレンツェ吸収に動くのは明らかだった。だがその前に、チェザーレは外交関係の根回しをきっちりしてくると考えていた。これほど早く動いたということは、チェザーレの勢力が急拡大するという怖ろしさはある反面、外交関係に弱点を抱かかえたままでの行動にならざるを得なかったはずだ。欧おう州しゆうの諸国は、どこもチェザーレの行動を支持しまい。フォルセス公国単独なら、フレンツェを吸収したチェザーレと戦えるはずもないが、周辺諸国を巻き込んでの戦いならばこちらに優位がある……」

「包ほう囲い網もうを敷しく、ということ？」

　ハッとしたようにナタリアが訊きいてきた。

「そうだ。フレンツェ市民を救きゆう援えんするという大義名分がこちらにある。このチェザーレの行動を逆手に取り、一気に周辺諸国を取り込んで、チェザーレ包囲網を成立させようじゃないか。それが叶かなえば、俺たちにも勝機はまだある」

「勝機……ということなら、私は今すぐにでも軍を編制し、フレンツェに突とつ入にゆうするのが理に適かなっていると思う。市民はフォルセス軍を大歓かん迎げいしてくれるはずだし、補給の心配もあまりない」

　ナタリアは強く主張したが、ドロテアが首をふる。

「軍を編制するのも一日や二日ではできません。今日の訓練に参加した兵に、これからフレンツェまで強行軍を強しいるのは現実的ではないでしょう。今すぐに編制できる兵は、せいぜい一五〇〇」

「一五〇〇でもいいと思うんです。チェザーレに一いち撃げきを与あたえるだけでも……」

　食い下がるナタリアに、リノが言う。

「そりゃナタリアの言い分は、多少なら理解を示せるぞ。エリザの指揮能力を以もつてすれば、もしかしたら電光石火で攻こう撃げきを加えれば、教皇軍に損害を与えられる可能性はあるだろう。ただし楽観的に見積もっても、奇き襲しゆうの成功率は三～四割がせいぜいだ。全体の戦略を担になう立場の人間としての正しい提言は、せめて成功率八割を見込める戦略を想定してすべきだな」

　エリザが穏おだやかに声を掛かける。

「ナタリア。気持ちはわかるわよ。だけど私たちはフレンツェ動乱の際、三五〇〇を率いて介かい入にゆうしたけど失敗を喫きつして、危き機き一いつ髪ぱつのところで難を逃のがれてきたの。一歩間ま違ちがえば、フォルセス軍が全ぜん滅めつさせられる可能性もあった。だからね、考えるべきは攻撃の成功率だけじゃなくて、防ぼう御ぎよや撤てつ退たいのことまで常に視野に入れておかなくちゃならない。軍事行動は最終決断だから、慎しん重ちようにね」

　ブラッキアリも同意を示す。

「その通りだ。ナタリアは負けん気だけは強いから、まだまだ重大な政治の岐き路ろを任せることはできそうにない。リノ殿どのやエリザ様のように、冷静に構えて取り組む姿勢をしっかり学ばないとな」

「ふむぅぅぅぅぅ……。エリザ様に指し摘てきされるならともかく……お父さんなんて、まともに軍に関わったことすらないくせに……」

　ナタリアは、悔くやしそうにブラッキアリを睨にらみつけた。

　ワルターが笑う。

「ふぉっふぉっふぉっ。なんとも積極果か敢かんな戦略担当官の登場じゃのう。リノとはまた肌はだ合あいが違っていいのではないか」

　そのときドアがノックされ、官吏の一人が部屋の扉とびらを開けて入ってきた。

「失礼します。フレンツェ共和国政府代表を名乗る使節がやってきておりますが、いかが致いたしましょうか？　一刻も早いエリザ様への面会を希望しています」

「フレンツェ政府代表……？　さては市民軍の代表だろうか」

　リノがつぶやいた。

　エリザが命じる。

「今すぐに通して。ここに」

「畏かしこまりました」

　官吏はいったん引き下がり、すぐに一人の男を伴ともなって戻ってきた。男は馬を飛ばしてきたのだろうか、疲つかれ切り、表情は暗く沈しずんでいた。

　部屋に入るなり、男が恭うやうやしく挨拶してくる。

「当方の希望を叶えて頂き、いち早くお会い頂けましたことを誠まことに感謝しています。私はフレンツェ共和国議員のジョルジオ・リオッティと申す者でござ……ブラッキアリ様!?」

　リオッティは、ふとブラッキアリに視線を止め、驚きよう愕がくした表情になった。

　ブラッキアリが親身に声を掛ける。

「ジョルジオ、久しぶりだ。私は今、フォルセス公国に職を得ている」

「フォルセス公国に亡命されたとは聞き及およんでおりましたが……。先のフレンツェ動乱では、私を含ふくめて多くの議員がブラッキアリ様を──」

　リオッティの言葉をすぐさまブラッキアリが遮さえぎる。

「積もる話はあとでいい。さあ、用件を話してくれ」

「はい……情けなくもお恥はずかしいことに、我々は傭兵隊長チェザーレ・ボルジアにハメられました……。ただいま、フレンツェでは市民とチェザーレの間での内乱が巻き起こっておりまして──」

　情報官の報告と同じ内容を話そうとしたリオッティに、リノが口をはさむ。

「リオッティ議員。心配せずとも、すでに基本的な情報を我が国は摑つかんでいます。そして、あなたがここに来た理由もわかります。救援を求めるためですね？」

「……その通りです」

「お助けしたいのは山々なのですが、まずは確認させてください。反乱を起こしているというフレンツェ市民軍の兵力は？」

「幾人かの議員が個別に市民らを率いたりしていますから確実な数とは言えないのですが……おおよそ二〇〇〇程度と把は握あくしています」

「二〇〇〇……。しかし教皇軍は九〇〇〇の兵力でフレンツェを囲んでいると聞きます。ましてや、統制された軍隊と、にわか仕込みで戦争慣れしていないフレンツェ市民では、とうていまともな戦いができるはずもない」

「チェザーレとは別に、フレンツェ政府が独自に雇こ用ようしている傭兵隊も、合算すれば一五〇〇を超こえます。彼らが皆みな、フレンツェ市民側についてくれれば……」

　リオッティが話を濁にごらせたので、鋭するどくリノは問い質ただす。

「ぼくが今こうして話を聞く限りでも、フレンツェ市民側には勝ち目がない。目の前で命を懸かけなくてはならない立場の傭兵たちが、負ける可能性の高いほうに味方するとは思いがたいですね。率そつ直ちよくに言いますが、傭兵隊はまともに戦いもせず逃にげ散る可能性のほうが大きいように思えるのですが？」

「……。そ、それには私もどうお答えすればいいか……。しかしどうか、お味方をお願いします。フレンツェ市内では流血の事態となっており、このままでは教皇軍にフレンツェが乗っ取られるのは必至な情勢……」

「そもそもフォルセス公国が挙兵したとして……間に合いますか？」

「わかりません……。ややもすれば……私がこうして話している間にも落城していないとも限らない……」

　リオッティが正直に答えたのには好感が持てた。もっとも、リオッティとしてはそう応じるしかないだろう。

　ここは情報を、引き出せるだけ引き出しておくべきだ。弱っているリオッティに、リノはさらに畳たたみ掛けてゆく。

「いいでしょう。最後にもう一つ確認します。フレンツェ市民を代表して、使者を派は遣けんした国はどこですか？」

「ヴェザニア共和国、ジェリバ共和国、ナファリ王国、ミレノ公国、フランク王国に緊きん急きゆうで支し援えん要よう請せいの使者を送ることに決めました。本来ならばあまねくすべての周辺国へ支援要請をしたかったのですが、混乱中であり、送り出す使者にも限りがあったことから、近きん隣りんの主要国のみに限定しました」

　以前のフォルセス公国ならば、いま列挙された国々とは、とうてい肩かたを並べるレベルではなかった。しかし幾いくつかの戦争を乗り越え領地が広がったことで、ようやく並べる立場の国に成長を遂とげていたのだった。また、教皇軍とは激しく争っている勢力であると目されていたので、フォルセス公国に真っ先に使者が訪問してくるのは違い和わ感がなかった。

「わかりました。我々としても緊急で対応を検討しますので、その間、ゆっくり休むようにしてください。宿舎を割り当てます」

　リノは聞くべきことを聞き終え、部屋にいたリオッティ、情報官、官かん吏りを部屋から去らせた。

　そして再び六人で向き合うと、まずはエリザが溜ため息いき混じりに口にする。

「フレンツェ政府は、私たちを追い出したと思ったら、今度は急に支援要請に来る……。目まぐるしく変わりすぎね」

「だが政治とはそういうものだ。確定した情勢が続く場合など一つもない。昨日の敵は今日の友、今日の友は明日あしたの敵。国際政治は、チェスゲームみたいに割り切って臨のぞむのが賢けん明めいだ」

　突つき放したようなリノの言葉に、エリザが哀かなしそうに言う。

「だけど気持ちがなかなか前には進まないよ。フレンツェ議会や市民には、私たちは一度裏切られてるわけで。傭よう兵へい契けい約やく料も、最初の手付け分三〇万シリングしか受け取ってないよね。分ぶん割かつ払ばらいの分は払うつもりもないだろうし、私たちは怒おこって当然の立場だと思うんだけど」

「いいや、正義や悪を振ふりかざすのは子どものやることだ。その行こう為いが道義に適っているとか、正しいかどうかなんて、国際政治のパワーゲームの前では、まさしくどうでもいいことなんだよ。たとえ手て酷ひどい裏切りに遭あおうが、身内を虐ぎやく殺さつされようが、パワーゲームのなかで有利な立場に身を置けるなら、憎ぞう悪おする相手とだって諸もろ手てを挙げて組むべきだ」

「最近、リノがますます冷れい徹てつになっていっているような気がします。私にはそこまで割り切ることができません」

　息を吞のんだドロテアに続き、ブラッキアリがうなる。

「ふぬううううう……。やはり私だと、リノ殿やチェザーレのような相手を前に立ち回ることなど不可能な話だったと、改めて思わされる」

　リノは淡たん々たんと続ける。

「今回の場合は、フレンツェとの過去の関係なんて捨て去って考えなくちゃならない。フレンツェという相手が、良いヤツだろうが悪いヤツだろうがまったくどうでもいい。フレンツェは盤ばん上じようの駒こまだ。複数の大都市を抱かかえ、産業や芸術が華はな開く豊かな地域という駒だ。そんな重大な駒をチェザーレが目の前で吞み込む様子を俺たちはいま目もく撃げきしている。黙だまって見過ごすことなんてできないことは、わかりきってる」

　咄とつ嗟さにナタリアが声を上げる。

「だから私はさっき、そんな重要な駒を取られないための進言として、今すぐに軍事行動に取りかかるべきだと提言しました。たしかに強きよう襲しゆうを掛けたからといって確実性はありませんが、起たたなくてはならない状じよう況きようはあるはずです」

「待ってくれ。当たり前のことを当たり前にやってるだけじゃ、チェザーレのような謀ぼう略りやくの鬼き才さいには絶対に勝てない。チェザーレを超ちよう越えつするために、考え方を根底から変えるんだ」

「考え方を……変える？」

「俺たちはチェザーレの上を行く。俺たちは、フレンツェという駒をエサとしてチェザーレに捧ささげ……それを丸ごと釣つり上げる」

　ハッと気づいたようにナタリアがつぶやく。

「つまり、それが包ほう囲い網もうだと……？」

「そうだ。チェザーレがフレンツェを吞み込めば、国際秩ちつ序じよは大きく乱れ、欧おう州しゆうの諸国は必ず介かい入にゆうしていくことになる。そこに俺たちは便乗し、周辺諸国と共同してチェザーレに総攻こう撃げきをかける。そうすれば、どれほどチェザーレが巨きよ大だい化しようと、内乱の危険を抱えた新しい領国を維い持じしたまま、包囲網に対たい抗こうしてくることはかなり難しい。諸国を俺たちの味方に引きずり込み、今度こそチェザーレを討うち果たせるに違いない。ある意味、一気に局面をひっくり返せるほどの最大のチャンスが到とう来らいしたんだ」

「だからフレンツェの落城を、あえて見て見ぬフリをするということ？」

　ナタリアの問いに、リノはあえて意味深に声を潜ひそめる。

「……本心を打ち明ければ、そういうことだ。俺たちはフレンツェを捧げる。その対価として、周辺諸国との共きよう闘とうという百万の味方を得る構想だよ。チェザーレと隣りん接せつすることになる、ヴェザニア共和国、ジェリバ共和国、ナファリ王国は脅きよう威いを感じ、確実に動く。それを、俺たちがコントロールする」
















「ゾクゾクしてきた。ちょっと視野を広げてみるだけで、危機が一気にチャンスに転てん換かんしちゃうこともあるのね……。悔くやしいけれど、宰さい相しようとしての手しゆ腕わんをちょっとだけ認めてあげてもよさそうよ」

　ナタリアは目を見開いていた。

　ブラッキアリも愕がく然ぜんとした様子で言う。

「……フレンツェの元首相として、故郷が見捨てられるのはあまり気分のいい話ではない。だが元はと言えば、フレンツェ自身が蒔まいた種でもある。今はフォルセスの官かん僚りようとして、私としてはリノ殿どのの策に従わなくてはならないだろう」

　フレンツェ出身の二人以外は、誰だれも口を開かなかった。フレンツェを戦略的に見捨てることに抵てい抗こうを感じる可能性があったのはブラッキアリとナタリアだけなので、他三人にはリノの意見に反対する理由などなかったのだ。

　押し黙る皆を見回しながら、エリザが静かに確かく認にんする。

「ならば全員、リノの戦略構想に賛同ということで、いいのかな？」

「姫ひめ様さまが賛同するなら、私もそれで構いません」

　ドロテアが生き真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「無論じゃ。ワシが手塩にかけて育てたリノであれば、この手の陰いん謀ぼうは任せて安心じゃろうて」

　余計な一言を付け加えつつ、ワルターも同意した。

「賛成、します」

　ナタリアは小さく言った。

「私はリノ殿の部下という立場だ。全面的に従おう」

　ブラッキアリも素す直なおに同意した。

　リノがうなずく。

「ならば方針は決まった。フレンツェには、わざと救きゆう援えんには向かわない。ただし使者として訪問してきたリオッティ議員には色よい返事を与あたえ、編制が終わり次し第だいフレンツェに向かうとは伝えておこう。実際、いずれフレンツェに侵しん攻こうしていくための軍隊の編制には取り組まねばならないから、リオッティ議員には事実と映るはずだ」

「でも外交関係が整うまで、実際には出兵しないと」

　ナタリアが言った。

「そういうことだ。各国に共闘のための使者を送る。ナタリアにも使者として赴おもむいてもらうぞ。周辺諸国を巻き込んで包囲網を組織し、一気にチェザーレを叩たたく」

「了りよう解かい」

　ナタリアは喜び勇んだ様子だった。

　エリザが口にする。

「肝かん心じんの軍備編制のことだけど……目下、フォルセス公国兵はおよそ四〇〇〇前後。これに市民兵を徴ちよう集しゆうすれば七〇〇～八〇〇を加えられる。その他、どのくらいの傭よう兵へいに声を掛かけていくかね」

「逆にエリザに問うが……あえて最悪の場合を想定して、チェザーレと単独で戦わなくちゃならない状況に陥おちいった場合、最低限どのくらいの兵力があれば敵を支えられる？」

　そうリノが問い質した。

「うーん……。チェザーレの兵力がどのくらいになるかにもよるだろうけれど……せめて五〇〇〇の兵力があれば、作戦の幅はばが広がると思う」

「次にオヤジに確認したいが、仮に守将を務めたとして、不測の事態に陥った際、都市フォルセスが必要とする最低限の防衛兵力は？」

「そりゃあ一〇〇〇は必要じゃろうて。それでも少ないくらいじゃが、もしワシが担当するなら、主力が戻もどって来る程度には保たせてみせるぞい」

「ふむ」

　リノは相づちを打った。

　ドロテアが口をはさんでくる。

「それからミトの要よう塞さいにも、一定の防衛兵力を置く必要があるでしょう。加えて、リノが用意したミト南方の城じよう塞さいも、無人にしておくわけには参りません」

「ミトには三〇〇、南の城塞には五〇。これが国境線沿いに配置すべき最低防衛兵力だな」

「少なすぎます」

「それはわかるが、包囲網を組むとなれば、面の戦いになると考えよう。国境という線に固こ執しゆうする必要はない。首都さえ落とされなければ大だい丈じよう夫ぶだ」

「となれば逆算して考えて、六三五〇の兵力は用意する必要がある。できれば七〇〇〇か、八〇〇〇……」

　エリザが考えながら口にしていくと、ナタリアが冷静に指し摘てきする。

「正直なところ、公国の財政状況を鑑かんがみれば八〇〇〇は厳しいと思われます。既き存そん兵力四〇〇〇に市民兵八〇〇を加えたとして、新たに傭兵二〇〇〇を雇やとうのが限度かと」

「六八〇〇か……。まぁ贅ぜい沢たくは言ってられないよね。これでも昔と比べれば、信じられないくらいの規模の軍勢だよ」

　そんなエリザの言葉に、リノが促うながす。

「そうと決まれば急いで準備に取りかかろう。軍隊編制は今日からでも始めてくれ。そして周辺国との外交交こう渉しようは、フレンツェが落城した瞬しゆん間かんから着手する。これでチェザーレに一ひと泡あわ吹ふかせてやれるだろう」

　ブラッキアリが訊きいてくる。

「ジョルジオには何と交渉すべきだろうか？　いつまでも滞たい在ざいさせたままにするわけにもいくまい」

「ここでの話を踏ふまえ、ブラッキアリ様に対応をお願いできますか。前向きな返答だけしておいて、できる限り早く追い返してください」

「了解した。酷ひどい陰謀に荷か担たんしたようで、なんとも引き受け辛づらい役目ではあるが……外交戦とはこういうものだったのだろうな。私もリノ殿に付いて、現実政治レアルボリテイークを学ばせてもらうことにしよう」

　ブラッキアリは謙けん虚きよに応じ、複雑な内心を物語るように顔を歪ゆがめたのだった。








第三章　大宰さい相しようリシュリュー






　チェザーレ率いる教皇軍一五〇〇は、たちまち市庁舎を占せん拠きよしていた。市庁舎の前に広がる広場には、議会の解散やチェザーレの支配に抵抗しようとする市民らとの争いが巻き起こっていたが、武装を固めたこちらの部隊に敵かなうはずもなく、勇気ある者から続々と犠ぎ牲せいになっていった。その場で兵士に殺される者もいたし、負傷して倒たおれ伏ふしているのを逮たい捕ほされる者もいた。

　ドウンドウン、と城じよう壁へきの外からは激しい砲ほう声せいが響ひびき渡わたってくる。おそらく各門は緊きん急きゆうで閉じられることになり、ミケロット率いる部隊が城壁への砲ほう撃げきを開始したのだ。砲声が市民に恐きよう怖ふ心しんを植えつけ、反はん抗こうする気力を削そいでいってくれることだろう。

　実際、市民の強きよう硬こうな抵抗は最初だけだった。市庁舎に押し寄せる市民兵の攻こう勢せいの第一波を振ふり払はらうと、たちまち市民らの攻勢が弱体化し、時おり散発的に火ひ縄なわ銃じゆうの音が響く程度になっていった。工こう房ぼうから持ち出した火縄銃を、屋根の上に隠かくれて放つのが、市民たちの唯ゆい一いつのまともなレジスタンスといったところだろうか。だが、周囲に派は遣けんした教皇軍の兵士に見つかり次第、火縄銃を持つ市民は屋根の上から引きずり下ろされ、逮捕されていった。

「チェザーレ様。各城門に派遣していた我々の小部隊と、城門を守る傭兵隊との間では小こ競ぜり合いが繰くり広げられておりました。しかし、ダ・コレラ将軍率いる部隊が城壁の一部を打ち崩くずすことに成功。フレンツェ市内には続々と我が方の兵が進入を開始しました」

　駆かけつけてきた近この衛え兵の一人が、息を切らせながら報告してきた。

　チェザーレは訊く。

「各門を守る傭兵隊は？」

「城壁が破られると、ほぼすべてのフレンツェ傭兵隊が逃とう走そうを開始しています。南方面から進入中のダ・コレラ将軍とかち合うのを避さけ、北門方面には逃とう亡ぼうを図はかるフレンツェ傭兵隊の者どもが溢あふれています」

　チェザーレは鼻を鳴らす。

「いざとなれば傭兵は実に頼たよりないものだな。フレンツェを落とした暁あかつきには、我々も市民を主体にした徴ちよう兵へい軍を整えねばなるまい。周辺の超ちよう大たい国こくに対抗していくためには必要なステップだ」

「逮捕した市民らはどのように処置しましょうか？」

「死亡者と逮捕者はどのくらいだ？」

「ザッと見た限りですと……広場にて事切れている死亡者がおおよそ一〇〇といったところでしょうか。また、逮捕者は三〇〇に上っております。当初反抗してきた市民兵は二〇〇〇ほどに上ったのですが、我々に対抗できないことを悟さとったのか散り散りになっています」

「逮捕者は牢ろうに入れず、市庁舎や官舎に収容しろ。丁てい重ちように扱あつかえ。そしてフレンツェ中の医者を呼び、負傷者を手厚く手当させろ。勇ゆう猛もうに反抗してくる連中にはなかなか見込みがある。いずれフレンツェ全域を平定した暁には、我が軍に加わる貴重な兵士になるだろう」

「はっ！」

　近衛兵が去っていくのと入れ違ちがうようにして、城壁をこじ開けた教皇軍の兵士たちが、続々と広場に駆けつけてきた。チェザーレが率いていた一五〇〇に、新しく完全武装した兵が七五〇〇も加われば、市民らが反抗する気力は一気に萎しぼむに違いない。

　やがてチェザーレの下もとに、軍勢を指揮していたミケロットが馬でやってきた。

　ミケロットは肩かたをすくめる。

「やれやれだ。思ったより手間取ったな」

「なに、このくらいの抵抗がないと、国の乗っ取りという気分にはならない。俺が権力を掌しよう握あくすれば、惰だ眠みんを貪むさぼっていたフレンツェ市民どもにとっては革命的な出来事になる。ドラマティックな演出の手始めとしては丁度良いイベントだ」

「チェザーレのほうはどのくらいの犠牲が出たんだ？　市民兵を真っ正面から受け止めただろう？」

「広場でのぶつかり合いではほとんど死者が出なかったが、市民どもの火縄銃で二〇人ほどが撃うたれたようだ。そのうち半分が死んだ……というところか」

「こっちは、各門にいた傭兵隊との小競り合いで三〇ほどの負傷者が出たくらいだ。となれば、死者と負傷者を合算しても五〇ほどの犠牲でフレンツェを落としたということか」

「いささか上出来すぎる戦果だな。これもラディスが素直にこちらに協力してくれたからだろう」

　チェザーレにとって、ラディスが軽くこちらに転がり込んできたことは予想外の成果だった。

「ラディスはどこにいる？」

「頭部をやられてな。手当てをしてやっている」

「頭部？　死なないのか？」

「フフ、ラディスは殺しても死ぬようなタマじゃない。あの男はまだまだ使える。俺の手元に置いて出世させ、しっかり役に立ってもらおう」

「意外なこともあるものだ。ラディスとずいぶん仲良くなったものだな。ドロドロの陰いん謀ぼうのなかで生きる者同士、何か感じ入るものがあったのか？」

「ああいう男は嫌きらいじゃない。欲よく望ぼうのみに真まっ直すぐなラディスこそ、真に忠実で善良な男だと言えるだろう。欲望を満たし続けてやる限り、あの男は決して俺を裏切らない」

「なるほど。なかなか興味深い逆転の発想があったものだ」

　ミケロットは心底から感心したような表情だった。

「フレンツェを正式にこの俺が統治するための準備を進めるぞ。俺が支配している教皇領一帯の地域と、フレンツェが抱かかえるすべての領土を合一し、新しい国を創つくる。まずは神に、この俺の統治の正当性を保証させることが重要だ。今すぐリスティア教皇に使いを出し、神の名の下に新国家樹立を祝福してくれるように要よう請せいしよう」

「ボルジア親子に好きなように操あやつられる神は、すっかり形無しの存在だな」

「そしてミケロット、フレンツェの治安維い持じは任せる。それに加えて、フレンツェ領に属する各街にも兵を派遣し、滞とどこおりなく新国家の支配に服するように強制せよ。もちろん、神の名の下にな」

「神のお言葉にはありがたくて涙なみだが出るな。言葉の内容が決まったらすぐに教えてくれ。各街を制圧する際、教会の司祭に協力を仰あおぐことにしよう」

　苦笑いを浮うかべてミケロットはうなずいた。




　　　　◆




　執しつ務む室に集まった面々は、ナタリアの報告に耳を傾かたむけていた。

「幾いくつかの傭兵隊と交渉を済ませ、二〇〇〇の兵力を確保しました。また同時に市民兵の徴ちよう募ぼも開始しており、以前の戦争に従軍している者を中心に八〇〇の参戦を受け付けました。これにて予定通り、六八〇〇の編制の完かん了りようが見込まれています」

「ふぉっふぉっ。リノが編制作業を取り仕切るよりも、ナタリアに任せたほうが素す早ばやく堅けん実じつに軍の編制ができるようじゃな」

　ワルターが楽しげに笑うと、リノは冷静に指摘する。

「俺のときはただ単に、仕事を抱えすぎていただけだ。だからエリザやドロテアにも協力してもらいながら、俸ほう給きゆうの支し払はらいや財政を一人で見つつ準備を進めなくちゃならなかった。そりゃ無理があったさ」

「本当？」

　ここぞとばかりにニヤッとしてナタリアが訊いてきた。

　肩をすくめつつリノが応じる。

「別に自己弁護をするつもりじゃない。本当だよ」

　エリザが皆みなを見回して口にする。

「教皇軍との開戦を想定し、さっそく将や兵の配置を決めてしまいましょう。まず、首都フォルセスの守将にはワルター。兵力は市民兵八〇〇、傭よう兵へい二〇〇──その合計一〇〇〇」

「たまにはワシも、最前線で戦いたいんじゃがのぅ……。毎日のように激げき闘とうのなかに身を置いた過去が懐なつかしくなるときがあってなぁ……」

「うーん……守将をドロテアに任せるのもアリだけど……今回はナタリアにも従軍して経験を積んでもらうから、教官役のドロテアとチームを組ませて前線に出したいのよね。それにワルター、プレートメイルを着て動くと、最近ずいぶん息切れが激しくなったよ？　あまりにゼエゼエって息するから、そのまま死んじゃわないか心配するほどだけど」

「ワシは鎧よろいなぞ着なくてもいいのです。幾千の戦いを繰り広げてきたワシの天性の勘かんが、あらゆる危機を乗り越こえてくれることでしょう」

「そんなこと言って、プレートなしで万一火縄銃の流れ弾だまが当たったら死ぬかもしれないよ。手持ちの将軍がまだ少ない今、ワルターに逝ゆかれると困っちゃうの。いざ戦争となって、ワルターがいるのといないのとじゃずいぶん違う。だからお願い、今回も首都の守将に回って。いずれ嫌いやでもワルターには最前線に出張ってもらわなくちゃならないことはあるはずだから」

「姫ひめ様さまにそこまで頼たのみ込まれてしまえば、この爺じいも命を懸かけて首都を守り通さねばならぬでしょうな。わかり申した、安心して前線に行ってくだされ」

　ワルターがひとまず納なつ得とくしたようだったので、エリザが先を続けてゆく。

「そして私が主力を務める。正規兵三六〇〇、傭兵一四〇〇──合計五〇〇〇。これが、フレンツェ攻こう略りやく軍の中心になる。包ほう囲い網もうを主体とした作戦計画になるなら、前線でも頻ひん繁ぱんに外交交こう渉しようが発生してくるだろうし、副将にはリノに付いてもらう」

「了りよう解かいした」

　リノは即そく座ざにうなずいた。

「残りの兵士、正規兵四〇〇、傭兵四〇〇──合計八〇〇はドロテアが率い、別働隊として動いてもらう。要よう塞さい化したミトにまで進出し、攻勢の機を常にうかがって。そしてチャンスと見ればローマを窺うかがう気配を見せてほしいの。現実には兵力が少なくてローマを落とすのは無理だけど、そういう構えを見せておくことがチェザーレや教皇庁への牽けん制せいになるから」

「畏かしこまりました」

　ドロテアが生き真ま面じ目めな表情で言った。

「ナタリアは初めての従軍になるわね。ドロテアの指示を仰いで戦せん闘とうをこなし、別働隊の外交交こう渉しよう全ぜん般ぱんについても担当してもらうことになる。くれぐれも功を焦あせらないで。最初の戦闘は、誰だれだってガチガチになるからね」

「最善を尽つくします。ちなみにエリザ様は何歳くらいから従軍していたのですか？」

　ナタリアの問いに、エリザが考えながら応じる。

「私？　一〇歳のころにはお父様やワルターに付いて、もう馬に乗っていた記き憶おくがあるわね」

　ワルターが口をはさむ。

「いいや、六歳のころですじゃ。姫様は剣けんを握にぎり、この爺が馬上で抱だっこして座っておりました。激闘の模様を眺ながめながら、戦いくさの流れを幾いく度ども語って聞かせたものです。なんとも懐かしいのう……」

「そうだったのですか……。エリザ様には簡単に敵かないそうもありませんね。では、ストラデルラ将軍は？」

「私は戦場の真まっ直ただ中なかに置かれた村で産まれたようです。私以外の村人はみな死んでいたといいます。それを聞いて育ちましたから、私にとって始めて戦場にこの身を置いたのは、この世に生を受けた瞬しゆん間かんと同時なのだろうと思います」

「ちなみに俺はエリザの少しあとから従軍し──」

　次は自分の番だとリノが語り出すと、ナタリアがピシャリと言い放つ。

「リノには聞いていない」

　思わずリノは前のめりになり、一同は笑った。

　リノは不満をぶちまける。

「何で俺にだけ聞かないんだよ」

「エリザ様とストラデルラ将軍は歴戦の将って感じだけど、リノは違うじゃないの。他に適任がいないから任されているだけ。いずれ私が取って代わると思う」

　そんなナタリアの話に、エリザが応じる。

「だけどその分、リノの宰さい相しようとしての手しゆ腕わんは他に並ぶものがいないほどだからね。私やドロテアだと、とてもリノみたいな政治はできない。人にはそれぞれ向き不向きがあるってことじゃないのかな」

「つまり裏返せば、エリザも俺が将としては三流だってことを認めてるんだな」

　リノはガラにもなくふて腐くされた。

「えっ？　ち、違うよ。リノには任せて安心だっていう安定感があるし……」

　エリザは弁明したが、内心ではリノとて、エリザやドロテアには敵わないことを自覚していた。過去の戦史の研究は一通りしてきたリノであったが、それらの知識を実じつ践せんで応用できるかといえば、また別の才覚が必要だ。それに才覚は一つではなく、各将の性格や度胸や忠誠心、軍や国家のなかでの立場や身分、その折々の状じよう況きようによって幾つもの種類がある。

　リノの場合、兵力を支える国家財政、歳入・歳出、国家長期計画の方面へと頭が回り、兵力の損そん耗もうを気にしすぎるがため、リスクを取って勝負をかけていくここ一番の山っ気にどうしても劣おとってしまうのだった。真に有能な将は、危機と好機の間を奔ほん流りゆうのように往き来する戦場の怖ろしさを、心のどこかで楽しめる精神性──遊び心を持ち合わせなくてはならない。

「いやしかしリノ殿どのが将軍としても一流だったら、世界の歴史は変わっていたかもしれん。これはこれで……」

　ブラッキアリは擁よう護ごしたつもりだろうが、しかしその言葉も、リノが二流か三流の将であることの裏返しだった。

「用兵を見れば、リノが決して軍略に劣っているのだとは思いません。しかしリノには、匹ひつ夫ぷの勇が絶対的に足りないのだと思います。ときには目を瞑つぶってでも特とつ攻こうしなくてはならない戦の流れというのは、あるのです」

　さすがにドロテアは、少しの遠えん慮りよもなくストレートに指し摘てきしてきた。また、いつも近くにいただけに、リノの強み弱みを正確に把は握あくしていた。

　ワルターが高笑いをする。

「ふぉっふぉっふぉっ。どうやらワシは息子むすこだけ甘やかしすぎてしまったようじゃ。もっとビシバシ鍛きたえて、戦場を引っ張り回しておけばよかったのう」

「もう俺の将としての話はいいよ……。軍の編制を整えつつ、フレンツェの動静を常にうかがい、さっそく仕し掛かけに取りかかろうじゃないか。チェザーレがフレンツェを掌しよう握あくしたタイミングを逃のがさず俺たちが各国を誘ゆう導どうすれば、必ず包囲網は成るはずだ」

　リノが話を切り替かえるように促うながすと、ようやく皆は本題の戦争計画について語り始めたのだった。




　　　　◆




『神は、トスカリア地方一帯に偉い大だいなる国家を誕生せしめた。教皇庁はこの国家を、トスカリア公国として名乗ることを認めるものとする。この新国家を治め得るのは、教皇軍最高司令官として一帯の平和を維持し、神の啓けい示じを受けたチェザーレ・ボルジア以外に他になし。今日ここに、偉大なる君主が生まれたのだ。すべてのリスティア教徒にとって祝福すべき日だと言える。やがてトスカリア公国は、イタリナ全土を神の光りで包み込み、その統治に与あずかるあまねく人々に多大なる祝福をもたらすことであろう』




　その書状をテーブルの上に広げ、チェザーレは笑みを浮かべる。

「父が書き送ってきた神の言葉だ。フフフ、神とは実に素す晴ばらしき存在だな」

「トスカリア公国か。これで教皇軍最高司令官のような曖あい昧まいな立場ではなく、ついに正式な君主ということになったな」

　事務的な口調ながら、どこか感かん慨がい深ぶかげにミケロットが応じた。

「だが決して手放しで喜べる話ではない。曖昧さは、ときに強固な武器になってきた。教皇庁というバックボーンを背負い、教皇庁の国庫に自由に出入りして軍事力を養ってこられたことは、非常に有用なことだった。一方、君主国となれば、周囲の国々から今まで以上に監かん視しされ、厳しい国際秩ちつ序じよの荒あら波なみに晒さらされることになる。良よし悪あしを判断するのはまだ早い」

「しかしだぞ、教皇領の六割以上と、フレンツェやピノまで押さえる大国の君主だ。教会の口さがない連中から横やりを喰くらうこともない。これで大手を振ふって欧おう州しゆう政治に参戦していけることになる。これ以上の出世など他にあろうか」

　そんなミケロットの言葉に、チェザーレは首を振る。

「いいや、まだまだだ。新国家の主体は、しょせんはフレンツェにすぎない。経済力ではヴェザニアに及およばず、軍事力ではフランク王国にとうてい追いつかない。可能な限り素す早ばやくトスカリア公国を拡張し、欧州に広く君臨する超ちよう大たい国こくを打ち立てねばならぬ──」

「休息するヒマもなしか。御ご大たい層そうなことだ」

「まだまだ先を急ぐぞミケロット。フレンツェ市内の反乱は押さえたか？」

「市内はすでに沈ちん黙もくしている。もはや反乱の芽はないだろう。あの騒さわぎで倒たおれた大勢の負傷者を手厚く看護したことで、市民らもだいぶ落ち着きを取り戻もどしたようだ」

「民衆の心とは、実に安上がりなものだな。目に見える小さな善行や悪行ばかりに心が向き、壮そう大だいな泥どろ棒ぼう行こう為いは三日と立たずに忘れてしまう。誠まことに以もつて、その辺りの犬や猫ねこと変わらぬ存在なことよ。……よし、明日あしたには旧議会の建物で、正式にトスカリア公国の発足と、この俺が初代君主に据すわることを宣言しよう」

「了解した。念のため、警備には厳重を期そう」

「あとはフレンツェ領をくまなく制圧したのちに、トスカリア公国全体を統とう括かつする行政機構をいち早く整備しなくてはなるまい。ラディスには役に立ってもらうことが多そうだ」

　そしてチェザーレは市庁舎の窓辺に視線を向け、自らの手中に落ちたフレンツェ市内の景色に目を細めたのだった。
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　深夜、リノが部屋で書類を記していると、部屋がコンコンとノックされた。

　返事をして扉とびらを見やると、メイドが入ってくる。

「失礼します。情報官の方が到とう着ちやくされ、宰相に一刻も早く面会したいと」

　こんな時間に面会を求めてくるとは、よほどの重要な事態に違ちがいない。

「わかった。屋や敷しきの応接間で訊きこう。着き換がえて行くから、情報官はそこで待たせておいてくれ」

「畏まりました」

「……あと、もしエリザやドロテアが起きていたら、同席してくれるよう伝えてほしい」

　ナタリアやブラッキアリは割り当てた宿舎に親子二人で住んでいる。もう夜よ更ふけだけに、明日の朝に報告すればいいだろう。また、最近のワルターは実務にほとんど口を出さなくなったので、参加させても意味は薄うすいと判断した。老人は寝ねかせてやったほうがいい。

　リノは着換えて、応接間へと向かった。

　途と中ちゆうで先ほどのメイドと擦すれ違うと、メイドは口にする。

「エリザ様、ドロテア様にも声を掛かけましたところ、急ぎ応接間に行くとのことです」

　リノはうなずき、そのまま応接間へと足を踏ふみ入れた。

　待っていた情報官が口にする。

「夜分に申し訳ありません」

「一向に構わない。何があった？」

「急報です。一昨日おととい、チェザーレが旧議会にて──」

　情報官が報告を始めたところ、ガウンを羽織ったエリザと、メイド服姿のドロテアが部屋に入ってきた。

「これは……」

　エリザの姿に恐きよう縮しゆくした情報官だったが、すかさずエリザが促す。

「そのまま続けて」

　うなずいた情報官は、リノとエリザとドロテアをそれぞれ見やりながら報告を始める。

「一昨日、チェザーレがフレンツェ旧議会にて、新生国家トスカリア公国の樹立を宣言しました」

「トスカリア公国……？」

　エリザがつぶやいた。

「はい。フレンツェ共和国一帯、ピノ共和国一帯、そして教皇領の六割という広大な地域を支配する新しい君主国です。新国家の中心となるのがフレンツェ周辺の、古くはトスカリアと呼ばれた地域ですから、その名を冠かんするようになったのでしょう。これは伝聞情報にすぎませんが、リスティア教皇が命名したとか」

　やはり来るべきものが来た、そんな思いでリノは情報を受け止めた。

　トスカリア公国は、経済力ではヴェザニア共和国に劣るが、抱かかえる人口の多さや、産業力においては欧州でもなかなかの規模となるはずだ。しかも教皇庁とは密接な関係性を保っていることで、宗教的権けん威いまで持っている。軍勢の編制能力は、時間さえ掛けられるなら二～三万くらいまで見込めるようになるのではないか。とてもフォルセス単独では相手にできない規模の大国である。

　だが、それだけにトスカリア公国の成立は、欧州政治に波風を立てるのは確実だ。周辺諸国がこのチェザーレの王国を放置したままでおくとは思えず、そこにフォルセスが付け入る隙すきがあるはずだった。

　エリザが確かく認にんする。

「リスティア教皇は何か言っているの？」

「トスカリア公国誕生に、盛んに祝辞を述べています。フランク王国やスペンス王国には、トスカリア公国を認めるように、教皇庁が使節を派は遣けんしたという情報もあります」

　ドロテアが眉まゆをひそめる。

「教皇庁は、みすみすチェザーレに支配地域を分ぶん与よしてやることになります。それも黙もく認にんするというのですか？」

「そのようです。もともと教皇庁の支配地域のほとんどは、教皇軍最高司令官であったチェザーレの王国のようになっていましたから、教皇庁としては何も変わらないというのが実態でありましょう」

　リノは腕うでを組む。

「教皇アレクサンデル六世がやっかいだな。あの教皇自身が、教皇庁からあらん限りの利益を引き出して、それを自分の息子にくれてやろうと工作している」

「チェザーレは見事に立ち回っているわよね。教皇である父を存分に利用して、自分は常に有利なポジションに身を置いている。ちょっと考えられないくらいの勢力拡大のスピードよ」

　エリザは不安な表情を覗のぞかせた。

　リノが訊く。

「周辺諸国の反応はどうだ？」

「最も強きよう硬こうに反発しているのがジェリバ共和国です。ジェリバ共和国はもともと、フレンツェの議会が解散されたことに激しい非難を行っていました。今回のフレンツェ共和国の解体は、ジェリバ共和国市民に重大なショックを与あたえ、軍事行動を起こすべきだとする市民世論も盛り上がっているとのこと」

「チェザーレの王国に隣りん接せつすれば、次は自分たちと考えるのは自然なことです。私たちもその脅きよう威いは幾いく度ども味わってきました」

　ドロテアの言葉に、リノがうなずく。

「包ほう囲い網もうには、ジェリバ共和国は確実に加わると見ていいだろうな。あとはできれば、フランク王国とナファリ王国には包囲網に加わってもらいたいところだが……」

　ジェリバ共和国は海上交易で暮らす最富ふ裕ゆう国の一つだが、何百年にも亘わたって海かい賊ぞくやアミラム教勢力との交戦を続けてきた経けい緯いがあるから、海の男たちである市民兵が血気盛んであり、決して軍事的に弱い国ではない。トスカリア公国に単独で対たい抗こうするのは難しくとも、ジェリバとフォルセスが挟はさみ込めば、そこそこの継けい戦せん能力を維い持じできると考えられた。あとは他の諸国が包囲網に加わってくれば、勢力バランスは一気にこちら側に有利に傾かたむくはずだ。

　情報官は報告を続ける。

「ナファリ王国は非難声明を出したようですが、教皇庁に遠えん慮りよしているのか、それほど強いスタンスではないようです。また、フランク王国の情報は収集中です。未だ、そのスタンスはハッキリしません」

　イタリナ半島の半分近くを支配するナファリ王国は、欧州の政局を考える上で外せない大国の一つだ。だが、大都市が集中するイタリナ北部と違って、ナファリ王国が支配する南部はそれほど豊かな地域でもない。海賊の被ひ害がいが頻ひん発ぱつしていて、有能な人材は北部へと次々に流出してくる。財政余力に乏とぼしい国だが、人口がある分だけ軍事的には期待できるので、なんとかして包囲網には引きづり込みたい相手だった。

　また、北西の超大国フランク王国が、リノの構想する包囲網に加わってくるようなことがあれば、それだけでトスカリア公国は破は滅めつする。だがチェザーレも、フランク王国には様々な手を伸のばしているだろうから、まだ予断は許さない。最悪の場合でも、フランク王国が中立を保ってさえくれれば、包囲網構想が機能し、チェザーレを封ふうじ込めていくことができるはずだ。

「ヴェザニアは？」

　エリザの問いに、リノが応じる。

「実は、ヴェザニアとは俺のほうで頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っている。当然ヴェザニアとしてはトスカリア公国の成立を容認しないが、かといって自分たちが主体となって軍事行動にまで踏み切るかどうかは検討中らしい」

「検討中？　チェザーレの国と隣接することになるのに、このまま何もしないなんてありえるのかしら。ヴェザニアこそ、最も起たち上がってほしい国なのに」

「あの国はさ、いざ政治的な大事件を前にしても、冷静に議論を重ねて結論を出してくるからな。当初の動きが鈍にぶく見えるのは仕方がないよ。ただ水面下では、すでにヴェザニアにだけは包囲網構想についても打だ診しんしている。なにせ貴重な攻こう守しゆ同盟国だからな。こちらの手の内もある程度明かしてしまっていて、チェザーレがフレンツェを乗っ取った瞬しゆん間かんに、フォルセスが中心になって各国に包囲網を持ちかけていくつもりだとも伝えているんだ」

「それなのに曖あい昧まいな反応だったの？」

　エリザは不満そうな口調だった。気持ちはわかる。だがヴェザニアとは同盟国であっても、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だ。

「都合よく包囲網が結成されて、フォルセスがトスカリア公国と開戦した場合には、攻守同盟に則のつとって、国境線に近いところまで守備兵を派遣してくれることは確約できるそうだ。決まっているのはそこまで。それ以上のことは、ヴェザニア政府内で結論が出ていないということさ」

「ヤキモキするなぁ。ここでチェザーレを追い落としておかないと、私たちにとってだけじゃなく、ヴェザニアにとっても良くないことが起こるような気がするよ。チェザーレの野望の途と上じように立ちはだかるのは、間ま違ちがいなくヴェザニアになるからね。フレンツェを我が物にしたチェザーレが次に望むのは、地中海経済の中心地──ヴェザニアなんじゃないかしら」

「だけどさ、守備兵を派遣してくれるということは、俺たちの味方であることは確実だ。そこが鮮せん明めいになっているだけでも全然違う。それに守備兵が何人になるかは知らないけど、国境付近の一部を任せられるなら、こちらの軍事行動の幅はばも広がるということだ。それに俺たちが他国に外交する際も、ヴェザニアも包囲網に加わると匂におわせることができる」

「匂わせるって、ヴェザニアがトスカリア領に侵しん攻こうするかどうかはわからないんだよね？」

「いいんだよ、それで。攻守同盟がある。そして守備兵派遣という確約もある。それだけで包囲網の一派だと色づけすることは、そんなに難しいことじゃない。ヴェザニアの包囲網参加の情報は、各国の背中を押すための材料になるだろう」

「リノのほうが、ヴェザニアより上手ということかな？」

「いいや、瞞だまし合いということだ。どちらが上かはわからない。もしかしたらヴェザニアのほうが……」

　リノは言葉を濁にごらせた。ヴェザニアには傑けつ出しゆつした英えい雄ゆうはいないが、その長い繁はん栄えいのなかで培つちかわれてきた聡そう明めいな指導者層が数多あまたいる。リノの個人としての力量と、ヴェザニアの政府としての力量は、タイプが違いすぎてなんとも比ひ較かくしようがない。

「攻守同盟の相手でも、いつまでも腹の探さぐり合いをし続けなきゃならないんだね」

「そもそも攻守同盟自体が、互たがいに相手を利用しようとするシロモノにすぎないだろ。俺たちもヴェザニアを徹てつ底てい的に利用する。ヴェザニアは直接汚きたないものには触ふれず、フォルセスを前面に立てる形で、トスカリア公国や教皇庁に圧力を加えたい。ある意味、互いの志向に上手うまく合がつ致ちした素す晴ばらしい同盟というわけだな」

　皮肉混じりな口調でリノは言った。

「なんだか嫌いやになってくるね。国際関係の何もかも……」

　落ち込むエリザに、ドロテアが口にする。

「最終的には、信じられるのは自分だけということではないでしょうか。滅ほろぼされないためには淡たん々たんと兵を養い、軍事技術を突つき詰つめていくしかありません」

「とは言え、外交的には悪くない状じよう況きようだ。最初に構想していた通り、チェザーレが自らの行動によって窮きゆう地ちに立たされる舞ぶ台たいが醸じよう成せいされつつある。あとは俺たちが積極的に各国を後押ししていけば、トスカリア公国ごとチェザーレを討うち果たすことができるだろう」

　チェザーレが打ってくる手があまりに早いため、元はと言えばフォルセス公国は後手後手に回っている状況だった。しかしそれをアベコベに覆くつがえすことが可能になるのがリノの構想であり、チェザーレは網あみに掛かかりかけているとも言えた。

　リノは続ける。

「明日あしたにはさっそく各国に使者を派遣し、行動を開始することにしよう。いよいよ外交戦の本格的な幕開けだ。エリザやドロテアのほうも、軍事行動の準備を着々と進めておいてくれ」

「こちらは任せて。リノも外交に出るの？」

「この機会に俺は、フランク王国を訪問してみるつもりだ。俺自身が直接出向くことで、誠意の証あかしとしていきたい。フランク王国は巨きよ像ぞうのような国だから、何を成すにも味方に付けておかねばならない相手だろう」

　いずれにせよ、今は深夜であるため行動のしようがない。明日の朝には、ナタリアやブラッキアリとも手分けして本格的な外交政策に取りかかっていかねばならない。そしてフォルセス公国が中心となって、国際的連れん携けいの機運を盛り立てていく必要があるだろう。
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　トスカリア公国成立の第一報がもたらされた翌日には、およそ一〇の周辺国にリノは外交使節を派遣した。とりわけ押さえておきたいナファリ王国には、ナタリアを派遣。そしてリノ自身は、わずか五騎きの騎兵を従えただけで、フランク王国の首都パリスへの道中を急いでいた。

　フランク王国は、長らく欧おう州しゆう政治の台風の目であり続けてきた超ちよう大たい国こくだ。そしておそらく、これからもそうだろう。これは何も、特別にフランク王国に求心力がある英雄が登場したわけでも、優すぐれた統治者が存在したからでもない。国土の隅すみ々ずみにまで肥ひ沃よくな農地が広がるフランク王国は、膨ぼう大だいな人口を養うことが可能だった。それが今や人口一六〇〇万人にまで膨ふくらみ、今後もますます人口集積が進みそうである。人口は国家経済の基き盤ばんを支え、兵士の数にもストレートに影えい響きようを及およぼす。フランク王国が軍事行動を起こせば、数万規模の軍を軽々と編制してくるのは、やはり規模の力によるものだ。欧州で政治活動に取り組む者としては、決して無視してはならない大勢力なのである。

　パリスの郊こう外がいにある国王の宮きゆう殿でんに着くと、それは優美で巨きよ大だいな建物が広がっていた。フランク王国の威い容ようを、その宮殿の体たい軀くが証明するかのようだ。少なくともたった一つの国王の宮殿が、フォルセスが新市街の中心に作った公こう邸ていの百倍の規模はあるだろう。

　リノたち一行は馬を置き、衛兵に案内されながら宮殿の門をくぐった。そして待合室に通され、ソファに腰こしかけた。

　同行した騎兵たちは物もの珍めずらしげに辺りを見回している。待合室一つとっても、大規模なパーティーが開かれてもおかしくないほどの飾かざり付けが施ほどこされ、絨じゆう毯たんには足が沈しずみ込む。

「なんとも、凄すさまじい建物ですね」

　同行した兵士の一人が感かん嘆たんの声を上げた。

「感心できないな。これは市民や農民の血税の成果だ。こんな宮殿を造るくらいなら、よほど常備軍を養ったり、国境に要よう塞さいを造ったり、科学研究に資金を注ぎ込むほうが有用だろう」

　だがそんな自分の発想自体が、持たざる者の考えなのかもしれないとリノは思った。他国の動静に左右されることのない超大国は、細々とした軍事や外交に必死で力を注ぐ必要性など、そもそもないのだろう。どんな行動をしようが傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まえるのだから。

　しばらく待つと、一人の官かん吏りがやってきて声を掛けてくる。

「フォルセス公国の使者の方々、お待たせ致いたしました。代表者の方のみ、ご同行ください」

　リノが立ち上がり、官吏のあとに従った。

　そして五分ほども広い廊ろう下かをゆっくりと歩かされた。離はなれた両りよう脇わきの壁かべにはズラリと絵画が掛けられており、美術館のようにさえ見える。ダ・ヴィンチ作の絵画も二つほど見受けられた。

　リノはすぐに理解した。外交使節に対し、わざとこのように長大な廊下を歩かせることで、フランク王国の威い信しんを見せつけることが目的なのだ。つまり、すでに外交は始まっているということだろう。

　最さい奥おうの扉とびらの前で立ち止まり、官吏は恭うやうやしく扉を開く。

「こちらです。どうぞお入りください」

　促うながされてリノが部屋に入ると、部屋の奥には玉座が設けられていた。しかしそこには誰だれも座っていなかった。

　代わりに玉座の隣となりには、聖職者の出いで立ちの、白しら髪が交まじりの細身の壮そう年ねんが立っていた。その壮年は両手を広げ、リノを迎むかえ入れてくる。

「ようこそ、ゴットフリートの仮の息子むすこよ。なに、そろそろフォルセス公国にも動きがあると思っていたところだ」

「……」

　リノは一いつ瞬しゆん、身構えた。この目の前の男は誰なのか。そして、どこまで物事を見通しているのだろう。

「おっと、そう堅かたくならないでくれ。自己紹しよう介かいがまだだったな。私がアルマン・ジャン・デュ・プレシー・ド・リシュリューだ。いささか長い名前だから、呼よび掛けるのも面めん倒どうだろう。手短に、リシュリューと呼ぶがいい」

「あなたがリシュリュー枢すう機き卿きよう!?」

　リノは息を吞のんだ。

　リシュリューは、言わずと知れたフランク王国の宰さい相しようだ。国王のブレーンであり、政治を一手に任されるフランク王国の大黒柱といっていい存在だった。

　自分とて宰相だが、国同士のレベルに大いなる開きがあり、とうてい同じ立場だなどと言うことはできない。リシュリューが将軍だとすれば、リノなどせいぜい上等兵並みの立場だろう。

　そしてリシュリューは、リスティア教会において枢機卿まで務める大人物でもあった。チェザーレも枢機卿だから同等の身分であり、極きわめて高位の相手である。

「これは……失礼いたしました。私はフォルセス公国の宰相を務めます、リノ・バルダートと申します。まさか名高いリシュリュー枢機卿がお相手をしてくださるとは、恐きよう縮しゆくするばかりです」

　自分はフォルセス公国という小国の使者だけに、もう少し下位の、外交関係を司つかさどる官吏か大臣クラスを相手にするのだとばかりリノは想定していた。ヴェザニアを相手にした際も、現場での交こう渉しよう相手は常に一官吏にすぎないオルカスだったのだ。

　ただし、リシュリューが表に出てきたならば話が早いのも事実である。あとはリノが、どこまで本音を引き出せるかの勝負だ。

　早さつ速そくリノは切り出してゆく。

「ときにリシュリュー枢機卿は、『そろそろフォルセス公国にも動きがあると思っていた』と仰おつしやいましたね？　どこまで我々のことを把は握あくしておられますか？」

「はっは、いささか怖こわがらせてしまったか。欧州の政治を、私が手の平の上で弄もてあそんでいる錯さつ覚かくに囚とらわれることがある。だがその感覚は、ややもすれば錯覚ではないのかもしれぬ」

　答えになっていない返答だった。端はなっから答えるつもりなどないのかもしれない。

「リシュリュー枢機卿のお考えは間ま違ちがっておりません。フランク王国という存在は、ただそこにあるだけで欧州の圧あつ倒とう的な中心です。ならばこそ私もこうして、フランク王国との交友を深めようと参上しているのです」

「フランクは、あまねくすべての国々を超こえて強大であり続けねばならぬ。オスマニア帝てい国こくが地中海世界に強大な帝国を創つくり上げた以上、それを防げるのはフランクだけだ。争いばかりで明け暮れる欧州がひとまずの秩ちつ序じよを維い持じできるのも、我々フランクが巨大であるからこそであろう」

　上から目線で反感を覚えるリシュリューの物言いだったが、さも理解ある風にリノは装よそおって満足げにうなずく。

「その通りです。であればこそ、フランク王国にはイタリナの秩序の維持にも無関係ではいられないはず。目下、イタリナは大きく乱れています。その原因を取り除くことに、ぜひとも力をお貸しください」

「ふむ、チェザーレだろう。アヤツは何とも、きかん坊ぼうで困る。もともと我が国王とボルジア家は姻いん戚せき関係にもあったから、色々と面倒は見てきたつもりだ。チェザーレが教皇領の征せい服ふくを試みた際には、我が国は騎き士しを傭よう兵へいとして貸し与あたえたこともあった。しかし今ではチェザーレはこちらの手を離れ、勝手気ままに振る舞っている。あまりに行き過ぎれば何らかの仕置きを考えなくてはなるまい」

「フレンツェ共和国の解体、そしてトスカリア公国の登場については、リシュリュー枢機卿も詳くわしくお聞き及びになっているはずです。我々フォルセス公国としても、この動きは決して座視できません。我が国は軍事行動を採る覚かく悟ごです。どうかフランク王国も共きよう闘とうして、トスカリア公国打だ倒とうの兵を挙げてくださいませんか？」

　リノは極めてストレートに申し出た。もし一官吏を相手にしていたら、誘ゆう導どうや恫どう喝かつを交えつつ、ありとあらゆる手を駆く使しして交渉に務めたはずだ。だが相手は欧州政治きっての大物であり、英えい邁まいな宰相として名高いリシュリューである。下手に謀ぼう略りやくを駆使すれば、怒いかりを買い、逆にフォルセス公国が厳しい状況に追いやられる可能性もあった。それゆえ慎しん重ちようを期し、実直に交渉を進めるしかないとリノは判断したのである。

「しかしだ、フランク王国が動くと決まれば、チェザーレは破は滅めつする。別に破滅させても痛いたくも痒かゆくもないのだが……まだ利用価値が見み出いだせないとも限らない」

「ですがここでチェザーレを放置すれば、さらなる無法を許すことになるのは確実です。もしフランク王国の意向にそぐわない行動をチェザーレが採ったのであれば、ときには懲こらしめることも必要。報むくいれば恩賞を与え、裏切れば罰ばつを与える……それが人間関係の基本かと。信しん賞しよう必ひつ罰ばつで望むべきではないでしょうか」

「フランク国王の威い光こうの前では、信賞必罰など必要ない。必罰だけが必要だ。チェザーレの首を獲とるときは、一気に獲る。我が国が決断すればそれが叶かなうのだから、慌あわてる必要は感じていないというだけにすぎない」

　押しても引いても難しい。ここぞというときに言葉を濁にごされ、言げん質ちを押さえることができない。さすがに老練な政治家だ。

　この時点でリノは、このリシュリューを相手にして交渉は不可能だと判断していた。自分の策さく謀ぼうや言葉では決して惑まどわすことができない確固とした知性を、リシュリューは持っている。とてもコントロールできる相手ではない。それゆえリノは方針を切り替かえ、純じゆん粋すいに情報官としてフランク王国の方針を探さぐるのを優先することにした。

　リシュリューと対等に交渉できることがあるとすれば、こちらがフランク王国と対等な軍事力を保持したときになるだろう。国力ではすぐには敵かなわなくとも、軍事力と科学力の増強に焦しよう点てんを絞しぼって国を強化し、いずれ必ずフランク王国の立場を覆くつがえしてみせると、リノは密ひそかに誓ちかったのだった。

「リシュリュー枢機卿を見込んで、今後の我が国が採る外交政策を打ち明けます。我が国としては、ここでチェザーレを打倒するために、周辺諸国と手を取り合い、トスカリア包ほう囲い網もうを組成していく準備をしております。すでにヴェザニアをはじめ、いくつもの国と手を組む協議を行っているところです」

　リシュリュー相手には、こちらのカードを見せずして、相手のカードを見せてもらうことはできない。また、こちらのカードである包囲網は、いずれにせよすぐに明らかになるのだから、このタイミングで開示しても構わなかった。

　リシュリューは訳知り顔でうなずく。

「貴国としては、そうするしか手はあるまい。だからこそ、貴国がフランクを訪問してくる理由もわかろうというものだ。一つ約束できるのは、我が国はチェザーレを相手にすぐさま軍事行動を採るだけのメリットを感じていないが、反面、貴国の軍事行動や外交政策を妨ぼう害がいするような意味もないと考えている。つまり、貴国は我々の妨害など一いつ切さい念頭に入れなくても大だい丈じよう夫ぶだし、自由にするといい。そのことを、この私が保証する」

　リノは、訪問の最低限の意義を確保できたことに安あん堵どした。フランク王国がチェザーレを支し援えんする可能性はゼロだとの確証を得られたことは、重大な成果の一つだ。もっとも、リシュリューが本当のことを言っているという保証はないのだが。

　リノは穏おだやかに笑う。

「ははは。まるで本当に、フランクが世界を操あやつっているような物言いですね。ですがたしかに我々イタリナの諸国家としては、フランク王国に狙ねらわれないようにするために戦せん々せん恐きよう々きようとしています」

「フランクが常に最強国であり続けるのならば、それでいい。それ以上のことにはあまり関心がない。だから周辺の国々は、必要以上に我々に怯おびえる必要はないのだよ」

「むしろ周辺国が争えば争うほど、フランクの威光が増すかもしれない……ということですね？　庭先でイタリナ諸国家が争い合う状じよう況きようは望ましいくらいだと。ならばこそチェザーレの存在が争いを巻き起こすのは意味あることで、そしてまたチェザーレに戦争を挑いどもうとする我が国に横よこ槍やりを入れる必要もない」

「有り体ていに言えば、そういうことになる」

　そう言ってリシュリューが破顔したので、釣つられてリノも笑った。

　この宰相は、なかなか率そつ直ちよくな相手だ。偉い大だいなる宰相として名高いリシュリューが、まさかこれほど本音を相手に開示する人物だとは思いもしないことだった。もっと謀略や陰いん謀ぼうを駆使する宰相だと聞き及およんでいたのに。

　そんなリノの考えを察してか、リシュリューは含ふくみ笑いを漏もらしながら口にする。

「私はいつも、これほどの正直者ではない。なぜ私がいま正直に、ありのままを語っているか……その理由は単純だ。リノ殿どのには私の悪わる巧だくみなど通用しないからだよ。私はリノ殿を評価している」

「……これは……勿もつ体たいないお言葉です……。しかしなぜ、小国の宰相にすぎない私を評価くださるのでしょうか」

「極めて弱体な勢力だったフォルセスが、今チェザーレを相手に対たい抗こうできるまでになったからだ。私の長い生しよう涯がいにおいても、かつてはフォルセスの名前を聞いたことなどほんの数度であったろう。だがヴェザニアの者どもと貴国が攻こう守しゆ同盟を結ぶにあたり、私は貴国に大いに注目することになった。そして貴国には何人もの人間を派は遣けんして、その経けい緯いを調べさせたのだよ。なるほど、貴国は優ゆう秀しゆうな将軍を持っている。君主エリザ・ファウネルに、そして伝説の傭兵隊長として語られたゴットフリート・カルゼン・ブラッカー。だがそれ以上に、貴国は唯ゆい一いつ無二の頭脳を持っていた。それがリノ殿だ」

　伝説の傭兵隊長として語られた名前は、ワルターの本名なのだろうか。だが実の父親について、他人に問い返すのは妙みような話だ。あとで暇ひまなときにでも、ワルターから直接聞けばいい。

「過大にすぎる評価です。私なぞ、可能な限り表に出ないように務めています」

「わかる人間にはわかる。それでいいのだ。我々は互たがいにゲームのプレイヤー同士であり、ときには気の置けない友人であり、同時にライバルでもあり、またときには打倒すべき宿敵にもなる。私はフォルセス公国を見ているわけではなく、リノ殿を見ている。同様にトスカリア公国なぞどうでもよく、私の相手はチェザーレだ」

　そんなリシュリューの視点は、リノにとって意外でありながら、とても面おも白しろい洞どう察さつだった。

「なるほど……そうやって相手国の将来性を推おし量っていくのですね……参考になります。ただ、私の見るところ、私より有能に思える人間は他にもおりました。たとえば滅めつ亡ぼうしたフレンツェ共和国には、極きわめて異才を放つ外交官がいたのですが──」

　リノの話をリシュリューが妨さまたげる。

「共和国はダメだ。プレイヤーに、権力が集中しているかどうかが大前提だ。権力を持たないプレイヤーなぞ、そもそもプレイヤーではない。リノ殿は自身を見よ。フォルセスの実権を、実質的に一手に握にぎっているはずだ。それはまた私も同じ。チェザーレもそうであろう。我々は、掛かけ替がえのない仲間なのだよ」

　プレイヤー同士の手の差し合いを、リシュリューは楽しんでいるようでさえあった。フランクという巨きよ大だいな力を背景にしているからこそ、余よ裕ゆうを持ってゲームに参加できるという事情もあろう。

　リシュリューは意味深に続けてゆく。

「そうして見ていけば、自おのずと見えてくるものがある。私は断言しよう。我がフランクの威光に脅きよう威いを及ぼす国があるとすれば、それは六つ。スペンス王国とオスマニア帝国……そしてスウェズデン王国とイグノランド王国、フォルセス公国とルシア国だ」

「スウェズデンとイグノランドとフォルセスとルシア……。これは実に意外な名前を挙げてきますね……」

　全世界を敵に回しても戦える超ちよう大たい国こくは三つ。フランク王国、スペンス王国、オスマニア帝国だ。だからスペンスとオスマニアの名前が挙がるのはわかる。

　だが、その下にはヴェザニア共和国のような経済大国や、ハンガリア王国やポーラスト王国のような軍事立国もあるし、それ以外にも無数の中ちゆう堅けん国がある。リシュリューが名を挙げたイグノランド王国は、近年には海上貿易で台頭しつつあり、中堅国の範はん囲いに入るだろうか。

　そのまた下には弱小国が網あみの目のように広がっている。リシュリューが名指ししたスウェズデンとフォルセスとルシアは、誰だれの目から見ても弱小に分類できる小国にすぎなかった。

　リシュリューは楽しげに口にしていく。

「フォルセスにはリノ殿がいる。スウェズデンの君主グスタフ・アドルフは類たぐい希まれなる、驚おどろくべき英邁だ。イグノランドのヘンリ八世は一見無学な男だが、その実、知性と教養を兼かね備えた老練な国王。ルシアのイヴァン四世は知的でありながら残ざん忍にん、その専制的な国家体制はやがてオスマニアに勝まさるとも劣おとらぬ存在となるだろう。いずれの者も、権力を一手に掌しよう握あくしている。私の見立てが正しければ、この四国は並み居る国々を押しのけて、いずれ欧おう州しゆうに名を轟とどろかす国家へと変へん貌ぼうを遂とげていくことだろう。もちろん、権力を掌握する怪かい腕わんのプレイヤーが、途と上じようで死なないことが必要だがね」

「……一つお聞きします。チェザーレはその中に入っていないのでしょうか。私が生きてきて、敵かなわないと思った相手は二人います。先ほど挙げたフレンツェの外交官だった男と、そしてチェザーレです。トスカリア公国のすべてはチェザーレが握っているはずですが、これについてはいかに？」

「チェザーレは何事も目立ちすぎる。欧州に住まう我々は、誰もがチェザーレの一挙手一投足を注目している。プレイヤーとして途と方ほうもない男であることは私も大いに認めるところだが、注目されすぎる人間は決して最後まで生き残ることはできまい。自らへの過信は、いずれ身を滅ほろぼすだけだ。目立たず、謙けん虚きよに、自らの牙きばを磨みがき続けなくてはならない。事実、私が名を挙げたスウェズデンとフォルセスとルシアあたりは、大して誰も注目していないような国であろう？」

「勉強になります。私にとってリシュリュー枢すう機き卿きようは、仰あおぎ見るべき超大国の交こう渉しよう相手であると同時に、宰さい相しようとしての大先せん輩ぱいでもあります。今後とも、短たん慮りよな私にご指導して頂ければ幸いです」

　お世辞ではなく、半ば以上はリノの本心だった。

　満足げにリシュリューが応じてくる。

「うむ、謙虚さは良いことだ。その注意深い姿勢と、情勢を冷静に見極めんとする知性を併あわせ持てば、いずれリノ殿が率いるフォルセス公国は、欧州に名を轟かす大国へと成長を遂げることだろう」

　それまでリノには、「自分が率いる」という認にん識しきがまるでなかった。「エリザが率いる」というのが、リノのなかでの大前提だった。それゆえリシュリューの着眼点は新しん鮮せんで、幾いくばくかのショックをリノに引き起こした。

　ニヤリと笑い、リシュリューが言う。

「お互いプレイヤー同士として、このゲームを大いに楽しもうではないか。人生は短い。ならば日々の鬱うつ屈くつを、前向きに楽しもうとする姿勢が肝かん要ようだ」

「ええ、楽しませて頂きましょう。お手て柔やわらかにお願いします」

　フランク王国は中立を保つ──その確信をリノは得た。できれば包囲網に引き込みたかったが、仮に包囲網にフランク王国が加わった場合にはメリットもデメリットも大きい。なぜならフランク王国が包囲網に加われば勝利は確実だが、あまりに突とつ出しゆつしたパワーであるため、それはすでに包囲網ではなく、単にフランク王国がトスカリア公国に戦争を売り、その周辺の国々が傭よう兵へいのように協力するという姿にもなるからだ。

　それゆえフランク王国が中立というのはそれほど悪いことではなく、何よりもそのスタンスの確証を得たことが重大な成果であったのである。また、まさかフランクの実権を一手に握るリシュリューと直接交渉できるとは想定していなかったので、予想外のパイプを得たことは重要な成果であった。

「フランク王国はいずれ、ドーツ方面やイタリナ方面、あるいはスペンス半島で軍事行動を起こすことがあろう。その際は、フォルセス公国を傭兵に雇やといたい。私という一プレイヤーからの依い頼らいだ。その際は、ぜひとも考えてみて欲しい」

　冗じよう談だんめかしてリシュリューが言ったので、リノも楽しげに応じる。

「わかりました。私も一プレイヤーとして、傭兵を受けるメリットやデメリットを勘かん案あんし、その時々の世界情勢を見極めながら、改めて判断させて頂くこととしましょう」

　それからしばらく、リノとリシュリューは世界の政局を基もとにしたブラックジョークを交わし合い、数少ないプレイヤー同士のみで通じ合う心地ここち好よい時間を過ごしたのだった。




　　　　◆




　国王の居室に入ったリシュリューの目には、窓の外に、リノ・バルダートとその一行が帰国していく様子が見えた。

　目の前の国王フランソワ一世は椅い子すに腰こしかけ、世界地図をテーブルに広げて眺ながめやっている。

「ただいま、フォルセス公国の宰相が訪問して参りました。我が国をトスカリア戦線に巻き込みたい意向のようです」

　リシュリューの報告に、フランソワ一世は顔を上げる。

「ほう、たしかフォルセスの宰相と言えば、その方が前から目を付けていた若造であったな。優秀な者であったか？」

「私の想定は正しかったと確信いたしました。やはりこの目で実物を確かめてみるものです」

「余には、リシュリューが常々言うように、とてもフォルセスのような弱小が成り上がるとは思えぬわ。たとえアレクサンドロスとて、そのような偉い業ぎようは成し遂げられまい」

「はっは。国王、何でしたら賭かけをしてもよろしいのですよ？」

　リシュリューの話に、フランソワ一世はほくそ笑えんで乗ってくる。

「ならば一〇〇万シリングで、どうか？」

「お受けしましょう。勝負の行方ゆくえは、いずれフォルセス公国が数万単位の兵を率い、我がフランクの威い光こうの前に立ちはだかってくるかどうかで決めましょう」

　戸と惑まどうことなくリシュリューはうなずいた。フランソワ一世もリシュリューも広大な領地を持ち、一〇〇万シリングなら払はらえないこともない身分である。大金であることには変わりなかったが。

　意外そうにフランソワ一世が声を上ずらせる。

「……まさか受けてくるとは思わなんだぞ。これは面めん妖ような話だ。リシュリューともあろう者が、負けが確定しているような賭けに乗ってくるとは……」

「なに、国政に司つかさどる者としての、ちょっとした余興だと思えば……。ところで国王、チェザーレがぶち上げたトスカリア公国ですが……しばらく放置をするつもりです。あやつがヤンチャをすればするほど、イタリナ諸国は乱れます。我がフランクの威光はいやが上にも増していくというもの」

「余としては、跳はねっ返りのチェザーレなぞ眼中にはない。どうせいつでも潰つぶせるのだから、好きに遊ばせておくがよい。スペンスだ、すべてはスペンスなのだ。対スペンスに利用できる者であれば、どんな者でも利用せよ」

「畏かしこまりました。鋭えい意い、軍勢を養い、対スペンス戦にて共に戦ってくれる味方を集めていくと致いたしましょう」

　リシュリューはうなずき、国王の居室をあとにしたのだった。




　　　　◆




　執しつ務む室に集まったフォルセス公国政府の面々の前で、ナタリアが報告を続けている。

「──フォルセス公国が兵を挙げるのに呼応して、ナファリ王国、ジェリバ共和国、ミレノ公国が参戦を約束してくれました。また、ヴェザニア共和国は直接参戦についての結論を未いまだ下していませんが、およそ一五〇〇の守備兵をミトの要よう塞さいに入れ、もしフォルセス領内が他国に荒あらされるようなことがあれば、防衛に限り共きよう闘とうしてくれるという確約を得ています」

　エリザがうなずく。

「ほぼ、包ほう囲い網もうの想定通りね。トスカリア周辺の中堅国は、ほとんど参戦してくれる。ナファリもジェリバもミレノも弱い国じゃないから、なかなか健けん闘とうするんじゃないかしら。これら諸国で一気に押し込めば、さしものチェザーレも楽観していられるような状じよう況きようじゃなくなるはず」

「欲を言えば、ヴェザニアには参戦してもらいたかったのじゃが……あの国は仕方あるまい。情報収集力に長たけた国じゃ、まだまだ冷静に状況を見極める必要があると感じているのじゃろう。一応、攻こう守しゆ同盟の義理立てをしてくれることだけでも良しとせねば、な」

　ワルターは気難しげに言った。

「他の大国諸国はどうなのだ？　私には、そちらのほうが気になる」

　ブラッキアリの問い掛かけに、ナタリアが応じる。

「フランク王国、スペンス王国、神聖ロクス帝てい国こくについては中立の姿勢と見てよろしいかと存じます。フランク王国の中立は確定的です。ただし、スペンス王国と神聖ロクス帝国は隙すきあらばイタリナを窺うかがう構えを見せており、油断は禁物であろうとの判断です」

　ドロテアが訊きく。

「教皇庁はどうなのですか？」

「残念ながら、教皇庁は完全にトスカリア公国に肩かた入いれしています。教皇庁は欧州各国に向けて、新生トスカリア公国を認めるよう使者を送り出しており、トスカリア公国に逆らう国は神の敵になるだろうとまで主張しています。いざトスカリア公国が戦争になるようなことがあれば、教皇庁は軍をトスカリアに派は遣けんしてくる可能性すらあるかもしれません。もっとも教皇庁の軍は実質チェザーレが率いていましたから、別の傭兵隊長に依頼して、せいぜい数百の軍勢を送り込むのが限度であろうと判断できます」

「忌いま々いましい神の者どもじゃな。あやつらにこそ神しん罰ばつが必要じゃろうて」

　吐はき捨てるようにワルターが言った。

　リノが肩かたをすくめる。

「心配せずとも、教皇庁なんて無視しておけばいいだろう。今どき、教皇庁の指図で動く国なんてありはしない」

　教皇庁は軍事力に乏とぼしくとも、貴重な宗教的権けん威いがあった。リスティア正教徒ばかりの欧州の民衆の間には、未いまだに一定の影えい響きよう力を行使できる。

　ただし、信心深い一部の民衆はともかく、神が何かを語ったからといって従う君主などもはやいない。歴史的事実の理解が十分にある君主や貴族や経済的に豊かな平民たちは、過去の神の言葉が正しかったなどと考える者はそれほど多くない。そういう神の言葉から解き放たれ、人間本来の意志を重視した者たちが多数現れたことが、新しい時代を紡つむぎ出そうとしているのだった。

　ナタリアが報告を続ける。

「ちなみに、周辺の小国も、遠方の欧おう州しゆう諸国も、多くの国が基本的にフォルセス公国の軍事行動を支持する構えです。教皇庁の影響を受けた国はありません。各国は、自分たちがわざわざ危険を冒おかして兵を出そうとまではしませんが、トスカリア周辺の国々が危機を感じてチェザーレを叩たたいてくれるなら、それに越こしたことはないと考えています。トスカリア公国の味方は、教皇庁のみと言える状況です」

　リノは皆みなを見回し、力強く口にする。

「包囲網は成立だ。外交戦は勝利した。ここまで来れば、チェザーレと対等以上の勝負ができるんじゃないかと思う。もちろんトスカリア公国は人口も多くて豊かな地方に根を張る大国だから、一朝一夕で叩き落とすことはできないだろうけど、負けない戦いはできるはずだ。何よりも、負けないことが重要なんだ」

「すべての国がひとまず味方側ってことが明らかなだけでも、信じられないくらいの安心感を持って戦えるよ。こんなに前向きな気持ちで軍事行動が起こせるなんて初めてのことかもしれない」

　エリザが胸を押さえて言うと、ドロテアが続く。

「フォルセス公国に最低限の軍事力がついたということも大きいと思います。まだフォルセスは小国にもかかわらず、主力軍として五〇〇〇以上の兵を動かせるのは、富国強兵に励はげんできたリノたち政治担当官のおかげです。我々軍事担当官も、気持ちが引き締しまるというものです」

「そうじゃのう。あとは、たまにでいいからワシも最前線に赴おもむければ嬉うれしいんじゃが。欧州広しと言えども、ワシほどの名将はなかなかいないんじゃがのう。生ける伝説とはワシのことじゃあ」

　そんなワルターの話に、エリザが噴ふき出す。

「あはは。ワルターが名将であることは認めるけど、伝説って話は初めて聞いたよ。いつの出来事なんだろう。今度、昔話をゆっくり聞かせてね」

　リノは呆あきれて顔に手をやり首をふる。

「最前線に出せって話に飽あきたらず、ついには自画自賛まで始めやがったのか。オヤジまで前線に駆かり出さなくちゃならないってときは、かなり厳しい情勢ということだ。後背地の守備でのうのうと過ごせるありがたさを、ちっとは感じておいてくれ」

「いよいよね。当初の予定通り、第一軍五〇〇〇、率いるのは私、そして副将にリノ。第二軍八〇〇、率いるのはドロテア、そして副将にナタリア。首都フォルセス防衛軍一〇〇〇、率いるのはワルター。さっそく明日あしたには軍事行動を開始する。心の準備はできてるわよね？」

　エリザが一人一人に視線を向けると、誰だれもが深くうなずいた。

「目標はトスカリア公国の解体、そして打だ倒とうチェザーレ・ボルジア。積極果か敢かんな軍事行動で、私たちを散々苦しめてきたチェザーレの度ど肝ぎもを抜ぬいてやりましょう。フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　ここにいる者全員がエリザの鼓こ舞ぶに高らかに応こたえ、明日から決行する軍事行動の成功を誓ちかい合ったのだった。

　トスカリア包囲網を作り出し外交戦で勝利したことを、リノは大いに喜んでいた。

















第四章　チェザーレ包ほう囲い網もう






　包囲網の各国とは、頻ひん繁ぱんに外交使節や情報官のやり取りが始まっており、フォルセス公国、ナファリ王国、ジェリバ共和国、ミレノ公国の四ヶ国が一いつ斉せいに軍事行動を開始して、トスカリア公国の首都フレンツェへと侵しん攻こうすることが決まった。また、ヴェザニア共和国は一五〇〇の兵士をフォルセス公国の国境付近に配置し、側面支し援えんすることになる。

　侵攻軍の数だけを見れば、フォルセス公国軍五八〇〇、ナファリ王国軍四〇〇〇、ジェリバ共和国軍二五〇〇、ミレノ公国軍一七〇〇──合計一万四〇〇〇という数であり、未だ旧フレンツェ領全域にしっかりとした基き盤ばんを打ち立てていないトスカリア公国にとっては、かなりの打だ撃げきになる規模に違ちがいなかった。

　もっとも、侵攻各国は牽けん制せいし合いながら、ずいぶん兵士の数を絞しぼってきているのもまた事実である。国力の限界めいっぱいまで侵攻軍を捻ねん出しゆつしているのはフォルセス公国のみであり、他の国々は他国頼だのみなところがあった。チェザーレと何度も死し闘とうを繰くり返し、厳しい圧あつ迫ぱくを受けているのがフォルセス公国だから、他国とは切せつ迫ぱく度合いが違うのも致し方ない。

　ただ、四方向からトスカリア公国領に侵攻するだけでも、チェザーレを大いに混乱させ、戦いを有利に持ち込めるのは確実だった。フォルセス公国としては、この絶好の好機を活かし、ここでいかにチェザーレを叩いておくかに全力を挙げるべきだろう。

　フォルセスの西門付近では、正規軍四〇〇、傭よう兵へい四〇〇で構成される第二軍八〇〇が整列を終えていた。

　ドロテアが兵士らを見回し、声を振ふり絞る。

「我々第二軍は、ミトに向けて行軍を開始します。第二軍の最終目標はローマ！　行軍開始！」

　そしてドロテア第二軍がミトに向けて進発するのを、西門前でエリザとリノは馬に乗り、見守っていた。最高司令官であるエリザからしばらく離はなれることになる第二軍の兵士たちに、エリザがその姿を見せるだけでも督とく励れいになるのだ。

　第二軍の主要な役割は、イタリナ半島南なん端たんから北上してくるはずの友軍ナファリ王国軍と歩調を合わせ、共きよう闘とうするのが重要な役割だ。また、教皇庁への睨にらみを利きかし、折を見てトスカリア公国領に侵しん入にゆうすることで敵をかき乱すという任務も与あたえられている。

　第二軍の中ほどにいたドロテアとナタリアが、エリザやリノとすれ違う際に言葉を掛けてくる。

「姫ひめ様さま。我が軍が先発します。ご武運を」

「行って参ります」

　二人に、エリザが声を掛ける。

「ドロテア、頼むわね。それからナタリア、あまり気負わず、戦功を焦あせらず落ち着いてね」

「ナタリアには、ナファリ王国との交こう渉しようを引き続き頼むぞ。上手うまく共闘できる態勢を作ってくれ。ナタリアは将としての活動よりも、外交官としての役割のほうが大事だぞ」

　リノは最後にそう念を押した。

　行軍していく兵士たちを見守ったあと、エリザとリノはうなずき合い、馬を広場へと走らせた。守将ワルターに、第一軍を整列させているところだった。

　広場に着くと五〇〇〇の兵士の整列が終わっており、兵士らは待ちかねたようにエリザに向けて視線を一心に注いできた。これだけの規模の主力軍を率いることになるとは、なかなか壮そう観かんな光景だ。

　ワルターのそばに近づき、エリザが言う。

「ワルター、ありがとう。あとは任せて」

「ワシも侵攻軍に加わりたいのう……。五〇〇の手勢だけでも与えてくれれば、ワシがチェザーレを縦じゆう横おう無む尽じんに引きつけてやるんじゃがのう……」

「まだ言ってんのかよ……。軍事行動は趣しゆ味みや遊びじゃないんだ。夢のなかで好きなだけ戦ってろよ」

　リノがぞんざいに叱しかりつけた。

「あはは。ワルターが出てくるときは、私やドロテアが危機に陥おちいったときでしょう。そのときこそ、本当に頼むわね。頼たよりにしてるよ」

　エリザは笑え顔がおでそう言って、兵士らの前に馬を進めていった。リノも従おうとしたが、ワルターの顔をもう一度見やった際、リシュリューとの会話を思い出す。

「そういえばフランク王宮を訪問したとき、リシュリュー枢すう機き卿きようが、オヤジのことを伝説の傭兵隊長とかなんとか言ってたな。ゴットフリートなんたらとか」

「昔のことじゃ。ワシの同どう輩はいの傭兵隊長はみんな死んでいる。こうしてのうのうと生き残っているだけでも伝説なんじゃろうて。久しぶりにワシも戦場で自ら剣けんを振るい、敵兵らと魂たましいのやり取りを繰り広げてみたいものよ」

　否定しないのなら事実なのかもしれなかった。もっとも今は、そんな昔話を語り合っている場合ではない。

　そこでふと、リノは気づいた。最近ワルターがしきりに最前線に行きたがるようになったのは、戦場での相応ふさわしい死に場所を探すためなのではないのかと。宰さい相しようをリノに引き継つぎ、滞とどこおりなく国政が進展しているのを見届けた今、肩かたの荷にが下りたとでも思ったのか、ワルターの活力が衰おとろえたように感じられていたのだ。よくワルターが城じよう壁へきの上で東のほうに遠い目を向け、懐なつかしそうな、それでいながら後こう悔かいの念を禁じ得ないような思いに浸ひたっている様子を、リノはしばしば目もく撃げきするようになっていた。かつて自分が活かつ躍やくした血で染まった戦場に、思いを馳はせているのかもしれない。

　リノは唐とう突とつに、つぶやくように言葉を投げかける。

「オヤジ、悪いが死に場所を探すのはまだ早い。もう一度、その采さい配はいぶりを俺たちに見せつけてもらう日が、近いうちに来るだろう。それまでは無様な生き恥はじを晒さらしてもらい、伝説とやらであり続けてもらうぞ」

　不意にワルターの顔が引き締まる。

「……さすがはワシが育てた息子むすこよのう。ワシの想おもいがわかるんじゃろうか。じゃが……ワシは将としては衰えてしまいよった。思考力も、戦いくさの勘かん所どころも、昔のワシではなくなってしまったんじゃ。おそらく今はもう、姫様にも、ジークベルトにも敵かなわないじゃろうて。それでも、まだこの老体が役に立つ日が来るとでもいうのか？」

「フォルセス公国のために、その身体からだを懸かけてもらう戦場は必ずある。死を前提にした戦場ならば、オヤジじゃないと務まらないだろう。オヤジに死んでもらうのは、そのときだ」

　自らの言葉がいかに辛しん辣らつで、親を無下にした物言いなのかをリノは十分に理解していた。それでも、ワルターに最さい期ごの華はな々ばなしい戦場を用意してやることが、自分の最大の親孝行であるという確信があった。

「……ならばこの老将の命、リノに預けることにしよう。息子が演出してくれる最期の戦場を、ワシは楽しみに待っておるぞ」

　ワルターは口元に、笑みさえ浮うかべているようだった。

「じゃあ行ってくる。首都の守りは任せたぞ」

　リノはそれだけを伝え、兵士たちを見回しているエリザのそばへと馬を進めた。

　兵士たちは整然と居並び、エリザが真しん摯しな面おも持もちで自分たちを眺ながめる様子を見守っていた。エリザ率いる第一軍は、正規兵三六〇〇、傭兵一四〇〇──合計五〇〇〇といった陣じん容ようだ。

　君主がエリザに代わってからフォルセス公国としては初めて、こちらから戦争を吹ふっかけることになる。敵となるトスカリア公国は大国であり、君主チェザーレも英えい邁まいな男だが、十分に伍ごしていけるだけの外交の舞ぶ台たいは整えたつもりだ。そしてまた将としてのエリザの力量は誰もが認めるところであり、包ほう囲い網もうの中ちゆう核かくになるフォルセス軍は幾いくたびの苦難に満ちた戦いを勝ち越こえ精強で鳴らしている。

　勝てる──そんな自信が、全軍には漲みなぎっていた。

　思う存分に全軍を見やったエリザは、朗々と声を響ひびかせていく。

「我が国は今まで、教皇軍最高司令官チェザーレ・ボルジアからの激しい圧迫に合い、これに耐たえに耐え続けてきた。そして今、力をつけた我々は、ようやくチェザーレと対等に向き合えるほどの成長を遂とげるまでになった。これはひとえに、ここに集まる兵士諸君ら、一人一人の修練と努力の賜たまものである」

　兵士たちは誰もがエリザに熱い視線を向け、その言葉ひとつすら聞き漏もらすまいとしているようだった。

「このたびの戦いは、我々フォルセス公国、ナファリ王国、ジェリバ共和国、ミレノ公国、そしてヴェザニア共和国による共同作戦だ。この包囲網の成立によって、我々は宿敵チェザーレを討うち果たすための千せん載ざい一いち遇ぐうのときを得た！」

　エリザは徐じよ々じよに語調を強めていく。

「世界が共同歩調を取っていることからも明らかなように、これは不当に滅ほろぼされたフレンツェを救うための神聖な戦いだ！　包囲網の主力は、我々フォルセス公国軍である！　この戦いを、欧おう州しゆう全土が固かた唾ずを吞のんで見守っているぞ！　今こそ我が軍の力を、あまねく世界に見せつけよう！」

　エリザは片かた腕うでをフレンツェのある方面へと目め一いつ杯ぱい突つき出して叫さけぶ。

「臆おくせず進め！　我が軍の力を以もつてすれば、トスカリア公国軍なぞ一息にねじ伏ふせることができよう！　そして鍛きたえ抜ぬかれた諸君らの勇士により、イタリナの秩ちつ序じよを乱す反逆児チェザーレに懲ちよう罰ばつを下すのだ！　行こう、カエサルが創つくりし街──花の都フレンツェへ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　獰どう猛もうな雄お叫たけびを上げた兵士一同は、エリザによる命令一下、整然と行軍を開始したのだった。
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　包囲網結成の報告を聞き終えたチェザーレは、机に両手をつき、忌いま々いましげに吐はき捨てる。

「おのれ……市民らが激げつ昂こうしていたジェリバはともかく、ナファリやミレノには手を回していたはずだった……。統制が乱れに乱れた諸国が、まさか手を組んでトスカリアに侵しん攻こうしてくるなど……」

　第一、今回の包囲網の一いち翼よくを担になっているジェリバ共和国と、ヴェザニア共和国は、極きわめて険悪な関係だ。隣りん接せつした国同士ではないので、陸上での戦火こそ交えていないものの、海上では宣戦布告もなしに、互たがいの艦かん船せんを海かい賊ぞくのように襲おそい合うことが日常化している両国である。

　またジェリバ共和国とナファリ王国も良好な関係とは言えないし、ナファリ王国とヴェザニア共和国はこれまた利権を争い合う仲でもあった。しかもミレノ公国に至っては、フランク王国に侵しん略りやくされ蹂じゆう躙りんされたせいで、内ない紛ふんで揉もめている真っ最中である。

　こんな包囲網が、自然に成立するはずもないのだ。

　壁かべぎわに寄りかかり腕うでを組むミケロットが、淡たん々たんと言う。

「裏で暗あん躍やくした何者かがいると見るのが打だ倒とうだろうな。でなければ、これほどの包囲網が結成されるなど不自然だ」

「今回の包囲網の最大兵力はフォルセス公国だな？」

「そうだ。情報官らの報告によれば、フォルセス軍は二手に分かれている。フレンツェ方面に向かう主力は五〇〇〇、ローマ方面に向かう別働隊が八〇〇……合計五八〇〇の軍勢だ。フォルセス公国にしては、ずいぶんと気前の良い振ふる舞まいだな」

「ならば間ま違ちがいない……。この包囲網は、フォルセスの宰相リノ・バルダートが仕組んだものだろう……」

　チェザーレの断定に、ミケロットはうなる。

「なるほど……。たしかにフォルセスなら、長らくイタリナ最弱国だったせいで大して目立たず、特に険悪な外交関係にある国がない。諸国を結びつける結節点になり得るのは、包囲網参加国のなかでは唯ゆい一いつ、フォルセス公国のみだろう」

　チェザーレは奇き妙みような笑みを漏らす。

「フフ、フフフ……。まさかこの俺が先走り、フレンツェ攻こう略りやくを急ぎすぎたのか……？　それともある意味、リノ・バルダートの網あみに俺が掛かったとでも……？　ありえぬ……あえりえぬが……しかし……」

「チェザーレ、冷静になれ。よく考えろ。俺たちが負けたわけじゃない。包囲網の諸国はせいぜい一万四〇〇〇の兵力。俺たちは全域から搔かき集めれば、なんとか二万の兵を持つことができる。ならば、戦力は互ご角かくということだ」

「たしかに兵力ではこちらがやや勝っているかもしれぬ……。だが向こうには、何度やっても勝てないフォルセス公国軍がいるのだぞ。そして敵は四方向から向かってくるのに、俺やミケロットを分けることはできない。先の戦争ではディオニージを失っている。侵略軍に対応する将を用意するだけでも──」

　唐突に、ミケロットが大声で話を遮さえぎってくる。

「いい加減にしろチェザーレ！」

「……」

　チェザーレは、静かに視線を上げた。

　ミケロットが二歩、三歩と進み出ながら真摯に語りかけてくる。

「俺はガキのころからお前のことを知っている。チェザーレ、お前はただの一度も負けたことがない男だ。たかだか外交戦で優位を取られたくらいで負けるはずがあるまい。リノ・バルダートの浅はかな謀ぼう略りやくごとき、お前の力量を以もつてすれば完かん膚ぷなきまでに打ち破れることを俺は知っている！　お前が忘れても、この俺は知っているんだ！」

「……」

「しっかりしろ！　お前なら勝てる！」

　ミケロットはダンと机を片手で叩たたきながら、間近でチェザーレと視線を合わせてきた。

「……ミケロット、フォルセス公国軍の主力を、一時的にお前に受け止めてもらってもいいか？」

「……引き受けよう。命を懸けてだ。エリザ・ファウネルには、個人的に借りがある」

　そのミケロットの答えにチェザーレはうなずくと、引き出しから地図を取りだしてテーブルの上に広げ、なぞりながら口にする。

「フォルセス公国軍の主力が来る方面からは、ジェリバ共和国軍、ミレノ公国軍もやってくる。それでも？」

「ふん、そんなことは知っている。俺に任せておけ」

「精せい鋭えいを俺が持っていくぞ。その主力を率いて、俺はまず、南方から来るナファリ王国軍に当たることとしよう。その撃げき破はが終われば、すぐさまそっちに駆かけつける。それまで保たせてくれ」

「各個撃破だな？」

「四方向からトスカリアに侵攻してくる敵を、あえて北部と南部の二つに分類する。北部に集まってくるのは、フォルセス公国軍の主力と、ジェリバ共和国軍、ミレノ公国軍だ。そして南部へは、ナファリ王国軍と、フォルセス公国軍の別働隊だ。北部を引き受けるミケロットは、やんわりと敵を受け止め、逃にげ回り、決戦を避さけてくれ。そして精鋭を率いる俺が、まずは南部に駆けつけ、やってくる敵を電でん撃げき戦にて掃そう討とうしよう。それが終わればすぐさま北部へと転進してミケロットの部隊と合一し、烏う合ごうの衆しゆうどもに決戦を挑いどむというシナリオだ」

「考えうるベストな戦略だな。とりわけスピードが大事な作戦になる。斥せつ候こう以外の騎き兵へいはぜんぶ持っていけ」

「歩兵だけで何とかなるか？」

「やるしかなかろう。城じよう壁へきや砦とりでまで総動員して、時間稼かせぎをしてやるさ。やれやれ、逃げ回るのが作戦とは、将としては実に不ふ名めい誉よな役割だな」

　ミケロットは肩かたをすくめた。

　チェザーレが念を押す。

「とくに、単独でフォルセス軍と戦せん闘とう行動に入るのは可能な限り避けよ。戦いを引き延ばせるだけ引き延ばすのがミケロットの役目だ」

「しつこいぞ。その程度のことは理解している。エリザ・ファウネルを打ち破るには、全軍を集結して、最大兵力で取りかからねばな」

　作戦は決まった。いずれにせよ包囲網を組まれてしまったのだから、ここから外交で敵国同士を反目させたりする工作が間に合うとも思えない。ならば、包囲網相手に勝ちきることだけが、新生トスカリア公国が生き残る唯一の道であることがチェザーレにもわかっていた。

　フレンツェ攻略に使用したばかりの手持ちの兵力は九〇〇〇。それに今から何とか近きん隣りんの傭よう兵へいを搔き集めれば、数日で二〇〇〇は新たに調達できるかと思われた。やや遠方の傭兵隊を集めるには時間が必要だが、自分が出で払はらっている間にはラディスに募ぼ兵へいを担当させることで凌しのごうと判断していた。最終決戦までには、いくら切せつ迫ぱくした状じよう況きようとはいえど、包囲網側の兵力を上回る一万五〇〇〇以上を確保したいものだ。

　謀略のなかに生きる自分だが、死を賭としてでも乗り越えなくてはならない危機というのはあるものだ。だが、この危機さえ防ぎきれば、必ずや外交的に挽ばん回かいする目はあるはずで、そのときこそ憎にくきフォルセス公国を叩きつぶしてやることができるとチェザーレは強く信じたのだった。
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　行軍中のリノとエリザの下もとに、斥候が馬で駆け寄ってきた。

　斥候が報告してくる。

「ここより前方の街パターノの最寄りに、トスカリア公国軍の姿あり！　軍勢およそ五〇〇〇、率いる将はミケロット・ダ・コレラ！」

「パターノ？　おかしいな。私の予想だと、トスカリア軍は、ボローチェのあたりまで後退して防衛線を敷しくものだとばかり思ってたけど……。パターノなんて守って何かあるのかしら？」

　エリザが首をかしげ、リノもうなる。

「俺にも予想外だな。周囲から攻せめられているのに、ミケロットが単独で、こんな前にまで押し出してくるなんてさ」

　パターノはとても小さな街だ。泉のそばに佇たたずむのどかな立地にあり、風ふう光こう明めい媚びだが、それ以外には何もない。周囲の農民や羊飼いのための市場があるくらいで、見捨てても痛いたくも痒かゆくもない街であった。

「だけど、ここでトスカリア軍五〇〇〇を叩けるのなら好都合ね。兵力はほぼ同数だし、正面からのぶつかり合いなら、確実に勝てる自信がある。兵の練度は、明らかにフォルセス軍のほうが上のはず」

「まぁな。これほどの短期間に幾いくつもの戦闘を積み重ねた歴戦の兵士なんて、あとは東方のオスマニア戦線にいるハンガリア王国兵やポーラスト王国兵くらいなものだろう。しかもエリザの用兵の手しゆ腕わんまである。同数の兵力ならば、そうそうフォルセス軍は負けないだろうな」

　フォルセス公国のように、正規兵として国家が一定の給きゆう与よを保障し、教練を施ほどこして軍を養うのは、この時代において珍めずらしいスタイルだった。市民兵を選せん抜ばつして正規兵にしたり、また傭兵からは有用な人間を正規兵として取り込んできた。古くは、ローマ帝てい国こくがさらに強固な軍事システムを確立し、二〇万前後の常備軍を抱かかえ、地中海世界に強大な覇は権けんを確立していた時代もある。

　それゆえ、フォルセス公国の正規兵の戦せん闘とう意欲は極めて高く、国家に対して従順だ。普ふ通つうの国家の場合、諸国の狭はざ間まに割かつ拠きよして独自に兵を養っている傭兵隊長に募兵特許状を出して兵を集めるというのが一いつ般ぱん的な戦争のやり方だった。

　ただしフォルセス公国とて、前君主アイアスや、宰さい相しようワルターの時代には、今のような軍事に先せん鋭えい化した国家ではなかった。当時は正規兵わずか二〇〇のみであり、戦争があれば募兵特許状を出して兵を集める普通の国でしかなかったのである。

　それがなぜエリザの代になって正規兵を主体に軍を編制し始めたのかと言えば、決してローマ帝国の仕組みを採り入れようとしたわけではない。実情は単純であり、フォルセス公国が戦争に次ぐ戦争に巻き込まれるようになり、常時兵力を雇こ用ようしておかねばならない異常事態に追いやられていたからだ。そのために、常に傭兵に依い頼らいした状態であると逆に高くついてしまうし、兵を強くしないと国家が生き残ることもできなかったので、止やむにやまれず採用した形態である。そのおかげで、君主エリザの秀ひいでた軍事的能力と相まって、フォルセス軍は無類の強さを発揮する軍隊に変へん貌ぼうを遂とげていたのだった。

　次の方針に頭を巡めぐらせていたエリザが、やがて決意したように口にする。

「トスカリア軍五〇〇〇、すぐそばにいるのなら、一気に攻こう勢せいを掛かけましょう。ついでにパターノも占せん拠きよして道を押し開く」

「わかった。このまま進もう、パターノへ」

　即そく座ざにリノが同意した。

　エリザは馬を操あやつり道の端はしに出て、行軍する兵士らに向けて声を上げる。

「全軍に告ぐ！　前方、パターノ付近で、トスカリア公国軍を捕ほ捉そくした！　我が軍はこれより前へと押し出し、一気に敵を殲せん滅めつする！　速度を上げて前進！」

　そんなエリザの指示で、フォルセス軍の兵士らは足を速めた。多くの正規兵たちが、これから始まる決戦を前に興奮しているような面おも持もちだった。
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「ダ・コレラ将軍。東側より、フォルセス公国軍五〇〇〇が迫せまってきているのを確かく認にんしました。あと二〇分ほどで接せつ触しよくする見込みです」

　馬上のミケロットの下に、近この衛え兵が駆け込んできた。

　ミケロットが確認する。

「ジェリバ共和国軍と、ミレノ公国軍の動きはどうだ？」

「両軍の動向をうかがっている斥候の情報によりますと、ジェリバ共和国軍は国境沿いの街フーチェを包囲しています。また、ミレノ共和国軍はまだ国境線を越こえておりません」

「ジェリバもミレノも、単独では深く侵しん攻こうまではして来られないだろう。やはり中ちゆう核かくとなるフォルセス公国軍を足止めするのが、時間稼かせぎには必ひつ須すだな」

「しかし、このままフォルセス軍と戦せん端たんを開くのは危険かと。すぐそばまで迫っているのがフォルセス公国軍だと知った兵たちのなかには狼狽うろたえる者までおり、我が軍は浮うき足立っております」

　今やフォルセス軍の名声は、近隣諸国にまで轟とどろくほどだ。エリザ・ファウネルの類たぐい希まれなる用兵と、鬼き神しんのごとき兵士たちの戦いぶりは、人々の口伝えで語り継つがれるうちに、神のごとき精鋭軍として謳うたわれることすらある始末である。新しく徴ちよう募ぼした兵士などは、恐きよう怖ふに囚とらわれるのも無理はなかった。

「パターノには三〇の守備兵を送り込む。そしてこの軍はチェスティナの森付近にまで後退し、時おり小部隊で嫌いやがらせを繰くり返しながらパターノが包囲される様子を見守るぞ」

　ミケロットの指示に、近衛兵が声を上ずらせる。

「守備兵三〇!?　街の陥かん落らくは一いつ瞬しゆんかと。それ以前に、包囲されただけで、すぐさま兵たちが投降して城門を開く可能性すら……」

「構わない。わずかでも時間を稼ぐためならば、どのような手も打っていく。しばらくトスカリア軍は、フォルセス軍に張り付きながらも接触はしない。後退に次ぐ後退を重ねながら、フォルセス軍への嫌がらせを続けるぞ」

　ミケロットは断固とした決意を持っていた。自分の役割は、チェザーレが北部へ転進してくるまで、一日でも長く敵の足を搔かき乱すことだ。それだけが唯ゆい一いつ、包ほう囲い網もうに対たい抗こうしていくための突とつ破ぱ口こうになる。チェザーレなら必ずや南部に侵攻してくる包囲網の一角を切り崩くずし、こちらに舞まい戻もどってくるだろうとミケロットは堅かたく信じていた。
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　パターノの城門が見えてくる地点まで進軍してきたリノとエリザの下に、斥候が駆け込んでくる。

「トスカリア軍は、少数の守備兵をパターノに送り込んだ模様です。しかしダ・コレラ率いる本隊は後退中！　我が軍との決戦を避けるような動きです！」

「なるほど、わかった。ミケロットの目的は時間稼ぎだな。だからわざわざ、こんな最前線にまで軍を押し出してきた」

　リノの言葉に、エリザが眉まゆをひそめる。

「忌いま々いましいわね。決戦を避けつつ、こちらに徹てつ底てい的に張り付くつもりなのかしら。敵の勢力圏けん内ないでこういう戦略に出られると、泥どろ沼ぬまに足を踏ふみ入れたような気持ちの悪さを感じるよね」

「ただ、ミケロットとしては、フォルセス側ばかりを相手にしているわけにはいかないはずだ。北側からトスカリア領内に侵攻するジェリバやミレノに、こちらの情勢を伝え、進軍の足を速めるように申し入れておこう。向こう側から押してもらえば、ミケロットも、こちらに張り付いてばかりはいられないはずだ」

「ひとまず、目の前のパターノよ。本当は手を出さずに通過してもいい街だったんだけど……トスカリア軍が守備兵を入れたみたいね」

「攻こう略りやくにはどのくらい時間が掛かる？」

「急いでも、やっぱり半日潰つぶれるのは避けられないよ。包囲して、攻こう撃げきして、その上で占せん領りよう後にも街の長たちと話し合う義務が出てくるでしょう。それに街の包囲中にも、すぐそばに張り付いているトスカリア軍五〇〇〇への警けい戒かいだって怠おこたることができない。いくらこちらとの決戦を避さけているからといっても、背後を襲おそってこない保障はないからね」

「小さな街までいちいち攻略していれば、余計な時間が掛かるばかりだ。かといって敵兵を残したままで、無視して通り過ぎることもできないというわけか」

「とにかく、可能な限りの速さで攻略してみるよ。街を支配下に入れても、長たちとの話し合いは進軍しながらできないか工く夫ふうしてみるし、なんとか対処していくしかないね」

　エリザはそう言って、馬を兵士たちの前へと進めていった。そして手て振ぶりを交えながら指示を出してゆく。

「砲ほう兵へい、前へ！　パターノの城じよう壁へきに向けて砲列を並べよ！」

　陣じんを構築しないままに、エリザは砲兵に前進を促うながした。一息に押しつぶすつもりなのだ。

　砲は七門を引っ張ってきている。速度を重視したいところだったが、街の攻略のために大砲は欠かせないものだ。また、ロザリア作の榴りゆう弾だんが二〇ほど新たに完成していたので、それを会戦で用いることもできる。それゆえ、進軍速度などと相談し、最低限の砲を持っていこうということになったのだった。

　砲が最前線に押し並べられ、いよいよ攻撃かと思われたとき──。

「右手の丘おか付近に、トスカリア軍の兵およそ三〇〇！　ダ・コレラ自ら率いている模様です！」

　別の斥せつ候こうが馬を飛ばしてやってきてエリザに伝えた。

　エリザはすぐさま兵士たちに命じていく。

「陣を敷け！　トスカリア軍の襲しゆう撃げきを警戒する！」

　城壁を向く砲列とは別に、エリザは急いで右手側に陣を敷き、ミケロットの部隊に向き直った。

　斥候の報告の少しあと、ミケロットの部隊は実際に姿を見せ、遠えん距きよ離りで進軍の足を止めた。こちらも陣を敷いて対応の準備をしていたところ、ミケロットの部隊は火ひ縄なわ銃じゆうを押し並べ、一いつ斉せいに放ってきた。火縄銃の数三〇といったところか。だが、距離が大いに離はなれていたため、とうてい火縄銃の弾たまなど届くわけもない。威い嚇かくのために放ったに過ぎないだろう。

　銃じゆう撃げきに対応してエリザが騎き兵へいの一隊を向かわせると、すぐさまミケロットの部隊は反転して林のなかへと逃のがれてしまい、そのまま退散していった。

　ミケロットの小部隊を追い払はらったあと、ほぼ同時に城壁への砲撃を始めたところ、パターノの守備兵はすぐさま白旗を掲かかげて全面降こう伏ふくしてきた。フォルセス軍は、その守備兵三〇を捕ほ虜りよとして街の監かん獄ごくに収容しつつ、街の施し策さくもほどほどにして、すぐさまパターノを進発したのだった。

　その後、フォルセス軍はミケロットの退たい却きやく戦術に時おり足を取られつつも、可能な限りの行軍速度を保ちながらトスカリア公国領内に侵攻を続けた。しばしばミケロット率いる小部隊が攻撃の素そ振ぶりを見せてきて、それに対応する局面も繰り返された。損害はほとんど発生しなかったものの、なかなかストレスが溜たまる行軍になったのだった。
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　チェザーレは六〇〇〇の兵を率い、トスカリア公国の国境線を越えて教皇領内に入っていた。教皇領は、ローマを中心にして小さな支配地域がまだ独自で残っている。教皇領の大部分はトスカリア公国に強ごう引いんに編入していたが、教皇庁のお膝ひざ元もとまで何もかも奪うばってしまうわけにはいかないからだ。いくら教皇が全面的にチェザーレをバックアップしているとは言えど、運営方針を決める枢すう機き卿きようたちの声も大きく、さすがに手を出してはならない領域というのはあった。

　ただ、それが故ゆえ、ナファリ王国軍がローマ街かい道どうを通って北上するためには、どうしても教皇領内を通過する必要がある。そしてチェザーレのほうも、ナファリ王国軍との接触を急ぐためには、教皇領を押し通らねばならない。未いまだに教皇軍最高司令官の地位も兼けん任にんしているチェザーレは、教皇庁にわざわざ通過を断る必要などないのだった。

　進軍の足を止めないチェザーレの下もとに、近衛兵の一人が馬で近づいてきた。

「チェザーレ様。情報官の報告によりますと、ナファリ王国軍四〇〇〇は、未だナファリ王国領内に滞たい在ざいしているとのこと。教皇領を通って北上するために、教皇庁に通達を出しているようです。教皇領内に入ってくるのは翌日以降になると思われます」

「ならば、自国領内に留とどまっていることで油断しているに違ちがいない。敵が予想もしないタイミングで、電でん撃げき的な攻撃を仕し掛かける舞ぶ台たいは整っているということだ。急ぐぞ」

　チェザーレは進軍速度をさらに速める決意を固めた。

「敵将は、ナファリ王国の勇将フラヴィオ・ヴォルタとの情報です。そう易やす々やすと、奇き襲しゆうは通じない可能性があります」

「ふむ、フラヴィオ・ヴォルタか。たしかに幾いくつもの戦功を挙げた将だが、そのどれもが小規模な戦場で、悠ゆう々ゆうと敵に向き合った場所で繰り広げたものだろう。ナファリきっての勇将であることは認めるが、真っ正面からの叩たたき合い勝負しか経験していない将とも言える。不意の攻勢に対応できるほどの器量は備わっていないと、俺は見る」

「では、このまま教皇領の国境線を越えて、ナファリ領内に侵攻しますか？」

「そうだ。休みなく行軍するぞ。このまま一息にナファリ王国軍を直ちよく撃げきし、電撃戦で勝負をかける」

「ですが、フォルセル公国軍八〇〇がすぐ背後まで迫っているという情報ももたらされています。フォルセスは教皇庁と緊きん張ちよう関係にあり、教皇領を踏み越えてくることに遠えん慮りよなどしないでしょう」

「ならばこそだ。ナファリとフォルセスに挟はさみ込まれる前に、最速でナファリを叩く。さらに行軍速度を上げるよう、全軍に伝えよ！」

「ですがこれ以上の速度では、脱だつ落らくする兵が多数出るやも……」

　近この衛え兵は躊ちゆう躇ちよしたが、チェザーレは叱しかるように言い放つ。

「構わぬ！　厳命せよ！」

「はっ！」

　近衛兵は兵士らに伝えるため、慌あわててチェザーレのそばを離れていった。

「……そうか……なるほど、フォルセス軍とはおそらく、こういう軍隊なのだろうな……。見えてくるものがあるぞ……」

　ふとチェザーレは自軍の急激な進軍速度に思いを馳はせ、そう独りつぶやいた。

「フフ、まるで自分が、エリザ・ファウネルにでもなったかのようではないか。フォルセス軍に戦いを挑いどむなら、陣を向かい合わせてがっぷり四つで組み合えばまず負ける。だが、目には目を……。こちらも、エリザ・ファウネル好みの機動戦で挑むのならば、勝機は必ずあるはずだ……。ミケロット、俺が行くまで持ちこたえてくれよ……」

　フォルセス軍にだけはどうしても勝てないチェザーレだったが、ようやく勝利の光明が見えてきたような想おもいに駆かられていた。次こそは、必ず自分がエリザに打ち勝てるはずだ。
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　ミト近辺で情報収集に励はげんでいたフォルセス第二軍は、チェザーレ率いるトスカリア軍が教皇領内に侵しん入にゆうしたとの報を受け、ローマ方面へ向けて行軍を開始していた。

　馬を走らせながら、ドロテアに寄り添そうようにしてナタリアが報告してくる。

「ストラデルラ将軍。ナファリ軍を率いるヴォルタ将軍から返答がありました。ナファリ軍の侵しん攻こう準備が整ったようで、これより教皇領へと向けて行軍を開始するとのこと。現在、教皇領に入っているトスカリア軍と交戦するつもりなので、フォルセス第二軍にはその背後を衝ついて欲しいという要望でした」

「ようやくですね。このまま進軍を続け、こちらもただちに教皇領内に侵入し、トスカリア軍を追いましょう。ヴォルタ将軍には、交戦目標地点のおおよその目測を確かく認にんしておいてください」

「了りよう解かいしました。上手うまくチェザーレを誘ゆう導どうし、こちらが背後を衝けば勝てますね、確実に。背後を我々に押さえられたチェザーレには逃にげ道もなく、ここでトスカリア軍の一部を壊かい滅めつに追い込むことも可能」

「とはいえ、こちらはあくまで手勢八〇〇の遊軍です。何事も、攻撃の基点はナファリ軍に置かねばなりません。我々の仕事は、ナファリ軍が押せばこちらも押し、ナファリ軍が引けばこちらも引く。単独での、あまりに果か敢かんな行動は禁物です」

「そうは言いますがストラデルラ将軍。周辺の地形や、各軍団の配置を考えれば、トスカリア軍を挟きよう撃げきできる情勢に違いありません。トスカリア軍は誘さそい込まれたようなものです。タイミングさえ間ま違ちがえなければ──」

　勝ち気なナタリアの話を、すかさずドロテアが制する。

「ナタリア。私の軍事行動の方針が、何もかも正しいとは言いません。結果的に、間違える指令もあるでしょう。戦争とはそういうものです。ですが、指揮系統を私に一本化することが何よりも重要なのです。教練中なら幾らでも質問や反論をしてもらって構いませんが、こと実戦においては問い返すのは禁止です。いいですね？」

「……はい。申し訳ありません」

「引き続き、ナタリアはヴォルタ将軍と連れん絡らくを取り合い、交戦のポイントを探さぐり続けてください。これより我が軍はトスカリア軍とつかず離れずの距離を保ち、いつでも攻こう勢せいを掛かけられる準備をしていきます」

　ドロテアの指示にナタリアはうなずき、斥候兵を監かん督とくするため静かにそばを離れたのだった。
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「後方より、フォルセス軍八〇〇の姿を確認しました。この軍を率いるのは、女将軍ドロテア・ストラデルラの模様です」

　近衛兵の報告に、チェザーレは問い返す。

「距離は？」

「馬で全力疾しつ走そうすれば、およそ一〇分弱の距離かと」

　この位置取りだと、こちらが国境線を越こえてナファリ軍を攻せめかけても、まず確実にフォルセス軍に背後を衝かれることになる。戦いくさの常道に照らし合わせれば、ここは軍を下げ、迎むかえ撃うつために有利な地形を探り、そこで陣を引き直すのが正解だ。ローマ周辺の地形ならば、自分は誰だれよりも把は握あくしている。ここで当初の予定を完かん遂すいし、ナファリ領に侵入して電撃戦を喰らわすなど、軍略としては下の下といっていい。

　だが……ここで自分が躊躇し、時間を掛ければ掛けるほど、ミケロットが苦しい状じよう況きように陥おちいることだろう。なにせミケロットが向かい合っているのは、あのエリザ率いるフォルセス軍精せい鋭えい五〇〇〇なのだ。どれほどの重圧の下にあろうとも、ここはやはりさらに速度を上げて、電撃戦を以もつてナファリ軍を掃そう討とうするのが最善手だ。

　不安を振ふり払うようにしてチェザーレは決断し、指示を飛ばしていく。

「この平原に歩兵三〇〇を残し、背後のフォルセス軍への牽けん制せいとする。そして俺が率いる五七〇〇はいっそう速度を上げ、ナファリ領に入って敵主力に急きゆう襲しゆうを掛けるぞ」

「はっ！　今すぐ、残留部隊三〇〇の選別をいたします」

「いや、編制にあまり時間を掛けている余よ裕ゆうはない。牽制を任せる三〇〇は、最さい後こう尾びをそのまま切り離して残せ。逃とう走そうすれば軍規により処しよ刑けいすると言い聞かせておけ」

「畏かしこまりました。後方の兵を分ぶん離りし、迎げい撃げきのための陣じんを整えさせておきます」

　近衛兵が去ると、チェザーレは馬を止めた。

　そしてチェザーレは街道を逸それ、全軍が見える位置まで馬を乗り出した。そこで急がせていた軍の足を一時止めさせ、兵士らに向けて語りかけてゆく。

「……神の恩おん寵ちように与あずかりしトスカリア公国将兵諸君。天の声に従って創造されたばかりの我が国は今、周囲を取り巻く心ない不信心者どもの存在によって危機に陥っている」

　いつものごとくチェザーレは、自身が神の代弁者であるかのような声を響ひびかせてゆく。

「だが、心配するには及およばない。なぜなら神は、トスカリア公国軍として戦う諸君らに、あらゆる恩寵を約束してくれたからだ。ナファリ領の国境線を越えれば、すぐそこにはナファリ公国軍の姿が現れる。その不信心者どもを殲せん滅めつした暁あかつきには、諸君らに約束している二倍の報ほう酬しゆうを、神が与あたえてくれることになるはずだ。そして敵を三人以上討うち取れば、報酬は三倍だ！」

『おおおおおおおおお！』

　突とつ然ぜんの大おお盤ばん振ぶる舞まいに、兵士たちは歓かん声せいを上げた。

　この重要な初戦で勝ちさえすれば、率いる六〇〇〇に二倍や三倍の報酬を払はらっても構わなかった。三人討つなど大半は自己申告にならざるを得ないのだから、事実は確認のしようがなく、ほぼ全員に三倍を支払うことになるだろう。決して軽い財政負担ではないが、トスカリア公国の存続が第一である。そして今は、一刻も早く北方へと兵士らを連れ帰り、ミケロットの下に駆けつけてやらねばならなかった。

「この戦いには神の正義がある！　そして諸君らには、多大な報酬を受け取る権利があるのだ！　このまま前へと走り抜ぬけ、ナファリ軍を前に次し第だい、形なり振ふり構かまわず襲おそいかかれ！　この直後に巻き起こる我々の聖戦には、陣などいらぬ！」

　そしてチェザーレは神に誓ちかうように剣けんを掲かかげる。

「いざ行こう、神の導きのままに！　先を走る我に続け！」

　そう言い放ち、チェザーレは思い切り馬を蹴けった。次々と自軍の兵士を追い越したチェザーレは、本当に先頭に立って疾しつ駆くした。すぐさま雄お叫たけびを上げた軍勢が、チェザーレのあとを追ってくる。

　本来、敵が見えないうちからこうして兵を鼓こ舞ぶし、敵の前まで一息に走り抜け、まともに陣も敷しかずに敵に突とつ入にゆうするなど、勝つための賢けん明めいな作戦とは言い難い。そもそも、このような軍略が通用するのかどうかわからない。自分としても初めて採用する電撃戦だ。ただし、そのことが敵の意表を衝き、奇襲効果を高めてくれるはずだ。

　ナファリ軍とフォルセス軍に前後を挟まれ、そして一刻も早く南部での戦いにケリをつけなくてはならない状況では、多少のギャンブルに乗り出す他に道はない。時間を掛ければ、包ほう囲い網もう側がますます優位になってしまう一方だからだ。

　ここは勝負をかけるべき今際いまわの際きわだ。馬で全軍の先頭を疾駆するチェザーレは、剣を強く握にぎりしめ、漲みなぎる闘とう志しで得たいの知れない叫さけびを上げたのだった。
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　もうすぐ教皇領に入ろうとする国境線沿い。何百年と変わらぬ生活が営まれているのどかな農村の景色を見やりながら、ナファリ軍は一定速度を保って北上を続けていた。

　ナファリ軍を率いるヴォルタは慎しん重ちように情報収集に励み、フォルセス第二軍との歩調を合わせた行軍を取っていた。兵力はややトスカリア軍のほうが多いものの、二つの軍が一方を挟撃しようとしているこの情勢ならば、よほどの天変地異でも起きない限り、堅けん実じつな勝ちを拾えるとヴォルタは確信していた。

　突然、ヴォルタの下もとに、慌てた様子の斥せつ候こうが駆けつけてきて叫ぶ。

「ヴォルタ将軍！　前方にトスカリア軍の姿あり！　猛もう烈れつな勢いでこちらに向かっています！」

「な、に……？　ここでか……？」

　ヴォルタには、まったく予想外の出来事だった。いや、ヴォルタに限らず、ナファリ軍の将兵たちは誰もが想定していない事態である。

　斥候が切せつ羽ぱ詰つまったように言う。

「我が軍の先頭の兵は、すでに視認できる距きよ離りです！　トスカリア軍には止まる様子がなく、このままでは戦せん闘とうに雪崩なだれ込みそうな勢いです！」

「フォルセス第二軍に急使を送れ！　こちらは戦闘に入ると！　急ぎ、トスカリア軍の背後を衝つくように要よう請せいせよ！」

　すぐさまヴォルタは決断し、全軍に向けて通達する。

「行軍を止めよ！　右う翼よくに騎き兵へい六〇〇、左翼には歩兵一四〇〇！　そして中央には歩兵二〇〇〇！　大至急、陣を敷け！」

　ヴォルタは叫びながら馬を走らせ、兵士らを督とく促そくしていった。

　そして最前線まで馬を走らせたところ、彼ひ我がの距離がおおよそ四〇〇メートルほどの付近にまでトスカリア軍に接近されていた。もはや、開戦まで一刻の猶ゆう予よもない。





・トスカリア公国軍：五七〇〇（歩兵四二〇〇、騎兵一五〇〇、火ひ縄なわ銃じゆう七〇、砲ほうなし）




　　指揮官：チェザーレ・ボルジア




・ナファリ王国軍：四〇〇〇（歩兵三四〇〇、騎兵六〇〇、火縄銃四〇、砲六門）




　　指揮官：フラヴィオ・ヴォルタ






「いかん、陣の構築が間に合わんぞ……！」

　自軍に視線を走らせてヴォルタが叫んだ。

　視認する限り、トスカリア軍は隊列もバラバラで、無む闇やみ矢や鱈たらに突つっ込んでくる。もはや陣じん形けいもなにもない形振り構わぬ突とつ撃げきだった。戦の常道もなにもなく、古代人が敵の部族を襲しゆう撃げきするかのような乱暴さだ。

　だが、意表を衝かれたこちらは遥はるかに分ぶが悪い。なぜなら陣形を作るため、右翼や左翼に兵士たちが広がろうと横に向けて行動を開始したばかりだったからである。このままでは、横への運動を開始したナファリ軍は、敵に晒さらしたその脇わき腹ばらに打撃をモロに喰くらうことになる。

　危機を察したヴォルタだったが、事ここに至り、打てる手はあまりない。フォルセス軍が少しでも早く駆かけつけてくれるのを祈いのりつつ、こちらは陣を敷く足を止めて前を向き、脇腹への敵の直撃を受けることだけは避さけようと試みることにした。

「陣形を作るのは止めろ！　トスカリア軍との戦闘に入る！　全軍、前を向いて構えよ！」

　全軍は足を止めてひとまず前を向いたが、誰もがトスカリア軍のメチャクチャな猛もう進しんに驚おどろき、息を吞のんでいる様子だった。

「火縄銃兵、前へ！　急げ！」

　ヴォルタは叱しつ責せきするように、火縄銃兵を促うながした。彼らもすでに危険を察していたのか、それぞれ弾たま込ごめなどを始めていた。

　そうこうするうちに、たちまちトスカリア軍は接近してくる。もう目前に、雄叫びを上げた敵騎兵の一団が迫せまってきていた。

　敵の先頭をひた走る騎兵は……独特な黄金の文様が刻まれた白銀に輝かがやくプレートに、紺こん碧ぺきのマント……あれはまさか、チェザーレ・ボルジア本人か!?

　ヴォルタは、すぐには信じられなかった。だがこの目に映るのは、稀き代だいの策さく謀ぼう家かとして名を馳はせるチェザーレそのものだ。まさか敵てき陣じんに真っ先に斬きり込んでこようとは……！

　チェザーレの剣の腕うで前まえなら広く知られる事実だった。だが、まさか自らの命を天てん秤びんに掛けて戦うような猛将であるなどと、一度も聞いたことがない。想像だにできないチェザーレの姿がそこにはあった。

　火縄銃兵のおよそ半数は、火縄を付け終わっているようだった。手の遅おそい兵を待たず、ヴォルタは指示を飛ばす。

「火ひ蓋ぶたを切れ！」

　もはや彼我の距離は一〇〇メートル。騎き馬ばで駆ければ、接せつ触しよくはほんの一いつ瞬しゆん後のことだ。

「放てッ！」

　ダダダダッと、地を切るような音を響かせて、火縄銃の戦列が火を噴ふいた。

　チェザーレの周囲を駆ける騎兵が何人か落馬したが、チェザーレ自身はそれをものともせずに、剣を振り上げ、咆ほう哮こうしながら突っ込んでくる。

　ヴォルタのすぐ目前で、火縄銃兵がアリのように蹴け散ちらされてゆく。

「チェザーレだ！　あれがチェザーレ・ボルジアだ！　討うち取れ！」

　ヴォルタの横に並ぶ歩兵らが槍やりを構えて押し出したが、チェザーレ率いる騎兵団の勢いを止めることは敵かなわなかった。槍などそこにないような勢いで敵騎兵が突っ込んできた。その後ろからは、猛もう然ぜんとトスカリア軍の歩兵も迫ってきているのが見える。

　およそ常識とはかけ離はなれたトスカリア軍の真っ正面からの奇き襲しゆう攻こう撃げきに、恐おそれをなしたこちらの兵士の幾いく人にんかが、すでに背を向けて逃にげ出しているのがヴォルタの目に見えた。その瞬間、ナファリ軍全軍の瓦が解かい、そして戦いの敗北を痛切にヴォルタは悟さとっていた。いや、戦う前に敗北を喫きつしてしまったのだ。

　チェザーレが、ヴォルタの姿を認めたようだった。たちまち目前まで迫ってくる。

「フラヴィオ・ヴォルタと見受ける！　その命、もらい受けよう！」

「せめて、貴様の首だけは……！　神よ、我に力を……！」

　万感の想おもいを込こめてヴォルタは剣を握りしめ、強く馬を蹴った。

「神は我らと共にある！　この剣が、貴君に下される神しん罰ばつだ！」

　ヴォルタは最さい期ごに、チェザーレが振り上げた剣を仰あおぎ見た──。

















第五章　挫ざ折せつの先にあるもの






　速度を上げるトスカリア軍を追撃していたフォルセス第二軍の目の前には、およそ三〇〇の歩兵が槍を構えて待ち構えているのが見えた。

　なぜここに、こちらに勝てるはずもないわずか三〇〇の手勢をチェザーレが配置したのか釈しやく然ぜんとせず、ドロテアは一瞬、判断に迷った。だが、考えうるとすれば目的はただ一つ、何らかの目的のための足止め策だろう。胸むな騒さわぎがする。急がねばならない。

　ただし、あの三〇〇の手勢を放置してトスカリア軍本隊を追えば、今度は挟はさみ込まれるのがフォルセス軍となってしまう。踏ふみつぶして進まねばならない相手であった。

「あの手勢を蹴散らし、トスカリア軍本隊を猛もう追ついします。両りよう翼よくに騎兵一〇〇！　中央には歩兵六〇〇！　急ぎ陣じんを敷きなさい！」

　手早くドロテアは指示を飛ばした。騎兵を両翼に配するオーソドックスな陣形であり、かつまた大きく動かすのは騎兵だけなので、時間を掛かけずに組める布ふ陣じんを選せん択たくしていた。





・フォルセス公国軍：八〇〇（歩兵六〇〇、騎兵二〇〇、火縄銃三五、砲なし）




　　指揮官：ドロテア・ストラデルラ




・トスカリア公国軍：三〇〇（歩兵のみ。火縄銃二、砲なし）




　　指揮官：不明






　フォルセス軍が陣を敷き始めると、円陣を組んで槍を構えていたトスカリア軍の一団も対応して動き、右翼一〇〇、左翼一〇〇、中央一〇〇という構えを取ってきた。

　両軍の陣がまだ整然と並んでいない状じよう況きようであったが、咄とつ嗟さにドロテアは攻こう撃げきを優先することにした。敵中央の層が明らかに薄うすく、歩兵六〇〇を押し出せば、敵を瓦解させることは容易だとドロテアは踏んだのだ。

「中央、前進せよ！　このまま敵を押しつぶすのです！」

　ドロテアの号令で、中央の歩兵が前進を開始した。ひとたび行動に移せば、途と端たんに勇ゆう猛もう果か敢かんになるのがフォルセス軍である。誰だれもが我先にと敵陣へ向けて突入していく。

　トスカリア軍は、フォルセス軍の歩兵突撃を受け止めきれないようだった。最初の一撃だけでトスカリア軍は浮うき足立ち、早くも崩くずれそうな状況に陥おちいっていた。

「両翼の騎兵は外回りに、敵の両翼を牽けん制せいしなさい！　包囲して敵を殲せん滅めつせよ！」

　中央歩兵の圧あつ倒とう的てき優勢を見て取ったドロテアは、敵を殲滅するために両翼の騎兵に指示を出した。

　そのとき、左翼後方に陣取って斥候部隊を動かしていたナタリアが、一人の兵を伴ともなってドロテアのそばへと駆け込んできた。馬で駆け寄るなり、ナタリアは叫さけぶ。

「ストラデルラ将軍！　ナファリ軍より急使です！」

　ドロテアの返事を待たず、急使がまくしたてる。

「我が軍はすでにトスカリア軍との交戦に入っています！」

「もう!?　こちらはかなりの速度で追っていたのに？」

　ドロテアにも想定しがたいことだった。トスカリア軍の足取りは捕ほ捉そくしていたはずなのだ。

　急使が懸けん命めいに説明してくる。

「チェザーレ率いる一団が、ほとんど陣形もなしに我が軍に雪崩れ込んできたのです！　私がこちらに向けて馬を蹴けったときには、すでに我が軍の一角が崩れ始めておりました！　今この瞬間にも、かなりの激戦が繰くり広げられているはずです！」

「両翼の騎兵、攻撃を中止！　前方トスカリア軍への攻勢は歩兵に任せ、騎兵は私の下に集結しなさい！」

　すぐさまドロテアは作戦を切り替かえ、騎兵に引き揚あげるように命じた。そしてナタリアを見やり、新たな指示を出す。

「ナタリアに命令。二〇〇の騎兵を預けます。トスカリア軍本隊の後方に攻せめ入り、ナファリ軍を支し援えんしなさい」

「はい！」

　ナタリアは威い勢せいよく応じてきた。

「急使の方、すぐさまヴォルタ将軍のところに戻もどり、フォルセス軍が支援に向かうことを伝えてください。それまで、なんとか戦線を支えてくれるようお願いします」

「ありがたいご返答です！　ではこれより私は本軍に帰き還かんします！　それでは！」

　急使が馬を返して去っていくと、ドロテアは意味深な調子でナタリアに口にする。

「実にチェザーレらしくない敏びん速そくな用兵……このトスカリア軍の急きゆう襲しゆう、悪い予感がします。ナタリアが戦場に到とう着ちやくしたときには、もはやナファリ軍は瓦解している可能性もありえます。急使にはああ言うしかありませんでしたが、ナタリアは冷静に現場をその目で確かく認にんしつつ、引き気味に対処するようにしてください。もしナファリ軍の敗北が確定したと判断すれば、トスカリア軍に当たるのは避け、この地点付近まで急ぎ戻ってくるように」

「ですがナファリ軍は四〇〇〇です。ヴォルタ将軍も歴戦の方。いくらなんでも、ほぼ同数に近いトスカリア軍が陣形もなくメチャクチャに突撃したくらいで、瓦解するようなことがありえるはずは──」

　意い気き揚よう々ようと話すナタリアを、ドロテアは厳しく遮さえぎる。

「ナタリア。もう一度言わねばなりませんか」

「あっ、申し訳ありません……」

「実際の戦場は、机上で議論できるようなものとは違ちがいます。そこは神が司つかさどる領域。せいぜい私たちにできることは、その現場を冷静にその目に刻みながら、ひとつひとつ判断を下していくしかないのです」

「わかりました」

「さあ、戻ってきた騎き兵へいをまとめてすぐさま行動を開始してください。こちらは私が対応します」

「行って参ります！」

　ナタリアは馬を駆り、戻ってきた騎兵らに声を掛け始めた。ドロテアは目の前の敵に集中するため、突撃している歩兵に追いつこうと馬を進めた。

　背後からナタリアの声が、ドロテアの耳にまで響ひびいてくる。

「騎兵全軍、ナファリ軍の救きゆう援えんに向かうよ！」

　心なしか、声が弾はずんでいるように聞こえた。ナタリアではまだ戦場でのリアルタイムな判断力に不安があったが、自分が騎兵を率いて行くわけにはいかない。なぜなら、まさか戦せん闘とうの真っ最中に、命令を下した将が消えるわけにもいかないからだ。それゆえ、こちらはドロテアが指揮し、ナタリアにはナファリ軍との連れん携けいを任せるのが妥だ当とうな情勢だった。

　こちらの戦線は順調だ。それからドロテアは猛然と突とつ撃げきを続ける歩兵の指揮に戻り、一部の歩兵を両翼に送り込みつつ、トスカリア軍を殲滅するために包囲を開始したのだった。




　　　　◆




　騎兵二〇〇を率いて猛然と進しん撃げきしたナタリアの部隊は、ナファリ領に入ってすぐの場所で、トスカリア軍とナファリ軍が激戦を繰り広げているのを目撃した。こちらから見える光景は、トスカリア軍の背面がほとんどだったため、ナファリ軍が今どのような状態にあるか視認はできない。チェザーレに不意を衝つかれて、厳しい状況に陥っている可能性があった。それでもトスカリア軍を一応は受け止めているようだったので、まだ勝敗分ぶん岐き点てんは越こえていないのではとナタリアには思われた。

　馬を駆かりながらしきりに情勢判断のために頭を巡めぐらせたナタリアにとって、ただ一つ明々白々な事実として映ったのは、トスカリア軍がこちらに完全に背を向けていたことだ。

　こちらの騎兵突撃に、トスカリア軍が崩れる情勢であろうことは確実だった。このような好機をみすみす見み逃のがすような将などいるとは思えない。

「これよりトスカリア軍後方に騎兵突撃を喰くらわせ、ナファリ軍との共きよう闘とうによって敵を一気に殲滅するよ！」

　傘さん下かの騎兵に向かってナタリアは叫んだ。

　ここは勝機だ。トスカリア軍の不意を完全に衝くことができるはず──。





・フォルセス公国軍：二〇〇（騎兵二〇〇、火ひ縄なわ銃じゆうなし、砲ほうなし）




　　指揮官：ナタリア・ブラッキアリ




・トスカリア公国軍：五七〇〇（歩兵四二〇〇、騎兵一五〇〇、火縄銃七〇、砲なし）




　　指揮官：チェザーレ・ボルジア






「いっそうの速度を上げ……全軍突撃！」

　そう命じたナタリアは剣けんを引き抜ぬき、自らが先頭に立ってトスカリア軍後方へと躍おどり込んでゆく。騎兵たちも従い、ナタリアの後ろからトスカリア軍に続々と突入していった。不意を衝かれたトスカリア兵たちは次々と打ち倒たおされ、悲鳴を上げて逃にげ惑まどった。トスカリア軍の後方は恐きよう慌こう状態となり、辺りは阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていく。

　勝った、という予感と共に、自分の突撃が勝機をもぎ取ったのではないかという興奮がナタリアを支配した。敵兵の只ただ中なか、ナタリアは叫びながら左右に剣を振ふるったのだった。




　　　　◆




　ヴォルタを討ち取り、ナファリ軍の半数はすでに背を向けて逃げ始めていた。剣を交えているナファリ兵たちも、ヴォルタ戦死の報に触ふれるとすぐさま踵きびすを返し、我先にと後退し始めた。

　チェザーレは勝ちを確信し、トスカリア軍の最前線で自ら攻撃に加わりつつ、追撃の指示を飛ばし始めていた。世界にトスカリア公国の存在を印象づけるためには、ここでナファリ軍を徹てつ底てい的に壊かい滅めつさせておいたほうがいい。敵主力の殲滅は、外交的優位を獲かく得とくするための最適な手段だ。

　前進する勢いを増していたトスカリア軍だったが、ふいに、背後から大きな悲鳴が上がった。

「何事だ!?」

　チェザーレは、そばの近この衛え兵に問うた。

「フォルセス公国軍による後部への奇き襲しゆう攻撃です！」

　折り重なった兵士たちのために、後方に目を転じても、詳くわしい戦せん況きようを読み取ることは叶かなわない。だが飛び交かう絶ぜつ叫きようから、明らかにトスカリア軍が崩され掛けていると判断できた。

「まさか残してきた三〇〇が、これほど早く突とつ破ぱされたのか!?　それとも残留部隊をすり抜けてきたのか!?」

「不明です！」

　ナファリ軍を追撃する前線とは違い、トスカリア軍の後方は大混戦となっていた。敵味方入り交じり、雄お叫たけびと悲鳴が入り交じった声が飛び交っている。どうやら背後からモロに騎兵突撃を受け、多くの兵が引き倒されたようだった。やはりフォルセス軍は強い。

　フォルセス公国軍がこちらに差し向けている兵は八〇〇だったはずだ。決して多い数ではないが、前方のナファリ軍と向き合っている今、背部の八〇〇は決して少ないとは言えない兵力である。しかもフォルセス兵は精せい鋭えい揃ぞろいであって、その数倍の規模の力があると見積もったほうがいい。この奇襲を放置すれば、ナファリ軍を追うどころでなく、トスカリア軍が手痛い打撃を被こうむりかねなかった。

「くっ、今一歩のところで、またもフォルセス公国の横よこ槍やりか……」

　苦々しい思いにチェザーレは唇くちびるをかみしめた。

　せっかくナファリ王国軍の壊滅が目の前に開けてきたというのに、その素す晴ばらしいチャンスをみすみす逃のがせというのか……。ここでナファリ軍を壊滅に追いやれば、軍事的成果を誇ほこる以上に、その外交的威い力りよくは華はな々ばなしいものとなるはずなのに……。

　だが、チェザーレには迷う猶ゆう予よは与あたえられなかった。

「やむを得ん、ナファリ軍の追撃は中止だ！　全軍、即そく座ざに転進し、襲おそいかかってくるフォルセス公国兵を迎むかえ撃うて！」

　チェザーレは指示を飛ばし、自らも馬を返して戦況を見守った。背後からの突撃に兵たちは浮き足立ち、なかなか迎げい撃げきが進まない。

　近衛兵が絶望的に叫ぶ。

「思うように転進できず、被ひ害がいが増えております！　このままでは押し切られかねません！　ここでフォルセス軍に中央突破を許せば、逃とう亡ぼうしているナファリ兵が態勢を立て直す危険があります！」

「臆おくするな！　しょせん、敵兵は八〇〇！　ナファリ側の戦線はすべて捨てよ！　近衛兵はすべて、この俺のあとに従え！」

　チェザーレは周囲を見回して声を振り絞しぼり、激しく馬を蹴った。そしてナファリ軍を撃げき破はしたときのように、チェザーレ自らがフォルセス軍との最前線となっている後背部へと突入した。慌あわてて周りの近衛兵たちもチェザーレをわらわらと追い、トスカリア軍内部に深く食い込んでいるフォルセス軍騎兵らに群がって刃やいばを交え始めた。

　チェザーレが最前線に躍り出てきたことで、逃げ腰ごしだったトスカリア軍兵士たちもようやく気力を取り戻し、果か敢かんにフォルセス兵に立ち向かっていく。混迷の際にあったトスカリア軍後部の戦線は、大きな損害を出しながらも、その大兵力に助けられ、ようやくにして持ち直し始めたのだった。
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　明らかに、途と中ちゆうまでは勝っていた。ナタリアの手勢はわずか二〇〇だが、完全に背後を取ったことで、戦術のテキストに載のるようなスマートな奇襲を成功させていた。最初の一いち撃げきで、多くのトスカリア兵を薙なぎ倒し、相当に大きな損害を与えたという確信もあった。そしてこちらの兵は頑がん強きようであり、対するトスカリア兵は傭よう兵へい主体の気力に劣おとる軍である。この騎兵突撃は、勝利を決するための必要条件を満たしていたはずだ。

　だが……戦いくさの流れが一いつ瞬しゆんで変わった。奇襲に参加していた騎兵の誰だれもが、その波の変化を敏びん感かんに読み取っていた。

　ナタリアのそばに寄ってきた騎兵の一人がまくしたてる。

「ブラッキアリ将軍、ここは危険だ！　早く撤てつ退たいの指示を出してくれ！」

「でも……もう少しで……！」

　あとわずかで、トスカリア軍を分断できる地点まで押し入って来ているはずなのだ。この成功をすべて捨て去る決断をすることを、ナタリアは躊ちゆう躇ちよせざるを得なかった。

「少しもクソもねーんだよ！　これ以上は押せない！　そのくらいわからんのか！」

　ぞんざいな物言いで騎兵が叱しかりつけてきた。古巣のフォルセス兵からは、ナタリアは未いまだ新人扱あつかいの将軍だ。エリザやドロテアには従順な兵たちだが、ナタリアは一段も二段も低く見られている。兵たちから馴なれ馴なれしい口調で呼ばれるのは特に珍めずらしくもないし、ナタリア自身も少しも気にしていなかった。それ以上に、自分の指示に従ってくる古参兵たちに対し、ナタリアは大いに感謝していた。自分のような若い女将軍に従ってくれるのは、エリザやドロテアのような将軍が目覚ましい成果を収める軍であればこその文化であろう。

「ナファリ軍は!?　そこを見み極きわめないと……！」

　尚なおもナタリアが躊躇していると、一刻一秒を経れば経るほど敵軍の反はん撃げきの勢いが強まってきていることが明らかになってきた。

「押し戻もどせ！　フォルセス兵を包み込むように、左右から攻め立てろ！　敵は我が軍のなかに孤こ立りつしているぞ！」

　その声は、チェザーレのものだった。ほんの数人の兵の向こうで、チェザーレが指揮を採っている。まさか、手が届く距きよ離りにチェザーレが押し出してきているとは……。

　トスカリア兵に急に力が戻り、ほぼ全軍がこちらに向き直ってきたのは、チェザーレ本人が最前線へと躍り出てきたためなのかもしれない。背後を襲われたトスカリア軍の兵士たちは、むしろ怒いかりに満ちているようだった。

「退たい却きやく！　全軍退却！」

　ここに至り、ナタリアは撤退命令を下した。トスカリア軍がこちらに向き直ってしまった以上、どうあってもこれより先までトスカリア軍を突つき破やぶることは叶わないと認めざるをえなかったからだ。

　だが撤退の判断に迷ったせいで、すっかり周りを取り巻かれていることにナタリアは気づき、青くなった。

　友軍の騎き兵へいらがナタリアを守ろうとしてきたので、ナタリアは叫さけぶ。

「撤退して！　私のことはいいから、早く！」

　その指令の声を聞きつけたのか、チェザーレがナタリアの存在に気づいたようだった。ナタリアが指揮官だと、何もかもチェザーレは見て取ったらしい。とたんチェザーレが剣をこちらに突き立てるようにして、ナタリアに迫せまってきた。

「女将軍、なかなかいい女ではないか！　降こう伏ふくするがいい！　この俺が、さらに良い条件で召めし抱かかえてやるぞ！」

　そう叫びながら、チェザーレは友軍の騎兵らなどものともせずナタリアに迫ってきた。

　剣を交えても勝てない──それをナタリアは直感した。次の瞬間、ナタリアは顔面蒼そう白はくになりながら懸けん命めいに馬を翻ひるがえそうと試みていた。だが今さら反転したところで、チェザーレから身をかわすのは間に合わないと思われた。

「待て！　殺しはしない！　あとで治ち療りようし、そばに置いてやる！」

　チェザーレがそう叫びながら追ってきた。そのとき、先ほどナタリアにぞんざいな口調を聞いた騎兵が、ナタリアを守るようにしてチェザーレに馬をぶつけていった。

　咄とつ嗟さにチェザーレはよろめき、その騎兵と剣を交え始めた。そのおかげで逃げる機会を得たナタリアは、全速力で馬を走らせた。

　しかし左右から突き出される槍やりや剣で、ナタリアの鎧よろいは傷つけられ、腕うでからは出血し、背中をわずかに槍で突かれ、危あやうく落馬しそうな目に何度もあった。ナタリアはすでに剣を戦場に投げ捨てており、両りよう腕うでで馬の手た綱づなを一心に握にぎりしめ、身を低くして戦場を走り抜けようと死力を尽つくしていた。

　一いつ緒しよに突とつ撃げきしていたフォルセス軍の騎兵らも、ナタリアの前後左右で命いのち懸がけの撤退行動に移っている。ナタリアは、そばで何人かの友軍騎兵が槍に刺さされるのを目撃したし、なんとか馬に縋すがり付いている者たちも、全身が傷を負っての撤退だった。もはやここは地じ獄ごくだ。

　さらにトスカリア軍の圧力が増してくる。

　手綱を握りしめながら、ナタリアはすっかり泣いてしまっていた。顔からは血の気が引き、心は恐きよう怖ふで凍こおりつき、ここから逃げ出す以外のことは何も考えられなくなっていた。ナタリアの乗る馬も斬きりつけられていたのだろう、怒り狂くるった馬は激しく暴れ、嘶いななきながらも、ギリギリのところでナタリアを乗せて走り続けた。

　馬上で震ふるえるナタリアは鼻水も涙なみだも流れるままにまかせ、ただただ無心に、周りのフォルセス軍騎兵らが逃げる方向へ馬を走らせていった。
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「一騎でも多く打だ倒とうせよ！　あの騎兵らを一人討うち取るごとに、銀貨五枚をくれてやる！　逃がすな、追え！」

　すんでのところでフォルセス軍の背後からの奇襲攻撃を食い止めたチェザーレは、フォルセス軍への追撃を指示し、自らも馬を駆かって追撃軍に加わった。

　追う段になってようやく気づいたが、フォルセス軍は思っていたよりも寡か兵へいで構成されていた。せいぜい二〇〇前後の兵ではないのか。わずか二〇〇の兵によって危うくトスカリア軍が瓦が解かいしかかったことは、実に忌いま々いましい事態である。

　できれば殲せん滅めつしてやりたいところだった。ただ、せっかくの追撃戦にもかかわらず、敵が騎兵ばかりで構成されていたせいで、芳かんばしい戦果はあまり上げられなかった。歩兵が追いつけないためこちらの追撃部隊も騎兵ばかりとなってしまったが、せいぜい手負いの騎兵の背後に食らいつければマシなほうで、命懸けで逃にげるフォルセス兵らと距離を詰つめることがなかなかできない。

　もしナファリ軍が健在だったなら、あのフォルセス軍の襲しゆう撃げきを受け止めることは叶かなわなかったろう。前後から挟きよう撃げきされ、全軍が瓦解していたのはトスカリア軍のほうだったはずだ。そう考えれば、ナファリ軍に電撃戦を喰くらわせたギリギリの選せん択たくは、結果的には正解だったのかもしれない。時間との勝負にチェザーレは勝ったのだ。

　また、序じよ盤ばんの接せつ触しよく時にヴォルタを討ち取ったことも戦局に大きく影えい響きようしたはずだ。戦の勝敗を分けるのは、実に紙かみ一ひと重えなところにあると思わざるを得ない。

　追撃戦の舞ぶ台たいは、右手に湖、左手に雑ぞう木き林の細い道に差し掛かかっていた。道が所々ぬかるんでおり、それがため馬の足は乱れがちになる場所だ。両軍とも動きがやや鈍にぶっていたが、たまにフォルセス騎兵がぬかるみに足を取られて四苦八苦しているのを討ち取れるから、追撃には悪い場所ではない。ただ、こちらの足も遅おそくなるため、この先まで駆け抜ぬけていったフォルセス騎兵らを追うことはもはや叶わないだろう。

　思うような成果を上げられない追撃戦であったが、そろそろチェザーレはここで追撃を諦あきらめることを考えていた。歩兵らをまとめて北上し、少しでも早く北部の戦線に舞まい戻らなくてはならない。

　そんなことを考えていたところ……突とつ然ぜん、幾いくつもの矢が風を切る音が響ひびく。

「ぐあっ!?」

　左手側を走っていた味方騎兵数人にクロスボウの矢が突き刺さり、悲鳴を上げて地面へと崩くずれ落ちた。

　チェザーレや味方騎兵らは咄嗟に馬を止め、攻こう撃げきの方向を見定めた。

「敵てき襲しゆう！　左手、雑木林に敵の伏ふく兵へい！」

　一人の騎兵が叫んだ。

　見れば、木々の間からフォルセス軍歩兵がクロスボウや弓や火ひ縄なわ銃じゆうを構え、戦せん闘とう態勢に入っていた。すぐ間近であっても、雑木林に騎兵が押し入っていくことは不可能だ。仮に荒あれ地に突とつ入にゆうすれば、伏兵の餌え食じきである。木々の奥にも、フォルセス軍が続々と控ひかえているように見える。どのくらいの兵力を隠かくしているかがわからない。

　もしや、事前情報で把は握あくしている八〇〇以上のフォルセス兵が、この作戦のためにここに投入されている可能性もありえた。ここで自分たちを引きずり込むために待ち構えていたというのか。とすれば、まさかあの二〇〇の騎き兵へい突撃は、自分たちを追撃戦に巻き込み、このポイントで伏兵による攻撃を敢かん行こうするための罠わな……？

「待たい避ひ！　全軍、追撃は中止せよ！」

　咄嗟の判断でチェザーレは馬を翻し、追撃部隊に撤退を促うながした。

　ここは危険だ。今度は、逃げるのは自分の番のようだ。

　フォルセス軍の火縄銃の打ち手が、自分に狙ねらいを定めている。ダーンと銃じゆう撃げき音が響き、銃撃がチェザーレのそばの土を舞い上げた。

　そして再びクロスボウの一いつ斉せい射撃が行われ、足を止めていた騎兵が一〇人ほど射い貫ぬかれる。ぬかるみのなかで、追撃部隊は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれた。追撃していた騎兵たちは、一転して包囲される側にまわり、ほとんど命からがらぬかるみの細道を逃げ出した。

　チェザーレも馬を蹴けり、味方騎兵を励はげましながら、飛び交かう矢のなかを駆け抜けていった。
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　ドロテアは雑木林に伏ふせさせていた兵をまとめ、ミトの要よう塞さいへと急いだ。ミトにはヴェザニアが送り込んできた一五〇〇の傭よう兵へいが守備についているので、もしトスカリア軍が態勢を建て直して襲おそいかかってきたとしても、要塞を活用すれば十二分に守りきれる拠きよ点てんである。この要塞には三〇門以上の砲ほうが配備され、星形状に外に突き出た防ぼう壁へきで幾いく重えにも囲んであるため、まず一〇倍以上の兵力がないと攻こう略りやくは難しい。

　もともとドロテア部隊六〇〇は、トスカリア軍三〇〇を徹てつ底てい的に打ち破っていたが、命からがら逃とう走そうしていくトスカリア兵の追撃はせず、ナファリ軍との戦闘地域に向けて急行していたところだった。そこにヴォルタ戦死の報と、ナタリア部隊突入の報が同時に入ってきたため、これは危険だとドロテアは判断し、ナタリアの騎き兵へい部隊が撤てつ退たいしてくるであろうと予想される地域の数箇所に歩兵を潜ひそませていたのだった。

　ドロテアがこの湖と雑木林に挟はさまれた細道に配した伏兵は二五〇ほどで、ドロテア自身もこのポイントに身を置いていたが、案の定、ナタリア騎兵部隊がミト方面へと逃げ去っていくのを目撃していた。そこでチェザーレの追撃部隊を捕ほ捉そくし、伏兵攻撃と相成ったわけである。

　雑木林を活用することで、わずか二五〇ほどの伏兵部隊を多く見せかけていたが、この数ではいくらチェザーレ騎兵部隊を足止めしたからといっても、包囲まで敢行することは元々無理な話だった。チェザーレの騎兵追撃部隊は一〇〇〇以上もいたので、せめて同数の歩兵がいなくては包囲は無理である。それゆえドロテアはみすみすチェザーレ部隊の撤退を見送るしかできなかったが、ナファリ軍が敗北を喫きつした以上、こちら方面からの攻撃を諦めるしかないことは明らかだった。

　敗軍をミトでまとめ、北方に向け行軍してエリザの本隊と合流するのが、最も理に適かなった選択であろうとドロテアは判断していた。

　ドロテアが歩兵六〇〇を率いてミトに入城すると、死に物もの狂ぐるいで走り込んできた騎兵らが、馬から下りて肩かたを落として地べたに座り込み、ゼエゼエと息をしていたところだった。

　歩兵を休ませたドロテアは馬を降り、近くで寝ね転ころんでいる古参兵の騎兵の一人に近づいて声を掛ける。

「ステッカ。無事で何よりです。あなたが駆け抜けていく姿を見ましたよ」

　騎兵は身体からだを起こし、応じてくる。

「あの伏兵を配備していたのはストラデルラ将軍ですよね？　おかげで、我々は生きて帰ってくることができました……。やはりあの新人将軍はダメですよ……。政治面では優ゆう秀しゆうなのか、それとも身分が高いのか知りませんが、もう少し考えたほうがいい」

「あなたなら、トスカリア軍への突撃は控えましたか？」

　ドロテアの問い掛けに、騎兵は悩なやましげにうなり、考えながら話していく。

「……うーん……。……正直、わかりません。明らかに、絶好の好機ではありました。敵さんたちは、こちらにまったく気づきもせず、全員が背を向けていましたから……。もしこちらの騎兵部隊が五〇〇だったら、確実に中央突とつ破ぱには成功していたでしょうが……どうなのでしょうか……」

「私なら突撃は控えていたと思います。ただ一方で、瓦解するナファリ軍を見捨てたという禍か根こんが残ることになったでしょう。軍事的には突撃すべきではありませんでしたが、外交面ではたぶんナファリ軍を見捨てなかったことは、フォルセス公国の国こく威いに影響してくるのだと思います。私にも判断できない、難しい問題ですね。きっとリノなら、正確な答えを出してくれるはず」

「では、我々の突撃はまったくの無む駄だでもなかったということですね？　戦友が幾人か帰ってきていませんが……それだけの価値はあったと」

「そうなります」

　ドロテアには、そう応じるしかなかった。ただ実際に、数十人の熟練兵を失うだけの価値はあったのかもしれない。ナファリ王国との円満な外交関係のためには戦闘に介かい入にゆうするのが無難だったし、トスカリア軍にも決して少なくない損害を与あたえたことだろう。

　地べたに座りうなだれる騎兵たちを見回したところ、ナタリアに与えた騎兵二〇〇のうち、一五〇前後は帰き還かんしているようだった。与えたのが騎兵だけだったため、なんとか追撃戦を振ふり切り、これだけの数が生き残ってくれたのだろう。

「遣やり切れない怒いかりを抱かかえていましたが、ストラデルラ将軍と話ができて、少しだけ気持ちが落ち着きました。ありがとうございます」

　その騎兵の言葉に、ドロテアは微笑ほほえみで返した。そして要塞の奥、武器庫のそばで四よつん這ばいになって涙に暮れているナタリアの下に向かった。騎兵たちから声を掛けられ、その度たびにドロテアは戦いくさに疲つかれた兵たちに優やさしく応じ、武器庫のほうへと足を進めた。兵たちからはナタリアに対する呪じゆ詛その言葉や暴言が聞こえたが、初戦で大敗を喫すれば、どんな将とて言われることだ。こればかりはナタリアが乗り越こえなくてはならないことであろう。
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「血まみれですね」

　ふとドロテアの淡たん泊ぱくな声が聞こえ、ナタリアは顔を上げた。

「……は、はい……」

　ナタリアは、震ふるえと涙なみだを止めることができなかった。

　将としての情けない状じよう況きよう判断、落命した味方への責任、間かん一いつ髪ぱつで命を落としそうになった恐きよう怖ふ……そういったものが綯ない交まぜになって、ナタリアの心を搔かき乱していた。

「……」

　ドロテアは無表情で、しばらく口を開かなかった。

　叱しつ責せきでもいい、慰なぐさめでもいい、罵ば倒とうでもいい、何らかの言葉を掛けてくれることをナタリアは希こいねがったが、ドロテアは沈ちん黙もくして自分を見下ろしているだけだった。

　ついに耐たえきれずナタリアは視線を落とし、切々と言葉を絞しぼり出す。

「……うう……。……私は、多くの味方を失ってしまいました……」

「帰還しない兵士は、戦死したとは限りません。負傷して捕ほ虜りよになっている可能性も、五分五分といったところでしょう。あとで捕虜交こう換かんで取り戻もどすか、身みの代しろ金きんを支し払はらえばいいことです」

「身代金が必要なら、私のお給料から出していきます……。どうか私に責任を取らせてください……」

「捕虜の取り扱あつかいは国家同士の外交です。そんな責任を何もかも背負っていたら、私も姫ひめ様さまも命を五つほど差し出さなくてはならない頃ころ合あいでしょうね」

「でも……」

　急にドロテアの語調が強まる。

「あなたがそんな風では、共に戦った兵士が余計に傷付くのだということが、なぜわからないんですか。同行する兵士たちにも、それぞれ信念があります。とくに古参兵たちは、フォルセス公国のための礎いしずえになるなら、ときに自らの命を躊ちゆう躇ちよなく差し出してくれることでしょう。それは、この私とて同じです」

「……」

　ナタリアは、ハッとして再び顔を上げ、目を細めた。自分の失敗、自分の恥はじ、そういった個人のことだけで頭が占しめられてしまっていたからだ。兵士たちのことを顧みているような素そ振ぶりを見せていただけで、その実、自分自身のことしか考えていなかったのだ。

「あなたの戦いは、あなた個人の戦いではありません。国の未来をかけた死し闘とうです。それゆえ失敗があったとしても、責任はフォルセス公国が背負うのです。たった一つの大敗があれば、あなたは生き延びるかもしれませんが、国は滅ほろびるかもしれません。だからもし、あなたが国の役に立ちたいと願うなら、自らの能力を淡たん々たんと磨みがき続けるしかありません。今日の戦いを真しん摯しに受け止め、次の戦いに繫つなげるよう最善を尽つくしてください」

「……ストラデルラ将軍、ひとつ、教えてください。国を支えるような将になるために、どのような努力を積み重ねればいいのでしょうか……？」

「頭ばかりで考えていてはダメです。戦場での肌はだ感覚、第六感を養うようにしなくてはなりません」

「第六感……」

「ただ……」

　ドロテアが言い淀よどんだので、ナタリアは先を促すように訊きく。

「ただ？」

「あなたはたぶん、頭が相当に切れるタイプなのでしょう。リノも、もしかしたらナタリアは、自分と似たタイプかもしれないと言っておりました。もしそうだとすれば、あなたは将としてはあまり有能な部類とは言えないでしょうね。決して無能ではないでしょうが、第六感を研とぎ澄すますのが難しいほど、自分の頭が先に回転してしまう」

「ならば、私は将としては役に立たない存在でしょうか……？」

「たとえばリノの場合は、ひたすら基本に忠実な用兵をします。過去のあらゆる軍略をリノは理解していますが、いざ実戦では果か敢かんな用兵ができないと理解しているから、堅けん実じつに務めているのです。姫様のような活かつ躍やくはできずとも、リノは要所要所で兵を任せるにあたって安定感がある将と言えるでしょう。自分でそれを理解し、役割に徹てつしているのです」

　それを聞くに及および、ナタリアは、自分がリノには遠く及ばないのだと思わざるを得なかった。心のどこかで自分のほうが上だと意地を張っていたナタリアだったが、そんなナタリアの愚おろかさまでリノはきっと理解した上で尚なお、受け入れてくれていたのだろう。

「私は、自分の能力を見誤っていました……。何でも上手うまくこなせるはずだと、勘かん違ちがいしていました……」

　ドロテアは溜ため息いきをつく。

「あなたは自信家で、名将を目指していたようですが……誰だれしも適材適所というものがあることを知るべきではないでしょうか。そういった謙けん虚きよさが、あなたの能力を開花させるキッカケになるかもしれません」

「……ストラデルラ将軍……ありがとうございました。このナタリア・ブラッキアリ、今までにも増して一層、私程度の者の仕官を許してくれたフォルセス公国のために仕えようと決意しました。それが、共に戦ってくれた兵たちへの責任です」

　這はいつくばりながらも、ナタリアは土を握にぎりしめる拳こぶしの力を強くした。止めどなく流れ落ちる涙は、拭ふきもしなかった。

「涙を拭きなさい。それと、今すぐ傷口を街の医者に診みてもらうことです。そして明日あしたには、この要よう塞さいはヴェザニア傭よう兵へいらに任せ、第二軍は北方へと転進します。もたもたしている暇ひまはありませんよ」

「はい……！　畏かしこまりました……！」

　ナタリアが熱を込こめて返事をすると、用件が済んだとでもいう風に、ドロテアは甲かつ冑ちゆうの音を響ひびかせて広場へと足を向けた。戦のあとで疲れ切っている兵たちに言葉を掛かけて回るのだろう。

　そんなドロテアの後ろ姿を見送り、ナタリアは涙と鼻水を必死で拭いた。自分も一軍を預かった将である。ドロテアが兵たちに声を掛けていくのならば、ナタリアが隅すみで泣いているわけにはいかない。

　気力を振り絞って立ち上がり、ナタリアも広場へ向けて歩きだした。

　兵士たちのささやき声が聞こえる。

「まったくよ、新人将軍様は強いなぁ。震えて泣きながら馬にしがみついてたぜ」

「軍略もへったくれもねーんだからな。あんな新人将軍に仕えると身が破は滅めつしちまうよ。少しはストラデルラ将軍を見み倣ならえないのかね」

　広場で腰こしを下ろしている兵士たちから、自分をバカにする声が時おり聞こえてきた。おそらく、聞こえるように言っているのだろう。その言葉の一つ一つを、今は謙虚に受け止めねばならない。

　ナタリアは躊躇せず、暴言を吐はいた兵士二人の前まで歩いていった。その兵士二人は、急にナタリアが近づいてきたので、面めん喰くらったような表情でこちらを見上げてきた。

　兵士二人の前で立ち止まり、ナタリアは謝罪の言葉を口にする。

「ごめんなさい、敗北を喫きつしたのは私の責任です……。本当なら、心から死んでお詫わびしたいところですが──」

　だがナタリアは、ふいに胸に込み上げるものを感じ、それ以上の言葉を続けることができなかった。そして、口元を押さえて嗚お咽えつした。

　さしもの兵士たちも、目の前でナタリアが泣く姿に啞あ然ぜんとしつつも、居たたまれないように口にする。

「作戦行動の一つの結果の良よし悪あしで、わざわざ謝りにくる将軍なんていねーよ。情けない限りだが……別に嫌きらいじゃない」

「俺たちも悪いこと言っちまって済まなかった……。あれは難しい判断だったよな。まぁ、次があるさ」

　アベコベに兵士たちから励はげまされ、ナタリアは必死で嗚咽をこらえてコクコクと頭を上下させた。

　その後もナタリアは、同行してくれた兵士たち一人一人のところに出向いていき、謝罪の言葉を真摯に口にしていった。

　兵士たちは誰もが哀あわれんだようで、「早く医者に診てもらえ」とか「次もあんたに指揮されてもいいかな」などと、優しい言葉まで掛けられるまでになっていった。

　また、自分の逃とう亡ぼうを助けるために馬をチェザーレにぶつけてくれた騎き兵へいの一人が、深手を負いながらも生きて帰ってきていたので、ナタリアはその兵士とお互たがいの無事を喜び合い、涙を流したのだった。

　そんなナタリアの姿を、ドロテアは広場で兵士たちと会話を交かわしながらもチラチラと見やっていたが、何も指し摘てきはしなかった。

　帰還していた一五〇ほどの騎兵のすべてと言葉を交わしたナタリアは、足を引きずるようにして街の医者の下もとに行き、椅い子すに腰かけて診しん察さつの順番を待った。他に診しん療りようを待っていた兵士たちは、ナタリアが来ると先を譲ゆずろうとしてきたが、ナタリアはその好意を丁てい重ちように断り、兵士たちが治ち療りようを済ませるまで静かに診療所の隅で待っていたのだった。

　ナタリアは痛切に悟さとっていた。自分には、あの戦場での凍こおりつくような緊きん張ちよう感のなかで、リアルタイムに果断な決断を下していけるような能力がない。これは天性の能力と、ギャンブラーとしての資質、ドロテアの言うような第六感など、多くの才気が必要であり、自分はそれらを一つも持ち合わせてはいない。自分は凡ぼん将しようの類たぐいであると自じ認にんし、謙虚な行動を心がけていかねばならないと、ナタリアは自らに言い聞かせた。

　もしリノが、本当に自分を似たタイプだと言ってくれたのならば、リノこそが自分の手本となるべき相手なのかもしれなかった。今まではリノなど相手にせず、エリザやドロテアを超こえていくことが自分の道だと考えていたのに、それは適性を大きく外れた、自身を見誤った考えだった。これからはリノを見倣い、教えを請こうていかねばならない。

　自分ならば、政治家としての能力でも、将軍としての能力でも、リノの遥はるか上を行けるなどと子どものように考えていた。それは、すべて思い違ちがいだったのだ。

　ナタリアは生まれて初めての、深い挫ざ折せつを味わっていた。だがその挫折は、ナタリアに新しい気づきをもたらしたのだった。








第六章　謀ぼう略りやくと決戦と






　いよいよミケロット率いる北部のトスカリア軍は進しん退たい窮きわまりつつあった。

　前方には、精強無比なフォルセス軍。そして後方には、ついにジェリバ共和国軍と、ミレノ公国軍の先せん鋒ぽう部隊が姿を現すようになり、ミケロットの退路を遮しや断だんし始めるようになっていた。フォルセス軍と接せつ触しよくしないよう最善を尽くし、ジェリバやミレノの両軍との戦せん闘とうに引きづりこまれそうになりつつ、その狭はざ間まで兵士たちを誘ゆう導どうすることだけでも苦しい状じよう況きようが続く。

　しかも、フォルセス軍の進しん撃げき路となる街々や城じよう塞さいに寡か兵へいを残しつつの撤てつ退たい行動であったため、率いる兵士たちにも厭えん戦せん気分が充じゆう満まんしていき、次に自分が敵中にぽつねんと残されるのではないかという不安からか、脱だつ走そうする兵士まで現れていた。

　フォルセス軍への対処によって、すでに兵士の損そん耗もうは五〇〇に達しており、会戦を交えたわけでもないのにかかわらず、自軍五〇〇〇のうち一割を削けずられるまでになっていた。フォルセス軍は獰どう猛もうな虎とらのような軍隊であることを、改めてミケロットは、その身で強く感じていた。

　内にも外にも難題を抱かかえつつも、ミケロットの残りの軍勢四五〇〇は、トスカリア公国領の大都市の一つであるボローチェに入城し、守りを固める作業を急いでいた。

　フォルセス公国軍単体なら何とかいなしようはあるものの、三つの軍に周囲を取り巻かれながらの時間稼かせぎはこれ以上不可能だとミケロットは判断せざるを得なかった。それゆえ、ボローチェに籠こもってここを死守することで、自分が楯たてとなり、捨て身の時間稼ぎを行おうと決意していたのだった。

「ボローチェの街中の工こう房ぼうにも、砲ほうは幾いくつかあるはずだ。ありったけの砲を探し出して城じよう壁へきの上に上げろ！」

　ミケロットは、傘さん下かの近この衛え兵たちを見回しながら声を張り上げた。

　近衛兵の一人がおそるおそる応じる。

「しかしフォルセス軍には最新式の砲が配備されているようです……。向こうまで砲ほう弾だんが届くかどうか……」

「上から撃うつんだ！　仮に届かなくても、威い嚇かくになればいい！　つべこべ言わず早くしろ！」

　通常の戦闘行こう為いとはまた違った苦しい後退が続くなかで、ミケロットは気が立っていた。

　そんな折、情報官の一人が駆かけ込んできて口にする。

「ダ・コレラ将軍！　ここでしたか！」

「何だ？」

「ボルジア様からの信書をお持ちしました！」

　情報官は、紐ひもでとじられた文章を差し出してきた。

　受け取ったミケロットは、紐を乱暴に引きちぎり、書状を広げる。




『南部トスカリア軍は、ナファリ軍に電でん撃げき戦で勝利した。ナファリ軍との戦闘においては、ほぼ被ひ害がいなし。だが、フォルセス軍への牽けん制せいで配置した小部隊に一五〇の損害、フォルセス軍の奇き襲しゆうによって受けた四五〇の損害──計六〇〇を失っている。全体としては良好な戦果を得たと言えよう。これより、残った五四〇〇を率いて北上する。ローマでラディスが搔かき集めている傭兵部隊と合流し、北部へと向かう。ミケロットの部隊は今すぐフレンツェに帰き還かんし、この俺の部隊との合流を図はかってもらいたい』




　そこには比ひ較かく的てき手短に、具体的な戦果と被害、そして最低限の用件だけ書いてあった。

「勝った、か……。ナファリ軍には完勝じゃないか」

　書状に視線を落としながらミケロットは独り言をつぶやき、顔を上げて続ける。

「急ぎ戻もどってチェザーレに伝えよ。了りよう解かいした、と。これより我が軍はボローチェを出て、フレンツェまで撤退する」

「畏かしこまりました、しかとお伝えします」

　情報官は早くも踵きびすを返し、自分の馬へと向かって走っていった。

　ミケロットは新しい命令を告げる。

「ボローチェに居残って、包ほう囲い網もうへの陽動に協力してもいいという兵を集めよ。三五人でいい」

　近衛兵たちが息を吞のむ。

「三五……しかし今の現状ですと、どの兵も嫌いやがるかと……。選ばれるようなことがあれば、今晩にでも逃亡を図るかもしれません」

「志願させるんだ。居残る代わりに、一人につき金貨一枚を支給する。ボローチェの城門を閉じ、城門がこじ開けられるまで粘ねばればそれでいい。あとは降こう伏ふくするなり逃にげるなり、好きにすればいいんだ」

　この条件なら死にはしないし、負傷する可能性も少なく、通常の軍務につくよりも取得できる給料は高くなるだろう。自分が傭よう兵へいであれば志願するはずだ。

「なるほど、金貨一枚でその役目なら、すぐさま集まるものと思われます。畏まりました、すぐに志願者を集めましょう」

　近衛兵たちも納なつ得とくしたようだった。

「志願兵だけを残し、全軍は撤退準備だ！　明朝にはボローチェを発たつぞ！」

　ミケロットがそう指令を下すと、近衛兵たちはそれぞれの役目に散らばっていった。




　　　　◆




「砲ほう撃げき開始！　打てー！」

　エリザの掛かけ声に合わせて、ドン、ドン、ドンと砲撃音が辺りにこだまし、城壁へと砲弾が向かって飛んでゆく。

　狙ねらいはボローチェの城壁だ。フォルセス軍が街を包囲し、中に居残っている城兵に降こう伏ふく勧かん告こくを促うながしたが応じなかったため、砲撃と相成ったのである。見たところ居残る敵兵はわずかだから、城壁の一角が崩くずれれば逃げ散るのではなかろうか。ボローチェは大都市なので、包囲といってもくまなく城壁を取り囲めるはずもなく、少数の敵兵が市民や農民に扮ふんして逃とう走そうを図るのは容易だろう。

　ドン、とボローチェの城壁の上から、一発の砲声が轟とどろいた。わずか一台の大砲が、こちらに向けて砲撃を始めたのだ。しかし敵の砲弾はこちらまで届かず、土を舞まい上げて地面へと派手にめり込んだ。

　敵の大砲は城壁の上に一〇も並んでいるのに、一つしか活用しないのは、どうやら砲兵の数が間に合っていないためのようだ。よほど城内の敵の数は少ないに違いない。だが、今まで落としてきた街と同様に、無視して通り過ぎるわけにはいかない。しかもボローチェは、落とすだけの価値がある大都市だった。

「敵の砲撃はこちらまで届かないぞ！　怯ひるむな、打ち続けろ！」

　エリザは砲兵たちを鼓こ舞ぶし、次々と砲弾を打ち放つように促した。

　ナファリ軍のヴォルタ将軍が討うち取られ、その軍が壊かい滅めつしたという情報が欧おう州しゆうに広く知れ渡わたり、ややトスカリア公国側が優勢かと諸国に思われ始めた頃ころ合あいだった。それを打ち消すためにも、大都市ボローチェ攻こう略りやくは、外交面での重要な施し策さくになるのだ。ここを攻略すれば、旧フレンツェ領の半分近くまでを包囲網側が占せん拠きよしたことになり、情勢は再び包囲網優位にまで盛り返せる。

　エリザの隣となりにまで馬を進めたリノは、城壁の一角を指差しながら口にする。

「さすがにボローチェともなると城壁が厚いか。だが、あそこはもうすぐ崩れそうだな」

「ピンポイントで狙えればいいんだけど。運に任せるしかないわね」

　ロザリアが大砲にさまざまな改良を加えているにもかかわらず、大砲の命中精度はまだ非常に悪い。これでも少しはマシになったはずなのだが、明らかに実感できるほどかと言われれば、また別だ。この砲弾が狙い通り当たってくれれば、戦の流れも大きく変わるはずなのだが。

　ちなみに城壁への攻こう撃げきだから、昔ながらの、単なる鉄の塊かたまりで作られた砲弾だ。ロザリアの榴りゆう弾だんは温存している。

　そのとき、狙いをつけていた箇か所しよの近くに、こちらの砲弾が一発吸いこまれていった。着ちやく弾だん音と共に、城壁から土つち煙けむりが上がる。

「あと一発だな……」

　リノはつぶやいた。

　エリザが兵士らを見回し、声を張り上げる。

「全軍、突とつ入にゆう用意！　城壁をこじ開け次し第だい、攻せめ掛かる！」

　ドン、ドンと砲声が響ひびくなか、フォルセス軍は突とつ撃げきのための整列を始めた。

　その直後、城壁には白旗が掲かかげられた。もはや粘れないと考えたのだろう。

　これでボローチェの攻略が完かん了りようし、包囲網は大きく占せん領りよう地ちを拡大することになった。

　兵士たちから歓かん声せいが上がり、エリザが前に馬を進めて全軍を振ふり向く。

「トスカリア公国の拠きよ点てんのひとつ、ボローチェを陥かん落らくさせたぞ！　我々の戦果の賜たま物ものだ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵士たちは剣けんを振り上げ、絶ぜつ叫きようを以もつてエリザに応こたえた。

　大国と目されていたトスカリア公国に深く侵しん攻こうし、知名度の高い大都市の一つまで押さえたのだから、フォルセスも一ひと頃ころとはずいぶん変われば変わるものである。案外あっさりした攻略だったが、この一歩はフォルセス公国にとって、非常に重要な分ぶん岐き点てんなのではないかとリノはしみじみ感じていた。




　　　　◆




　フォルセス公国軍は意い気き揚よう々ようとボローチェに入城し、ここでジェリバ共和国軍とミレノ公国軍の到とう着ちやくを待つことにした。また、ドロテアが残留部隊を率いて北上してくるのも待たなくてはならない。ドロテアの報告によれば、ナファリ軍と共きよう闘とうした騎き兵へい二〇〇が満まん身しん創そう痍いなため、その大半をミト要よう塞さいの守備に残し、六〇〇を率いて本隊との合流を目指しているという。

　エリザとリノは、近衛兵を数名引き連れて、ボローチェの城壁の上を歩きながら今後の方針を話し合っていたところだった。そこに情報官が駆けつけてきて、報告してくる。

「ただいま、ヴェザニア共和国の外交官オルカス・メルリ様が到着なさいました。エリザ様と宰さい相しように面会を希望しておられます。いかがなさいましょうか？」

「すぐに会おう。市庁舎の二階に応接室がある。そこに通しておいてくれ」

　すばやくリノが応じた。

「畏まりました。お通ししておきます」

　情報官が城壁の階段を駆け下りていくと、エリザが首をかしげる。

「なんだろう？　ボローチェ攻略の祝辞でも伝えに来たのかな？」

「さあなぁ。いくら味方といっても、ヴェザニアなら常に裏の裏がありそうで構えちまうよな」

　冗じよう談だん半分、本気半分でリノは言い、二人で城壁を下りて市庁舎へと向かったのだった。
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　エリザとリノが応接室に入るなり、オルカスが恭うやうやしく挨あい拶さつしてくる。

「エリザ様、ご機き嫌げん麗うるわしゅう存じます。この度たびはボローチェ攻略、誠まことにおめでとうございました。元首をはじめ、我が政府一同は我がことのように喜んでおります」

「ようこそメルリさん。こちらこそ、ヴェザニア政府が一五〇〇もの守備兵を国境付近に送り込んでくれているのは感謝するばかりです。おかげで我が国は軍事的なフリーハンドを手にすることができ、前線に思い切った兵力の投入を行うことができています」

　エリザも外交儀ぎ礼れいに忠実に応じた。

「もし貴国が今後もボローチェを維い持じし続けることになれば、押しも押されぬ国家へと変へん貌ぼうを遂とげることになりましょう。ここには、欧州全土から若い貴族や有能な人々が集まります。それを受け入れる貴国の名声は、いやが上にも高まるというもの」

「維持……できるかどうかは今後の決戦次第です。未いまだトスカリア公国は強大であり、兵力を温存したままでもあります。友軍であるナファリ軍は撃げき破はされました。それゆえ、このまま包囲網側が勝ち切れるか予断を許さない状じよう況きようにあります」

「そこで朗報です。我が国の方針が決まりました。ヴェザニア共和国としては、このたび正式に包囲網の一角に加わるべく、参戦する所存です。そこで私が派は遣けんされて参りました」

「……えっ？」

　思い掛がけない話に、エリザは息が詰つまったようだった。

　代わりにリノが確かく認にんする。

「本当の話ですかそれは？」

「もちろん、私が偽いつわりを申し述べるはずがございません。ただいま我が共和国政府は、近きん隣りんの傭兵隊に募ぼ兵へい特許状を発行しています。およそ三〇〇〇の兵員を新たに雇こ用ようし、編制の準備を進めております。また正式に参戦するにあたり、現在ミトの街に守備兵として駐ちゆう留りゆうさせている一五〇〇も、包ほう囲い網もうの攻こう勢せい軍に加えていただくことができます。つまりヴェザニアは、今後のトスカリア公国との決戦に向けて、包囲網側に四五〇〇の兵員を供給するつもりです」

　供給……なんとも妙みような言い回しである。朗報には違ちがいないが、やや奇き異いなタイミングでのヴェザニア参戦だった。

　困こん惑わくした面おも持もちのエリザが言う。

「……驚おどろきました。まさかヴェザニアが一いつ緒しよに戦ってくださるとは……。強大さにおいてトスカリア公国を凌りよう駕がする貴国の参戦は、私たち包囲網諸国にとって喜び以外の何物でもありません」

「いやいや、あながち包囲網諸国に喜ばれるものではないかもしれません。ご存じのように我が共和国は、包囲網の諸国とはそれほど芳かんばしい関係にはありません。とりわけ、ジェリバ共和国と我が国はもはや修復不可能な間あいだ柄がらでして、なかなかに国際関係は複ふく雑ざつ怪かい奇きであり……」

　オルカスが言葉を濁にごらしたので、リノがうなずく。

「たしかに現状の包囲網は、フォルセス公国が各国を結びつけているから保っているようなものです。諸国から突とつ出しゆつした力を持つ貴国が参戦すれば、包囲網の足並みが乱れる懸け念ねんは……ないとも言い切れませんね」

「然しかり。そのため我々は考えました。共和国政府が決戦に向けて供給する四五〇〇は、すべてフォルセス公国の指揮下として頂いて構いません。いちおうこの軍を取り仕切る役目は私が仰おおせつかることになりましたが、私はあくまで監かん察さつ官かんであり、軍を率いる将としてはいささか練度不足であることを弁わきまえております。そのため、いざ決戦の際にはエリザ様に我が軍を使って頂きたく……」

「つまり、フォルセス公国軍が一万近い兵員を持つということになるのでしょうか。条件が良すぎてなんと言えばいいか……」

　エリザの戸と惑まどいはさらに大きくなったようだった。

　もっとも四五〇〇といっても、今回ヴェザニアが送り込むつもりなのは金で雇用した傭兵ばかりであろうから、フォルセス公国の正規兵とは戦意が違うだろう。ただし、傭兵主体であるのはトスカリア公国も変わらないわけで、兵力が増えることは悪い話ではない。

　リノが疑問を呈ていする。

「そもそも、どうしてそこまで兵員を送り込みたいんですかね……。先ほどメルリさんは『供給』という言葉をお使いになりましたが、どうにも違い和わ感を感じます」

「あまり深くは考えないでください。もともと貴国と我が共和国政府は攻こう守しゆ同盟国なのです。包囲網に加わるのは当然だったのです」

　その後も打ち合わせを続け、数日後には三〇〇〇を率いてオルカスがヴェザニアから出発し、ミトに滞たい在ざいしているヴェザニア守備兵一五〇〇も北上し、ボローチェで合流することに決まったのだった。
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　オルカスが引き揚あげたあと、リノとエリザは市庁舎を出て、城じよう壁へきへと歩きながら会話を交かわしていた。

　エリザが不思議そうに口にする。

「ナファリ軍四〇〇〇が瓦が解かいした穴を、すっかりヴェザニアが補ってくれちゃったよ。まぁナファリの正規兵混成の軍よりは、傭よう兵へいばかりだろうから質にはちょっと劣おとるかもしれないけど……」

「考えれば考えるほど、恐おそろしい国だなヴェザニアは……」

　そう言ってリノは眉まゆをひそめ、近くの小石を蹴け飛とばした。

「うん？　どうしてそう思うの？」

「俺の予想では、ヴェザニアは勢力均きん衡こうを図はかり続けようとしている。ヴェザニアとしては、包囲網側とトスカリア公国側ががっぷり四つで組み合い、互たがいが勝ち切れない状況にあるのが最もメリットがあるはずだ。最初は、やや包囲網側優勢に思えたから自ら攻こう略りやくにまでは加わらなかったけど、ナファリ軍が壊かい滅めつしたことで均衡のバランスが崩くずれた。それゆえ、均衡する程度にまで兵力を補ほ充じゆうしてきた──そう考えれば辻つじ褄つまが合う。いや、おそらくそうなんだろう」

「考えすぎじゃない？　いくらなんでもそこまでやるかな？」

　エリザはすぐには信じないようだったが、リノには確信があった。経済的恩おん恵けいを追求し、超ちよう然ぜんとした立場を維持するヴェザニアならば、最も優すぐれた選せん択たく肢しであると思われた。ヴェザニアの政治家たちの老練さを信じるならば、そうとしかリノには考えられなかったのだ。

「ヴェザニアとは、そういう国だ。チェザーレやリシュリュー枢すう機き卿きようのようなスタープレイヤーはいないけど、あの共和国はよほど縦横に頑がん強きような外交をする。味方であっても、まったく油断がならない強力な相手だな……」

「だって、傭兵四五〇〇も送り込んでくるんだよ？　かなりの財政負担だと思う。単なる勢力均衡を図るためだけに、そんなこと──」

　よほど信じたくないのかエリザは食い下がってきたが、リノは話を制する。

「エリザはまだ、勢力均衡をあまりにも軽く考えすぎている。勢力均衡こそが外交の本質なんだ。勢力均衡を維持し続ければ、微び妙みような秩ちつ序じよが維持される。そして敵同士を長く憎にくしみ合わせ、戦わせ合うのを裏で操あやつれば……自国は平和であり続けるし、輸出による利益が数倍にも数十倍にもなってゆく。トスカリア公国と包囲網諸国がお互い生き残り、紛ふん争そうが継けい続ぞくされるなら、それで最も経済的な恩恵を受けるのは間違いなく、経済立国ヴェザニアだ。だからヴェザニアとしては、包囲網側に負けてもらうわけにはいかないし、トスカリア公国がさらなる大国になるのも防ぎたい」

「……」

　エリザは目を見開いていた。

「しかも、険悪な関係にあるジェリバ共和国の目も、トスカリア公国に逸そらし続けることができるだろう。一石二鳥にも三鳥にもなる、遠大な国家戦略のひとつだ。俺にも軽々とは真似まねできない、なんとも謀ぼう略りやくの優等生という感じの政府だな。実に小こ憎にくらしくて腹が立つ。だが目下の包囲網の情勢を考えれば、四五〇〇の兵力提供を突つっ返すこともできない。ヴェザニアの手練手管がわかっていても何もできないのは、本当に忌いま々いましい限りだ」

　そう言って、リノはうなった。

　エリザが絞しぼり出すように口にする。

「……だからヴェザニアって国は尊敬もされるけど、同時に毛け嫌ぎらいされている理由でもあるのね……。とくに国際政治に関かかわる人たちからは嫌きらわれてるよね。あの小さな領域の国がどうして大国の一角を占しめているのか、初めてわかったような気がするよ」

「もう一つ、俺の予測が正しいことを裏付ける証しよう拠こがある。だってあのヴェザニアが、決戦に向けて送り込んでくる兵がたった四五〇〇だぞ？　本当に勝ちにくるならば、ヴェザニアなら二万くらいの兵員を送り込んできたっていいはずだ。にもかかわらず、ナファリ軍四〇〇〇の穴を埋うめるような規模での参戦……。ガックリするな。本心から包囲網を助けるつもりなんてないんだよ」

「きっとリノの考えが当たっているってことがわかった。なら、フォルセス公国としてはどうすればいいの？」

「どうにもしようがない。申し出をありがたく受けざるを得ない状況だよ。ナファリ軍を打ち破ったチェザーレも軍は北上させているって話だ。加えてトスカリア公国では、かなり大規模に欧おう州しゆう各地から傭兵を搔かき集めているという情報もある。だから俺たちとしては、ヴェザニアだろうが何だろうが、利用できるものは利用して、トスカリア公国に勝つことだけを最優先に考えていくしかない」

「まともに考えていくと、目の前が真っ暗になるね」

「まぁでも、それが世界だろう。嫌いやなら神にでも縋すがり付いて、耳を塞ふさいで生きていくしかないのさ」

　リノは苦笑いを浮うかべた。

　とにかく包囲網側としては、旧フレンツェ領の半分を占せん領りようした状況だった。包囲網諸国軍ＶＳトスカリア公国軍の戦いを全体として見れば、一進一退の攻こう防ぼうが続いている。

　あとはジェリバ共和国軍とミレノ公国軍、ドロテア第二軍、そしてヴェザニア派遣の傭兵軍をボローチェで待ち、各軍が集結すれば、フレンツェへ向かって侵しん攻こうしていくことでチェザーレとの勝負をつけることになるだろう。
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　ローマの城門付近まで馬に乗り出で迎むかえてきたラディスが、チェザーレと並ぶような形で近づき、声を掛かけてくる。

「チェザーレ様、素す晴ばらしい戦果でございました。あのヴォルタ将軍が率いるナファリ軍を、完かん膚ぷなきまでに打ち破ったとか」

　挨あい拶さつもなくチェザーレは淡たん々たんと言う。

「ギャンブルに勝っただけだ。その後、フォルセスの者どもから手て酷ひどい目に遭あわされたがな。だが神の思おぼし召めしにより、こうして舞まい戻もどることができた」

「いえいえ、チェザーレ様自らのお力によるものでしょう。その才気で、包囲網の連中を討うち滅ほろぼしてくださいませ」

「傭兵どもは何人集めた？」

　早さつ速そくチェザーレは本題に切り出した。

「今日にはローマに着くと聞き及およんでおりましたので、広場に七五〇〇ほど整列させてございます。いつでも進発が可能な状態にしておりますので、ご存意に沿うように取り計らいください」

「ほう……。俺が戻るまでに集められるのは、せいぜい四〇〇〇、五〇〇〇が限度であろうと思っていたが……なかなか良い成果ではないか」

「お褒ほめに与あずかり光栄です。性急な準備が求められましたので、いささか素行がよろしくない傭兵隊にまで声を掛けております。そのため荒あらくれな者どもも混じっておりますが、チェザーレ様ならば使いこなせるかと」

「よくやった。ならば俺はこのまますぐ、七五〇〇を加えて北上することとしよう」

　このあとの戦いは、包ほう囲い網もう諸国との決戦になるはずだ。ならば街の攻略とは違ちがうから、ならず者集団が混じっていてもそれほど問題はないだろう。会戦ならば略りやく奪だつとは無む縁えんである。むしろ使い潰つぶすつもりで、多少無理な作戦も強行できるというものだ。

「お父上にご挨拶はよろしいので？」

「構わぬ。この俺の状じよう況きようは、その方から父に伝えておいてもらいたい。フフ、ラディスならいずれ枢機卿も狙ねらえることであろう。今のうちからせいぜい父に取り入っておくことだ」

　ラディスから、父である教皇アレクサンデル六世に報告させることは、チェザーレの一種の取り計らいでもあった。リスティア教皇に、直じき々じきに取り入る機会はそうそうあるものではない。案の定、ラディスはほくそ笑えむ。

「枢機卿……ありがたき幸せにございます。私は生しよう涯がい、チェザーレ様のお味方でございます」

　まったく信用できない言葉だったが、そんなことはチェザーレにはどうでもよかった。有能かどうかが重要だ。そしてラディスは、持ち合わせた腹黒さも合わせて、十分に使える男だった。

　チェザーレが率いて南下したトスカリア軍は六〇〇〇。それがフォルセス軍により合計六〇〇近い打だ撃げきを受けていたため、五四〇〇にまで数を減らしていた。ただしラディスが調達した補充兵七五〇〇をここで加え、その兵力は一万二九〇〇となる。

　また、ミケロットからの報告によれば、最初に率いていた五〇〇〇のうち、フォルセス軍への抵てい抗こうのなかで四五〇〇に兵を減らしたということだった。ならば、フレンツェへ撤てつ退たい中のミケロット率いるトスカリア軍まで加えれば、総兵力は一万七四〇〇にもなる見込みだった。

　突とつ然ぜんの包囲網のなか、急ごしらえで編制した軍としては、決して悪くない兵力規模である。少なくとも包囲網諸国軍の兵力は上回っているはずで、あとは自分とエリザの軍略の競きそい合いが勝負を決することになるだろう。
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　フォルセス公国軍がボローチェを陥かん落らくさせた数日後、ジェリバ共和国軍二五〇〇が入城してきた。ジェリバ兵は半数が傭よう兵へいだが、もう半数は海兵を兼かねた市民兵で構成されているため、なかなか強い軍隊だ。

　その翌日にはミレノ公国軍一七〇〇が入城。こちらは九割がた傭兵の構成だが、しばしば傭兵を使って戦争をしている国であるため、戦場に出して後おくれを取るわけでもない。

　そして三日後。北上してきたフォルセス第二軍六〇〇が城門をくぐり、広場に兵を集結させた。手負いの騎き兵へいたちはミトに残して守備に就つかせているため、歩兵ばかりである。ドロテアに付いて、ナタリアも一いつ緒しよにやってきた。ナタリアは腕うでと背中を負傷していたが、本人たっての希望で従軍を選せん択たくしたようだった。

　そして六日後には、オルカス率いるヴェザニア傭兵隊四五〇〇がボローチェ入りし、これらはすべてフォルセス軍に組み入れられた。オルカスは指揮権まであっさりとエリザに預け渡わたしてきたので、給きゆう与よだけはヴェザニア政府が保証する形の、純じゆん粋すいなフォルセス軍となったのである。つまり、エリザが率いていたフォルセス軍本隊五〇〇〇に、第二軍六〇〇、そして提供された四五〇〇を加えれば、フォルセス軍は一万一〇〇という、かつてない大軍団になっていた。本来の国力からは完全にかけ離はなれた規模である。

　ジェリバやミレノを加え、包囲網全軍を合わせれば、総計一万四三〇〇という兵力だ。これから決戦に向かう兵力としてはまずまずの規模だと、リノはひとまず満足していた。

　ただし、トスカリア公国の国力を考えれば、決戦までには包囲網側の兵力を上回ってくる可能性が高いであろうとも予想された。それでも、トスカリア軍は九割以上が傭兵のみで構成されているはずだし、急きゆう遽きよ徴ちよう募ぼせざるを得なかったはずで、それほど精強で鳴らす傭兵隊を手当てできたとは思えない。

　対する包囲網側は、フォルセス軍の中ちゆう核かくとなる正規兵およそ四〇〇〇は兵力以上に強いと確信できていたし、またジェリバ共和国軍の半数を占める海兵およそ一二〇〇も、白兵戦では十二分に活かつ躍やくを期待できるはずだった。総合的に考えれば、包囲網側の力が上回るのではないかとリノは判断していた。あとは実際の戦場での軍略のぶつかり合いになるが、エリザは今までチェザーレを完かん封ぷうしているので、次も負けないと見るのが妥だ当とうであろう。

　包囲網全軍が集結したこともあり、今後の方針を決めるため、ボローチェ市庁舎二階の応接室に各軍の首しゆ脳のう陣じんが集まっていた。

　包囲網の中核となるフォルセス公国軍からはエリザとリノの二名、指揮権はないもののヴェザニア代表としてオルカス・メルリ、そしてジェリバ共和国軍を率いる将軍レミジオ・コルシー、ミレノ公国軍の将軍アルマンド・ロイの五名だ。コルシーとロイの両名とも、それぞれの国では名のある将軍と目されている人物だ。

　テーブルに着いている包囲網首脳陣を見回しながら、ミレノ軍のロイが言う。

「ナファリ王国軍の瓦が解かいは予想外でありましたが、こちらの戦線は順調ですな。すでに我々は旧フレンツェ領の半分を奪うばい取りましたぞ。あとはチェザーレに敗れなければ、我々包囲網諸国は、この戦乱に乗じて大きく領地を拡大できるというものです」

　エリザが冷静に応じる。

「ですがロイ将軍、私たちの目的は、あくまでチェザーレ打だ倒とうにあります。チェザーレを野放しにしたままであれば、我々イタリナ諸国に、必ずや大いなる災わざわいをもたらし続けることになりましょう。この地域の秩ちつ序じよの維い持じのため、決して目的を忘れてはなりません」

「ファウネル公、そうは言いましても、チェザーレを封ふうじ込めるのならば、トスカリア公国の領地を大きく削けずるだけでも目的は達したという見方もできますぞ。我々包囲網は実に上手うまくやっています」

　ジェリバ軍を率いるコルシーが口をはさむ。

「おいおいロイ将軍さんよ、そんな弱よわ腰ごしじゃいかんぜ。アンタ、チェザーレに勝てない可能性も視野に入れて発言してるんだろ？　だがよ、今は決戦に勝つことだけに全力で知ち恵えを絞ろうや。そのために集まってんだからさ」

「コルシー将軍は噂うわさ通り気き性しようが荒い御お方かたですな。いや、貶けなしているわけではありませんぞ。貴方あなた様の海での華はな々ばなしい戦歴のほどは、よくよく存じておりますれば。私はただ、もっと賢かしこく立ち回ってはどうかと、皆みなさんのために発言しているだけなのです」

　将軍間の意見が折り合わないのは、以前チェザーレ打倒のために起たち上がった反乱軍に加わった際、エリザを含ふくめて九人の隊長たちが議論紛ふん糾きゆうして、結局何も決まらなかった事態をリノに思い起こさせていた。だがそのときは、九人が持つ兵力がほぼ均等だったため、誰だれも議論を収拾できるほどの力の持ち主がいなかったことが最大の問題だった。今回は、エリザが頭一つ抜ぬきん出た兵力を保有していたし、最も広い領地を占領して戦果を挙げてきたのも、中核都市ボローチェを陥落させたのもフォルセス公国軍だった。ある程度までは、エリザに議論の結論を出す権利があり、諸国もそれに従わなくてはならないことを知っていた。

　リノが場を制する。

「ひとまず今は、コルシー将軍が仰おつしやるように、決戦に向けての戦略・戦術を整理し、確かく認にんし合いましょう。そのあとで予備の方策として、ロイ将軍が指し摘てきしたような様々なチェザーレ封じ込め策を議論していくのがよろしいのではないでしょうか」

　居並ぶ面々は、リノの意見にひとまず同意を示した。そしてフレンツェへ向けて包囲網全軍で進発し、どの地点での決戦を求めるかなどについて議論を重ねていった。

　エリザ、コルシー、ロイという三人の将軍たちは、ざっくりとした地図に、チェスの駒こまを置きながら議論を重ねていく。リノは、三人の統制の乱れを調整することだけに注力し、軍略には口を出さなかった。もう一人の参加者であるオルカスは、まるで存在を隠かくすかのように沈ちん黙もくしたままだ。

　コルシーが、音を響ひびかせて地図上にチェスの駒を置く。

「──シュヴァリアス平原だな」

　エリザもうなずく。

「私も、同じ場所を考えていました。チェザーレがボローチェに向かうならば、まず通る必要がある平地です。なだらかな丘おかが点在する場所なので、予あらかじめ有利な丘を押さえて布ふ陣じんを組むことが可能となりましょう」

「そうなんだよ。シュヴァリアス平原を見み渡わたせる小高い丘の上に、昔この地域を治めていた傭兵隊長の城じよう塞さいがある。フレンツェ共和国が少数の兵を入れて治安維持に活用していたが、トスカリア公国になってどうなっているかはわからねぇ。ただ、仮に少数の敵兵がいたら追い払はらってしまえばいいだけの話だ。この城塞を中央として、こうして布陣を敷しけば……」

　コルシーは城塞を中心にする形で、左右にチェスの駒を置いた。

「私なら、こうですね」

　エリザは駒を一いつ箇か所しよ置き換かえ、城塞を右う翼よくとするような布陣に組み替かえた。

　コルシーが顔を上げる。

「なぜだ？」

「コルシー将軍の布陣は鉄板すぎます」

「ほう……」

「鉄てつ壁ぺきな布陣には違いありませんが、外から見てあまりに難なん攻こう不ふ落らくに見える陣ですと、チェザーレはこちらへの攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよするかもしれません。敵の領域内で睨にらみ合いになれば、補給などの点で分ぶが悪いのは包囲網側。私たちは決戦を求めにいくのですから、できるだけ早く、チェザーレの側にも決戦を決意させなくてはなりません」

　そんなエリザの指摘に、コルシーは腕を組んでうなる。

「……うーん、そうだ。たしかに、この城塞を基点にして守りを固められたら、俺ならわざわざ好き好んで攻撃は仕し掛かけんな」

「この城塞は、シュヴァリアス平原全体を見渡す戦場のキーポイントになる場所です。ここを握にぎり続けている限り、戦いくさを有利に進めることができるでしょう。それはチェザーレの側にもわかります。それゆえチェザーレが、城塞を攻撃すれば上手く奪いとって勝てるかもしれないと思わせる程度の弱みを、私たちは予め晒さらしておくのが肝かん要ようかと存じます」

　ロイが何度もうなずく。

「チェザーレを決戦に乗せるためのエサというわけですな。ただ万が一、本当に城塞を奪われることになれば、こちらは一気に敗勢となるやもしれませんぞ。その点は、いかが？」

「それはロイ将軍の仰る通りです。ただ、城塞を奪うにしても大兵力が必要。チェザーレがいかなる布陣を敷いてきても、城塞に主力をぶつけてくれば、その布陣は相当に崩くずれることでしょう。私たちとしては、チェザーレの布陣が崩れたその機を活いかし、臨機応変に勝機を見み出いだしていくのが適切なのではないでしょうか」

　エリザの言葉に、コルシーが同意する。

「うむ。大前提としてチェザーレを決戦に誘さそい込む必要がある以上、こちらの弱みはあえて晒しておかねばならない。そのエサが城塞だ。だが、最初に我々が城塞を押さえているという優位が現実としてある以上、チェザーレの先手を取っていることにはなる。その先手を活かしていけるかどうかは、我々の用兵次し第だいというわけだ」

　さらに布陣についての話し合いを重ね、中央は大兵力を抱かかえるフォルセス公国軍が担にない、左さ翼よくにはミレノ公国軍、そして右翼として城塞のやや前方にはジェリバ共和国軍が押し出すことに決まった。フォルセス軍から見れば、左翼側はなだらかな高台になっていて、右翼側は平原全体を見渡せるような小高い丘に城塞が築かれており、中央は若じやつ干かん低い地形になっていた。

　ただ、城塞は戦場のキーポイントになるため、ジェリバ共和国軍だけだと若干数が少ないこともあり、フォルセス公国軍が城塞の守備兵としておよそ三〇〇を送り込むことに決まった。城塞は古くて小規模なため、三〇〇の兵が入れば一いつ杯ぱいになるはずだ。

　中央には、フォルセス公国軍九八〇〇、左翼にはミレノ公国軍一七〇〇、右翼前方にはジェリバ共和国軍二五〇〇、右翼後方の城塞の守備兵としてフォルセス公国軍三〇〇といった布陣である。

　ここまで決まれば、あとはトスカリア軍より早く決戦の地に赴おもむいて陣を敷き、チェザーレがやってくるのを待つだけである。

　あらかた作戦が決まったところで、ジッと黙だまりこくっていたオルカスに向けて、コルシーが吐はき捨てるように言う。

「ところでヴェザニアの役人さんよ、さっきからずっと黙っていやがるな」

「我が共和国政府は四五〇〇の兵士をここに送り込んでおりますが、戦場における指揮権はファウネル公に委任しています。ゆえに戦場での軍略についても皆さまがたにお任せ致いたします」

　オルカスは役人然として応じた。

「途と中ちゆうからノコノコ入ってきやがって、どうせヴェザニアのことだから、上手いことやって利益だけ与あずかろうと企たくらんでいるんだろ？　ああ？」

　コルシーはあからさまに喧けん嘩か腰ごしだった。ジェリバとヴェザニアの因いん縁ねんの紛ふん擾じようを思えば理解できなくはない。双そう方ほうともに地中海交易で張り合う経済立国であり、商売上の最大のライバル同士でもある。

　オルカスも負けてはいない。

「我が共和国政府を侮ぶ辱じよくすることは許しませんぞ！　本来ならば、ジェリバ人ごときに何を言われても相手にする必要なぞないのですが、今回だけは言わせてもらい──」

　慌あわててリノが大声を上げて場を制する。

「待ってくれ！　そりゃあ色々ある。わかってる。とくにヴェザニアとジェリバは呉ご越えつ同どう舟しゆうのようなものだ。だけど、コルシー将軍、メルリさん、どうか今回だけは矛ほこを収めてほしい。我々は、トスカリア公国を押さえつけるという共通の目的を持っている。そして敵将であるチェザーレは強い。味方同士で反目し合っている場合ではないじゃないか」

　マジョーネでの傭よう兵へい隊長たちの結束の乱れがチェザーレに敗れる最大の原因になったことを実地で経験してきたリノは、なんとか二人の反目を押さえ込もうと懸けん命めいだった。

　コルシーがうんざりしたように言う。

「わーったよ。ヴェザニア傭兵どもは、実質フォルセス公国の傘さん下かに組み入れられたんだろ？　だったら、ヴェザニアなんていないようなものだ。俺も無視しておくようにするよ」

「私としても思うところがありますが、急に突つっ掛かかられない限り黙っていることと致しましょう」

　オルカスもひとまず引き下がった。

　足並みの乱れだけはあってはならない。せっかく包ほう囲い網もうが機能して、ボローチェまで押さえ、トスカリア軍を迎むかえ撃うつ布陣も決まったのに、因縁を蒸むし返されてすべてをフイにしてしまうわけにはいかないのだ。

　このまま包囲網全軍を戦場に引き連れていき、前向きな気持ちで戦わせることに、リノはひたすら努力することにしたのだった。このあとも、関係者たちの陣幕を訪おとずれ機き嫌げんを伺うかがい、フォルセス公国が盟主になって調整を図はかることで、なんとかして包囲網を有効に維持し続けなくてはならない。




　　　　◆




　一万二九〇〇の軍勢をフレンツェ城門の外で待機させ、チェザーレはわずかな兵を率いて広場へと馬で向かった。

　広場に着くと、すでに待ちかねたようにミケロットが率いていた四五〇〇が整列を終えており、いつでも進発できる様子だった。

　馬でミケロットのそばまで近づき、チェザーレは声を掛ける。

「準備は整っているようだな」

「もちろんだ。そっちの軍勢は？」

　ミケロットが訊きいてきた。

「西門に集結させている。早さつ速そく出るぞ。神に刃は向むかう包囲網諸国には、天てん罰ばつを下してやらねばならぬ」

　チェザーレとミケロットの間の会話には、互たがいの苦労を労ねぎらい合うような挨あい拶さつは必要ない。子どものころから一心同体に生きてきて、必要最小限の業務報告だけで十分に通じ合う間あいだ柄がらなのだ。

　さっそくミケロットは軍勢の前に戻もどり、兵士らに出発を促うながした。この軍勢と合一すれば、トスカリア公国軍は一万七四〇〇にまで膨ふくれあがることになる。もっと時間があれば二万を超こえる軍勢を集めることも可能であろうが、包囲網に囲まれ、戦時の真まっ直ただ中なかに急ごしらえで作った軍勢にしては、十分な規模であろうと思われた。

　兵士が続々と西門へと向かい始めると、ミケロットがチェザーレのそばに戻ってきた。そして兵士らの列に紛まぎれて、二人は馬を並べて進む。

「それにしても、ナファリ軍の撃げき破ははよくやったな。これほど早く舞まい戻ってくるとは思わなかったぞ」

　ミケロットの言葉に、チェザーレは苦々しく応じる。

「今思えば、まったく酷ひどい軍略で攻せめたのだがな。原始人のような戦いとでも言おうか」

「ほう……？」

　チェザーレはミケロットに、どのようにしてナファリ軍を打ち破ったかを語って聞かせた。その後に危あやうくフォルセス軍の奇き襲しゆうで崩れかけたものの、すんでのところで体制を立て直したことまで含ふくめてだ。

　話を聞き終えたミケロットは、呆あきれたように首を振ふる。

「なんだその戦い方は……。にもかかわらず完勝したのか？」

「こちらの情報を探さぐっていた敵の斥せつ候こうがヴォルタ将軍の下もとへと戻る速度と、同じ速さで攻めたのだ。こうした機動戦なら、敵の裏をかき、意表を衝つくことまではわかっていた。だが、実際の戦せん闘とうでどれほどの戦果を挙げられるかまでは二の次だった。フォルセス軍が背後に迫せまっていたため、悩なやみに悩んだ末に採用した機動戦だったのだが」

「ある意味、一周回って面おも白しろい作戦というわけだな。まさか敵は、原始人まがいの戦争を仕掛けてくるとは想定していまい。だが、運の要素が強すぎる。そうそう何度も用いることができる作戦ではないぞ」

　ミケロットの冷静な指し摘てきは尤もつともだった。チェザーレとてそれは十分に理解していたし、二度も三度も通用するような作戦ではないことは明らかだった。だがそれでも、チェザーレはこの作戦を活用した一計を考えていた。

「俺はこの作戦を、包囲網諸国との決戦に応用してみようかと考えている」

　そんなチェザーレの言葉に、ミケロットはしばし考える風だった。

　やがてミケロットが苦々しく首を振る。

「……無茶だ。敵が都合よく意表を衝いてくれなかった場合、いきなり軍が崩ほう壊かいするのはこちらの側になるぞ。何の用意もなく、敵の横陣のド真ん中に突っ込んでいくわけだからな。先頭から次々と敵の集中攻撃に遭あって何もかも終わる」

「もちろんナファリ戦のときのように、ガムシャラに突とつ入にゆうしていくつもりはない。戦闘序じよ盤ばんでヴォルタ将軍を討うち取る幸運に恵めぐまれたように、アレは運が味方してくれた戦いだったことは自じ認にんしている。ならばこそ、事前に十分な軍略の調整を図りつつ、この機動戦を応用したものにしていくつもりだ」

「どのような応用か聞かせてくれ」

　チェザーレは、ここに戻るまでに構想していた軍略を語って聞かせた。

　だがそれでもミケロットは難色を示す。

「……それも、やはり危険だ。たった一つの齟そ齬ごが出れば、打ち破られるのは俺たちになるだろう」

「危険は承知だ。それでも俺はこの機動戦を以もつて、強ごう引いんに畳たたみ掛けるしかないと考えている」

「そこまでして賭かけに出るというのか？　俺は賛成できかねる」

「だがミケロット、悠ゆう々ゆうと陣じんを敷しいてがっぷり四つで組み合ったとして……エリザ・ファウネルに勝てるのか？」

　そんなチェザーレの根本的な問い掛けに、ミケロットはうなる。

「それは……。……わからん……。悔くやしいが、あの女君主は強すぎる……」

「その通りだ。戦いくさの常道に則のつとって戦い、幾いく度ども敗れてきたことを俺たちはそろそろ認めねばなるまい。エリザ・ファウネルさえいなければ、俺たちはすでにイタリナ半島の半分を手に入れていたはずなのだ。ならばこそ、たとえ綱つな渡わたりの勝負だとしても、奇き策さくに次ぐ奇策を以てエリザ・ファウネルを翻ほん弄ろうし、常にこちらが主導権を持つ戦いを試みなければならん」

「ただし、ナファリ戦のように、乱暴にぶつかっていくわけにはいかんぞ。奇策で挑いどむとはいえど、よほど事前に方針を打ち合わせておく必要がある」

　その言葉で、渋しぶ々しぶながらもミケロットが方針に同意したことがわかった。

「こちらに軍を転進させながら、それも考えてきた。聞いてくれ──」

　それからチェザーレは、切々と戦術構想を語って聞かせていった。真しん剣けんな面おも持もちでジッと話に耳を傾かたむけていたミケロットだったが、やがてアゴに手をやり、悩みながらもうなずく。

「ふむ、エパミノンダスの斜しや線せん陣じんの応用か……。たしかに敵の意表は衝けるだろうが……しかし、こちらの兵数がよほど少ないときに採用する苦肉の策だぞ」

　エパミノンダスは紀元前四〇〇年ころのテーバイの将軍で、八〇〇〇程度の軍勢を率い、一万二〇〇〇のスパルタ軍を徹てつ底てい的に打ち破っている。しかも敵方だったスパルタ軍は将兵ともに鍛きたえ抜ぬかれた軍勢であり、その精強さでは一いち目もくも二目も置かれている存在だった。

　その戦いでエパミノンダスが採用したのが、広げた横陣の一いち翼よくだけに兵士を分厚く配置する奇き妙みような陣形であり、続に斜線陣と呼ばれているものだった。

「だからこその奇策だろう。それを以て片かた翼よくに大兵力を集中させ、敵の戦線を一気にこじ開ける。敵に陣を再構築させるヒマも与あたえない電でん撃げき戦だ」

「綱渡りだな……」

「なに、奇策での勝負となれば、綱渡りなのは敵もまた一いつ緒しよだ。主導権さえ握にぎっていれば、こちらが優位に戦えるだろう。それより戦の中盤では、ミケロットが引き受ける戦線の負担は膨ぼう大だいなものになるやもしれぬ。俺としては、そこが悩みどころなのだが……」

「ふん、俺のことなら心配するな。フォルセス軍を前にしての撤てつ退たい戦よりは、目の前の敵と戦えるだけ遥はるかにマシな役目だ。チェザーレのほうは決戦に勝つことだけに集中してくれ」

　それから二人で戦線を維い持じしていく軍略をあれやこれやと議論しながら、一万七四〇〇の兵士を率い、ボローチェ方面へ向けて行軍を開始したのだった。
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　シュヴァリアス平原に到とう着ちやくした包囲網諸国軍は、取り決めた配置通りに軍を移動させ、陣を敷き始めた。

　フォルセス軍の配置は、右手に城じよう塞さいが聳そびえる高地を抱かかえ、左手側がわずかに高台になっている狭はざ間まの平地である。ただ、この場所は決して視界が悪いわけではなく、大きな街かい道どうが通っているため、大兵力が戦闘を仕し掛かける場所としては都合がよい場所だった。

　ここに陣じん取どったフォルセス軍は、街道を通る行商人や旅人を通行止めにして、別の道を行くように勧かん告こくしていた。彼らには申し訳ないが、通行を許せばスパイが混じるので、軍の詳しよう細さいな配置を見られてしまうからだ。ただし、軍の配置に関しては遠目からもチェックできるので、ある程度の兵力配置はトスカリア軍に把は握あくされるのは覚かく悟ごせねばならなかった。こればかりは受け入れるしかない。時間間ま際ぎわに戦場にやってきて陣や兵力を隠かくすメリットよりも、たとえ一定の情報が抜けても有利な地形を確保するメリットのほうが大きいからだ。

　軍の配置を終えると、エリザ、リノ、ドロテア、ナタリアというフォルセスの四人の将は、顔を付き合わせて話し込んでいた。

　ナタリアが報告してくる。

「チェザーレ率いるトスカリア軍が、フレンツェの街を出たという情報が入ってきました。総兵力は一万七〇〇〇～一万八〇〇〇と目されます。ボローチェに向けて進軍しているとのこと」

「包囲網の兵力は一万四三〇〇、対するトスカリア軍は一万七、八〇〇〇か……。こっちの兵力をトスカリア公国が上回ってくると考えていたから、まぁ妥だ当とうなところだろうな」

　リノがそう応じ、エリザがうなずく。

「兵力差は悲観するような状じよう況きようではないわね。前に三倍の教皇軍を正面から受け止めたときのことを考えれば、むしろ楽観できる状況かも」

「俺の一番の懸け念ねんは、包囲網諸国が足並みを揃そろえて決戦の地にまで足を運んでくれるかどうかにあったから、案外そこがクリアできただけでもホッとしてるよ。ヴェザニアとジェリバの対立には、一時はどうなることかと思ったけどさ」

　エリザが味方の布ふ陣じんを眺ながめやりながら言う。

「予定通り、ジェリバ共和国軍は右う翼よくの城塞前に陣取っている。そしてミレノ公国軍は左さ翼よく。チェザーレなら、あの城塞がキーポイントだとすぐに把握するはずだから、ジェリバ側に兵力を集中してくるのがセオリーのはず」

「だが、セオリーはセオリーだ。その裏をかかなければ敵には勝てない。城塞を目指すと思わせて、兵力の層が一番薄うすい左翼側のミレノ公国軍に的を絞しぼってこないとも限らない。俺なら、あえて城塞には手を出さず、そちら方面から包囲を検討してみるよ」

　リノの指摘に、エリザが言う。

「そうなのよね。城塞は、チェザーレを決戦に誘さそい込むためにあえて兵力を薄うす目めにしているけど、チェザーレはそれを見破り、私たちの意図の逆の方向から攻こう勢せいに出てくる可能性も十分にある」

　生き真ま面じ目めな顔でドロテアが口にする。

「結局のところ、実際の戦場の流れを見ながら、臨機応変に対処していくしかないということでしょう。そういった戦場の流れを読む姫ひめ様さまの才気は、並の将軍たちを遥かに凌りよう駕がしています」

「まぁ、敵の動きに対応して決断していくしかないよね。今はただ、トスカリア軍を迎むかえ撃うつための布陣を淡たん々たんと整備していくだけでしょう。まずドロテア、歩兵三〇〇〇を与えるから、左翼寄りのミレノ公国軍に近い場所に陣取り、両軍の結節点を補って欲しいの。そしてミレノ公国軍の動きを見つつ、折を見て積極的に攻こう撃げきしてくれる？」

「畏かしこまりました」

　ドロテアが強い口調で言った。

「次にリノ。中央部一列目に配置する歩兵五三〇〇を指揮して。とくに、ジェリバ共和国軍との連れん携けいには注意。ジェリバ共和国軍はそこそこ強いはずだから、勝手に陣を押し出して、こちらの軍と距きよ離りが空いてしまう可能性がある。だからそこを意識して補って」

「了りよう解かい」

　端たん的てきにリノは応じた。

「私が直接指揮するのは、中央部二列目に配置する騎き兵へい一五〇〇。両りよう翼よくは友軍に塞ふさがれているから、騎兵は温存しておいて、予備軍として活用してみるよ」

　ナタリアがすがるように言う。

「エリザ様……ナファリ戦の際には不手際があったことを心よりお詫わびしますが……ここには覚悟して参りました。どうか私にも役割をお与えください」

「意外だな。ずいぶんと謙けん虚きよじゃないか。ナタリアなら、もっと果か敢かんに役割を要求しそうなものなのに」

　リノがからかうと、ナタリアがつぶやくように言う。

「……前の私が間ま違ちがってた」

　そんなナタリアの態度に、リノは心底から驚おどろいた。変われば変わるものだ。失敗が人を成長させるとは、本当のことだ。

「もちろんナタリアにも重要な任務があるよ。砲ほう兵へい三〇〇、砲七門を率いて、城塞に入って欲しいの。あの城塞に砲列を敷けば、中央に攻せめ入ってくるトスカリア軍にかなりの打だ撃げきを与えることができるはず。前方はジェリバ共和国軍に守られているから、安全に砲ほう撃げきを続けることができるはずよ」

「やります。与えられた任務を、命いのち懸がけで遂すい行こういたします」

　ナタリアは、決意を込こめるようにそう言った。

「それと、城塞の壁かべの上に立てば、戦場の様子をすべて見み渡わたすことができる。もし友軍に脆もろい箇か所しよが出てきたり、トスカリア軍が弱点を晒さらすようなことがあれば、すぐさま斥せつ候こうを走らせて私に知らせて欲しい。予備の騎兵一五〇〇を動かすから」

「お任せください」

「大筋は決まったな。あとはトスカリア軍の情勢を摑つかみつつ、決戦に向けて備えるのみだ」

　リノの言葉に、三人はそれぞれ大きくうなずいたのだった。
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「包ほう囲い網もう諸国軍の居場所がわかりました。シュヴァリアス平原に軍を展開しております。その場所を動かず、しきりに斥候を放ち、我が軍の動向をうかがっているようです」

　情報官の報告に、チェザーレはうなずく。

「なるほど、俺たちを迎え撃つにはよい場所だ。ここに来い、ということか」

　ミケロットが言う。

「敵の誘いに乗る必要はないが……こちらとしても、領地の多くを削けずりとられてしまった以上、挽ばん回かいを期すならどこかで決戦を求めねばならん」

「また、包囲網の軍はおよそ一万四〇〇〇前後と見られます。ジェリバやミレノのみならず、ヴェザニアも傭よう兵へい隊を送り出してきたようで、思いのほか包囲網の兵力は増強されております」

　情報官の報告に、チェザーレは冷れい笑しようする。

「ヴェザニアが参戦してきた割には、兵力は増えていないな。……フフフ、おそらくヴェザニアは、包囲網諸国とトスカリア公国を手の平の上で操あやつろうとしているのだろう。逆に考えれば、ヴェザニアはトスカリア公国を生かすつもりなのだ。ならば俺としても、付け入る隙すきはあるというもの……」

「このまま進軍を続け、シュヴァリアス平原に誘い込まれるのがいいかどうかだが……チェザーレの作戦でいくのであれば、どこで戦ってもそれほどの違いはあるまい。ただし、ナファリ軍のように敵が行軍している最中に不意を衝つくのなら効果が高いが、陣じんを構築して待ち構えている相手であれば、その奇き襲しゆう効果は半減といったところか」

　そうミケロットが指し摘てきしてきた。

「電撃戦はあくまで作戦の一いつ端たんでしかない。奇策を折り重ねることで、今度こそエリザ・ファウネルの鼻を明かしてやろう……」

　チェザーレは決意を漲みなぎらせて言った。

　この戦いに勝ちさえすれば、トスカリア公国はついに国際的な立場を確立し、欧おう州しゆうでも指折りの重要な国となるはずだ。なにせトスカリア地方は、産業豊かで技術力に富み、人の流れも多く、豊かな市民層が形成されつつある地域の一つである。この国を基点にしてイタリア北部を制圧し、いずれは地中海地域に広く基き盤ばんを持つ強大な帝てい国こくを創つくり上げてみせようとチェザーレは誓ちかっていた。

　そして今やチェザーレの野望の前に立ちはだかるのが、フォルセス公国という狂きよう犬けんに他ならないことも明らかだった。その戦いの決着は、もうすぐつくことになるだろう。
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　トスカリア軍がフレンツェを出発したという情報がもたらされて以降、要所要所で斥候から軍勢の到とう達たつ地点を知らせる情報が入ってきていた。

　斥候が馬で駆かけ寄ってきて、打ち合わせをしていたエリザとリノに向けて告げてくる。

「トスカリア軍の接近を確かく認にん！　このペースであれば、あと二時間ほどで前方に現れる見込みです！」

　敵はかなり近くまで迫せまっていた。ただし、こちらはすべての軍が配置に付き、戦う準備は完かん了りようしている。臆おくすることは何もない。

「そろそろね……」

　エリザがつぶやき、リノが応じる。

「そのようだな」

「トスカリア軍の布陣を見つつ、こちも陣を動かしていかなきゃならない。私とリノは丘おかを上がって、城塞に近いところから平原全体を見渡しておいたほうがいいかもしれないわね」

「そうしよう。大だい丈じよう夫ぶだ、エリザならきっと勝てるよ」

　この会戦での勝利を、リノは微み塵じんも疑っていなかった。








第七章　シュヴァリアス平原の会戦






「ここからはシュヴァリアス平原です。包囲網が布陣している場所から、歩兵の足でおよそ一五分ほどの距離にまで接近しました」

　近この衛え兵が、馬を並べて行軍するチェザーレとミケロットの下もとにやってきて報告してきた。

　なだらかな起き伏ふくがある丘きゆう陵りよう地ち帯たいが続くが、高低差はそれほどないため視野は広く取れる場所だ。

　ミケロットが言う。

「ここなら、敵斥候が近づいてくればすぐに捕ほ捉そくできそうだな」

「斥候を排はい除じよできるのは、電でん撃げき戦を仕し掛かけるには悪くない。ただ、その分だけ視野が抜ぬける地域だから、こちらの軍勢の姿を早くから摑まれてしまうだろう」

　チェザーレは、電撃戦に関してはナファリ戦ほど都合よくいかないことを改めて悟さとった。それでも、エリザを擁ようする包囲網に打ち勝つには、敵の裏を衝いて主導権を積極的に奪うばいにいくしかないことも確かだった。危険な賭かけとわかっていても、進まなくてはならないこともある。

「それはこちらにもメリットだ。進軍しながら敵の布ふ陣じんを確認しつつ、どこに大兵力をぶつけるかを検討することができる」

　ミケロットの指摘は尤もつともだった。デメリットはメリットにもなるし、メリットはまたデメリットにもなる。暗あん中ちゆう模も索さくのなか、薄はく氷ひよう一枚の上を渡わたるのが戦いくさというものだ。

「そうだな。あと数分も歩けば互たがいに視認できる程度にはなるだろう。軍勢をいったん止め、ここから一気に敵軍まで駆け抜けることにしようか」

　チェザーレの言葉に、ミケロットは周りを見渡し声を大にする。

「止まれ！　全軍、進軍の足を止めろ！」

　トスカリア軍は行軍の足を止め、誰だれもがこちらに視線を向けてきた。その注目を一身に浴びつつ、チェザーレは馬で道の脇わきに乗り出し、兵士たちへと向き直った。

　全軍を悠ゆう々ゆうと見回し、チェザーレは声を響ひびかせてゆく。

「神に祝福されしトスカリア公国軍の将兵諸君。これより我が軍は、前方に布陣する浅ましい包囲網諸国軍との戦せん闘とうを開始することになる」

　およそ九割の兵士は金で主従関係となっている者たちだ。しかしナファリ戦の圧勝が全軍に伝わっていたので、チェザーレの采さい配はいに兵士たちは信を置いてくれているようだった。

「心せよ、諸君らの一撃は、神による鉄てつ槌ついだ。神の代弁者となる栄光をその身に刻み、この誉ほまれある戦闘において活かつ躍やくすることを期待する。この会戦に勝利した暁あかつきには、諸君らに約束している給料のほかに、共に戦った全兵士に対し、銀貨五枚を与あたえることを約束しよう！」

『おおおおおお！』

　予想外の恩賞に、兵士たちは感喜の声を上げた。

「神が、そうせよと仰おつしやるのだ。そしてまた、神はこの戦いに勝利せよと仰っている。案ずることはない、諸君らの勝利を神が約束してくださっているのだから」

　自らの弁舌に酔ようように、チェザーレは荘そう厳ごんに告げる。

「我々こそが神の正義である！　不ふ埒らちで虫けらのような存在の包囲網の者どもなど、誇ほこり高たかく武勇に優すぐれる諸君らにとってはアリを踏ふみつぶすようなものだ！　我々トスカリア公国が包囲網諸国を打ち破り、欧州全土に輝かがやく大国として君臨するときが来た！　さあ行こう、神が望む聖戦の場所へ！」

　そしてチェザーレは剣けんを抜き、前方へとかざして叫さけぶ。

「神の軍には陣などいらぬ！　先陣を切るミケロットのあとに続き、最大の勢いを維い持じしたままで包囲網諸国軍に雪崩なだれ込め！　行くぞ、突とつ撃げき！」

　チェザーレの号令一下、総勢一万七四〇〇にも及およぶ大兵力が動き出した。

　前回のナファリ戦では先陣をチェザーレ自らが務めたが、今回はミケロットだ。ミケロットには重要な役割を任せてある。そのミケロットに続き、およそ五〇〇〇の第だい一いち陣じんが戦場へ向かって地を駆けた。騎き兵へいだけが突とつ出しゆつしないように、歩兵の足に合わせての前進だ。

　そして第二陣はチェザーレが率いる一万二四〇〇であり、ぴったりとミケロット第一陣の背後に付いていた。

　これから始まる戦いは、およそ軍略の常道に反した、チェザーレが仕掛ける乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負。だが賭けに乗り出さなければ、エリザ相手に勝機を見み出いだせないこともチェザーレにはわかっていた。この大決戦に打ち勝ち、トスカリア公国を欧州全土に鳴り響く大国に一変させるのだ。
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「見えた。トスカリア軍だな」

　丘の中腹からフレンツェ方面を見やっていたリノは、冷静に言った。

　エリザが言う。

「そうね。ひとまずトスカリア軍を、こちらに優位な地に引きづり込むことには成功したみたい。真っ正面から組み合えば、私たちがきっと勝つ」

　各軍からもトスカリア軍の姿が視認できたようで、全軍に緊きん張ちようが漲る様子が手に取るようにわかった。





・包ほう囲い網もう諸国軍：一万四三〇〇（フォルセス公国軍一万一〇〇、ジェリバ共和国軍二五〇〇、ミレノ公国軍一七〇〇、砲ほう一五門）




　　指揮官：エリザ・ファウネル、ほか二名




・トスカリア公国軍：一万七四〇〇（ミケロット第一軍五〇〇〇、チェザーレ第二軍一万二四〇〇、砲なし）




　　指揮官：チェザーレ・ボルジア






　包囲網側には混成軍という弱みはあるが、エリザが直接指揮できる兵力が一万一〇〇もいるので、そこまで悪い状じよう況きようでもない。寄せ集めばかりで中ちゆう核かくが二〇〇〇しかいないというなら難事だが、過半数を握にぎっていれば、やりようはいくらでもある。

　トスカリア軍は目の前だ。そろそろ彼らは歩みを止め、決戦のために陣を敷しき始めるころだろう。その敵てき陣じんの構成を見ながら、こちらも陣を動かしていかねばならない。

　……だが、予想に反してトスカリア軍は隊列もバラバラなまま、見る間に包囲網の布陣に突つっ込んでくる。

「大たい砲ほうの射程内だぞ……？」

　リノは戸と惑まどいの声を上げた。通常、陣を敷くなら火器の射程内には入ったりしない。

　ドン、と大音おん響きようがこだました。城じよう塞さいに籠こもってナタリアが指揮する砲兵隊が、早くも砲ほう弾だんを撃うち出し始めたのだ。城塞に配備したフォルセス軍の砲は七門である。また、ジェリバ軍やミレノ軍に配備されている砲も、それぞれ砲口を開き始めた。大集団のなかに砲弾を放つのであれば、命中率の悪さはあまり関係がない。砲弾はトスカリア軍に吸いこまれていき、敵を薙なぎ払はらってゆく。それでも、トスカリア軍が止まる様子は微塵もなさそうであった。

「どういうことだ？　トスカリア軍は包囲網の網あみの目のなかに自ら飛び込んでくるぞ」

　リノは首をかしげた。

　実際、横に広げた包囲網諸国軍の布陣のなかに、トスカリア軍はわらわらと突っ込んでくるだけだった。これでは、トスカリア軍は餌え食じき以外の何物でもない。

「チェザーレがこんな愚おろかな用兵をする男だとは思いがたいよ……。これにはきっと、何らかの策がある……」

　エリザは表情を曇くもらせた。
















「策？」

　そうこうするうちに、開戦の合図もないまま、最前線の兵士はすでに槍やりや剣を交え始めていた。兵士への鼓こ舞ぶをする余よ裕ゆうもなく、中央部に布陣したフォルセス軍は早くも戦闘へと引きずり込まれていく。

「今はまだ、どんな策を用意しているのかわからない。だけど形なり振ふり構かまわず主導権をもぎ取りに来たってことだけは確か……。そうか、チェザーレも必死なんだ」

「こんなメチャクチャな敵の布陣を見て、エリザには何かわかるのか？」

「わかるよ、この戦いは油断するヒマがないってことが。戻もどろう、中央部で戦闘が始まってる」

　そしてエリザが丘おかを駆かけ下りるのに従い、リノも自軍へと馬を走らせたのだった。
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　戦場全体を見み渡わたしたチェザーレには、丘の上の城塞が包囲網諸国軍の基点になっていることがすぐにわかった。あの城塞は小さく脆もろいものだが、代わりに素す晴ばらしく立地がよく、戦場全体を把は握あくする場所として都合がいい。そしてこの会戦において、あの城塞を最後まで押さえ続けたほうが勝利の栄えい冠かんに輝くであろうことも読み取れた。

　だが城塞を守る敵右う翼よく側の兵士は、それほど多くないようだ。おそらくそれは、城塞をエサにして自分を決戦に誘さそい込むための敵の罠わな……。

　チェザーレは、自身が率いる第二軍一万二四〇〇を、右翼と左翼のどちらの側に振ふり分けようか逡しゆん巡じゆんした。敵の裏をかいて城塞とは反対の敵左翼側に主しゆ軸じくを取るのもいいし、敵の誘いに乗って城塞を目指すのも悪くない。

　チェザーレが発案した作戦は、奇き策さくに奇策を重ねるものだ。一つめは、ナファリ戦のときに倣ならい、陣じんも敷かずに敵に襲おそいかかって意表を衝つき、まずは戦闘の主導権を強ごう引いんにもぎ取ること。そして二つめが、ミケロット第一軍五〇〇〇を敵中央にぶつけて基点にし、チェザーレ第二軍一万二四〇〇という大兵力がすべて、右翼か左翼のどちらかに繰くり出すことだ。

　逆に言えば、右翼か左翼のどちらかを捨ててしまうということである。そのため敵の中央と片かた翼よくから半ば包囲される形のミケロット第一軍は、極きわめて苦しい立場に最初から飛び込んでいくということである。それでもミケロット第一軍を中心点にする形で、チェザーレ第二軍が全力を以もつて片翼から旋せん回かいするという、いささか奇き抜ばつなものだった。エパミノンダスが片翼だけに兵力を集中させて強大なスパルタ軍を打ち破ったのをさらに発展させた、敵を大兵力で横よこ殴なぐりするという軍略である。

　すでにミケロットが率いる第一軍は、前方の敵中央との戦闘に入っていた。第二軍が敵右翼方面へ進出するか、敵左翼方面へと進出するべきか……決断は今すぐしなくてはならない。

　馬を駆りながら戦場全体を見渡していたチェザーレの目に、ふと城塞のそばにいた二騎きの人物が、中央部へと駆け戻っていく姿が遠目に見えた。そのうち一騎が着るプレートは、黄金に輝く騎士のもの──間ま違ちがいない、あれはエリザ・ファウネルだ！

　その情報に何か意味があったわけではない。エリザはただ、全体を見渡せる場所で戦の流れを見ようとしていただけだろう。だがしかし、チェザーレはそのとき、先ほどまでエリザがいた敵右翼側の城塞に手持ちの全兵力を集中しようと決断した。

「第二軍全軍に告ぐ！　我々の目標は丘の上の城塞だ！　全軍の力を以てあの丘へと駆け上がり、立ちふさがる敵を根こそぎねじ伏ふせよ！」

　そう叫びつつ、真っ先にチェザーレは馬を駆り、第二軍の先頭に躍おどり出た。ここからは、ナファリ戦のときに見せたような捨て身の攻こう撃げきをチェザーレ自身が示すことで、味方を高らかに鼓舞しなくてはならない。
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「突出してきたトスカリア軍を押し戻せ！　慌あわてるな、冷静に対処せよ！」

　戦線に戻ってきたエリザが、最前線で剣を交えるフォルセス軍兵士たちを励はげました。

　不意を喰くらう形で始まった戦闘だったが、十分な陣地構築が済んでいたこともあり、それほど悲観すべき情勢ではなかった。中央部では、トスカリア軍五〇〇〇の急きゆう襲しゆうを、フォルセス軍九六〇〇が受け止めていた。そして同時に、左翼から中央部へと転進してきたミレノ公国軍までが同じ戦線に加わり、トスカリア軍を半包囲するような形になり、時間が経たてば経つほど情勢は包囲網側に優勢になりつつあるように思われた。それでもミケロット軍は攻こう勢せいを止めず、果か敢かんにフォルセス軍に向き合ってきていた。

「ミレノ軍も共きよう闘とうしているぞ！　我々は勝っている！」

　エリザはさらに兵士たちを鼓舞し続けた。

　リノが近づき、エリザに声を掛かける。

「エリザ、見てくれ。城塞側の丘の上に向けて、トスカリア軍が殺さつ到とうし始めているぞ」

　チラと後方のリノに視線を走らせたエリザは、小さくうなずく。

「わかってる。チェザーレの狙ねらいは読めたよ。たぶんこれは、斜しや線せん陣の極きよく端たんな応用……」

「ジェリバ軍がかなり押されているみたいだ。こっちの戦線は順調だが、このままじゃ向こうの戦線は決けつ壊かいするかもしれない」

　そうリノが言った直後、エリザとリノの下もとに一騎の急使が駆け込んできた。挨あい拶さつもそこそこに急使はまくしたててくる。

「ジェリバ軍コルシー将軍の使いの者です！　我が軍はチェザーレ率いる大兵団の猛もう撃げきを受け、かなりの危機に陥おちいっております！　敵兵力は一万以上！　どうか救きゆう援えんを……！」

　チェザーレ自身が率いているということは、やはり片翼の大兵力こそが敵の本隊なのだ。中央のトスカリア軍を率いているのはミケロットであるのは確かく認にんできていて、これは敵の前衛部隊と見るのがよさそうだ。

「コルシー将軍に伝えて。可能な限り素す早ばやく対処する、と」

　そんなエリザの言い回しは、言げん質ちを与あたえているようで、その実、何も約束していないと思われるものだった。しかし急使は約束を取り付けたと受け取ったようで、ホッとしたような表情で馬を翻ひるがえす。

「畏かしこまりました！　しかと伝えます！」

　急使が去っていくと、エリザの真意を半ば察していたリノが確認する。

「救援を送らないつもりか？」

「……まだ決めかねてる。だけど一つだけ明確なのは、ここでチェザーレの用兵に後手後手に対処するようなら、主導権はいつまでたってももぎ取れないこと。戦いに勝つことだけを考えるなら、どこかで主導権を取り返さないと……」

　リノは一いつ切さいの反論をしなかった。戦場での能力で言えば足元にも及およばないことは自覚していたし、フォルセス公国でエリザに匹ひつ敵てきするような将はワルターくらいしかいない。

　戦場に忙せわしなく視線を往き来させながらエリザが言う。

「後手後手に回って右翼を補強するのは、敵の思うツボになりかねない」

「見たところ、チェザーレは凄すさまじい大兵力を以てジェリバ軍に殺到しているぞ。たしかに今さら陣を動かしているヒマはなさそうだ……」

「今から右翼救援のために兵力を小出しにしたところで、正直、右翼の瓦が解かいは免まぬかれ得ないと判断するのが妥だ当とう。だからここは、ジェリバ軍を見捨てて、目の前の敵に兵力を集中するのが最善──」

　エリザの言う通り、仮に三〇〇〇の歩兵を中央部から右翼に回したとしても、かなりの長時間、その三〇〇〇は戦列から離はなれ遊兵と化すことになる。さらに、仮に三〇〇〇を回したとしても、指揮官の手を離れた兵士たちが有効に敵に対処できるかと言えば、そういうわけにもいかなくなる。戦闘力は三分の二か、それとも半分くらいまで落ちると見ておいたほうがいい。

　トスカリア軍が兵力においてこちらを上回っている現状、兵を弄もてあそんでいる余裕など微み塵じんもない。敵の特とく殊しゆな戦略によってたまたま自分たちが引き受けている中央部の戦線が押せているだけであって、それ自体が敵の思い通りの戦略にハマっているに過ぎず、この連れん環かんを脱だつ出しゆつして主導権をもぎ取らなければ勝機を創つくり出すことはできないのだ。敵に操あやつられるのではなく、敵の裏をかいた用兵が今こそ必要な時だった。

「友軍を見捨てるなんて、冷れい酷こくな判断……だよね？」

　冷静な口調で訊きいてくるエリザに、リノは首を振る。

「いいや、エリザは常に正しい」

　戦せん況きようは、包ほう囲い網もう諸国軍が中央部で押し、こちらの右翼側をトスカリア公国が押すという一進一退の状況に突とつ入にゆうしていた。どちらが先に決壊するか、我が慢まん比べのような接戦である。

「ジェリバ軍が瓦解すれば、城塞が落とされるのは防げない。とすれば、城塞に入っているナタリアも……」

　自軍の一部が籠もる城塞だけは、さすがにエリザも見捨てるのを躊ちゆう躇ちよするような口ぶりだった。そんなエリザに、リノは強く言い聞かす。

「ナタリアは、覚かく悟ごの上の従軍だ。自分のせいで戦術に影えい響きようが出ることは、ナタリアだって望まないよ」

「……」

　エリザは眉まゆをひそめて押し黙だまった。

　早くも、右翼のジェリバ軍の一部が決壊していく様が飛び込んできた。さしもの海兵上がりのジェリバ市民兵たちも、一万を超こえる軍勢に殺到されたら為なす術すべがないに違いない。思いの外ほかあっさりと、右翼が崩くずれる可能性が露あらわになり始めていた。

　リノが確認する。

「ただ一つ、あの城じよう塞さいが落とされれば、この平原最高の高地を奪うばわれることにもなって、戦局が大きく転てん換かんしないか？　トスカリア軍が一気に優位に立つ可能性がある」

「でも、チェザーレ率いるトスカリア軍が城塞に大兵力をぶつけることが出来ているのは、あくまで中央部でフォルセス軍やミレノ軍を引き受けているミケロットのトスカリア軍がいるおかげ。もしミケロットの軍が城塞陥かん落らく前に敗走すれば、チェザーレの軍はフォルセス軍やミレノ軍に横腹を晒さらすことになる」

「ならば……どちらが早いか勝負だな」

「チェザーレが先に城塞を落として主導権を維い持じするのか、それとも私たちがミケロット軍を撃破して主導権を奪い取るのか……ここが戦いの間ま際ぎわ……」

　未いまだ主導権はトスカリア軍の側にあった。ここから盛り返すためには、たしかにエリザの言う通り、後手後手に対処する流れをどこかで振り切らなくてはならない。そのためには右翼の決壊もやむなしと、エリザは判断したに違いない。

「リノはこのまま中央部の指揮を執とって。私は予備の騎き兵へいを率いてミレノ軍の後方を通り抜ぬけ、ミケロット軍の背後を衝く。そして一気に敵中央を粉ふん砕さいし、チェザーレの横腹を突くつもり」

「了りよう解かいした。こちらも敵中央を押しつぶしたら、ドロテア部隊やミレノ軍と共同して、城塞に雪崩なだれ込むチェザーレ軍の脇わき腹ばらにぶち当たることにしよう」

　リノの言葉にエリザはうなずき、予備として背後に控ひかえていた騎兵部隊に声を振ふり絞しぼる。

「騎兵は全軍、私に従え！　我々が動くときが勝機だ！　敵中央の背後に回り、敵を一気に敗走させるぞ！」

　一五〇〇の騎兵は待ちかねたようにエリザに続き、戦場に蹄ひづめの音を響ひびかせて駆かけ出したのだった。
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「ジェリバ軍が決壊しています！　我々も撤てつ退たいしないと、敵中に孤こ立りつしてしまいかねません！」

　城塞に籠こもる兵士の一人が、ナタリアに向けて懇こん願がんするように言った。

　壁かべぎわに立ち砲ほう撃げきの指揮を執っていたナタリアが励ます。

「私たちは城塞に籠もってるんだから、そう易やす々やすと敵に吞のみ込まれることはないよ！」

「ですがここは、あれほどの大兵力の攻勢に耐たえられるような城塞ではありません！　このままでは一息に吞み込まれてしまいます！」

　その兵士は撤退したがっている様子だったが、ナタリアには少しも城塞を捨てる気持ちはなかった。自ら将軍を買って出たナタリアには、ちょっと危機に陥ったくらいで任地を放り出す選せん択たく肢しなどありやしない。

「砲兵、砲撃中止！　全員、クロスボウか火ひ縄なわ銃じゆうを手にし、そして剣けんを腰こしに下げて敵の攻撃に備えて！」

　急きゆう遽きよ、ナタリアは命令を転じ、全員を近接戦闘に備えさせた。ここにいるのは砲兵だけだ。砲は中央部に攻勢を掛けるトスカリア軍に向いていたから、城塞へ迫せまる敵を受け止める役にはほとんど立たなかった。

「近接戦闘の用意が終わった砲兵は、各自が担当する砲を、城じよう壁へきの下方に向けて放つよう配置し直して！　そして、砲ほう塔とうに込こめるのはロザリアの榴りゆう弾だんだよ！　急いで準備！」

　矢や継つぎ早ばやに指示を出したナタリアは、前方の戦線に注意を凝こらした。

　ジェリバ軍を追い散らしていくトスカリア軍は猛もう烈れつな勢いで迫ってくる。トスカリア軍が城塞に到とう達たつするのはもうすぐだ。決して弱兵ではないジェリバ軍をものの見事に蹴け散ちらすのは、やはり圧あつ倒とう的な戦力差からだった。トスカリア軍の大半を超える兵士が、目の前の戦線に集中していた。これでは、ジェリバ軍が背を向けるのもやむを得ない。

「無理です！　あの敵は受け止められません！」

　尚なおも食い下がってくる兵士に、ナタリアが厳しく言う。

「やってみないとわからないでしょう！　ここで私たちが粘ねばれば粘るほど、フォルセス軍全体にとっては優位になるの！　踏ふん張るよ！」

　そもそも、逃にげるヒマもない情勢となりつつあった。追い散らされて後退していくジェリバ兵たちが城塞の脇わきを必死で駆け抜けてゆく。その後ろから、ワラワラとトスカリア兵が城塞に群がってきた。

「戦闘用意！　城塞に進入を試みる敵兵を追い落として！」

　決意を込めてナタリアは叫さけび、自ら城塞の壁の間際で剣を振るい始めたのだった。
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　チェザーレ第二軍は、シュヴァリアス平原を見み渡わたす丘おかを半ばまで占せん拠きよしつつあった。ここに陣じんを敷しいていたジェリバ兵らは見る間に後退していき、トスカリア軍の波のなかに孤立した城塞が残されるのみだ。

　チェザーレは苛いら立だって叫ぶ。

「何をしている!?　あのような城塞など早く踏みつぶせ！」

　城塞を踏み越え、ミケロット第一軍が敵の攻こう撃げきを耐えているうちに丘を完全に占拠すれば、この会戦の勝利は見えるというものだ。そのため丘の拠きよ点てんにもなっている城塞を確保するのが、何にも増して重要だった。

「怯ひるむことはないよ！　私たちは耐えられる！」

　女将軍が城塞の壁の上に立ち、剣を振るって指揮を執り続けていた。あの女将軍の肩かたには矢が突つき刺ささり、身に着けているプレートは傷らだけで満まん身しん創そう痍いといった様子だ。だが城塞に籠もる兵士たちの気力を支え続けているのが、自ら最も激しい攻こう勢せいに遭あう場所に身を置き、兵士らを気き遣づかい声を響かせる女将軍に寄るところが大きいとチェザーレには思われた。

　チェザーレは女将軍のほうへと馬を進ませ、声を振り絞る。

「そこの女将軍！　降こう伏ふくせよ！　さすれば、城塞の将兵たちの命は保証しよう！」

　女将軍はチェザーレにチラと視線を向けてきて、剣を振るう。

「砲撃用意！」

　それが女将軍の回答ということだろう。フォルセス軍兵士が砲塔を直下へと向け、群がるトスカリア兵たちに狙ねらいを定めていた。

「撃うち込めー！」

　女将軍の掛かけ声と共に、ドン、ドン、ドンと、ごく至し近きん距きよ離りから砲ほう弾だんが放たれた。着弾と同時に砲弾が炸さく裂れつし、トスカリア軍の兵士らが吹ふき飛んだ。

　フォルセス軍の砲弾には、通常と違うものが混じっていることはわかっていた。至近距離から密集した兵士らの真ん中に撃ち込まれたため多数の兵士を巻き込み、損害は目を覆おおうほどの規模だった。とても普ふ通つうの砲弾で為せる技わざではない。至近距離から放たれた特殊な砲弾の威い力りよくに、攻勢を掛けるトスカリア兵たちは大いに怯んだ。

「臆おくするな！　この丘の占拠はもうすぐだ！　攻せめ続けよ！」

　それでもチェザーレは最前線で指し揮きを振るい、味方の屍しかばねを越えて攻め続けるよう兵士たちを鼓こ舞ぶし続けた。
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　エリザ率いる騎兵一五〇〇は、トスカリア軍との戦いを繰くり広げるドロテア隊やミレノ軍の背後を回り込み、敵の後背部へと到達していた。ただし、やや地形が入り組んだ窪くぼ地ちに入ったため、一時的に戦況がリアルタイムで見渡せない状況に陥おちいっていた。

　代わりに左手の丘の上に放っていた斥せつ候こうの一人が駆け戻もどってきて、エリザに向けて報告してくる。

「右う翼よくのジェリバ軍は後退を続けており、ブラッキアリ将軍の籠もる城塞がかなり危険な状態となっております！　城塞が落ちるのは時間の問題！」

「でも、まだ右翼側の丘は完全に占拠されていないのよね？」

「はっ！　城塞は敵中にありながら戦意を保っておりますし、その城塞のおかげもあり、ジェリバ軍は後退しつつもトスカリア軍に時おり反はん抗こうを試みる場面も見られます！　右翼が瓦が解かいするかどうかは、ひとえに城塞の防衛に寄るところ大かと！」

　こちらが苦しいときは、敵もまた苦しい。包ほう囲い網もう右翼は決けつ壊かい寸前といえど、ギリギリのところでまだ粘り腰ごしを見せている。一方のトスカリア軍中央は、フォルセス軍とミレノ軍の集中攻撃に遭いつつも、紙かみ一ひと重えのところで防戦を試みている。

　近この衛え兵の一人がエリザのそばに馬を近づけてきて声を上げる。

「ジェリバ軍のコルシー将軍、城塞のブラッキアリ将軍ともに、中央の我が軍に対して応おう援えんの兵力を派は遣けんしてくれるよう矢の催さい促そくが来ております！　いかがなさいますか？」

　事ここに至り、方針を変えるなど下策に他ならなかった。叩たたき合いの勝負ならば、勝てる戦線に向けて脇わき目めも振らずに兵力を集中投下し、一息に敵を突き破るべきだ。
















　断固としてエリザは口にする。

「応援は不要！　すべての兵力を、中央で粘るトスカリア軍にぶつけよ！　戦いの帰き趨すうは、どちらの戦線が先に崩れるかに掛かっている！」

　下手に兵力を動かして遊兵を作るヒマがあるのなら、とにかく目先の戦いに兵力を投入するべきだ。中央部を切り崩せば、チェザーレに握にぎられている主導権がこちらに転がり込む可能性がある。

「ナタリア、ごめん。死んだら私を恨うらんでくれていいよ」

　小さくエリザはつぶやき、剣を高らかに振り上げて叫ぶ。

「この一撃でトスカリア軍中央を粉砕するぞ！　各員、自らが戦の神となり、全身全ぜん霊れいを込こめて敵軍を貫つらぬけ！　行くぞ、突とつ撃げき！」

　そして後方へと回り込んでいた騎兵一五〇〇は、エリザを先頭に、トスカリア軍中央へと槍やりを揃そろえて突撃していった。
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　中央の歩兵の指揮を執りながら、リノは戦場全体に視線を往き来させていた。膨ぼう大だいな数の兵士たちが相まみえる会戦のため戦線が広こう範はん囲いにわたり、視野を広く取らなければ適切な軍事行動の指示ができない。

　前方のフォルセス軍歩兵は、着実にトスカリア軍中央を押し込んでいる。ドロテアが引き受けた戦線が最も突出して戦果を挙げていた。

　目を転じれば、右翼側の城じよう塞さいがトスカリア軍の渦うずのなかにあってギリギリのところで保っており、城塞の壁の上でナタリアらしき人物が剣を振り上げて叫んでいる様子が見えていた。城塞に籠こもるフォルセス兵は、もはや風前の灯ともし火びだ。あの状じよう況きようでは、仮に城塞の守将であるナタリアが降伏の決断をしても、文句を言う味方はいないはずである。

　だが、ナタリアが粘りに粘っているからこそ、一いつ旦たんは後退したジェリバ兵らも城塞の後方で勢いを取り戻しつつあり、まだまだ戦局は流動的な状況だった。

　そんな折、前方のトスカリア軍が大きく動どう揺ようし、一部の兵士たちが背を向けるような場面も見られた。この場所からはハッキリと視認できないが、おそらくエリザ率いる騎き兵へい部隊が後方まで回り込み、突撃を敢かん行こうしたのではないか。

　フォルセス軍が籠もる右翼側の城塞が奪うばい取られるか、それともトスカリア軍中央が撤退するか──先に崩ほう壊かいしたほうが、全軍を道連れにすることになる。勝負はまさしく叩き合い、踏ん張り合いのものに突とつ入にゆうしていったのだった。
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「早くしろ！　この程度の城塞にまだ進入できないのか!?」

　チェザーレは苛立ちを隠かくしきれなくなっていた。

　トスカリア軍兵士らがびっしりと囲んでいたが、わずか数百が籠もる城塞に四苦八苦していた。前方ではジェリバ軍と向き合いつつ、内部には城塞を抱かかえ、あと一歩のところで丘を占拠するまでには至っていなかった。丘から大部分のジェリバ兵を追い払はらった今、本当に、本当にあと一歩なのだ。

「城塞が小さいことで逆に攻めあぐねております！　大たい砲ほうがあれば……！」

　近衛兵の一人が報告してきた。

　さらに別の近衛兵が、ジェリバ軍との戦線から駆かけ戻ってきて告げてくる。

「ジェリバ兵が勢いを盛り返しています！　なんとか城塞を落としさえすれば、ジェリバなど敵ではありません！」

　チェザーレは声を振ふり絞しぼる。

「あの城塞に最初に飛び込んだ者には金貨一〇枚の恩賞を遣つかわすぞ！　そして将官としても取り立ててやる！　全力でかかれ！」

「中央部で防戦に取り組むトスカリア軍が決壊の危機にあります！　援えん軍ぐんを送らなくては中央の戦線を維い持じすることは不可能と思われます！」

　近衛兵の一人が焦あせった調子で言った。

　チェザーレとて理解していた。この丘から、右手側を見渡せば一目してわかる。フォルセス軍を正面に、そして横にはミレノ軍を抱えたミケロット第一軍が決死の防戦に取り組んでおり、いつ戦線が瓦解してもおかしくない状況のなか、なんとか持ち堪こたえ続けている。敵右翼も崩壊間ま際ぎわだが、トスカリア軍中央もまた同様──。

「全力で城塞に喰くい付け！　ここを落としさえすれば、この戦いくさは勝てるのだ！」

　チェザーレの心の叫びだった。

　顔面蒼そう白はくの斥候が、チェザーレの下もとに駆けてきて口にする。

「中央軍から急報です！　ダ・コレラ将軍が無数の敵兵に囲まれ落馬したとの情報あり！　生死は不明！」

「何!?　それは誠まことの情報か!?」

「ですから不明です！　虚きよ報ほうの類たぐいかもしれません！」

　戦場では、噂うわさの類が口伝えで大きくなり、ありもしない情報が飛び交かうものだ。友軍の逃とう走そうや、将軍の負傷や戦死の虚報は常に行き交っており、それら真しん偽ぎ不明の情報が戦局に影えい響きようを与あたえることもある。だが、ミケロットが死亡したかもしれないという何の確証もない報告は、チェザーレの心を激しく揺ゆさぶるに十分だった。

「確かめよ、ミケロットの姿を！」

　決死の思いでチェザーレは叫さけんだ。

「無理です、この状況では！」

「くそぉおおお！　あと一歩なのだ！　もう少し、もう少しで……！」

　ギリギリと奥歯を嚙かみしめたチェザーレは、馬の手た綱づなを強く握りしめながら命じる。

「ミケロット第一軍に兵を回せ！　兵力は後方の四〇〇〇！　中央の戦線を支え、ミケロットの生死を確認せよ！」

　このとき激情に支配されたチェザーレは、涙なみだを振り絞りながら声を上げていたのだった。
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　勝った……！

　その瞬しゆん間かん、エリザは勝利を確信した。右翼と中央、いずれの戦線が先に崩壊するか乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負のなか、どちらが勝ってもおかしくなかった。だが、丘おかの上の大部分を占せん拠きよしていたトスカリア軍が、数千の兵士を中央部に回してきたことを見て取り、この戦いの帰趨が運命付けられたとエリザは感じていた。

　送り込まれた兵士はしばらく遊軍と化すし、支し援えんに振り分けた軍団が撃げき破はされるごとに戦力を小出しにする負のスパイラルに陥ることになる。そして何より、兵力集中の利を完全に喪そう失しつすることになるのだ。こちらの予想の裏をかき、大兵力を一いつ箇か所しよにぶつけてきたからこそ、この会戦での主導権をチェザーレが握り続けてきた。だが、その優位をチェザーレは自ら捨て去ってしまったのである。

「敵中央を粉ふん砕さいせよ！　トスカリア軍が崩くずれるのはもうすぐだ！」

　エリザは剣けんを振るって味方を激げき励れいした。

「エリザ様！　トスカリア軍が中央部に大きな兵力を振り分けてきております！　戦線の維持に影響が出るかと！」

　報告してきた近衛兵はだいぶ慌あわてた様子だった。敵中央に乱入していたエリザには、すでにその戦局は目視できていた。また、戦場の流れが読めなければ、この近衛兵のように、目先の兵力の多た寡かに振り回されるのは仕方がない。

「心配ない！　これは敵戦線の崩壊の予兆だ！　援軍が到とう着ちやくする前に、敵中央に可能な限りの損害を与えよ！」

　さらにエリザは決起を促うながし、敵の戦線を打ち崩す力を強めたのだった。
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　ナタリアは満まん身しん創そう痍いで壁かべの上に立ち、味方兵士らを鼓こ舞ぶしながら命いのち懸がけの防戦に励はげんでいた。

「大砲用意！　至し近きん距きよ離りへ向けて、放てー！」

　数少ない榴りゆう弾だんが間近で炸さく裂れつした。悲鳴を上げた敵兵が吹ふき飛び、舞まい上がる。

　榴弾には限りがあるため、放つタイミングは重要だ。防衛網もうが決壊しかけた際に起死回生を図はかる手段として、大切に温存しながら用いなくてはならない。榴弾の威い力りよくは確実に敵の気力を削そぐ力になっており、敵の攻こう勢せいが極限に到とう達たつする度たびに放つことで、なんとか戦局を支えることができていた。

　榴弾の派手な威力によって敵が怯ひるんでいる隙すきに、ナタリアが次の指示を飛ばす。

「砲担当は次じ弾だんの装そう塡てんを準備して！　他の兵は防戦に集中！」

「榴弾は今ので最後です！」

「ならば通常のやつでいいよ！　敵が次も榴弾かもしれないと恐おそれるだけでも効果的だから！」

　そう声を振り絞ったとき、一発の銃じゆう弾だんがナタリアの太ふと股ももをかすった。

「ぐうっ!?」

　片かた膝ひざをついたナタリアだったが、すぐに身体からだを持ち直して起たち上がった。

「ブラッキアリ将軍！」

　兵士たちは戦いながらも、ナタリアを気き遣づかうような声を上げた。最前線で怯まず指揮を執とり、剣を握り続けるナタリアと、激戦に身を置く兵士たちは自然に心が通じ合い始めていた。

「私なら大だい丈じよう夫ぶ！　みんな、戦いの帰趨は、この城塞を守り通せるかどうかに掛かかっているよ！　友軍のため、命を懸けるときは今！」

　ナタリアの手に持つ剣はすっかり刃はこぼれし、もはやまともに敵を斬きることなど叶かなわなかったが、突ついたり叩たたいたりと形なり振ふり構かまわない戦いを繰くり広げていた。敵の剣を奪いたいところだが、敵兵を壁から叩き落とすために上手うまく入手できない。ナタリアは血まみれの剣を振りかざしつつも味方を鼓舞し、数少ない友軍兵士たちを支え続けたのだった。

「ジェリバ軍が勢いを盛り返しているみたいだぞ！　もうすぐジェリバはここまで戦線を押し上げてきそうだ！」

　後方にいた兵士の一人が、味方を励ますように叫んだ。

「トスカリア軍の勢いは衰おとろえているよ！　ここを守り抜ぬけば私たちが勝つ！」

　ナタリアには確信がなかったが、それでも今は兵士たちを勇気づけることが最優先だった。激戦の真まっ直ただ中なかで冷静に情勢を確認しているヒマはない。そんな余力があるのなら、負傷した味方兵士を気遣ったり、城塞に縋すがり付く敵兵を一人でも追い落としたほうがいいからだ。

　それでもたしかに、トスカリア軍の攻勢は幾いく分ぶん衰おとろえつつあるようには感じられていた。戦場での転機が、どこかで訪おとずれているのかもしれない。

「大砲用意！　狙ねらいを付けて、放てー！」

　ナタリアの声に合わせるように、七門が重なる音を響ひびかせて砲ほう弾だんを撃うち放ち、敵兵を薙なぎ払っていった。
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「中央軍の最前線が決けつ壊かい！　三方向より包囲され、壊乱状態に陥おちいりつつあります！」

　近この衛え兵の報告に、チェザーレが問い質す。

「ミケロットの姿は!?」

「ここからでは確認のしようがありません！　中央部まで赴おもむかねば！」

「さらに一五〇〇の兵を中央へと回し、軍の崩壊を支えよ！」

　チェザーレは必死だった。

「しかし左さ翼よくからのこれ以上の投入は、こちらの戦線維持を不可能にします！　城じよう塞さいが陥かん落らくしないせいで、ジェリバ軍に反撃の機会を与えており、戦線は押し戻もどされつつあります！」

「くそっ……！　あと一歩のところで……！」

　このときになってチェザーレは、がっちり握にぎりしめていたはずの主導権が、すでに自らの手から滑すべり落ちてしまったあとであることを痛切に悟さとった。トスカリア軍にとって、この丘の制圧こそが勝敗の分ぶん岐き点てんになっていた。だが城塞だけがどうしても抜けず、ジェリバ軍に立て直しの余よ裕ゆうを与えてしまうことになり、想定していた戦略の基本がくるってしまったのだ。

　斥せつ候こうがチェザーレの下に飛び込んできて叫ぶ。

「中央軍が崩ほう壊かい！　軍勢はすでに敵に背を向け、逃走を図はかっております！　先に送り込んだ四〇〇〇と入り乱れ、すでに中央部戦線の維持は不可能な情勢！」

「ミケロットぉぉおおお！」

　チェザーレは思わず叫んでいた。

　がっぷり四つで組み合い、完全に互ご角かくの戦いを展開していたのに……ある一点、チェザーレの迷いが生じたまさにその瞬間……勝機を失ってしまったのだ。味方を見捨ててでも一点に兵力を集中した包ほう囲い網もう諸国軍と、自分の分身であるミケロット部隊の瓦が解かいに気を取られたトスカリア軍──この違ちがいが、戦局に決定的な差をもたらしたのだった。

　こうなれば、もはや流れは変えようがなかった。

「く……中央へさらに三〇〇〇の兵を投入し、撤てつ退たいを支援しろ！　こちらの戦線は城塞の前まで引き、トスカリア軍全体の崩壊を押さえるよう全力で務めよ！」

　このときすでに、チェザーレはこの決戦には勝ち切れないことを理解していた。
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「追え！　トスカリア兵は一兵たりとも逃にがすな！　全力で追撃せよ！」

　エリザは友軍を鼓舞し、トスカリア軍中央の戦線が崩壊したこの戦機を活いかすべく懸けん命めいに兵士たちを督とく促そくしていた。

　ふと前方に、一騎きの敵騎兵が立ち止まっているのを見て取り、エリザも馬の足を止めた。間違いない、あの敵騎兵はミケロットだ。

「エリザ・ファウネル！　いずれ必ず、貴様の息の根を止めてやるぞ！」

　怒いかりに燃えた目でミケロットが睨にらみつけてきた。

「いい勝負だったぞ！　チェザーレに、成長したと伝えるがいい！」

　上から目線でエリザは言い放った。威い嚇かくの言葉に対して、謙けん虚きよに応じる必要は何もない。

　バカにされたと感じたのだろうか、ミケロットの目はさらに燃え上がる。

「貴様……！　許さん……許さんぞ……！」

　ミケロットは恨うらみがましく叫んだ。

　だがエリザは構わず、兵士らを見回しながら指示を出す。

「騎兵は、逃とう亡ぼうを図るトスカリア軍の退路を阻はばめ！　歩兵は、丘の上から駆かけ下りてくる新手のトスカリア歩兵を受け止めよ！　すでに敵の戦線は崩壊している！　慌てずに迎むかえ撃て！」

　敵味方が錯さく綜そうするなかで、エリザは一部の兵に追撃戦を、そして主力には敵増ぞう援えんの撃破を命じた。ふとエリザが前方に視線を戻すと、ミケロットの姿は消え去っていた。

　その後、エリザ自身は主力歩兵らを指揮し、中央に送り込まれてくるトスカリア軍増援部隊への対処に専念した。

　すでに戦局は、勝敗分岐点を越こえている。この先は、少しでも味方の損害を減らしつつ、敵へ与あたえる打撃を最大にするため注力していかねばならない。大方の決着がついた戦場で、エリザは残敵を掃そう討とうするため縦横に駆け回ったのだった。
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　追撃行動も一段落ついたころ、方々に散らばるフォルセス軍兵士たちの収拾はドロテアに任せ、エリザとリノは馬で丘おかを上がり、城塞へと向かった。

　戦局の途と中ちゆうまでは、どちらが勝ってもおかしくない一進一退の攻こう防ぼうが続いていた。しかも主導権はチェザーレに握られたままだった。そのバランスが決壊したのは、チェザーレが高地を占せん領りようする前に、トスカリア軍中央の崩壊に気を取られたからである。そしてチェザーレが主導権を保ち続けられなかった最大の要因は、ナタリアの小部隊が城塞を確保しきってくれたおかげなのは間違いなかった。

　馬を下り、城塞に足を踏ふみ入れたエリザとリノは、すべての兵士たちがぐったりと地べたに横たわっているのを見た。生きている兵士と、死亡した兵士の見分けがつかない。

「エリザ様！」

　兵士の一人が半身を起こし、声を上げた。

「いいの。私のことは気にせず、しばらくゆっくりして」

　エリザは兵士たちを制そうとしたが、誰だれもがこぞって起きだした。

　壁ぎわに転がって動かないままだったナタリアだが、リノには、胸を上下させて呼吸しているのが見てとれた。生き残ってくれていたらしい。

　兵士たちの声で、ナタリアもエリザの姿に気づいたようで、這はいつくばるようにして身を起こす。地べたに両手をつきながらこちらを見やってくるナタリアに、エリザは微笑ほほえみかけた。一方のナタリアはまるで精せい根こん尽つき果てたとでも言わんばかりに、エリザとリノを無表情で見上げてきたのだった。

　そしてエリザはゆっくりと兵士らを見回し、朗々と声を響かせる。

「よくやった！　ここに配備されていたすべての砲ほう兵へい諸君が敵に臆おくせず剣けんを取り、この重要な砦とりでを守り抜いたことは、我が軍の歴史において後々まで語り継つがれるであろう」

　兵士たちの顔には、みるみる精気が戻り始めていた。ようやく現実に引き戻されたというところだろうか。

「この会戦の勝利は、諸君らの粘ねばり強い勇気の賜たま物ものである。国に帰りし暁あかつきには、必ずや諸君らの働きに報むくいよう。ここで傷付いた者にも、防戦のなかで散った英えい霊れいの家族にも、十分な褒ほう賞しようを取らせることを約束する」

　エリザは片かた腕うでを高らかに振ふり上げ、声を大にする。

「諸君らがいるからこそフォルセス公国がある！　勝利を手にしたのは我々だ！　フォルセスに光を！」

『フォルセスに光を！』

　兵士たちは気力を振り絞しぼるようにして叫さけんだのだった。

　包囲網諸国軍一万四三〇〇のうち、損害一八〇〇。損そん耗もう率はおおよそ一三％。

　トスカリア軍一万七四〇〇のうち、損害五四〇〇。損耗率はおおよそ三一％。

　このうち、包囲網のなかで最大の損耗が発生したのが、大部隊の的になったジェリバ軍で、二五〇〇のうち八〇〇も持っていかれていた。ジェリバ軍単体だけを考えると、敗北したトスカリア軍を上回る損耗率三二％にまでなり、普ふ通つうなら決壊していてもおかしくなかった。だが、ナタリアの籠こもった城塞が防ぼう壁へきの役目を果たし、なんとか部隊を支えることができたのだろう。

　フォルセス軍の損害は七五〇ほどで、およそ半数がフォルセス公国生きつ粋すいの兵、また半分がヴェザニア傭よう兵へいの受けた打撃だ。最も楽な戦線を担当したミレノ軍の損害は二五〇ほどで済んでいた。

　一方のトスカリア軍には、壊かい滅めつ的というには遠いものの、かなりの打撃を与えたことは確かだった。与えた損害の大半は、トスカリア軍が包囲網諸国軍に背を向けたときから発生したものだ。

　シュヴァリアス平原から撤てつ兵ぺいしたのはトスカリア軍であり、倍以上の損耗が発生していることからも、欧おう州しゆう諸国は「包囲網側の勝利」と見るであろう。会戦での勝利は、外交での非常に優位な立場を約束してくれる。このままトスカリア公国を押し続け、チェザーレを叩たたきつぶす絶好の好機が到とう来らいしたことは間違いなかった。
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　勝利を祝うヒマもなく、包囲網諸国の将軍たちが一堂に集まっていた。

　フォルセス公国からはエリザとリノだけでなく、ナタリアも同行させていた。この会戦で重要な役割を果たしたのがナタリアだけに、会議に参加させるだけの意味はあると思ったのだ。

　参加者たちが顔を合わせるとすぐ、コルシーが敬意を込こめた口調で言う。

「ブラッキアリ将軍さんよ、よく踏ん張ってくれたな。この会戦に勝てたのは、まさしくあんたのおかげだ」

「私の活かつ躍やくではありません。すべては兵士たち一人一人が奮起してくれたおかげです。皆みなよく戦い、持ち堪こたえてくれたことに感謝するばかりです」

　ナタリアは真しん摯しな眼まな差ざしで応じた。その言葉は心の底からのものであると思われた。

　リノは、改めてナタリアに感心した。もともと行政面でも幾いくつもの実績を残し、それなりの武勇の才もあり、過去の戦史や軍略の知識も豊富なナタリアは、さまざまな場面で使いやすい万ばん能のうな人間であることはリノとて認めるところだった。それがわかっていたからこそ官かん吏りにも雇やとったし、将軍まで任せたのである。だが、勝ち気な姿勢とプライドの高さが、いつか身を滅ほろぼすことになるのではと危き惧ぐしていたのだ。それが幾つかの死し闘とうを乗り越え、共に戦う兵士たちへの理解を持ち得たことで、謙虚さが身につき、人間性に厚みが出てくれたように感じた。ナタリアは挫ざ折せつを乗り越え、一歩大きく成長したのだ。
















　コルシーがナタリアに向けて親身に言う。

「謙けん遜そんしなさんな。トスカリア軍の攻こう勢せいが最も激しい場所に立ち、大声で指揮を執とり続けていたことは、城塞付近で戦っていた者なら誰でも知っている。俺たちジェリバ軍が崩壊しなかったのも、あんたのおかげだ。本当によくやってくれたよ」

　それからしばらく、ナタリアを取り囲んで誰もが戦果を褒ほめ讃たたえたのだった。ナタリアは首を引っ込めたようにして、盛んに恐きよう縮しゆくしながら賞賛の言葉に応じていた。

「フォルセス公国は将兵ともに素す晴ばらしい資質を持っていますな。実に羨うらやましい。敵に回せない国やもしれぬと我が主君に報告する必要がありそうです」

　感かん銘めいしたようなロイの言葉に、エリザが応じる。

「我が国は戦争に巻き込まれてばかりいたので、結果として兵士たちが鍛きたえられ、軍政にも手慣れるようになりました。良いことばかりではないのです」

　リノが肩かたをすくめる。

「戦争に次ぐ戦争のなかで大変な財政負担が続き、国庫は常に空っぽですよ……。この機会を逃のがさずトスカリア公国を追い詰つめたのちには、できれば今後は地域の秩ちつ序じよを維い持じしながら平和を追求し、国を豊かにしていきたいものです」

「おう、そうだよ。この会戦に勝ったのは俺たちで、トスカリア公国軍にはかなりの損害を喰くらわせたと言えるだろう。ここで一気にフレンツェの街にまで侵しん攻こうし、トスカリア公国を崩ほう壊かいさせてやろうじゃないか。トスカリア公国もまだ余力は残しているだろうが、ここは果か敢かんに攻せめ続けないとな」

　そのコルシーの言葉に誰もが同意しかけたとき……参加者のなかで唯ゆい一いつ押し黙だまっていたオルカスが、おそるおそる口にする。

「大変申し上げづらいことなのですが……我が共和国としては、あくまで決戦のために戦力提供したに過ぎません。そこで我々の傭兵隊はここで足を止めつつ、包囲網の側面支し援えんを継けい続ぞくしていくということでご理解を賜たまわりたく……」

「何を言いたいのかわからねぇ。俺の頭が悪いからか？」

　コルシーが眉まゆをひそめ、ロイも腕うでを組む。

「私にもサッパリ……」

「その、つまりです、我が傭兵隊はフォルセス公国に一時的に指揮権を委ゆだねましたが、重要な決戦における役目を十分に終えたと判断し、私が再び指揮を執ることになります。その上でヴェザニアとしては、フレンツェの街まで侵攻はしない方針であり──」

　オルカスの言葉を、コルシーが制する。

「ああ!?　何を言っているんだ、てめぇは！　もともとこの戦いは、トスカリア公国を叩きのめすのが目的だろうがよ！　会戦で勝ったといっても、トスカリア公国は健在なままじゃねぇか！　俺らは何のために戦ったんだよ!?」

「包ほう囲い網もう諸国は旧フレンツェ領の半分を奪うばい取り、すでに十分な占領地を確保しているはずです。トスカリア公国の国こく威いは大きく弱まり、封ふうじ込めには成功したと言えましょう」

「バカを言うな！　占領地つったって、トスカリア公国を生かしたままじゃ、いつ何時奪だつ還かんされるかわかんねーだろうが！　一息に押しつぶすチャンスなんだよ！」

　コルシーの怒いかりは収まらないようだった。

　リノは、当初睨にらんでいたヴェザニア参戦への懸け念ねんが、ここにきて鎌かま首くびをもたげてきたことを理解した。だがヴェザニアは攻こう守しゆ同盟国であり、曲がりなりにもフォルセスとの盟約を注意深く遵じゆん守しゆしているのも確かだったため、どのように応じようか迷っていた。

「果たしてヴェザニアは、最初からこの腹づもりだったんですな？　会戦ではどちらが勝っても良し、そして双そう方ほうの戦力を拮きつ抗こうさせ続ければ尚なお良し」

　ロイが呆あきれたように言った。

　コルシーが怒りにまかせて叫ぶ。

「しゃらくせえ！　このインチキ集団が！　獅し子し身中の虫とはヴェザニアのことなんだよ！　おめーらが世界中でどれだけ嫌きらわれてるか知ってんのか!?」

　国家を口くち汚ぎたなく罵ののしられたオルカスは、さすがに畏かしこまった様子をかなぐり捨てて叫び返す。

「我が共和国への侮ぶ辱じよくは聞き捨てなりませんぞ！　この場で訂てい正せいして頂きましょう！　でなければコルシー将軍の暴言は、逐ちく一いち政府に報告させて頂きます！」

「へっ、寝ね言ごとは寝て言え！　てめぇらの政府なんざ恐こわくも何ともねぇんだよ！」

「何ですと!?　ジェリバ政府ごとき、我が国の──」

　声を荒あららげる二人の間に、慌あわててリノが割って入る。

「待ってくれ！　オルカスさん、言いたいことは山ほどある。だけど、あなたに言っても無む駄だなことはわかる。あなたはヴェザニア政府に指示された通りに動いているにすぎないからだ。ヴェザニアが将軍ではなく、官吏であるオルカスさんを派は遣けんしてきたのは、こうした交こう渉しようを淡たん々たんと行うためだった」

　冷静さを取り戻もどしたオルカスが、再び萎い縮しゆくしたように応じる。

「……リノ殿どの、申し訳ございません。たしかに私には何の権限もございません。私は政府の指示通りに動く官吏に過ぎず、これは決定事じ項こうなのだとお伝えするしかできないのです。ただし我が国としては、今後も引き続きフォルセス公国との攻守同盟を遵守していく方針であり、包囲網諸国の側面支援をしていくことに異存はございません。皆みな々みな様さまのお怒りはごもっともですが、何なに卒とぞご理解のほどを……」

「ロイ将軍も指し摘てきしていたけど、やっぱり最初からこういう計画だった？」

「私には、政府中ちゆう枢すうの方針はわかりません。ただ現実として、この会戦に勝利を得ることができたのは、ヴェザニア軍が四五〇〇の兵員を提供したからこそだと私は信じております。あのタイミングでヴェザニアが協力しなければ、会戦での勝利もままならなかったことでありましょう」

　ここでオルカスを責めてもどうにもならないことを悟さとった諸将は、ただ困こん惑わくしたように顔を見合わせることしかできなかった。

　やがてエリザが口を開く。

「ヴェザニアがフレンツェ侵攻を拒きよ否ひするのならば、包囲網諸国の軍勢は一万を切ることになります。一方、トスカリア軍に損害を与あたえたとはいえど、未いまだ一万以上の兵力を有しているはず。もう一度会戦に持ち込めるなら、今度こそ包囲して撃げき滅めつする方策を練ることもできましょうが、敗北したばかりのチェザーレがそう易やす々やすと次の会戦に応じるとは思えない……」

「そうだな、チェザーレは二度目の会戦に応じることはないだろう。次はフレンツェの城じよう壁へきに籠もって、包囲網と対たい峙じするのが、どう考えても妥だ当とうな敵の戦略のはずだ。ヴェザニア傭兵どもが抜ぬければ、このままフレンツェの城壁を囲んだところで成果を上げるのは難しい」

　コルシーの指摘に、ロイが続く。

「ヴェザニアには困ったものですな。次にどのような手を打てばいいのか……」

　それから諸将らは誰だれもがヴェザニアを責める言葉を口にし、オルカスはうつむきがちに黙って受け止めているようだった。

　だがリノは、ここに来てまで勢力均きん衡こうを図はかろうとするヴェザニア政府の手しゆ腕わんに、むしろ内心で大いに感心していた。もちろんトスカリア公国を潰つぶすチャンスをフイにしてしまう忸じく怩じたる思いはあったが、地域の軍事バランスを図り互たがいを争わせ続ける状じよう況きようを作りだし、経済的利益の追求を至上の課題にしているヴェザニアの方針には、呆れると同時に感銘せざるを得ない。

　議論が繰くり返されたが、どうあっても結論は一つだった。無理にフレンツェに侵攻するのはギャンブルであり、万一敗勢を喫きつするようなことがあれば、せっかく決戦に勝ったという外交上の優位を帳消しにしてしまうことにもなる。敵より寡か兵へいで攻城戦を行うことはできないのだから、ここは勝ち逃にげするしか術すべがなさそうであった。

　仕方なさそうにロイが提案してくる。

「ここに至れば、包囲網諸国の結束を確かく認にんし合いつつ、トスカリア公国から奪い取ったそれぞれの占せん領りよう地ちを確保するために最善を尽つくすしかないのでは？」

　次善の策として、そうするしかないとリノも判断するところだった。トスカリア公国の国力を大いに弱めたことだけは間ま違ちがいなかったから、包囲網諸国の盟約関係を維持しつつ占領地を安定させることに努力するしかないだろう。しかも、最大の領地を切り取ったのはフォルセス公国であり、ボローチェ一帯まで支配下に収め、この戦いで最も国力を急進させたのは明らかだった。

　エリザが締しめくくる。

「ひとまず、そこで同意するしかなさそうですね。そして今後も引き続き連れん絡らくを取り合い、トスカリア公国がもしどこか一部の占領地でも取り戻しに来ようものなら、再び結束して応戦できるような状況を創つくり上げておきましょう」

「ったくよぉ。幾つもの国の思おも惑わくが絡からまると、どうしてこうなっちまうんだろうな。連合軍ってのは、つくづく思い通りにいかないもんだぜ」

　コルシーは最後に、吐はき捨てるようにそう言った。最大の損そん耗もう率だったのがジェリバ共和国軍であり、難所を支えていたコルシーが悔くやしい気持ちに駆かられるのは当然だ。

　しかし、混成軍の弱みがどこかで露ろ呈ていするのは仕方のないことであり、決戦を乗り越こえるまで盟約が保たれただけでも上出来なのかもしれなかった。ここまでトスカリア公国を押し込み、国力を大きく削そいだことだけでも、ひとまず良しとしなくてはならない。
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　追つい撃げきを振ふり切ることができた兵士らを何とか取りまとめ、チェザーレはようやくフレンツェの城門をくぐった。

　敗北を喫し多くの兵士たちが荒あれていて、通り過ぎる村々や集落で略りやく奪だつをしかねないような精神状態に陥おちいっていたから、それを取り締まるだけでも一苦労だった。フレンツェに戻って次の戦いに備えれば、ひとまず規定の給料から二割増しの料金を払はらうと全兵士に通達し、なだめすかして引き連れてきたのだった。

　隣となりで馬を進めるミケロットが、淡々と口にする。

「また負けたな」

「ああ、敗北した」

　チェザーレも、無表情で応じた。

　ミケロットは苦々しい顔で押し黙る。

「……」

「エリザ・ファウネルを正面から敵に回せば、どうあっても勝てないことを認めねばなるまい……。あの将には、何か特別なものがある」

　そんなチェザーレの言葉に、ミケロットは首を振る。

「いいや、俺はそう思わない。あの女は魔ま女じよなどではない。チェザーレは、俺たちが敗れた言い訳を、人知を超こえる何かにしてしまいたいだけだ」

「……ほう。そうやもしれぬ」

「用兵で勝つのは難しいと踏ふんだ俺たちは、あの女を叩たたき合いの勝負に引きずり込むことには成功していた。主導権は俺たちの側にあった。そして、どちらが敵の陣じんを早く抜けるかに掛かかっていた。あと少し粘ねばれば、俺たちの側が先に城じよう塞さいを抜き、左さ翼よくの高地を占領していてもおかしくはなかったはずだ」

「……」

「ここ一番でのあの女の強さは、友軍を平然と見捨てることができる冷れい酷こくさを奥底に持っていたことだ。主導権をもぎ取ることにのみ、あの女は力のすべてを集中させた」

「……」

　ミケロットは、鋭するどい視線を向けてくる。

「なぜあのとき、左翼から中央に兵を送り込んできた？」

「……今思えば自分でも信じられぬが……お前が死んだやもしれぬという情報を聞きつけ、動どう揺ようを禁じ得なかった」

　本心を、チェザーレは打ち明けた。どだい隠かくす必要もない相手だ。

　ミケロットは吐き捨てる。

「バカな。そんな不正確な情報なら、戦場にいればいつでも飛び交かうものだ」

「その通りだ。自身の躊ちゆう躇ちよと決断を後こう悔かいしている。もし神が次の戦いをお望みになられるなら、そのときこそは……」

「俺はチェザーレのほうがずっと冷酷な男だと信じていた。だがしかし……存外、戦場においてはあの女のほうがずっと酷こく薄はくなのだろうな」

　ミケロットに指摘されるまでもなく、チェザーレも自身の冷酷さを信じていた。どのような情にも流されず、目的のためだけにあらゆる事こと柄がらを割り切っていけるのが自分だと思い込んでいた。だがそれは、まったくの思い込みだったらしい。あるいはまた、ミケロットという分身を人ひと質じちに取られるようなことがあれば、少女のような虚きよ弱じやくさを自分が見せてしまうということか。

　チェザーレが苦く渋じゆうの想おもいに駆られていると、ミケロットが口にする。

「包ほう囲い網もう諸国はこの勢いに乗り、フレンツェに侵しん攻こうしてくるだろう。だがまだ俺たちは一万一〇〇〇を超える兵力を有しているし、そう易々とは陥かん落らくしまい」

「ただし、斥せつ候こうの報告によれば、包囲網諸国はシュヴァリアス平原に張り付いて動いていないようだ。おそらく戦勝気分に浮うかれたことで、足並みが乱れ始めたのやもしれぬ。こちらから休戦を申し入れれば、案外、軽く乗ってくる頃ころ合あいかもしれぬぞ」

「……この状況、休戦ができるなら、それもまたやむなしか。条件は？」

「包囲網諸国がトスカリア公国から奪うばい取った領地を、当とう該がい国の国土として認める。それ以外の条件は一いつ切さいなしだ」

「なるほど。当然それで再起を図る時間を稼かせぐわけだな？」

「もちろんだ。フォルセス公国を追い落とすこと叶かなわずば、トスカリア公国に未来はない。多くの領土をもぎ取られ、国力が大きく衰おとろえた今、外交上の施し策さくによって状況を一変させていかねばならぬだろう……」

　チェザーレは、決意を込こめるようにそう言った。




　　　　◆




　居並ぶ包囲網諸将のなか、報告を聞き終えたリノが口にする。

「──休戦、ね。チェザーレとの約束などあってないようなものだが、一区切りにはなるか……」

「受けるしか選せん択たく肢しはありそうにありませんな。我々にとっても悪いタイミングではありません」

　言いながらロイがうなずいた。

「しかしよぉ、多大な犠ぎ牲せいを払って会戦では勝利を収めたっていうのに、このまま和わ睦ぼくってどういうことだよ？　ああ？」

　コルシーは、オルカスを見やって嫌いや味みが混じった風に言い放った。

　オルカスが事務報告をするように口にする。

「ですがこの戦いにおいてフォルセス公国、ジェリバ共和国、ミレノ公国はそれぞれ領地を拡張できたはずです。とくにフォルセス公国は、旧フレンツェ領の四分の一以上を占せん拠きよし、ボローチェなど大都市も支配下においています。対してこの戦いで重要な役目を担になったはずの我が国は、わずかな領土すら獲かく得とくしていません。我が国やナファリ王国以外の包囲網諸国は、休戦することで多大な恩おん恵けいを受ける立場のはずですぞ」

「けっ。どうせおまえらは商売で儲もうけることばかり考えてるんだろうが。俺らジェリバ人も他人のことは言えねぇけどよ、ヴェザニア人ほどあくどくはなれんよ」

　またもや険悪な対立に発展しそうな二人を、リノが制する。

「待ってください。今は対立せず、休戦をそのまま受けるかどうかを決めましょう」

「ヴェザニアは受けます」

　すかさずオルカスが応じた。

「我が国も、占領地の獲得が保障されるなら受けましょう」

　ロイも続いた。

「……俺らもだ。他に手はないんだからな」

　渋しぶ々しぶといったようにコルシーも同意した。

「このまま会議を繰り返せば、包囲網の結束は乱れるばかりです。このタイミングでひとまず休戦を図るのがよろしいのでしょうね」

　エリザもそう応じ、皆みなを見回して続ける。

「ただ、チェザーレは難敵です。この休戦を決して信じてはなりません。実際、我が国はチェザーレと結んだ条約を何度となく裏切られてきました。それゆえ各国政府には、休戦後も安心せず、どうか着々と次の戦いの準備を進めてくださればと存じます」

　そんなエリザの忠告に、誰だれもが深くうなずいたのだった。

　ヴェザニアにハシゴを外された以上、他に選択肢はない。せいぜいできることと言えば、包囲網諸国の結束を維い持じしつつ、軍備強化に励はげんでいくしか術がなかった。ただし、かつてない規模でフォルセス公国の国力が大きく増進したことで、単独でトスカリア公国に立ち向かうことも可能な情勢になりつつあることは素す直なおに喜ぶべきことであろうとリノは判断していた。包囲網を組んだ価値はあったのだ。
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　休戦条約を締てい結けつして地域の秩ちつ序じよが戻もどったこともあり、リノは、ブラッキアリが書き記した地図を頼たよりにマキャベリが引き籠こもる山さん荘そうへと単身でやってきた。

「ここか……。想像以上のボロ屋だな……」

　リノは、山荘を見上げてつぶやいた。一人で暮らすには十分だろうが、あまりに侘わびしい佇たたずまいである。こうした隠いん遁とん生活を長く行えば、身も心も萎い縮しゆくしてしまいかねない。

　リノは家の扉とびらを開けて、薄うす暗ぐらい邸てい内ないを覗のぞき込む。

「ごめんください。マキャベリさんはいらっしゃいますか？」

　人の気配はまったくないようだった。昼間は外で野の良ら仕事でもしているのだろうか。

　家の裏手に回り込んでみると、畑でマキャベリが何かを植える作業をしている姿があった。

「マキャベリさん！」

　ふと腰こしを上げたマキャベリは、こちらを見やってみるみる表情を変える。

「リノ殿どの!?」

　すぐさまマキャベリは走り寄ってきた。農作業のためマキャベリは泥どろまみれだ。

「うおおおおおおお！　本物のリノ殿ではないですか！　いったいこのような場所に、何をしに来たのです？」

　マキャベリは泥で汚よごれた手で、感極きわまったようにリノに握あく手しゆを求めてきた。リノは自らが汚れるのも構わず手を握にぎり返す。

「俺のことを友だと呼んでいたのはマキャベリさんじゃないか。友が訪問しておかしいことはないでしょう？」

「目下、トスカリア公国とは戦争中だと聞き及およんでおりましたが!?」

「一段落ついてね。積もる話があるんだ。ゆっくりする時間はあるだろうか？」

「もちろんです！　このようなうら寂さびしい場所で恐きよう縮しゆくですが、いつまででもゆっくりしていってください！」

　やたらとハイテンションなマキャベリだった。しかも犬が主人にご機き嫌げんを取ろうとしているように、嬉うれしさが滲にじみ出ているような表情である。ここまで嬉しがられると、なんだか気き恥はずかしい気持ちになってくる。

　家のなかに移動して椅い子すに腰かけ、テーブルで向かい合う。

「おおおおお……まさか目の前にリノ殿がいらっしゃるとは……。夢でも見ているような心地ここちです……」

「あのさ、最愛の恋こい人びとを見るような目を向けないでくれる？　ちょっと身の危険を感じるんだが」

　冗じよう談だん半分、本気半分でリノは笑った。

　それからリノは、興奮を抑おさえきれない様子のマキャベリに、トスカリア公国とは休戦し、その対価としてフォルセス公国は広大な領地を手に入れたことを伝えていった。包囲網諸国のなかで最大の利益に与あずかったのは、他ならぬフォルセス公国である。

　経けい緯いを伝え終えると、マキャベリは感かん銘めいしたようにうなずく。

「なるほど。フォルセス公国はこれで、イタリナでも五本の指に入る中ちゆう堅けん国へと成長を遂とげることになりましたね。いや、今回手に入れた領地は豊かな地域ですし、ややもすればヴェザニアに次ぐ国家と目されることになるやも……」

「たしかに公国の領域は、包囲網を組む前と比べて倍以上にまで急進している。だけど手放しで喜べるような話じゃない。小さくて目立たないことは強みでもあった。これからはメインプレイヤーの一国と見られるようになるから、外交的な困難をいやが上にも多数抱かかえることになるだろう」

「然しかり。フレンツェが惰だ眠みんを貪むさぼり続けることができなかったのも、イタリナの大国と目されていたからです。これからはフォルセス公国が、フレンツェの立場に晒さらされることになるでしょう」

「だがフォルセスは、フレンツェのように堕だ落らくすることはないだろう。幸か不幸か、軍事偏へん重ちようで国の体制を整えてきた。エリザも軍事には大いに理解がある君主だし、官かん吏りも市民も戦争となれば率そつ先せんして従軍してくれる。正規兵は四〇〇〇を超こえ、訓練も行き届いている。マキャベリさんには悪いが、フレンツェなんかと比ひ較かくされるのは俺たちに失礼だ」

　笑いながらリノは言った。

「それも然り。フレンツェは平和中立を愛しすぎたゆえに、味方からは嘲ちよう笑しようされ、敵からは侮あなどられるようになったのです。我々の人間世界では、軍事力こそがあらゆる国家の──」

　マキャベリはひたすら楽しそうに会話を続けた。話は国際政局から内政方針にまで多た岐きに及び、フレンツェ動乱を懐なつかしく振ふり返ったりもした。

　ずいぶん長いこと話し込んだころ、リノが窓の外を見やり口にする。

「マキャベリさんと話し込むと、つい時が経たつのも忘れてしまうな。もうすっかり夕暮れ時だ。いつまでもここに居座るわけにもいかない」

「このようなむさ苦しい場所でよろしければ、どうか今日は友であるわたくしのために、ここにお泊とまり頂くことはできないでしょうか。わたくしはまだまだリノ殿と話し合いたいのです」

「その前に、今日の本題を話してしまいたい。俺はそのためにやってきたんだ」

「本題ですと？」

　予想外といった顔でマキャベリは言った。

「マキャベリさん、フォルセス公国の宰さい相しようとして頼たのみがある。これからは、あなたのその力を、公国のために貸してもらうことはできないだろうか。俺はあなたを雇やといたくてやってきたんだ」

「……むうう、リノ殿の依い頼らいを断らなくてはならないのは辛つらすぎる。ですが今の私は、やってみようと決意して始めていることがあるのです」

　マキャベリが著作に専念していることは、ブラッキアリへの手紙を見せられて知っていた。だから、なんとしてもその決意を変えようとリノは自ら乗り込んできたのだ。

　リノが言葉を探していると、マキャベリが先を続ける。

「わたくしは今、著作の執しつ筆ぴつに人生を注いでおります。原げん稿こうに向き合うと、歴史のすべて、あらゆるものと自分が一体化するような感覚に陥おちいり、わたくしには人間世界のすべてが垣かい間ま見みえる。たとえて言えば、そう、不ふ遜そんながら神にでもなったような気分とでも申せましょうか。わたくしはこの道で、この身を世界の歴史のなかに打ち立ててみたく考えているのです」

　リノが身を乗り出す。

「だがマキャベリさん、あなたは国際政局から身を引くにはまだ早い。著作との戦いなら、引退する年ねん齢れいになってからでも遅おそくはないじゃないか。あなたのような才気ある人間は、目の前にある現実の戦いに参戦すべき義務がある」

「フレンツェ政治において、わたくしは単なる一官吏でしかありませんでした。どれほど国を想おもい新たな方針の提案をしても、結局、それを決めるのは他の政治家たちであったのです。しかし自分の著作物のなかでは、私は君主であり神であります。わたくしが生まれて初めて自分の力量のすべてを込こめられる仕事なのです。どうかわたくしの新しい戦いを──」

　リノは話を制し、熱を込めて口にする。

「誤解をしないで聞いてほしい。フォルセス公国は、ほぼ、俺の独裁に近い状態にある。フランク王国の宰相──リシュリュー枢すう機き卿きようにも指し摘てきされたことなんだ。フォルセス公国を動かすのはお前だと。つまり、ある意味ではフォルセス公国は俺の国だ。だからマキャベリさん、俺と一いつ緒しよに働いてくれるなら、あなたは一官吏などでは終わらない。フォルセス公国は、あなたの国だ。それができる環かん境きようにある」

「なんと……リノ殿がまさか、エリザ様を差し置いて、そのような大それたことを口になさるなど……」

　マキャベリは息を吞のみ、目を見開いた。

「大それたついでに、さらに言う。エリザは形けい骸がい化された君主であって、国政には何も携たずさわっていないんだよ。エリザは優すぐれた軍事指揮官だし、市民たちから慕したわれている公国の象しよう徴ちようだ。だけど現実として、これから国を動かしていくのは俺とあなただ。エリザという象徴をどのように活用して国を動かしていくのかは、俺とあなたの手しゆ腕わんに掛かかっている」

「神をも畏おそれぬ物言いですな……」

「だけど現実だ。そしてそれが、公国にとっても、エリザにとっても必要なことだと俺は信じている。マキャベリさん、頼む、あなたの力を俺に貸してほしい」

「そもそも、なぜそれほどまでにわたくしのことを……。わたくしなぞ、故国を追放された一官吏でしかありませんのに……」

「俺の目は節穴ではないつもりだ。あなたには力量がある。それを理解しているのは、他ならぬマキャベリさん自身のはずだ」

　そんなリノの指摘に、ふとマキャベリの目に精気が宿ったように見えた。

　居ずまいを正してマキャベリが問うてくる。

「リノ殿、一つだけ教えてください。リノ殿が統治するフォルセス公国は、どのような未来を目指しているのですか？」

「どこまでも行く。古いにしえのローマ帝てい国こくを超えるような、秩序と調和に満ちた、人類の新しい世界を創つくり出したい。そのために、俺の前には素す晴ばらしい道具が与あたえられている。フォルセス公国もそうだし、君主エリザすらそうだし、有能な官吏や将軍たち、そして勇ゆう敢かんな兵士たちも俺の手にある道具と言える。その道具の数々を活用して目標を成し遂げられるかどうか……それは俺たちの力量に掛かっているだろう。マキャベリさんにはこの未来の創造のために、命を捨てて欲しいと頼んでいるんだ」

　ひたすら情熱を込めて、誠心誠意の言葉をリノは伝えた。

　突とつ然ぜん、マキャベリの目にはブワッと涙なみだが弾はじける。

「このニコロ・マキャベリ……リノ殿の申し出を全身全ぜん霊れいを賭としてお受けしたく存じます。わたくしのような流る浪ろうの身の上の者に対し、それほどまでに目をかけてくださったご恩、生しよう涯がいにわたって忘れ得ないことを誓ちかいます。そしてわたくしは、神に代わって新しい天地を創造する目標のために、人生のすべてを費やすことをここにお約束いたします。どうぞこのわたくしのことを、存分にお使いください」

　リノは深くうなずく。

「よく決断してくれた。フレンツェに思い残すことは多々あるだろうが、あなたは今日からフォルセスの官かん僚りようだ。よろしく頼む」

「ただ、その前に一点だけお願いがあるのです」

「何？　給料のことかな。それともフォルセスでの住まい？　そんなことなら何も心配しなくていい」

「いえ、わたくしが今、身も心も没ぼつ入にゆうしている原稿があります。もう一、二週間もあれば書き上がるはずですので、どうかその原稿の執筆だけは完かん了りようさせてからフォルセスに向かいたいのです」

「なんだ、そんなこと？　もちろん構わないよ。ならばその間に、マキャベリさんの住まいを整えておくことにしよう」

　それからリノは一いつ泊ぱくすることを申し出、マキャベリ宅で葡ぶ萄どう酒しゆを酌くみ交かわしながら昔話に花を咲さかせた。葡萄酒を飲むと、とたんにマキャベリは涙もろくなり、会話の大半の時間を泣き通しだった。フレンツェを守り通すことができなかったのをマキャベリは痛切に悔くやんでいた。

　そんなマキャベリの姿勢に、リノはいっそう信しん頼らい感を深めていた。こんな時代にあって、これほど国を想い故郷を想う男はそうそういるものではない。大たい抵ていの人間は故国を振り返ることもなく、滅ほろびた国を忘れて平然としている。それが生き延びるための処世術なのだが、マキャベリはかなり無器用な男のようだった。

　マキャベリの昔話を聞きながら、涙が涸かれるまで泣けばいいとリノは思ったのだった。
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　チェザーレは、フレンツェ市庁舎の執しつ務む室に閉じこもり忙せわしなく歩き回っていた。

　現状、いくら休戦したとはいえど、フォルセス公国が作りだしたトスカリア包ほう囲い網もうが見事に機能し、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱくを受けていた。もしトスカリア公国が何らかの軍事行動を採ろうものなら、たちまち包囲網諸国は再度団結して動き出し、トスカリア公国の首都フレンツェに侵しん攻こうしてくるだろう。しかも包囲網諸国はトスカリア公国を仮想敵とすることで、親しく盟約関係を持続させている。フォルセス宰相リノの高い手腕をチェザーレも評価せざるを得なかった。

　フォルセス公国を討うち果たさねば、チェザーレに未来はないことは明らかだ。フォルセスが目の上のたんこぶになっている。だが、さしものチェザーレにも打つ手が見み出いだせない状じよう況きように藻も搔がき苦しんでいた。

「落ち着けチェザーレ。ジタバタしても始まらん」

　部屋の隅すみで腕うでを組んで立っていたミケロットが、ため息混じりにそう言った。

　チェザーレは立ち止まり、苦しげに口にする。

「外交的劣れつ勢せいに追いやられたこの状況、温ぬく々ぬくとしている余よ裕ゆうなどない。なんとしても挽ばん回かいせねば……」

「逆に言えば、微び妙みような秩ちつ序じよの上で和平が保たれているとも考えられる。そうやって戦争を回かい避ひしている間に、俺たちは国土の整備に集中できるというものだ」

　そんなミケロットの指摘に、チェザーレは首をふる。

「だが国土整備に費やす時間ならば、フォルセス公国にも同等にあるというもの。先の戦争で劣勢に立たされた我が国は、今やフォルセス公国とほぼ等しいところで国力が均きん衡こうしている。まさかあのような弱小国に国力で逆転されかねぬ日が来ようとは……」

「フランク王国は動かせないのか？」

「ありとあらゆる言辞を労して近づいてみたのだが、フォルセス公国を排はい除じよすることには、なかなか首を縦に振ろうとしない。何か上手うまい手はないものか……」

　そのときコンコンとノックがなされ、事務官が部屋へと入ってきた。

「失礼します。スペンス王国から、外交の使者が訪おとずれております。先に送った使いへの返答を持ってきたとか」

「ここに通せ。すぐでいい」

　チェザーレが命じると、事務官は畏かしこまってうなずき、階下へと下りていった。




　　　　◆




「──そのようなわけで、我が国にはフォルセス公国に敵対する理由は微み塵じんも見当たりません。それゆえ、我が国がトスカリア公国に対して傭よう兵へいを貸かし与えるようなことは絶対に考えられません。この方針が変わることはないでしょう」

　スペンス王国の外交官は、杓しやく子し定じよう規ぎな返答をしてきた。

　チェザーレが確かく認にんする。

「国王は、フォルセス公国に対して好感情を抱いだいているのか？」

「はい。我が国王は、先ごろフォルセス公国から献けん上じようされた大たい砲ほうの性能にいたく感じ入っておりまして、今後はスペンスの艦かん船せんに取り付ける主砲の一部をフォルセス製にしようとまで検討しているところでございます。また国王は、次の戦争の際にはフォルセス公国を傭兵として雇い入れたいとまで考えており、親密な関係性の発展を模も索さくしているところでございます」

　トスカリア公国成立以降、チェザーレは盛んに外交官を送り、フォルセス公国攻こう略りやくをフランク王国やスペンス王国に匂におわせていたのだが、まったく興味を示さなかった。むしろフォルセス公国の外交網もうが上手く機能しているようで、この二大国はフォルセス公国とは友好的にやってゆく方針を動かさなかった。おそらくその最大の理由は、フランク王国とスペンス王国は対立関係に発展しつつあったので、イタリナ中北部に精強な軍事力を保有するフォルセス公国を仲間に引き込んでおきたいと両国ともに考えているためなのだろう。

　外交的には打つ手なし。あの宰さい相しようリノはなかなかの外交戦略を駆く使しするとチェザーレは認めた。しかし包囲網諸国を突つき崩くずし、外交的な優位を確立するためには、やはり包囲網の基点となっているフォルセス公国を攻略する以外の方法はない。

　押しても引いてもスペンス王国を動かすことはできそうになく、使者に対してひとまずチェザーレはうなずく。

「そうか……了りよう解かいした。国王のことを私が大いに尊敬していると伝えてほしい。スペンス国王こそが私の見み倣ならうべき手本なのだとな」

　チェザーレは心にもないことを、真しん摯しな面おも持もちで言い切った。

　スペンス国王にしても、フランク国王にしても、またオスマニアの皇こう帝ていも、たまたまその超ちよう大たい国こくを統治する一族に生まれたことによって王座が転がり込んできただけの人間だ。実力で国を創るまでに至ったチェザーレからすれば、手本になどにしたくもなく、尊敬もしていない相手である。

　そんなチェザーレの本心など知らない外交官は、満足げに応じる。

「しかとお伝えいたしましょう。ボルジア様の力になれず申し訳ありませんが、フォルセス公国への我が国の方針はご理解ください」

「その点はやはり残念だ。我が国としては、フォルセス公国とヴェザニア共和国の攻こう守しゆ同盟がイタリナにとって大いなる災わざわいをもたらすと考えているのだがな。スペンス王国にとっても、この攻守同盟は悪あく魔まの種になるのではないかと俺が危き惧ぐしていたことも、国王に伝えておいてほしい」

　何気なく、チェザーレは最後の挨あい拶さつをするつもりでそう言った。

　すると、とたんに使者の顔色が変わり、うなるように口にする。

「ヴェザニア……。いつでもヴェザニアの者どもは災いの元げん凶きようなのです」

「そうだろう。国際外交に携わる者であれば、ヴェザニアの手練手管にはいつも辟へき易えきさせられている」

　チェザーレやスペンス王国に限らず、ヴェザニアの縦横に展開される外交と、その諜ちよう報ほう網もうは、各国にとっていつも頭痛の種になっていた。そこに豊富な資金力が加わるのだから、忌いま々いましいほどに聡そう敏びんな立ち回りをする。共和制という流転しがちな政体を守りながらも、その外交力を絶え間なく維い持じし続けてきたヴェザニアは、各国の王おう侯こう貴族や政治関係者たちにとって注目と尊敬の対象であるとともに、軽けい蔑べつの対象でもあった。

「先だってヴェザニアのスパイが、我が国の官僚にまで手を伸のばし、情報工作を続けていたことが発覚しました。おそらくそれは、ヴェザニアの者どもが我が国に伸ばす手の一つでしかないのでしょう。あのような不ふ埒らちな者どもには神しん罰ばつが下るべきです。我が国王も常々怒いかりを露あらわにしているところなのですが、なんとも厄やつ介かいな連中でありまして……」

　それから外交官は、ヴェザニアを罵ののしる言葉を並べ立てていった。

　その文句をうなずきながら聴きき入っていたチェザーレは……唐とう突とつに、「これだ！」と閃ひらめいた。天てん啓けいがあるとすればこのことなのではないかと錯さつ覚かくするほど、雷かみなりに打たれたように衝しよう撃げきが走り、チェザーレの五感はみるみる力に満ちてゆく。

「おお、なんということだ……。我が敬愛する国王が、ヴェザニアの悪あく辣らつ非道な行いの数々にこれほど心を痛めていたことを、まさかこの私が今まで気づかなかったなど……」

　言いながら、チェザーレは後こう悔かいするように両手で顔を覆おおってみせた。あまりに身を打ち震ふるわせるチェザーレに、外交官は青くなって声を上ずらせる。

「ボルジア様……？」

「国王に伝えてほしい。背教者ヴェザニアを討つべきときは今なのだと。我々が団結すれば、いかに長きに亘わたって繁はん栄えいを築いてきたヴェザニアとはいえど、追い落とすことができるはずだ。我々ならやれる」

　さらにチェザーレは、呆あつ気けに取られる外交官に向けて、畳たたみ掛かけるように続けてゆく。

「いや、教皇庁に働きかけよう。教皇庁が全世界に呼よび掛けて、背教者ヴェザニアを討つための大同盟を組織しようではないか！　あのような不信心者どもがのうのうと生き延びていていいはずがない！」

　神からの啓けい示じを受けたかのような自らの着想にチェザーレはたちまち自信を取り戻もどし、身体からだは力で満ちあふれ始めていた。
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　リスティア教皇庁、教皇の間。

　久しぶりに向き合った親と子は、たった二人だけで陰いん謀ぼうを企くわだてていた。

「──ほう、対ヴェザニア大同盟とな？」

　教皇の言葉に、チェザーレは深くうなずく。

「左様にございます。我がトスカリア公国が頭を押さえつけられているのは、他ならぬフォルセス公国が目の前に立ちはだかっているが故ゆえ。ですがフォルセス公国は外交面においてもなかなかしぶとい相手であり、追い落とすこと叶かなわぬままでありました。そこで私は、フォルセスの攻守同盟国であるヴェザニアに狙ねらいを絞しぼろうと考えたのでございます。ヴェザニア包囲網によって欧おう州しゆうの大国諸国を動かせば、それは取りも直さずフォルセスの包囲網としても機能するという謀ぼう略りやく──」

　その着想に教皇は目を見開き、感じ入ったようにうなる。

「なるほど……よく考えたものだ……。ヴェザニアはその途と方ほうもない繁栄ゆえに、他の大国諸国から疎うとまれ、嫉しつ妬とされ続けている。ヴェザニアは単独で挑いどむにはいささか難なん儀ぎな相手だが、あの者どもを繁栄の座から引きずり下ろしたいと考えている国々は多かろう。地中海を我が物顔で往き来するヴェザニア商人を追い落とせば、その分だけ自国の商人に活かつ躍やくの余地が生まれ、繁栄を奪うばい取ることができる」

「その通りです。その大国諸国が溜ため込んでいた不満のエネルギーを爆ばく発はつさせるために、ぜひとも父上の協力が必要。教皇庁が大同盟の中心になり、大国諸国を率いて戦うのです。未いまだ私は教皇軍最高司令官の身。ならば大同盟の全軍は、私が率いるのと同様というもの」

　教皇はほくそ笑えむ。

「フフ、いわば新しき十字軍というわけだな。神の意に背き続けたヴェザニアを、欧州諸国が大同団結して討とう伐ばつするのだ」

「フフフ、十字軍……げに素す晴ばらしき発想でございます。普ふ段だんは教皇庁の意の通りにはまるで動かない諸国の君主どもですが、きやつらにとってヴェザニア攻略は大いなる利益に適かなうことになります。ひとたび利益共同体になれば、はしたなき君主どもは、むしろ神の言葉を利用してやろうとするに違ちがいありません。それ故、もし教皇庁が率そつ先せんして起たち上がって戦うという態度を見せるのならば、大国諸国はここぞとばかりに便乗し、自らの利益を追い求めて参戦してくる様子が手に取るようにわかろうというもの。そして大同盟の諸国がヴェザニアに群がっているうちに、その攻守同盟国であるフォルセスを徹てつ底てい的に打ちのめしてやりましょう」

　チェザーレは、笑いをかみ殺すようにそう言った。

　フォルセスが基き軸じくとなって結ばれているトスカリア包ほう囲い網もうなど木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ばせるほどの、遥はるかにスケールの大きい大同盟である。むしろこの大同盟の結成を目まの当たりにすれば、ジェリバ共和国やミレノ公国やナファリ王国も、たちまちのうちにこちらの大同盟に寝ね返がえってくるであろう。なにせそれら諸国も、敵とする相手がヴェザニアなのであれば、参戦は望むところに違いない。

「決まりだ。スペンス王国、フランク王国、神聖ロクス帝てい国こく、イグノランド王国、ハンガリア王国、ポーラスト王国、スイズ政庁など、今すぐ欧州主要国にこの大同盟への参加を呼びかける。……そうだ……さらに名案があるやもしれぬ。まずはフランク王国を確実に巻き込むためにも、この大同盟の締てい結けつ式は、フランク王国内の都市で行うとしようではないか」

「さすが父上でございます。ならば教皇庁から大司教が派は遣けんされている都市カンブレーがよろしいかと。神の名の下もとに誓ちかいを立てる場所として相応ふさわしい」

「フフフ、ならばこの新しき十字軍──背教者ヴェザニアと、その攻守同盟国フォルセスを打つための大同盟の名めい称しようは、『カンブレー神聖同盟』としようではないか」

　教皇庁が組成した同盟関係は、一いつ般ぱんに神聖同盟と名付けられる。それに都市名を冠かんしたものだ。

　そして父子は陰謀の成功を確信し、顔を見合わせてほくそ笑んだのだった。
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　フォルセスにやってきたマキャベリは、エリザとリノの前に通されると恭うやうやしく挨拶してくる。

「お久しぶりにございます、エリザ様。あなたのニコロでございます。はるばる峠とうげを越こえ川を越え幾いくつもの山を越え、フォルセス公国のために参上いたしました次し第だいです。これよりわたくしはフォルセス公国の官かん吏りとなり、身命を賭として業務に邁まい進しんする所存です。どうぞよろしくお願いいたします」

「はるばるって言うほど遠くはないけどね。待ってたよ」

　苦笑いを浮うかべながらリノが応じた。

「よ、ようこそ、ニコロさん。リノから話は伺うかがっています。これより就任の儀ぎ式しきを行い、私から辞令をお伝えする予定です。こ……今後のご活躍を心より期待しています」

　マキャベリを苦手としているためか、エリザのほうが緊きん張ちようしている様子だった。

「っと、その前に、であります。ただただ官吏として雇やとわれるだけなのは、わたくしのプライドが許しません。しかし、わたくしは一昨日おとといまで流る浪ろうの身の上でありまして、新しい主君の下に献けん上じよう差し上げるような黄金も、宝石も持ち合わせてはおりませんでした。その代わりにエリザ様には、今後の主従関係を結ばせて頂くにあたり、わたくしの魂たましいを持参させて頂こうと考えた次第です。わたくしの精せい魂こん込こめた献けん策さく書でございます。どうかこちらをお納めください」

　丁てい重ちようにマキャベリは一冊の本を差し出してきた。自分で製本し、持参してきたのだろう。

「そんな。働きに応じて臣下に報ほう酬しゆうを払はらうのは君主の務めであり、臣下から何かをもらうわけには参りません。お気持ちだけはありがたく頂ちよう戴だいしておきますので──」

　エリザの言葉をすかさずマキャベリが制し、突くような勢いで本を渡そうとしてくる。

「いいのです、エリザ様。わたくしは受け取ってほしいのです。わたくしの魂でありますれば。さあ！」

「う、うう……」

　躊ちゆう躇ちよするエリザの手に、マキャベリは無理やり書物を押し付けた。

「『君主論』、ですか……。君主としてもっと学べということでしょうか……。ありがたき幸せに存じます……」

　本に視線を落としたエリザは、臣下のような礼を伝えた。これではアベコベだ。

　表紙を覗のぞき込んだリノが訊きく。

「へえ、あとで俺も読ませてもらってもいいのかな？」

「もちろんですとも、我が友よ。よろしければリノ殿どのには、わたくしのこの原げん稿こうについて、お感じになられたことを素す直なおに意見してもらえると嬉うれしく思います」

　サッとエリザを見やったマキャベリは続ける。

「そして、これからはフォルセス公国の政治に責任を持つ一員として、エリザ様のあるべき姿を存分に提言させて頂くことになるでしょう。エリザ様にはこの原稿を熟読してもらい、公国の未来にとって相応ふさわしい君主となるよう振る舞まってもらわねばなりません」

　当のエリザは、助けを求めるようにリノに視線を向けてきた。それゆえリノが代わりに応じる。

「ひとまず、マキャベリさんの叙じよ任にん式を済ませてしまおう。その後、ブラッキアリさんやナタリアも交えて、今後のそれぞれの担当分野を話し合おうじゃないか。マキャベリさんに肩かた代がわりしてもらう仕事はたくさんある」

「お任せください。わたくしの気力は果てしなく漲みなぎっておりますぞ。縦横に公国内を駆かけ回り、世界に冠たる国家を創つくり上げるため邁進してみせましょう」

「では、フォルセス公国の叙任式の形式に則のつとって進めます」

　コホン、と咳せき払ばらいをしたエリザは、新任の官かん僚りようや将軍に毎回行っているのと同様の、叙任の言葉を口にしていく。

「これより公国に仕えようとする者は、構える必要はない。真理を守るべし。教会、婦人、子どもらのために祈いのり、かつ守護すべし。そしてまた異教徒の暴ぼう虐ぎやくに抗あらがい、神に奉ほう仕しするすべての者の保護者となりて──」

　それからエリザによる、古式ゆかしい叙任の言葉が続いた。フォルセス公国に古くから伝わってきた叙任のための儀式だ。言葉の内容はずいぶん実態にそぐわないものになってしまっているが、伝統と形式が大事な場面というのはあるものだ。

　そして叙任の儀式を済ませたのち、マキャベリはフォルセス公国の官僚に正式に就任したのだった。
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　公こう邸ていの大広間。

　テーブルに着いた面々を眺ながめやりながら、リノが口にしていく。

「それぞれの担当分野が忙いそがしいなかで、こうして集まってくれたことにまずは礼を言おう。今日ここにいるメンバーが、今後のフォルセス公国を背負っていくことになる。初めて顔を合わせるメンツ同士もいるだろう。互たがいの意い思し疎そ通つうを図はかるため、この場を有効に活用してもらいたい」

　集まっているのは、エリザを含ふくめて次のメンバーだ。





　エリザ・ファウネル（君主）

　リノ・バルダート（宰さい相しよう）

　ドロテア・ストラデルラ（将軍）

　ワルター・バルダート（将軍）

　アルテロ・ブラッキアリ（官僚）

　ナタリア・ブラッキアリ（官僚）

　ニコロ・マキャベリ（官僚）

　ルチア・チェスティ（銀行家）

　ロザリア・ダ・ヴィンチ（科学者）

　ジークベルト・エルツベルガー（将軍）






　計一〇人──軍人四人、官僚四人、実業家一人、科学者一人といった構成である。もっとも、リノやナタリアは将軍も兼かねるし、ワルターなどは必要に応じて政治家としても役に立たないわけではない。

　ただし、なぜか、傭よう兵へい隊長ジークベルト・エルツベルガーが混じっていた。誘さそったのはワルターだ。いっとき戦争をした間あいだ柄がらとはいえど、今は敵対している相手でもなく、今後はフォルセス公国としても必要に応じて雇う可能性がある有能な傭兵隊長でもあるため、リノとしても参加を拒きよ否ひするほどではないと判断していたのである。ジークベルトは取り込んでおく価値がある高名な将軍なのだ。

「知っての通り、トスカリア公国との戦争を通して、公国は領域を急激に拡大することになった。大都市を幾つか抱かかえるまでになり、領域的にもイタリナ国家としてはナファリ王国やヴェザニア共和国に次ぐような規模となっている。今やトスカリア公国を凌しのぐのが我が国であり、周辺諸国の脅きよう威いに怯おびえ続けたのも遠い日の出来事だ」

　ここまで国家を急拡大させたのは、リノにとって感かん慨がいもひとしおだった。いつ滅めつ亡ぼうしてもおかしくないギリギリの綱つな渡わたりのなかを、死に物ぐるいで乗り切ってきて今がある。

「しかし公国の急激な国力の増強は、逆に周辺諸国の警けい戒かいを激しくかき立てていくことになろう。国が小さく、無視されていたのは大いなるアドバンテージでもあった。だがこれからは、絶え間なく監かん視しされる立場となり、ただそこに存在しているだけで、外交上で不利益を被こうむる機会も多くなっていくはずだ」

　居並ぶ一同の顔を見やりながら、リノは力強く続けてゆく。

「そこで今後は、より強固な官僚機構の構築、軍事組織の改革、産業システムの整備に今までにも増して全力を挙げて取り組んでもらう必要がある。皆みなの仕事について何か支し援えんが必要であれば、どのようなことでも俺まで伝えてもらいたい。可能な限りの手助けをして、皆の業務が滞とどこおりなく進むように取り計らうつもりだ。各員のたゆまぬ努力を期待したい。これからもよろしく頼たのむ」
















　リノが挨あい拶さつを終えると、ロザリアが軽口を叩たたいてくる。

「まるでお兄ちゃんが君主みたいだよね」

「そう、それ。私も同じことを思ってた」

　すかさずナタリアが腹立たしげな口調で同意した。

「私もそう思う」

　エリザまでもが、微び笑しようしながらそう言った。君主に指し摘てきされたら元も子もない。

　ドロテアが厳しい視線を向けてくる。

「普ふ通つう、最初の挨拶は姫ひめ様さまから行うべきじゃありませんか。最近のリノは、宰相の権限を笠かさに着て、さも自身が君主であるかのように振ふる舞っているように感じられます」

「おいおい、そんなつもりはないぞ。エリザは兵士たちの前では優すぐれた演説をするが、こうした場所での話は得意じゃないんだ」

　リノとしては、エリザの肩代わりをしたつもりだった。しかしエリザは微笑しながら言う。

「戦争バカと言われているみたい」

　滔とう々とうと、さも知った風にマキャベリが論じ始める。

「軍事に精通した君主というものは、最上の君主の一つの形であります。エリザ様は今にも増していっそう軍事全ぜん般ぱんに専念して頂き、こまごまとした内政については我々官僚集団に任せてくださればいいのです。わたくしがこの国に馳はせ参じたからには、内政についてエリザ様がやることと言えば、ただ椅い子すに座っていればいいだけなのです。よろしいですね？」

「は、はい……」

　エリザが小声で応じた。

　ナタリアが叱しかる。

「もともとフレンツェでは単なる官かん吏りだったのに、何を大物ぶってるのよ。しかも、何の実績も残していないでしょう？　むしろ失敗ばかりだったくせに」

「たしかにマキャベリくんは業績を残していないが、もし政治家の立場であったならまた違ちがったことだろう」

　ブラッキアリがそう言って、マキャベリの肩かたを持った。

「わたくしが何物をも成し遂とげられなかったのは簡単な話です。わたくしが仕えていた首相が無能であったのであります。当時の首相は影かげが薄うすすぎてどなただったかすっかり失念してしまいましたが、ならば仕方ない。わたくしは何も悪くない」

「ふぬううう……。この期ごに及およんでぬけぬけとぉ……」

　ブラッキアリは青筋を立てた。

「あんたは毒舌が唯ゆい一いつの業績だったのよね」

　ナタリアが呆あきれたように首を振ると、構わずマキャベリが続ける。

「ナタリアなるどこぞの首相の小こ娘むすめは昔から、口先だけで粋いきがるのが得意でありました。これからはこのわたくしが先せん輩ぱいとして、官僚としての実務を大いに教えて差し上げましょう」

「ふむぅぅぅぅぅ～。何であんたに物事を教えられなくちゃならないのよ……」

　ナタリアは地団太踏ふんで悔くやしがった。

　旧フレンツェの面々に対して無む双そう状態だったマキャベリに対し、ルチアが口にする。

「マキャベリさん、あなたの『君主論』を読ませて頂きましたよ」

「チェスティ様のような銀行界の大物にお読み頂けるとは、原稿を著あらわした甲か斐いがあったというものです。して、ご感想は？」

　マキャベリは誇ほこらしげに訊いた。自らの原稿について、かなりの自信があるのだろう。

「たしかに悪くはありません。というのは、今まで君主たちが暗あん黙もくのものとして行ってきた事こと柄がらの多くを、一いつ般ぱんの民衆が理解できる形でさらけ出したというのは学術的意味合いがあることなのでしょう。ただし、だからこそ、君主に教訓を施ほどこそうと見せかけて、その実あなたは君主たちを憎にくんでいるようにすら見える。おそらくは、あなたの故国フレンツェを滅ほろぼすことになった欧おう州しゆうの君主たちに、その暗黙の手法を公開してしまうことで仕打ちを喰くらわせてやろうとした──」

「むうう。なるほど……わたくしはもっと単純に、立身出世や、歴史に自身の名前を刻みたいというような、どこか子どもじみた理由で本書を著したつもりでおりました。しかし深層心理においては、それも一つの理由であったかもしれないと否定しきれないところなのでしょうね」

　続いてジークベルトも声を上げる。

「俺からも感想いいか？」

「これはエルツベルガー隊長。あなたのような実績豊富な傭兵隊長から直接感想を頂けるなど、大変光栄なことです」

「あんたはさ、本当のところ、何をやっても失敗し続けてきた理想主義者なんだろうよ。いいや、夢想主義者と指摘したほうが適切か？　結局のところ壁かべにぶち当たって挫ざ折せつし、その捻ひねくれた心が、こうした原げん稿こうになったんだ」

「皆みなさまの手厳しい評価に、わたくしの心は暴走寸前でございます！　もっと優やさしくしてください！」

　マキャベリは涙なみだ声ごえで叫さけんだ。

「いや、優しく言ってんだ。俺もわかるよ。傭兵隊長っていう人種はな、自らの力量を頼たよりに流る浪ろうの身から立身出世を企くわだて、人生において一発逆転を図ろうとするギャンブラーだからな。賭かけ金は、常に自分の命に他ならない。あんたは原稿で戦おうとしただけで、兵隊を率いて戦う俺とは似た者同士なのさ。だから気持ちはわかるんだが……ここからさらに一歩、世の君主たちが騒そう然ぜんとするような突つき抜ぬけ方を模も索さくしてみたほうがいいんじゃないかとアドバイスしたいんだよ」

　ワルターも続く。

「お主は原稿のなかで傭兵を扱こき下ろしておるが、傭兵も使いようじゃぞ。戦争慣れしているだけに、もともと弱い兵ではないんじゃ。あとは使う側の力量が、傭兵の強さを適切に引き出せるかどうかにかかっておる。戦争の現場を知ってから著し直せば、さらに飛ひ躍やくした優れた原稿が書けるんじゃないだろうか」

「わたくしは……わたくしは流浪の身のなかで、執しつ筆ぴつに命を懸かけておりました。だがしかし、皆さまのキツい評定の数々に、わたくしの身しん魂こんは切り裂さかれそうです！　ああ、なんて不幸なニコロ！　わたくしのこの悲しみは、いずれ壮そう大だいな史劇として描えがかれるべきでございましょう！」

　マキャベリは顔を歪ゆがめて訴うつたえた。心底からダメージを喰らった様子だった。

　リノはなかなかマキャベリらしい原稿だと『君主論』を感心しながら一読していたのだが、他の面々はそれほど高く評価していないようだった。

「俺はあまり深く考えず、素す直なおに面おも白しろく読んだけどな。エリザはどう思った？」

　リノは、エリザに話を向ける。

「うーん……欧州に散らばる私の親族たちの歩みを思えば、たしかにそうだと思えることも多くあったよ。神聖ロクス帝てい国こく領内の、私の叔父おじにあたるガリアーノ伯はく爵しやくなんかは、もう敵味方構わず何人も殺して権けん謀ぼう術じゆつ数すうのなかでのし上がっている人なんだけど、ニコロさんの本のなかのことはごくごく基本的なこととして自然に身についているんじゃないかな。だけど私が同じように振る舞まえるかといえばやっぱり難しくて、君主の性格や野心にもよると思う。結局のところ私には、リノやチェザーレやガリアーノ伯爵みたいな野心はないの。先祖代々受け継ついできた公国を守るのが私の仕事であって、陰いん謀ぼうのなかに生きるのは耐たえられない」

　そこで胸に手を置いたエリザは、切々と言葉を続けていく。

「剝むき出しの野心に食あたりを感じるのは、私が女だからなのかもしれないし、単に力量が足りないからなのかもしれない。だからね、ハッキリわかるのは、私にはイタリナや欧州の未来を変えていくような君主の座には向いていないということ。本当は、リノこそが君主の器うつわなんじゃないかって最近思うよ」

「バカを言うな。俺にはカリスマがないし、しょせんは平民の生まれなんだ。端はなっから器なんかじゃないんだよ」

　リノは慌あわててはぐらかした。エリザは実直な君主なので、本気で言っているのがわかったからだ。

　マキャベリが何やら訳知り顔でうなずく。

「なるほど……エリザ様のお話には感じ入るところがありましたぞ。たしかに私が理想とする君主にはリノ殿どのやチェザーレのような者こそが相応ふさわしいのかもしれません。しかしまた一方で、エリザ様はある意味、強きよう烈れつで悪あく辣らつな陰謀家をそばで使いこなしているとも指摘できる。これはまた……君主の新しい境地が見えて参りました……」

「強烈で悪辣な陰謀家って、やっぱり俺のことなのか……？」

　リノは顔を引きつらせた。

「何を今さら。このわたくしでも、リノ殿には敵かなう気がしません」

「姫様が陰謀ばかり巡めぐらせておったら、リノやワシも安心して仕えることなぞできなかったであろう。代わりにリノが外交や謀ぼう略りやくを担当しておるわけじゃが、その関係性が上手うまく成立していることがフォルセスの強さでもあるのじゃよ。君主一人が何もかもを考えて行動するよりも、フォルセスの体制は強きよう[image: 靭]じんなんじゃ」

　ワルターがそう指摘した。

「姫様が悪事を行うはずがありません。姫様は常つね日ひ頃ごろから市民たちと親しく交流し、愛されている存在なのです。代わりに、他国と張り合うような陰謀を担になうのはリノの役目です。そのためにリノがいるのです」

　ピシャリとドロテアが言い放った。ドロテアは、もともと逆らいづらい雰ふん囲い気きを持っている。そのためもあってか、この話題はここで立ち消えとなった。

　ふとロザリアが、ジークベルトを指差す。

「ところで、何でこの人がいるんだろう？　誰だれなの、この人？」

「俺か？　〝不敗のエルツベルガー〟ってアダナされているんだが、聞いたことはないのか、お嬢じようちゃん？」

　すでにエリザに一敗し、不敗ではないことは明らかだったが、ジークベルトは誇らしげに言った。

　ロザリアは眉まゆをひそめる。

「え？　前にフォルセスを攻せめて来た人じゃないの？」

「そうだ。ちょっと前まで俺はな、ヴェザニアの陸軍大将だったんだよ。俺は命じられて攻めただけだ。お前たちに憎しみを持っていたわけじゃなく、アレは俺の仕事だった。それで今日は、この爺じいに声を掛けられて来てみたんだが」

「『だった』ということは、今は陸軍大将じゃないの？」

　横からワルターが飄ひよう々ひようと口をはさむ。

「解任されたんじゃ。姫ひめ様さまに戦争でコテンパンにやられたのが原因じゃな。ザマあないの。ふぉっふぉっ」

「嬉うれしそうに言うな。それで俺は今、ちょうど仕事を探してる。俺が養う傭よう兵へい隊まで丸ごと引き受けてくれる大口の仕事をだ。仕方がねーからフォルセス公国に雇やとわれてやる。俺は高えぞ。さあ雇え。ボルジアの小こ僧ぞうごとき、この俺に一万の兵士を渡わたせば即そく座ざに薙なぎ払はらってやろう。なに、簡単な話だ」

　ジークベルトは強ごう引いんに、エリザにねじ込もうとしてきた。

　さしものエリザもイラッとした様子をのぞかせ口にする。

「こんな押し売り初めて見たよ。ドーツ地方の自分の領地にでも帰りなさいよ。そうすれば、傘さん下かの傭兵たちはご飯を食べることくらいは何とかできるんでしょう？」

「何なら、トスカリア公国に雇われてやってもいいんだぜ。今なら俺を高く売り込めるだろうよ。そうすれば、お前たちとはまた戦争だ。いいぞ、次こそはお前さんたちに俺は勝つ。正直、品行方正なヴェザニアよりも、荒あらっぽさを甘かん受じゆするトスカリアのほうが俺の気き性しように合いそうな気がしているところだ」

　ここで撥はねつけるのは簡単だ。だが追い払えば、言葉通り、ジークベルトは確実にトスカリア公国に自分を売り込みにいくだろう。チェザーレは諸もろ手てを挙げてジークベルトを迎むかえるはずだ。有能な傭兵隊長であることは間ま違ちがいなく、いざ戦争となればチェザーレを相手にするよりもずっと厄やつ介かいな敵になる可能性があった。それゆえリノとしては、ジークベルトを引き留める方向で調整をしようと内心で決めていた。おそらくワルターは、それらの一いつ切さい合切を見み越こして、ジークベルトを今日ここに招待したに違いない。

　リノが言う。

「わかった。雇う方向で話し合おう。ただし、傭兵料は交こう渉しようさせて欲しい」

「傭兵料は六ヶ月で一八〇万シリングだ」

「一八〇万？　バカげた金額だ。チェザーレだって絶対に出さない金額だろう。一つの傭兵隊だけにそれほどの大金を出せるわけがない」

「そこの爺が俺に言ったことがあるんだよ。一八〇万シリングをくれてやるから、フォルセス公国に仕えろってな」

　ジークベルトはアゴを使ってワルターを指し示した。

「あれは噓うそじゃ。ワシがそんな大金を持っておるわけがない」

「いいや、あのあと考えてみたんだけどよ、おめーの傭兵隊長としてのキャリアを考えたら、むしろ持ってて当然だと思ったぜ。本当はそれより多いだろう？　俺に寄よ越こせ。それだけの活かつ躍やくをしてみせよう」

「たとえ持っていたとしても、お主にはやらん」

「なら一〇〇万でいい。早く決めろ。俺は仕事が欲ほしいんだ」

　値下げが早すぎ、しかも値下げ幅はばまで大きすぎてリノは思わず苦く笑しようした。しかも一方的で高飛車な交渉である。だが、周りに左右されることが少ない本物の実力者の交渉とは、こういうものなのかもしれない。

　リノは落ち着くように促うながす。

「だから雇うっての。ただ雇こ用よう条件は、他の事務官たちも交えて綿密に打ち合わせたほうがお互たがいにとっていいだろう？　ニシンの塩しお漬づけを売買するような話じゃないんだから」

「ならば今後の軍事予算とも相談して決めましょう。もし予算上折り合わないとなれば、いくら有能であっても雇用は諦あきらめてもらいます」

　ナタリアは強い語調で主張したが、マキャベリが首をふる。

「いいや、エルツベルガー隊長であれば、無理をしてでもここで雇っておいたほうがいい。それだけの価値がある」

「あんたは内政官のくせに、考え方がちょっと軍事偏へん重ちようすぎるのよ。ただでさえフォルセス公国は軍事予算が他を圧あつ迫ぱくしているんだから──」

　ナタリアの話を遮さえぎり、リノはピシャリと言い放つ。

「いや、雇う。これは決定事じ項こうだ。その上で、条件のすり合わせをしていくんだよ」

「ふむぅぅぅぅぅぅぅ～」

　メンツを潰つぶされた形のナタリアは顔を真っ赤にして悔くやしがったが、リノの方針に逆らえる立場ではないこともまた事実だった。

「結構だ。俺を高く評価してくれたことに感謝してやろう。俺もある程度までなら妥だ協きようしてやる」

　相変わらず上から目線のジークベルトだった。その高こう慢まんぶりに恥はじない実績を持ち得ている男だから、あまり文句も言えない。ヴェザニア政府から解かい雇こされたくせに、まったく動じることのない図太さが、乾けん坤こん一いつ擲てきの戦場で勝機を見み出いだしていける秘ひ訣けつなのだろうか。

　ひとまずジークベルトの雇用が決まったところで、リノは全員をゆっくりと見回す。

「フォルセス公国は大きく領域が広がっただけでなく、これで官かん僚りようも、将軍も、かなり充じゆう実じつしてきたと言えるだろう。内政面での穴はないし、戦争を遂すい行こうしていけるに足る将軍も揃そろい、兵士たちも高い練度を誇ほこっている。そして何より、市民たちがエリザの統治を歓かん迎げいしてくれている。控ひかえ目に見ても、かなり手て応ごたえを感じられる状じよう況きようだ」

「このままの勢いを以もつて、公国がイタリナを統一すべきです。わたくしならできます」

　キリリとした表情でマキャベリが言い切った。

　すかさずナタリアがツッコミを入れる。

「なんでニコロ個人の話になってるのよ」

「イタリナ統一……なんと大それた……」

　政治学者のブラッキアリには、国家や統治者が入り乱れるイタリナ地域を平定するなど、途と轍てつもない目標に見えるのかもしれない。

　ロザリアが指し摘てきしてくる。

「だけど、国を支える科学者の数が足りないよ。フランク王国は、さらに飛ひ距きよ離りのある大たい砲ほうの開発に成功したとお師し匠しようからの手紙で読んだよ。スペンス王国は、遠洋も安全に航海できる巨きよ大だい船を動かし始めた。イグノランド王国やヴェザニア共和国は、お船に一〇〇門もの大砲を積める技術を習得したみたい。私たちは周回遅おくれの状況にあると思うよ」

「そりゃあ、そのレベルの大国諸国と比べたら致いたし方ないのでは？　国家規模が違いすぎる」

　ブラッキアリはあくまで現状に即そくして物事を考える人間だった。エリザと同様、あまり野心に満ちたタイプではないため、いずれフォルセスが大国になっていく可能性というのを想像しがたいのかもしれない。

　ナタリアが冷静に報告する。

「ロザリアの榴りゆう弾だんについては、戦争後に、ジェリバ人が大いに関心を持ち、我が国の砲ほう兵へいたちにしきりに情報収集していたことを確かく認にんしています。声を掛かけられた砲兵によると、高額の給料を提示されて引き抜ぬきを持ちかけられた者までおり、技術流出に関する懸け念ねんも高まっているのが現状であろうと思われます」

　ジェリバは経済立国なため、最新技術についても常々関心を持っている国くに柄がらだ。なぜなら最新技術を盛り込んだ兵器を商品化すれば、世界中に売りさばけるからである。そしてジェリバには、それを製品化できるだけの高い技術を持った工こう房ぼうが複数存在している。それゆえ、いち早くロザリアの榴弾の特異性に目を付けたのであろう。

　砲兵には職人も混じっているので、製造に関する技術を持っている者もいる。現場で使用している兵器である以上、完全に情報流出を防ぐ術すべはないだろう。唯ゆい一いつできることは、常に最新の兵器を開発し、基き礎そ技術のレベルを上げて簡単に他国が真似まねできない科学力を備えていくことしかない。

　リノはうなずく。

「了りよう解かいした。早急に、科学力の増強にも対応していこう。たった一つの技術的飛ひ躍やくで、すべての物事が覆おおってしまう可能性がある」

「フォルセス公国は甲かつ冑ちゆうや大砲の製造国だから、兵器や武器防具を造る職人の層は厚いんだよね。あとは最さい先せん端たん軍事技術を研究する科学者の数が揃えば、なんとか大国に伍ごしていけるんじゃないかな？」

　ロザリアがそう指摘した。

　リノは皆みなを見回しつつ語る。

「今後ますます軍事力、科学力、経済力をバランスよく底上げしていかねばならない。とくに、軍事力と科学力の基礎を支えてくれるのは、やはり国家経済の力があってこそだ」

「だがまぁ何にしても、力こそが国の未来を決める時代だ。その国が養える兵士の数が最大の基き盤ばんになるぞ。フォルセスが抱かかえる兵力は、今どのくらいになっているんだ？」

　そんなジークベルトの問い掛けに、ナタリアが応じる。

「国力が大きく伸しん張ちようしたことで、正規兵を六五〇〇にまで増強しています。市民からの志願者と、先の戦いで活躍した傭兵たちのなかから選せん抜ばつし、軍に加えました」

「現下の国力的には、もう少し抱えても問題は生じないと思えるんだがな」

　リノの言葉に、エリザも続く。

「トスカリア公国が健在な以上、次の戦争はそう遠くないうちにある。国力が許す限りの準備を入念にしておくべき時期よ。一息つけるのは、もう少し先」

　啞あ然ぜんとしたようにマキャベリが言う。

「なんという戦争狂きよう思考。ヴェザニアが経済立国とすれば、さながらフォルセスは戦争立国といったところです。このまま順調に戦力を拡大していけば、いつの日にかフランクやオスマニアなどに対たい抗こうしていくことも夢ではないやも……」

「たしかに八〇〇〇ほどにまで増やせる目め処どはあります。しかし、さすがに限界一いつ杯ぱいまで正規兵を抱えれば、何らかの経済的ショックが到とう来らいした場合に対処を難しくします。ある程度の財政余地を残しておくのが懸けん命めいかと存じますが……エリザ様の希望ということであれば、さらに正規兵の選抜を続けて参りますが、いかがなさいますか？」

「ナタリア、限界まで兵を雇用し、教練を施ほどこすようにして。チェザーレを生かしたままだと決してホッとする暇なんてないことを、私やリノは骨身に染みて知っているの」

「畏かしこまりました。急ぎ、募ぼ兵へいを継けい続ぞくして参ります」

　早くも軍事編制の方針について落着したところで、リノが打ち明ける。

「実はここからが、今日の真の本題だ。ここに集まる主要メンバーだけに知っておいてもらいたい方針がある。俺のほうで秘ひ密みつ裏りに、次の戦争に向けて外交交渉を進めてるんだ。今一度、ジェリバ、ミレノ、ナファリ、ヴェザニアと協調してトスカリア戦を再開する計画なんだ。複数の国家が関かかわっている休戦条約をあからさまに破は棄きするのは容易じゃないけど、無理やりにでも開戦の口実を捻ひねり出していくつもりで国際情勢を注視している。近いうちに再びこちらから仕し掛かけ、このままトスカリア公国の首を絞しめてやろう」

「素す晴ばらしい……。フレンツェ政治とはまるで別世界でございます。やはり君主制こそが、国家としてのあるべき理想を体現しやすい政体であると確信いたしました。わたくしは感激のあまり、涙なみだすら出てきそうな勢いです」

「ニコロ！　さっきから、あんたは横から茶々を入れたいだけなの？」

　ナタリアが、厳しい視線をマキャベリに向けた。

「わたくしは素直な気持ちを吐と露ろしただけのこと。いよいよわたくしの本領が発揮される舞ぶ台たいがやってきたのだと感じております」

「だったらペチャクチャ喋しやべってばかりいないで、早く活躍しなさいよ」

　リノが言う。

「マキャベリさんにも担当してもらう仕事が山ほどある。外交官として欧おう州しゆう中を駆かけ回ってもらうことになるし、各国の政局を注視しながら戦略の提案をしてもらうことも必要だ。そして、ヴェザニアのような諜ちよう報ほう網もうを欧州全土に構築していく裏の仕事も任せたい」

「極ごく秘ひ任務ならわたくしの得意分野です。わたくしはまだ幼きころ、近所の幼おさな馴な染じみらと結けつ託たくし、フレンツェの街にて市民に猛もう烈れつなカンチョーを喰くらわせて回る秘密結社を組織して暗あん躍やくしておりましたれば。あのころのフレンツェは、まさしくわたくしの手の内にありました」

「あ、ああそう……。そいつは頼たのもしいな……」

　リノは脱だつ力りよくして言った。

　一方のナタリアはそれ以上突つっ込むこともせず、呆あきれてため息をついていた。

　咳せき払ばらいをしてリノは続ける。

「ただし、チェザーレの側だって手をこまねいて見ているわけがないはずだ。必ずや、こちらを圧あつ倒とうするような謀ぼう略りやくを練っていると見て間ま違ちがいない。俺には、その確信がある。だからこそ急がなくちゃならない」

「ならば軍事担当官はこのあと、フレンツェ再侵しん攻こうの計画を練りましょう。次もまた、厳しい戦いになるはずね」

　エリザが自らの決意を固めるような口調で言った。

　リノは意味深に声をひそめる。

「そして次は、隙すきあらば教皇庁も攻こう撃げきして占せん拠きよし……フォルセスの影えい響きよう下かに置いてもいいかもしれない。欧州諸国の反発を生まないよう、外交努力を重ねてからだが……」

「な、なんと……!?　教皇庁を……考えたこともない話だ……」

　ブラッキアリが息を吞のんだ。

「なんという鬼き畜ちく……。そしてなんという人でなし……。神をも畏おそれぬ所業とはこのことですな……。さすがは奸かん賊ぞくリノ殿どの……」

　マキャベリの言葉を受け流しつつ、リノは力強く言う。

「現教皇アレクサンデル六世は、チェザーレの大きな力になっている。あの親子共々葬ほうむり去らなければ俺たちに未来はない」

　エリザがうなずく。

「今はリノの方針に従い、戦争の準備を進めるよ。いつでも開戦できるよう、万ばん全ぜんの準備をして臨のぞみましょう。ドロテア、引き続き兵たちの教練に力を入れるようお願いね」

「畏まりました。いっそうの厳しい教練を施します」

　ドロテアが生き真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「教皇庁を攻撃する役目はジークベルトに押し付ければいいじゃろう。歴史に残る大悪事をしなければならない場面こそ、傭よう兵へいを使うがよろしかろうて」

　ワルターが笑いながら言うと、ジークベルトは鼻を鳴らす。

「はっ！　神だか何だか知らねーが、金になるっつうなら引き受けてやってもいい。それによぉ、歴史として語られる大仕事ってのは、なかなか悪い話じゃないんじゃないのか？　単なるこの時代に生きた傭兵として歴史のなかに消えゆくよりも、後生のテキストにでも名前が刻まれるくらいのほうがいい。これぞ立身出世の極地ってヤツだろうよ」

「悪い意味で歴史に残るわけですけどね。非常に悪い意味で。まぁ、あなたには似合いそうですが」

　他人ひと事ごとのようにルチアが言った。

　リノは全員の顔を一人一人見やり、切々と口にする。

「国は大きくなってきたかもしれないが、まだまだ俺たちは危機の渦か中ちゆうにいるという認識を持たなくちゃならない。頼む、みんな。これからも、その力を貸してくれ」

　誰だれもがリノに真しん摯しな視線を向け、深くうなずいたのだった。




　　　　◆




　大広間で主要メンバーが集まっての会議が終わり、皆は口々に挨あい拶さつを交かわし合いながら部屋を出て行った。

　皆が部屋をあとにするまで残っていたエリザの下もとに、リノは近づいて声を掛ける。

「国政を担になう人材がずいぶん充じゆう実じつしてきたな。最初のころはほとんど俺一人でやっていたから、そのころとの歴然とした差さ違いには驚おどろくばかりだよ」

「本当にリノは、行政のために国中を一人で走り回ってた。それに官かん吏りになって以来、すべての戦争にも従軍したよね」

　椅い子すに座ったまま、エリザは顔を上げて応じてきた。

「戦わないと生き残れなかったからな。きっと、これからもそうだ」

　窓の外を眺ながめながらリノは言った。この窓からは、目下、急ごしらえで造成を進めている新市街が見み渡わたせる。街並みは徐じよ々じよに姿を現しつつあり、活気に満ちて人々が往き来していた。

「ここまで国を守り通してこれたのはリノのおかげだよ。まだフォルセスがあるのは奇き跡せきだと思える」

「いいや、俺が何もかもをやったと考えるのは行き過ぎだよ。フォルセスが生き残ってきた理由は単純だ。戦争に勝ってきたからだ。エリザやドロテアの活かつ躍やくがあったればこそだろう」

「戦争には、いつだって莫ばく大だいな国庫負担が必要になってくる。将軍ばかりじゃ戦争なんかできないよ」

「まぁ実際、各国の外交関係者と話をすれば、ここ最近のフォルセスの勢力伸しん長ちようには誰もが驚いているよ。弱小だったフォルセスが近年で最も領域を拡大しているんだから、世の中どう転ぶかわからない」

　最近になって唐とう突とつに、フォルセス公国が国際政治の主要プレイヤーの一国にまで躍やく進しんしたことは確かだった。直近でも、トスカリア包ほう囲い網もうが成立したのはフォルセスの外交的暗躍があったればこそだ。まだまだ国際政治を大きく揺ゆさぶるほどの国力はないものの、各国が瞠どう目もくせざるを得ないほどの成長を遂とげたため、その動向が注目を浴びるようになっていた。

　エリザも窓の外に視線を走らせ口にする。

「たった一つの戦争が予想もしない出来事を引き起こすよね。しかも、次々と。目まぐるしく移り変わる国際政治には、とても私なんかじゃ付いていけなかった。リノのほうが、やっぱり君主には相応ふさわしいね」

　リノは立ったまま、エリザを見下ろすように首をふる。

「そうは思わない。マキャベリさんも俺みたいなのが君主に相応しいと指し摘てきしていたけれど、俺は違う意見を持っている。君主にはカリスマがあったほうがいい。そして君主の裏で実際の政治を取り仕切る人間が、恐おそれられ、憎にくしみを一身に受ける体制が強きよう[image: 靭]じんだろう」

「じゃあリノは、恐れられ、憎しみを一身に浴びるつもりで政治に携たずさわっているわけ？」

　ふとエリザが、リノに視線を戻もどしてきた。

「その役目を引き受けようと常に心がけているよ。だけど、まだまだだ。たぶん風格が足りてないんだと思う。フランク王国のリシュリュー枢すう機き卿きようと直接交こう渉しようして、そう強く思ったよ。俺にはこれが全然足りないんだとな。妙みように上から目線のところとか、何もかもを知った風な態度とか、老ろう獪かいじみたところとか」

　そう言ってリノは笑った。

　釣つられてエリザもクスクスと微笑ほほえむ。

「見ただけで恐こわいと思われるためには、風格はちょっと足りてないかもね。あと三〇年くらい経たてば、リノにも風格が生まれてくるのかも」

「それまで国が生き残らないとな。一寸先は闇やみだ。事実、ここ数十年の間に、イタリナ中北部に数多く存在した小国は、その大半が滅めつ亡ぼうしている。チェザーレが教皇庁に現れてからは、さらに秩ちつ序じよが乱れて戦乱が日常茶さ飯はん事じの世の中になってしまった。そのチェザーレは、まだ生きている」

「憂ゆう鬱うつだよね……。手て枷かせ足あし枷かせをはめられて暮らしている気分……」

「だが実のところ、チェザーレが次にどんな手を打ってくるのか、どこか楽しみにしている自分がいるんだ」

　そんなリノの言葉に、エリザは目を見開く。

「……ホントに？」

「ああ。包囲網を組んだときと同じように、次もまた俺が先手を取るつもりだが……なにせ相手は神のごとき策さく謀ぼう家かだ。そう易やす々やすと勝たせてはくれないかもしれない」

　エリザは息をのむ。

「私には、そんな境地にはなれないよ……。リノも根っからの策謀家だと思う」

「チェザーレほど陰いん湿しつになれる度胸は俺にはないよ。あきらかに、チェザーレのほうが俺より上手だ。だからこそ、ヤツの次の手を見たいのかもしれない」

「好敵手同士だからこそ、根底では通じ合うものがあるのかもしれないね」

「リシュリュー枢機卿が言っていた……俺たちのような人種はゲームのプレイヤー同士であり、気の置けない友人であり、ライバルでもあり、打だ倒とうすべき宿敵でもあるのだとな。この世界で戦う俺たちは憎しみ合っているが、それでも戦友みたいなものでもあるんだよ」

「やっぱりリノがいないと国が成り立たないんだって、しみじみ感じるよ。私じゃ、そのゲームのプレイヤーにはなれないもの」

　ゆっくりと言って、エリザは椅子に深々と身を沈しずめた。

「人には役割がある。エリザには、エリザにしかできないことがあるだろう。そう考えていくと、俺とエリザは上手く互たがいの役割を補完し合っていける実に良いパートナーだ」

「もしかしたらワルターが、そんな私たちの資質を早くから見み極きわめて、適材適所を担っていけるよう教育を施ほどこしてきたのかもしれないね」

「オヤジが？　……うーん……あながち否定できないところが……」

　リノは腕うでを組んで考え込んだ。

　もしそうだとすれば、ワルターは自分などより遥はるかに上手ということになってしまう。一応は父親なのだから構わないと思うべきかもしれないが、あの飄ひよう々ひようとした態度と、多た忙ぼう極まる様々な政務を少しも手伝う素そ振ぶりがないワルターを思い起こせば、なぜだか癪しやくに障さわるところだ。
















「リノには感謝してもしきれないほどだよ。いつかリノにはフォルセス公国の新しい領地の一部を分ぶん与よして、君主になってもらいたいと思ってる」

「平民からいきなり君主か……。度ど肝ぎもを抜ぬかすほどの立身出世なんだろうが、キッパリ断らせてもらおう。小国の君主より、大国の宰さい相しようのほうが面おも白しろいと思わないか？」

「フォルセスは大国じゃないよ」

「まだ、今のところはな」

「そう、今は、ね」

　そしてリノとエリザは、互いに顔を見合わせて笑い合った。

「次の戦争は近い。エリザ、今まで以上に気を引き締しめて、軍の編制を頼たのむ」

「わかってる。次の戦争も、私たちがきっと勝つ」

　トスカリア公国を打ち破り、もし都市フレンツェやローマまで手中に収めることができるならば、大国諸国にも伍ごしていけるほどの国になるのは間違いない。一方で、戦争から目を背そむけてここで立ち止まってしまえば、次に滅ほろびるのは自分たちの国になる。来るべき戦争のため準備を怠おこたらず、そして勝ち続けることが、国家の未来を保証する唯ゆい一いつのものだ。

　再び窓の外に視線を向けたリノは、これからの国の行く末に想おもいを馳はせ、決意を新たにしたのだった。
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　まずは二巻についてお詫わびします。二巻は戦略配置図が数枚掲けい載さいされておりますが、最初の二枚がまったく無関係の場所に挿そう入にゆうされてしまっています。七ページ目の図版『対ヴェザニア・フォルセス平原の会戦／１日目・布ふ陣じん』は、七〇ページ前後に入るのが適切です。七七ページ目の図版『対ヴェザニア・フォルセス平原の会戦／AM11:40』は、八七ページ前後に入るのが適切です。部隊が未いまだ国境付近で行軍中であるにもかかわらず布陣を終えてしまっているような図表が提示されており、読者の方々を混乱させるような形になってしまい、申し訳ありませんでした。

　さて、近年の日本では、声高に正義が語られるようになったと感じています。大だい東とう亜あ戦争の正義についての議論は、その最たるものでしょうか。しかし歴史を鑑かんがみれば、正義にはほとんど重要性はありませんでした。極論すれば、相手に負けないこと、勝つことがすべて。そこには正義など無用の長物です。強しいて言えば、ほんの時々なら、正義も数多あまたあるカードの一つにはなるかもしれない……という程度でしょうか。

　本シリーズに登場するチェザーレもリノもエリザもマキャベリも、その他の人々も、数限りなく飛び交かう陰いん謀ぼうや策術に対し、正義の拳こぶしを振ふり上げるようなことはしていません。なぜなら彼ら彼女らは全員が剝むき出しの当事者であり、一いつ般ぱん民衆とは違ちがうからです。当然のことですが、正義を声高に叫さけんでいただけでは、あっという間に国が滅ほろび去るだけのこと。その構図は現代でも何一つ変わっていません。

　敵が噓うそ八はつ百ぴやくでこちらを陥おとしいれようとしてきたならば、正義の拳を振り上げて反論するのではなく、まずは頭を冷やすべきです。その上で、敵と満面の笑えみで握あく手しゆを交わしつつ、どのように敵の企たくらみを上回る策を練り上げられるかどうかを深しん慮りよしましょう。敵に余力を残した勝ち方をすれば再び同種の手法でこちらに向かってくるのですから、遠えん慮りよなどいらないのです。ひとたび覚かく悟ごを決めたら徹てつ底てい的てきに打ちのめし、二度と反はん抗こうできないように敵を封ふうじ込めるべきです。正義を武器にして戦えば、永遠に、決して敵を打ち負かすのは不可能だと知ることです。

　ですが近年の日本は、義ぎ憤ふんを感じている人が確実に増加しつつあります。それはインターネットの影えい響きようであったり、一部大手メディアの怪あやしい世論構築がようやく知られるようになったからでしょう。ですがそれに正義を以もつて反発するのは、かえって大きく国益を毀き損そんすることになります。まさに今の日本には〝正義の人〟が急増しつつあり、これからの日本の先行きはあまり芳かんばしいものにはならないだろうと確信して指し摘てきできる状じよう況きようでもあると言えるのです。
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─黄おう金ごんの剣けん姫きと鋼はがねの策さく士し─
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